
村 の 人 口

4 月 1 日現在

世帯数 2009 戸

人口総数 8972 人

男 4445 人

女 4527 人

(3 月中の動き）

出生11 人 死亡 7 人

転入53.人 転出45 人
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▲先生・在校生に拍手て見送られる卒業生

明
和
中
学
校
卒
業
式
が

三
月
十
六
日
、
体
育
館
で

行
わ
れ
‘
恩
師
や
在
校
生

の
温
か
い
拍
手
や
、
励
ま

し
の
こ
と
ば
に
見
送
ら
れ

｝
日
四
十
八
名
か
母
校
を
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

式
は
十
時
か
ら
始
め
ら

れ
、
卒
業
生
一
人
一
人
に

三
田
惣
三
郎
校
長
先
生
は

卒
業
証
書
を
授
与
。
女
生

徒
の
中
に
は
目
頭
に
ハ
ン

カ
チ
を
お
さ
え
る
風
景
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

校
長
先
生
の
「
未
知
の

世
界
に
向
か
っ
て
胸
を
張

り
故
郷
の
名
を
汚
さ
ぬ
よ

う
頑
張
て
く
だ
さ
い
」
と

励
ま
し
の
こ
と
ば
を
受
け
、

は
た
る
の
光
の
斉
唱
の
あ

と
式
場
を
退
場
。
こ
の
あ

と
、
卒
業
生
は
記
念
樹
を

も
ら
い
、
先
生
・
在
校
生
・

巣立ち 尋
魔
宅

中学校を 148名が卒業沓

四
月
は
、
一
年
を
通
じ
て
気
温
の
上

昇
か
い
ち
ば
ん
大
き
く
、
裏
日
本
と
表

日
本
の
気
候
の
差
も
少
な
く
な
り
、
全

般
的
に
「
花
曇
り
」
の
日
が
多
く
な
り

ま
す

3

新
学
期
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
、

新
学
期
と
い
う
の
は
こ
の
四
月
で
す
。

親
も
子
も
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
よ
ろ
こ
び
と
感
激
は
一
生

忘
れ
ら
れ
な
い
ひ
と
と
き
で
す
。
小
学

校
で
す
と
、
お
母
さ
ん
が
た
に
は
思
い

出
す
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
ょ
う
。

い
ま
‘
ご
自
分
の
お
子
さ
ん
を
学
校
の

門
ま
で
送
り
届
け
て
…
…
「
あ
た
し
も

こ
う
や
っ
て
母
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
ん

だ
」
と
。
あ
の
と
き
の
母
の
手
の
温
か

さ
担
任
の
先
生
の
き
び
き
び
し
た
動
作

や
い
ま
考
え
て
み
れ
ば
つ
ま
ら
な
い
こ

と
で
ケ
ン
カ
し
た
友
だ
ち
の
顔
な
ど
思

い
出
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

よ
し
な
し
ご
と

「
大
凡
、
生
を
養
う
の
道
、
上
部
は

常
に
清
涼
な
ら
ん
こ
と
を
要
し
、
下
部

は
常
に
温
暖
な
ら
ん
こ
と
を
要
す
る
。
」

ー
白
隠
禅
師
ー

頭
は
の
ぽ
せ
ず
、
足
の
冷
え
な
い
の

が
健
康
と
言
い
ま
す
。
足
が
冷
え
る
と

頭
に
血
が
の
ぽ
り
、
血
液
の
分
布
が
不

均
こ
う
に
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
心
身
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
。
肉
体
的
故
障
か

ら
精
神
の
不
安
定
か
生
れ
る
。
頭
寒
足

熱
は
昔
か
ら
の
知
恵
で
病
気
に
な
る
と

頭
を
冷
や
し
、
足
元
を
暖
め
る
の
原
理

で
あ
ろ
う
。 季

節
の
話
題

父
兄
か
両
側
に
一
例
に
な
ら
ぶ
中
を
拍

手
で
見
送
ら
れ
‘
校
門
を
さ
っ
て
行
き

ま
し
た
。
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昭和49年度一般会計予算（単位千円）

20,887 
地方譲与税 5.500 1.05% 
自動車取得税交付金11,500 2 19% 

呵

, 545万円

30,170 

32,663 6_22% 

商工費6,701 1.27% 

5.74% 

29,021 5. 52% 

四
月
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
し
の
村
の
予
算
が
三
月
十
一
日
か
ら
十
八
日
ま
で
行
わ
れ
た

定
例
村
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
般
会
計
予
算
は
五
億
二
千
五
百
四
十
五
万
円
、

四
つ
の
特
別
会
計
二
億
二
千
九
百
三
十
二
万
円
と
合
わ
せ
る
と
七
億
五
千
四
百
七
十
七
万
円
に
な
り

ま
す
。
一
般
会
計
は
昨
年
よ
り
二
五

·
O
%の
び
て
、
一
億
五
百
十
五
万
円
ふ
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
、
村
の
台
所
を
ま
か
な
う
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
、
概
要
を
の
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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▼
国
庵
支
出
金
国
か
、
村
で
行
う
事

業
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。
主

な
も
の
は
、
児
童
手
当
負
担
金
四
百
八

十
二
万
円
、
老
人
医
療
費
負
担
金
八
百

三
十
五
万
円
、
保
育
所
乳
幼
児
の
保
育

負
担
金
五
百
九
十
九
万
円
、
保
育
園
建

設
補
助
金
六
百
五
十
三
万
円
、
村
営
住

宅
建
設
費
補
助
金
一
千
二
百
六
十
八
万

円
な
ど
で
す
。

▼
県
補
助
金

▼村税の内訳（単位千円）

県
が
村
で
行
う
事
業
の

区 ノ刀―、 金 額 割合

村 民 税 67,637 49.2 

固定資産税 47,418 34. 5 

軽自動車税 4,094 3.0 

村たばこ消費税 12,474 9.1 

電気ガス税 5,780 4.2 

特別土地保有税 10 0 0 

計 137,413 100.0 

▼
地
方
交
付
税
歳
入
は
上
の
グ
ラ
フ

の
と
お
り
で
す
が
、
歳
入
の
ト
ッ
プ
は
、

地
方
交
付
税
で
全
体
の
四
五
・
ニ
％
を

し
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
村
が
仕
事
を

す
る
う
え
で
、
自
主
財
源
で
は
ま
か
な

い
き
れ
な
い
分
に
つ
い
て
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
も
の
で
、
昨
年
よ
り
五
千
三

百
五
十
万
円
ふ
え
て
い
ま
す
。

▼
村
税
歳
入
の
二
番
目
に
当
り
ま
す

が
昨
年
よ
り
四
千
九
十
六
万
円
ふ
え
て

い
ま
す
。
村
税
の
内
訳
は
、
次
の
図
表

の
と
お
り
で
す
。

歳
入
の
あ
ら
ま
し
[

舟笈

会

一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
老
人
医
療

費
補
助
金
二
百
九
万
円
、
保
育
園
建
設

補
助
金
三
百
二
十
六
万
円
な
ど
。

▼
繰
入
金
二
千
五
百
万
円
は
財
政
調

整
基
金
か
ら
繰
入
れ
た
も
の
で
す
。

▼
村
債
国
か
ら
一
定
の
事
業
に
対
し

て
不
足
す
る
費
用
を
借
り
入
れ
る
も
の

で
、
村
営
住
宅
建
設
費
に
一
千
六
百
八

十
万
円
、
保
育
園
建
設
に
五
百
万
円
。

▼
そ
の
他
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
自
動

車
重
量
譲
与
税
交
付
金
五
百
五
十
万
円

自
動
車
取
得
税
交
付
金
一
千
百
五
十
万

円
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
交
通
安
全
対

策
特
別
交
付
金
六
十
万
円
、
そ
れ
に
繰

越
金
八
百
六
十
七
万
円
な
ど
か
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

歳
出
も
上
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
。
特

徴
は
福
祉
関
係
の
民
生
費
が
一
ー
八
・

九
％
と
大
幅
に
の
び
、
福
祉
優
先
の
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
議
会
費
議
員
の
報
酬
や
事
務
局
の

給
料
な
ど
で
、
昨
年
よ
り
三
五
・
三
％

ふ
え
て
い
ま
す
。

▼
総
務
費
主
な
も
の
は
、
交
通
安
全

映
画
会
用
映
写
機
五
十
万
円
、
道
路
標
＿

示
焼
付
ペ
イ
ン
ト
ニ
十
万
円
、
交
通
安

全
防
護
柵
二
十
万
円
、
村
長
選
挙
費
五

十
二
万
円
‘
参
議
院
議
員
選
挙
費
九
十

九
万
円
な
ど
で
す
。

西
部
地
区
に

保
育
園
を
建
設

▼
民
生
費
福
祉
施
策
の
充
実
の
た
め

に
昨
年
よ
り
ニ
・
ニ
倍
弱
の
増
加
。
児

.
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.

.
 

.

.

.
 

歳
出
の
あ
ら
ま
し
・

.

.

.

.

.

.

.
 

計
予
算

童
福
祉
は
保
育
園
建
設
に
三
千
三
百
七

十
五
万
円
、
児
童
手
当
六
百
四
十
八
万

円
、
乳
児
医
療
費
扶
助
費
百
四
十
七
万

円
。老

人
福
祉
は
、
村
社
会
福
祉
協
議
会

助
成
金
六
十
五
万
円
、
老
人
健
康
診
査

に
十
六
万
円
、
老
人
ク
ラ
プ
育
成
補
助

金
九
十
万
円
、
敬
老
年
金
百
万
円
‘
老

人
医
療
扶
助
費
千
六
百
二
十
二
万
円
な

ど
。

▼
衛
生
費
妊
娠
六
ヵ
月
以
上
の
妊
婦

に
牛
乳
を
一
日
一
本
、
無
料
で
配
布
す

る
費
用
に
百
三
十
七
万
円
、
館
林
厚
生

病
院
の
負
担
金
六
百
二
十
七
万
円
、
看

護
婦
学
校
建
設
負
担
金
二
百
五
十
六
万

円
、
結
核
検
診
や
胃
腸
病
検
診
な
ど
の

委
託
料
百
六
万
円
、
伝
染
病
の
防
止
薬

購
入
費
百
三
万
円
、
水
道
会
計
繰
出
金

三
百
万
円
、
し
尿
処
理
費
五
百
二
万
円

な
ど
。

▼
農
林
水
産
業
費
幹
線
排
水
路
改
修

工
事
費
一
千
百
万
円
、
春
期
農
薬
空
中

（
次
ペ
ー
ジ
ヘ
）

▼ 49年度の主な工事

幹
線
排
水
路
を
改
修

妊
婦
に
牛
乳
を

無
料
配
布

区 分 金額・単位千円

道路改良並に舗装新
68,500 

設工事

保育園新築工事 33, 750 

住宅建設工事 29,256 

幹線排水路改修工事 1 1, 0 0 0 
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特
別

会

散
布
補
助
金
五
十
万
円
、
稲
作
病
害
虫

請
負
防
除
補
助
金
七
十
六
万
円
、
農
業

生
産
団
地
育
成
対
策
補
助
金
百
三
十
万

円
、
園
芸
特
産
物
等
振
興
補
助
金
七
十

万
円
、
広
域
農
道
建
設
調
査
委
託
費
負

担
金
二
百
二
十
万
円
な
ど
。

▼
商
工
費

商
工
振
興
費

は
四
百
二
十

五
万
円
で
昨

ヽ
｛

年
の
三
・
七

倍
に
ふ
え
、
訳5
0

内

2
の
[

こ
の
中
に
は
、

出

商
業
設
備
近

代
化
資
金
貸
歳

付
金
百
万
円
、
I
J
-

ロ

労
慟
福
祉
施
質
瞑

設
資
金
貸
付
性
2

金
百
万
円
‘
▼

村
商
工
会
助

成
金
百
四
十

道
路
の
舗
装
・
改
良
も
意
欲
的

国
民
健
康
保
険
会
計

予
算
総
額
は
、
一
億
三
千
二
百
万
円

で
、
昨
年
よ
り
四
千
三
百
五
十
万
円
ふ

え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ

く
保
険
税
は
一
人
当
り
一
万
七
十
七
円

で
す
。

▼
歳
入
保
険
税
四
千
九
百
三
十
八
万

円
、
国
庫
支
出
金
七
千
五
百
九
十
三
万

円
、
国
庫
補
助
金
五
百
七
十
五
万
円
、

繰
入
金
三
百
二
十
万
円
、
繰
越
金
三
百

二
十
三
万
円
な
ど
。

▼
歳
出
皆
さ
ん
が
医
者
に
か
か
っ
た

と
き
支
払
う
費
用
は
、
一
億
一
千
八
百

五
十
四
万
円
で
、
支
出
全
体
の
八
九
·

八
％
を
し
め
て
ま
す
。
こ
れ
を
一
人
当

り
に
す
る
と
二
万
四
千
百
九
十
二
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
助
産
費
百

二
十
万
円
、
療
養
費
百
六
十
五
万
円
、

人
件
費
七
百
八
十
八
万
円
な
ど
。

有
線
放
送
会
計

予
算
総
頷
は
一
千
五
百
八
十
三
万
円

で
す
。
昨
年
よ
り
三
百
五
十
五
万
円
へ

っ
て
い
ま
す
か
、
こ
れ
は
有
線
施
設
の

改
修
工
事
が
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

▼
歳
入
使
用
料
及
び
手
数
料
一
千
百

十
一
万
円
、
繰
入
金
百
七
十
万
円
、
繰

越
金
百
万
円
な
ど
。

▼
歳
出
こ
れ
と
い
っ
た
工
事
も
な
く

計
予
算

村
営
住
宅

1
2戸
建
設

万
円
な
ど
含
ま
れ
て
い
ま
す

会 言十 男lj
歳出予葬の規模

49年度 48年）斐
上ヒ較

国民健康保険 13,200 8,850 4,350 

有線放送 1,583 1,938 乙355

水道 I 収益白勺 1,982 1,319 663 

会計 I 資本的 3,383 5,285 • 1,902 

I 計 5,365 6,604 • 1,239 

農業共済 2,784 2, 27rI 507 

合 言十 22,932 19,669 3,263 

▼
土
木
費
道
路
の
舗
装
、
改
良
に
六

千
八
百
五
十
万
円
、
村
営
住
宅
建
設
に

二
千
九
百
二
十
六
万
円
、
道
路
維
持
費

五
百
十
八
万
円
、
道
路
改
良
工
事
に
伴

う
用
地
買
収
費
一
千
二
百
万
円
、
物
件

補
償
費
一
千
万
円
、
千
津
井
地
先
の
渡

船
運
営
費
二
百
七
十
万
円
、
住
宅
建
設

用
地
購
入
費
一
千
六
百
六
十
三
万
円
。

▼
消
防
費
館
林
地
区
消
防
組
合
負
担

金
は
二
千
八
百
四
十
六
万
円
で
、
こ
れ

は
、
常
備
消
防
費
一
千
八
百
六
十
七
万

円
、
非
常
備
消
防
費
五
百
四
十
九
万
円

消
防
施
設
費
四
百
三
十
万
円
に
使
わ
れ

ま
す
。

▼
教
育
費
小
学
校
費
一
千
九
百
三
十

九
万
円
、
中
学
校
費
一
千
四
百
五
十
六

万
円
、
幼
稚
園
費
九
百
六
十
二
万
円
、

社
会
教
育
費
二
百
二
十
八
万
円
。

▼
公
債
費
一
千
八
十
五
万
円
は
、
村

が
長
期
に
わ
た
っ
て
国
な
ど
か
ら
借
り

た
金
を
返
す
費
用
で
す
。

有
線
放
送
施
設
維
持
管
理
費
二
百
三
十

九
万
円
、
基
金
利
子
積
立
金
八
十
一
万

円
、
公
債
費
六
十
三
万
円
、
人
件
費
一

▼ 49年度特別会計予算総括表
（単位万円

[
収
益
的
収
入
及
び
支
出
]

▼
収
入
二
千
五
百
三
十
万
円
で
、
こ

の
中
に
は
、
給
水
収
益
二
千
二
百
五
十

七
万
円
、
受
託
工
事
収
益
四
十
万
円
、

雑
収
益
百
六
十
三
万
円
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

▼
支
出
一
千
九
百
八
十
二
万
円
で
、

こ
の
中
に
は
‘
営
業
費
用
一
千
四
百
九

十
二
万
円
、
営
業
外
費
用
四
百
六
十
万

円
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

[
資
本
的
収
入
及
び
支
出
]

▼
収
入
二
千
九
百
万
円
は
、
企
業
債

（
国
か
ら
な
ど
の
借
入
金
）
二
千
六
百

万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
三
百

万
円
で
す
。浄

水
施
設
を
建
設

▼
支
出
三
千
三
百
八
十
三
万
円
は
、

第
二
水
源
浄
水
施
設
建
設
費
三
千
百
六

十
九
万
円
、
営
業
設
備
費
八
十
七
万
円
、

企
業
債
償
還
金
七
十
七
万
円
‘
配
水
設

備
工
事
費
五
十
万
円
で
す
。

農
業
共
済
会
計

予
算
総
額
は
二
千
七
百
八
十
四
万
円

で
す
。

▼
歳
入
主
な
も
の
は
、
農
作
物
共
済

及
び
蚕
繭
共
済
、
家
畜
共
済
の
掛
金
六

百
八
十
一
万
円
、
県
連
よ
り
受
け
る
保

険
金
八
百
五
十
八
万
円
、
県
か
ら
の
補

助
金
六
百
四
十
二
万
円
、
加
入
者
賦
課

金
三
百
十
六
万
円
な
ど
。

▼
歳
出
主
な
も
の
は
、
被
害
農
家
へ

支
払
う
共
済
金
一
千
五
百
八
十
四
ヵ
円
、

県
連
へ
支
払
う
保
険
料
六
十
万
円
、
県

連
へ
支
払
う
賦
課
金
四
十
三
万
円
、
人

件
費
九
百
十
九
万
円
な
ど
で
す
。

水
道

千
六
十
万
円
な
ど

会

計

こ
と
し
の
予
算
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現 所余民 の生理ほ福を九でと 発以いの のに題 に経政 行りに
在次設をの中拡病をか祉は％は衛ま展上郷充重力つ‘従応済府新ぃ‘新三
‘に置投要で充院拡‘‘じと約生ずを三土実点をい農来えのの年まお年月
村ゴすじ望も強を充衛母めそ二費→推本つ‘目そて政かる現方度しよ度十
の皇るてし児化中強生子‘れ・を福進のく②標そは対らべ状針のたそ予一
実の考西応童を心化の医身ぞ八大祉し柱リ産とい‘策力くをに予。次算日
情 え部え問図とす面療体れ倍幅ヒてを°業しで今‘を努ふ対算 の案‘
を目で地て題りしるで等障増‘増の行基 のて行後地入力ま応蝙 ょを小
考こ、あ区‘にたた゜もを害額衛額面き調 振はきも域れしぇし成 ぅ附松
えにるに三つい広ま住拡者し生しでたと 興‘たで開たたててに な議原
てっ゜保千ぃ゜域た民充医‘費たはいし ‘①いき発き゜村‘あ 提す村
‘ぃ 育七て 医‘の強療老で゜‘゜て ③福゜得のた 民村た 案る長
広て 所百は 療館健化‘人は民民 ‘ 住祉 る推福 ののっ 説には
域は 一万‘ 組林康す児福約生生 村 み施 限進祉 欲斐て 明あ議
農‘ 力円住 織厚管る童祉四費費 の よ策 り等問 求竺は、 をた会

道
を
は
じ
め
と
し
て
、
農
業
の
振
興
と

構
造
の
変
化
に
伴
う
商
工
業
の
振
興
を

図
っ
て
行
き
た
い
。

特
に
商
工
対
策
と
し
て
は
、
商
工
会

の
育
成
助
長
を
は
じ
め
、
設
備
近
代
化

資
金
と
労
働
福
祉
施
設
資
金
の
貸
付
を

県
の
協
力
を
得
て
新
設
す
る
ほ
か
、
中

小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
を
単
独
で
、

損
資
金
を
出
し
て
行
う
考
え
で
あ
る
。

三
つ
目
の
柱
と
し
て
の
「
住
み
よ
い

郷
土
づ
く
り
」
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

特
に
土
木
関
係
に
力
を
入
れ
て
行
き
た

い
。
本
来
な
ら
ば
公
共
事
業
は
、
極
力

圧
縮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
村
と
し
て

は
、
い
ま
だ
立
ち
遅
れ
の
感
が
な
い
で

も
な
い
の
で
、
お
も
い
き
っ
て
社
会
資

本
の
充
実
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

村
営
住
宅
に
つ
い
て
も
、
四
千
八
百

万
円
余
り
を
投
じ
て
十
二
戸
の
建
設
を

す
る
考
え
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
交
通
安

全
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
も
肝
要
で
約

七
八
％
増
の
経
費
を
計
上
し
た
。

以
上
、
三
本
の
柱
を
中
心
に
し
て
更

ら
に
教
育
文
化
の
向
上
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
強
化
。
広
域
行
政
の
推
進
等
財
源

の
許
さ
れ
る
範
囲
で
、
出
来
得
る
限
り

の
施
策
を
織
り
込
ん
で
、
予
算
の
策
定

を
行
っ
た
。

以
上
新
年
度
の
重
要
事
業
に
つ
い
て
、
．

村
長
と
し
て
の
考
え
の
一
端
を
申
し
の

べ
た
が
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に

よ
り
こ
の
仕
事
を
達
成
じ
た
い
。

と
、
こ
の
よ
う
に
演
説
し
ま
し
た
。

議
会
当
初
に
村
長
演
説

福
祉
優
先
の

本
の
柱
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助
産
費
引
上
げ

四
月
一
日
か
ら
二
万
円

定例村議会第
一
回
定
例
村
議
会
は
、
三
月
十
一
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
会
期
八
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
①
）
昭

和
四
十
九
年
度
各
種
会
計
予
算
の
認
定
を
は
じ
め
‘
®
水
道
料
金
の
値
上
げ
‘
®
助
産
費
の
引
上
げ
‘
④
)
中
小
企
業
に
労

働
福
祉
施
設
資
金
お
よ
び
設
備
近
代
化
資
金
を
融
資
‘
®
中
小
商
業
者
に
設
備
近
代
化
資
金
を
融
資
‘
®
そ
の
他
補
正

予
算
な
ど
計
二
十
四
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
一
般
会
計
予
算
は
五
億
二
千
五
百
四
十
五

万
円
と
な
り
、
四
つ
の
特
別
会
計
予
算
二
億
二
千
九
百
三
十
二
万
円
と
合
わ
せ
る
と
予
算
総
額
七
億
五
千
四
百
七
十
七

万
円
に
な
り
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
一
般
質
問
二
件
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
村
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容

0
昭
和
四
十
九
年
度
各
種
会
計
予
算

詳
し
い
こ
と
は
二
、
三
面
に
掲
載
。

◄

村
議
会
風
景

⑦
一
般
会
計
予
算
は
、
昨
年
よ
り
二
五
・

0
％
の
び
て
、
五
億
二
千
五
百
四
十
五

万
円
に
な
り
ま
し
た
。
◎
国
保
会
計
予

算
一
億
三
千
二
百
万
円
。

C
)有
線
会

計
予
算
一
千
五
百
八
十
三
万
円
。
＠

水
道
会
計
予
算
五
千
三
百
六
十
六
万

円
。
＠
農
業
共
済
会
計
二
千
七

百
八
十
四
万
円
。

監
査
委
員
に
橋
本
三
郎
さ
ん

公
平
委
員
に
田
部
井
富
次
さ

ん固
定
資
産
評
価
委
員
に
香
山

清
さ
ん

0
各
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

四
月
三
十
日
任
期
満
了
と
な
る

監
査
委
員
の
橋
本
三
郎
さ
ん
（
斗

合
田
）
と
公
平
委
員
の
田
部
井
富

次
さ
ん
（
梅
原
）
、
そ
れ
に
三
月

十
四
日
任
期
満
了
と
な
る
香
山
清

さ
ん
（
南
大
島
）
を
そ
れ
ぞ
れ
再

選
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
え
ま
し
た
。

0
村
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

社
会
経
済
の
急
激
な
変
化
に
伴
っ
て

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
を
引
上
げ
た
も

の
で
す
。

④
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

助
産
費
を
一
万
円
か
ら
二
万
円
に
引

上
げ
、
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
も
の

④
商
業
設
備
近
代
化
資
金
融
資
促
進
条

例
の
設
定
に
つ
い
て

中
小
商
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
県

お
よ
び
金
融
機
関
と
協
調
し
て
、
設
備

資
金
の
融
資
を
し
、
店
舗
の
増
改
築
な

ど
、
商
店
の
近
代
化
に
役
立
て
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

融
資
額
は
最
高
五
百
万
円
ま
で
。

④
中
小
企
業
労
働
福
祉
施
設
資
金
融
資

促
進
条
例
設
定
に
つ
い
て

県
の
融
資
制
度
と
提
携
し
、
村
内
の

中
小
企
業
者
お
よ
び
そ
の
団
体
に
対
し

て
、
労
働
福
祉
施
設
の
設
置
、
改
善
に

必
要
な
資
金
の
融
資
を
促
進
し
、
労
働

水
道
料
金
・
今
月
か
ら
値
上
げ

予
算

総
額

7

億
5
4百
7
7万
円

各
種
会
計
予
算
を
認
定

④
給
水
条
例
の
一
部
改
正

水
道
料
金
が
四
月
一
日
か
ら
値
上
げ

に
な
り
ま
す
。

新水道使用料

基本料金 超過料金
用 途

基本数量 l ヵ月の科金 単位数量 料金

一般家庭用
1 ヵ月 10立方

3 5 0 円
1 立方メートル

4 0 円メートルまで につき

工業用
1 ヵ月 20立方

8 0 0 円
1 立方メートル

4 5 円メートルまで につき

官公喜. 言 1 ヵ月 20立方
6 0 0 円 1 立: メートル 3 0 円校・院 メートルまで につ

共用栓
1 ヵ月 20立方

7 0 0 円
1 立方メートル

4 0 円メートルまで につき

臨時使用
1 ヵ月 10立方

6 0 0 円
1 立方メートル

6 0 円メートルまで につき

者
、
従
業
員
の
福
祉
向
上
と
中
小
企
業

の
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

融
資
額
最
高
は
、
中
小
企
業
者
に
あ

っ
て
は
五
百
万
円
、
中
小
企
業
者
団
体

に
あ
っ
て
は
一
千
万
円
ま
で
。

0
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
融
資
促

進
条
例
設
定
に
つ
い
て

中
小
企
業
者
か
施
設
設
備
を
近
代
化

す
る
場
合
に
、
そ
の
資
金
を
貸
付
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
の
合
理
化
を
推

進
し
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
も
の
。

融
資
頷
は
最
喬
三
百
万
円
ま
で
で
、

審
査
会
を
設
け
て
、
こ
の
条
例
の
適
正

な
運
営
を
て
ゆ
く
も
の
で
す
。

④
渡
船
越
立
請
負
受
諾
に
つ
い
て

県
道
今
泉
館
林
線
の
明
和
村
大
字
千

津
井
の
渡
船
越
立
を
県
か
ら
二
百
六
十

万
四
千
円
で
一
年
間
、
請
負
す
る
も
の
。
④
国
保
会
計
補
正
予
算

ー
ー
—
_
—
ー
ー
ー
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( 
表金料道水新

• 

基本料金は累尉靡雷
超過料金もアップ

社
会
経
済
の
急
激
な
変
動
に
伴
っ
て

水
道
用
資
材
の
高
騰
、
最
近
に
お
け
る

施
設
の
改
修
工
事
な
ど
で
、
水
道
経
営

療
養
給
付
に

9

百
7
0
万
円
追
加

④
一
般
会
計
補
正
予
算

追
加
額
は
、
一
千
八
百
二
十
三
万
円

で
、
予
算
総
額
は
五
億
五
百
二
十
五
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
追
加
は
、
水
道
会
計
の
不
足
額

を
補
て
ん
す
る
た
め
に
三
百
万
円
、
土

地
開
発
基
金
八
百
九
十
六
万
円
、
果
樹

振
興
計
画
推
進
特
別
対
策
補
助
金
三
百

四
十
二
万
円
、
誘
致
工
場
奨
励
金
六
十

二
万
円
な
ど
で
す
。

水
道
会
計
ヘ

3

百
万
円
繰
出

◎
水
道
会
計
補
正
予
算

第
三
水
源
工
事
費
不
足
額
二
百
八
十

万
円
と
配
水
管
延
長
布
設
工
事
費
不
足

額
九
十
三
万
円
を
追
加
し
て
、
予
算
総

額
は
六
千
百
八
十
八
万
円
に
な
り
ま
し

゜

た④
工
場
誘
致
条
例
の
廃
止

諸
般
の
情
勢
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
も

の
で
す
。

が
ま
す
ま
す
苦
し
く
な
り
、
値
上
げ
し

た
も
の
で
す
。

値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
二
月
二
十
二

日
、
建
設
常
任
委
員
会
と
協
議
を
し
て

原
案
を
決
め
た
も
の
で
す
。

基
本
料
金
の
値
上
げ
幅
は
、
最
低
一

六
·
七
％
か
ら
最
高
一
九
六
・
三
％
で

一
般
家
庭
用
（
一
ヵ
月
十
立
方
M
)
は

二
九
・
六
％
の
八
十
円
値
上
げ
し
て
三

百
五
十
円
。
工
業
用
（
一
ヵ
月
二
十
立

方
M
)
は
、
一
九
六
・
三
％
の
五
百
三

十
円
値
上
げ
し
て
八
百
円
に
な
り
ま
し

こ
。f
 超

過
料
金
に
つ
い
て
は
、
一
立
方
昇

に
つ
き
一
般
家
庭
用
が
二
十
五
円
か
ら

四
十
円
に
、
工
業
用
が
二
十
五
円
か
ら

四
十
五
円
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
量
水
器
の
貸
付
使
用
料
も
月

額
三
十
円
か
ら
五
十
円
に
値
上
げ
に
な

り
ま
し
た
。

（
苦
し
い
水
道
経
営
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
五
面
に
水
道
経
営
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
し
た
。
）

第
三
水
源
工
事
に

2

百
8
0
万
円
追
加

九
百
七
十
五
万
円
を
追
加
し
て
、
予

算
総
額
は
一
億
二
百
五
十
九
万
円
。
追

加
額
の
ほ
と
ん
ど
が
療
養
給
付
費
の
不

足
分
九
百
七
十
万
円
で
す
。
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• 完成をまじが 1こひかえた第三水源

水
道
施
設
の
建
設
は
、
多
額
の
資
金

水
道
施
設
の
新
設
と
改
良

に
は
多
額
の
資
金
が
必
要

村
民
生
活
と
村
の
発
展
を
支
え
る
水

道
は
、
村
勢
の
発
展
と
と
も
に
、
そ
の

施
設
の
拡
張
、
改
良
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
は
ニ
ヵ
年

計
画
を
た
て
、
第
二
次
拡
張
工
事
を
進

め
、
給
水
不
良
地
区
の
改
善
な
ど
に
努

め
て
い
ま
す
。

し
か
し
水
道
の
財
政
は
、
物
価
の
上

昇
や
建
設
の
た
め
の
借
り
入
れ
資
金
の

増
加
な
ど
で
、
苦
し
い
状
態
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
水
道
事
業
の
実
情
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
水
道
経
営
に
つ

い
て
主
な
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が
必
要
で
す
。
ま
ず
十
年
、
十
五
年
と

い
う
長
期
の
需
要
の
見
通
し
を
つ
け
、

あ
ら
か
じ
め
余
裕
を
持
っ
た
施
設
を
造

る
こ
と
、
経
済
の
動
き
や
、
施
設
の
近

代
化
で
、
開
発
の
規
模
が
大
型
化
す
る

か
ら
で
す
。

水
源
か
ら
遠
い
大
輪
、
川
俣
、
須
賀

地
区
の
給
水
不
良
地
区
を
解
決
す
る
た

め
に
、
四
十
八
年
か
ら
行
っ
て
い
る
第

二
次
拡
張
工
事
を
例
に
と
っ
て
み
ま
し

゜

ょ
‘
つ大

輪
地
区
の
第
三
水
源
の
建
設
と
浄

水
施
設
、
配
水
に
必
要
な
工
事
が
五
千

七
百
八
十
万
円
で
行
わ
れ
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。
第
三
水
源
は
、
給
水

能
力
は
一
日
当
り
八
百
八
十
七
立
方
以

で
す
。
一
日
当
り
の
給
水
能
力
は
、
ニ

千
百
十
三
立
方
訂
か
ら
三
千
立
方
以
に

な
り
ま
す
。

こ
と
し
は
、
第
二
水
源
の
浄
水
施
設

の
建
設
を
三
千
百
六
十
九
万
円
で
行
い

ま
す
が
、
総
事
業
費
は
八
千
九
百
四
十

九
万
円
と
い
う
多
額
の
も
の
に
な
り
ま

す
。水

道
施
設
は
新
設
ば
か
り
で
な
く
、

能
率
の
悪
く
な
っ
た
老
朽
施
設
は
、
次

々
と
改
良
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

拡
張
や
施
設
の
改
良
資
金
の

大
部
分
は
国
か
ら
の
借
金
て

水
道
の
新
設
、
そ
し
て
改
良
工
事
に

必
要
な
多
額
の
資
金
は
、
大
部
分
が
起

債
と
い
う
、
国
か
ら
の
借
金
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
返
済

は
す
べ
て
水
道
料
で
ま
か
な
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
校
進
学
状
況

こ
と
し
明
和
中
学
校
を
卒
業
し
た
の

は
百
四
十
八
名
で
す
が
、
こ
の
内
、
高

等
学
校
へ
百
三
十
六
名
が
進
学
。
じ
つ

に
九
一
・
九
％
の
進
学
率
で
す
。

学
校
別
進
学
状
況
は
次
の
と
お
り
。

◎
公
立
高
等
学
校

〔
男
子
〕
▼
館
林
高
二
十
名
(
-
名

定
時
制
）
▼
板
倉
高
九
名
▼
大

泉
高
四
名
▼
太
田
高
三
名
▼

太
田
工
高
五
名
▼
不
動
岡
高
一

名
羽
生
実
高
五
名
▼
杉
戸
農
高

一
名
▼
足
利
高
三
名

〔
女
子
〕
▼
館
女
高
二
十
五
名
（

一
名
定
時
制
）
▼
板
倉
高
六
名

苦
し
い
水
道
経
営

▼
大
泉
高
十
一
名
▼
羽
生
実
高

三
名
▼
熊
女
高
一
名
▼
足
女
高

二
名
▼
太
田
市
立
商
高
一
名

◎
私
立
高
等
学
校

自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
、

四
月
と
十
月
の
年
二
回
に
納
期
を
わ
け

て
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
定
め
ら
れ

て
お
り
、
本
県
で
は
昨
年
度
に
限
り
、

県
税
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
五
月
と
十

月
に
わ
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昨
年
の
地
方
税
法
の
改

正
に
よ
り
、
昭
和
四
十
九
年
度
分
の
自

動
車
税
か
ら
、
年
一
回
で
五
月
中
に
年

税
額
を
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
自
動
車
を
所
有

し
て
い
る
か
た
の
五
月
中
の
自
動
車
税

の
支
出
負
担
額
は
例
年
の
倍
に
な
る
わ

け
で
す
が
、
五
月
は
、
自
動
車
税
以
外

に
大
き
な
額
の
税
金
の
支
出
月
に
な
っ

自
動
車
税
が
年
一
回

納
税
に
な
り
ま
す

水道事業経営の
(48年度予算・単位千円）

しく み

収

一時借り入れ
金（欠損金）
及び給水工事
収入など

入：言
支
出

その他 5,160

利益積立金
13,715 

▼
関
東
学
園
高
二
十
六
名
（
男
十
五

名
・
女
十
一
名
）
▼
佐
野
曰
大
高

男
二
名
▼
足
工
大
附
属
高
男
七

名
。

国・銀行など

口 経常的な収支

設備投資的な収支

企業債43,000

□

I
 

＾
ー

第 2 次拡張工事費57,800

配水管改良工事費 2,929
借金の返済721 その他425
施設、備品の償却費など 2,447

て
い
な
い
こ
と
や
、
そ
の
他
の
支
出
に

つ
い
て
も
比
較
的
少
な
い
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

皆
さ
ん
の
お
手
元
に
は
五
月
中
頃
納

税
通
知
書
が
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
五
月
三
十
一
日
が
納
期
限

で
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
商
工
会
の
窓

口
や
財
務
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
る
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
職
員
の
人
事
異
動
が
県
の
方
針
に

よ
り
、
四
月
一
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
本
村
関
係
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
退
職

明
中
校
長
三
田
惣
三
郎
、
明
中
正

田
令
子

◎
転
出
（
）
内
は
前
任
校

西
小
吉
永
な
か
（
東
小
）
、
館
林
一

小
柿
沼
貞
吉
（
西
小
）
、
東
小
伴

場
愛
子
（
西
小
）
、
千
代
田
富
永
小

根
岸
玲
子
（
西
小
）
、
館
林
二
中
大

山
典
雄
（
明
中
）
、
館
林
一
中
飯
塚

邦
夫
（
明
中
）
、
千
代
田
中
橋
本
勝

江
（
明
中
）

0

転
入
（
）
内
は
前
任
校

明
中
校
長
江
森
久
雄
（
邑
楽
中
）
、

東
小
伴
場
愛
子
（
西
小
）
、
東
小

斎
藤
益
夫
（
千
代
田
富
永
小
）
、
東
小

吉
田
知
子
（
新
採
用
）
、
西
小
田

島
恒
（
大
泉
南
小
）
、
西
小
吉
永
な

か
（
東
小
）
、
西
小
須
藤
光
江
（
千

代
田
富
氷
小
）
、
西
小
瀬
山
敬
子
（

新
採
用
）
、
明
中
石
塚
弥
一
郎
（
館

林
二
中
）
、
明
中
田
谷
国
雄
（
館
林

一
中
）
、
明
中
福
田
利
子
（
千
代
田

中
）
、
明
中
松
本
愛
子
（
館
林
三
中
）

明
中
細
堀
静
江
（
新
採
用
）

教
職
員
の

人
事
異
動
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中央幼稚園では、卒園式をまえにして、 1 年

間の勉強の成果を父兄に見てもらうため、 3

月 14 日お遊戯会を行いました。園児は自分達

で作ったお面をつけたり、きれいな衣裳をつ

けて、おもちゃのマーチ、こぶとりじいさん等

プログラム順に披露。お友達や父兄から盛ん

に拍手が送られていました。最後に 1 年間の

行事を 8 ミリフィルムにおさめた映画が行わ

れ「僕が写てる、私も」などと大喜びでした。

• 

◄
 

ニ
ュ
ー
ス

をな金 い場業
あ立子こてで者社
ら派和と行小の会
たな夫しわ松就福
に職君就れ原職祉
し業＾職ま村激協
て人〉さし長励議
いに谷れたら会会
まな一る゜多が主
しりは方 数三催
たま→は の月の
゜す先男 来六中
L 生五 賓日学
との名 を‘校
謝恩‘ 招役卒
辞を女
を忘四
のれ名
べずの

会土名
社｀見言：
人ので
に名す
なに゜
る恥就
たじ職
めな者
のい代
決よ表
二

思、つの

• 
3 月 13 日、中央保育園では梅原の鉄橋の東側の土

手で、園外保育を行いました。保育園を午前10時に

徒歩で出発し、約20分で現地に到着。あいに〈西風

が吹き、寒い日でしたか園児はへいっちゃら。虫を

捕まえたり、土手の上から転がったりして元気いっ

ぱい。中には、保母の嫌いな虫を捕まえて、保母を

追い回わす腕白な園児などがいましたが、 1 日楽し

くはしゃいでいました。

►
 

か
し
こ
い
消
費
者
に
な
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
消
費
者
講
座
が
三
月
二
十

五
日
、
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
生
活
用
品
と
こ
れ
か
ら
の
く
ら
し
」

と
い
う
演
題
で
、
群
馬
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
所
長
の
池
田
之
洪
さ
ん
か
講
演
。

薬
の
正
し
い
使
い
方
、
正
し
ぃ
買
い
も

の
、
食
品
添
加
物
な
ど
幅
広
く
お
話
し

が
あ
り
、
出
席
し
た
二
十
名
の
主
婦
は
、

熱
心
に
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

本
村
の
交
通
事
故
は
、
こ
と
し

に
な
っ
て
、
こ
の
三
ヵ
月
間
で
、

す
で
に
十
二
件
の
交
通
事
故
が
発

生
し
て
、
死
者
も
一
名
で
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
昨
年
一
年
間
で
死

者
二
名
に
対
し
、
こ
と
し
は
三
ヵ

月
で
一
名
と
い
う
こ
と
で
、
交
通

3

ヵ
月
で
1
2件
の

交
通
事
故
発
生

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111!111111111111111111111111 

み故し交 運の四を の多にが発年す通の通学練いがや
んをて通わ動十月未こ増〈道増し末゜事時行やをて‘入四
なな取事た；ゞ日六然の加な路加てのこ故期す通う ‘道園月
でくり故し 間日によがりをし‘石れかにる園け正路をは
盛す上防た眉→‘®防う心‘走‘自油に多いののなしで迎‘
りたげ止ちさ春か止な配自る陽転危加発たでたいいのえ新
上め‘をひ のらす交さ転自気車機えしま‘めま知危たし
げ‘悲身とれ全十る通れ車転と利にててし例道ま識険こく
まこ惨近りて国五た事ま事車と用端‘いい年路‘やにど入
しのななひい交日め、故す。故がも者を昨ま交こを通訓つも学
よ運交問と］通®
う動通題り。安ま
゜を事とが 全で

川
俣
駐
在
所
の
吉
川
良
男
警
部
補
は

三
月
い
っ
ぱ
い
で
、
定
年
退
職
さ
れ
ま

し
た
が
、
村
で
は
、
三
月
二
十
七
日
に

行
っ
た
交
通
対
策
協
議
会
の
席
上
、
吉

川
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

吉
川
さ
ん
は
、
川
俣
駐
在
所
に
赴
任

し
て
以
来
、
五
年
間
き
わ
め
て
長
期
に

わ
た
り
、
周
囲
の
環
境
や
交
通
事
情
な

ど
最
悪
の
条
件
の
も
と
に
こ
れ
を
克
服

し
、
職
務
の
遂
行
の
た
め
に
精
励
さ
れ

た
功
労
で
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

吉
川
さ
ん
の
後
任
と
し
て
川
俣
駐
在

所
に
は
、
川
島
義
照
巡
査
長
が
赴
任
し

て
き
ま
し
た
。

春
の

吉
川
警
部
補
に
感
謝
状

事
故
死
者
が
ふ
え
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
事
故

〈
右
折
は
正
し
く
〉

炉 □
•いったん ？て
とまる

・右折方向

信号が青

なったら

む ロ
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

対
策
協
議
会
開
く

交
通
安
全
運
動

発
生
件
数
で
も
昨
年
一
年
間
の
割
合
か

ら
見
れ
ば
、
同
じ
位
で
す
が
こ
れ
か
ら

行
楽
期
に
向
か
う
の
で
こ
れ
も
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
三
月
二
十
八
日
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
交
通
対

策
協
議
会
が
役
場
で
開
か
れ
、
交
通
安

全
運
動
期
間
中
の
本
村
の
実
施
要
綱
を

き
め
ま
し
た
。
、
実
施
内
容
は
「
老
人
と

子
ど
も
の
事
故
防
止
」
を
重
点
に
あ
げ
、

老
人
ク
ラ
プ
、
児
童
生
徒
を
対
象
に
正

し
ぃ
交
通
ル
ー
ル
を
習
慣
づ
け
さ
せ
る

た
め
に
、
交
通
指
導
員
を
は
じ
め
、
交

通
安
全
協
会
な
ど
各
関
係
機
関
が
一
体

と
な
っ
て
街
頭
指
導
、
広
報
宣
伝
、
法

規
講
習
会
な
ど
行
い
ま
す
。



昭和 49 年 4 月 10 日 広 幸艮 め し‘ わ 第151号 (7) 

村
内
史
跡
た
ず
ね
あ
る
記

摩
利
支

江
黒
七
二
0
番
地
、
宝
弄
寺
本
殿

わ
き
に
永
承
己
丑
三
月
十
二
日
、
頼

義
護
建
と
記
さ
れ
た
石
造
の
摩
利
支

天
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

摩
利
支
天
と
は
、
太
陽
に
よ
っ
て

生
ず
る
陽
炎
の
神
格
化
と
い
わ
れ
、

イ
ン
ド
神
話
風
神
の
―
つ
で
イ
ン
ド

庶
民
の
間
に
崇
拝
さ
れ
た
神
で
あ
る

羅
殺
天
と
阿
修
羅
か
斗
争
を
続
け
て

い
る
と
き
、
摩
利
支
天
か
、
日
光
の

光
り
を
遮
断
し
て
争
い
を
と
め
た
話

か
あ
り
、
密
教
に
よ
り
日
本
へ
伝
わ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
姿
は
「
天

女
形
で
長
柄
の
天
扇
を
持
つ
形
が
あ

り
神
通
力
を
有
し
あ
た
か
も
陽
炎
の

如
く
、
形
は
あ
っ
て
無
く
、
日
天
月

っ
た
三
月
二
十
一
日
、
体
育
協
会
主
催

の
第
i
回
剣
道
大
会
か
武
道
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、

板
倉
・
館
林
・

妻
沼
（
埼
王

県
）
と
、
本

村
を
含
め
て

総
勢
約
百
名
、

試
合
は
、
小

学
生
・
中
学

生
・
一
般
の

三
部
に
わ
か

れ
て
‘
個
人

戦
．
勝
ち
抜

き
戦
が
行
わ

れ
‘
鋭
い
気

合
い
を
掛
け

天
も
こ
の
神
の
姿
を
見
極
め
る
こ
と
か

出
来
ず
、
捕
え
る
こ
と
も
出
来
な
い
」

と
い
う
誠
に
不
思
議
な
存
在
で
あ
り
、

正
に
神
出
鬼
没
の
摩
利
支
天
が
、
護
身
、

得
財
、
勝
利
の
祈
願
対
象
と
し
て
古
く

か
ら
武
人
の
守
本
尊
と
し
て
信
仰
を
受

け
た
。し

た
が
っ
て
、
宝
弄
寺
の
あ
る
江
黒

合
い
な
か
ら
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
関
係
の
試
合
結
果
は
小
学
生
・

中
学
生
は
、
あ
ま
リ
か
ん
ば
し
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
、
そ
れ
で
も
個
人
戦

で
は
何
名
か
か
勝
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
の
勝
ち
抜
き
戦
で
は
‘
準
優

勝
と
三
位
の
好
成
績
を
の
こ
し
ま
し
た
。

0
勝
ち
抜
き
戦
（
高
点
試
合
）

◆
小
学
生
の
部
1
1

一
位
堀
口
尚
男
（
妻

沼
剣
友
会
）
二
位
柴
崎
実
（
同
上
）

三
位
長
田
祐
治
（
同
上
）

♦

中
学
生
の
部
1
1

一
位
井
口
昌
一
（
多

々
良
中
）
二
位
恩
田
雅
貴
（
同
上
）

三
位
奈
良
茂
雄
（
板
倉
中
）

♦

一
般
の
部
一
位
米
持
武
志
（
妻
沼

剣
友
会
）
二
位
小
川
裕
永
（
大

輪
）
三
位
石
村
敏
文
（
大
佐
貫
）

ヽ
｀
＇
’
'

回゚ー第
( 

は
、
伝
説
に
昔
八
ソ
塚
村
と
呼
ば
れ
て

い
た
が
、
永
承
五
年
(
-
千
五
十
一

年
）
陸
奥
の
安
倍
頼
時
が
時
の
政
府
に

反
抗
し
た
た
め
、
朝
廷
は
、
源
義
頼
に

そ
の
鎮
圧
を
命
じ
た
（
前
九
年
の
役
）
、

こ
の
時
頼
義
は
、
長
男
の
八
幡
太
郎
源

義
家
（
七
オ
の
時
石
清
水
八
幡
宮
の
神

社
で
元
服
し
た
の
で
八
幡
太
郎
と
称
し

c
o
¥
C
¥
C
¥
C
¥
C
C
¥
C
¥
C
 

天

た
）
を
従
え
征
伐
に
お
も
む
き
、
途
中

こ
の
八
ゾ
塚
村
に
差
し
か
か
っ
た
時
、

義
家
の
愛
馬
「
江
黒
」
か
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
不
吉
な
前
兆
て
あ
っ
た
か
、
そ

の
死
を
非
常
に
隣
れ
み
、
丁
寧
に
埋
葬

し
同
時
に
戦
勝
を
祈
願
し
た
。
そ
の
功

か
あ
っ
て
か
康
平
五
年
（
一
千
六
十
二

年
）
に
無
事
安
倍
氏
を
滅
ぱ
し
、
九
年

間
の
長
き
戦
い
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

頼
義
は
、
こ
の
功
績
に
よ
り
正

四
位
以
下
伊
予
守
に
任
ぜ
ら
れ

坂
東
に
お
け
る
源
氏
の
棟
梁
と

し
て
の
地
位
を
築
き
上
げ
た
。

翌
々
年
に
は
、
石
清
水
八
幡
宮

を
勧
請
し
て
鶴
岡
八
幡
宮
（
鎌

倉
）
を
建
立
し
た
。
ま
た
八
ッ

塚
村
で
も
村
名
を
江
黒
村
と
改

め
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
後
‘
馬
頭
観
音
堂
（
本
村
最
古

の
建
物
）
造
営
し
、
県
内
で
も
珍
し

い
木
像
の
馬
頭
観
音
を
祀
る
と
共
に

摩
利
支
天
も
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
村
の
歴
史

を
知
る
上
で
の
貴
重
な
史
跡
の
一
っ

で
あ
る
。 て

い
る
摩
利
支
天

江
黒
の
宝
寿
寺
に
安
置
さ
れ
て

剣 道大 会
▼豆剣士から一般まて約 100名参加

恩
田
久

洋
上
大
学
に
参
加
し
て

武
道
館
か
で

き
て
約
一
年
た

国
民
年
金
の
保
険
料
は
原
則
と
し
て

年
四
回
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

保
険
料
か
納
期
限
（
年
四
回
）
ま
て

に
納
め
ら
れ
て
い
な
い
と
、
万
一
の
事

故
な
ど
か
あ
っ
た
場
合
‘
障
害
年
金
や

母
子
年
金
な
ど
か
、
ァ
け
ら
れ
な
い
こ
と

か
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
‘
障
害
年
金
や

母
子
（
準
母
子
）
年
金
‘
遺
児
年
金
な

ど
の
場
合
、
事
故
の
あ
っ
た
月
の
直
前

の
納
期
限
の
月
（
こ
れ
を
基
準
月
と
い

い
、
四
月
、
七
月
、
十
月
、
一
月
と
な

っ
て
い
ま
す
）
の
前
月
ま
で
の
保
険
料

国
民
年
金
の

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

か
納
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
か
、
年

金
を
う
け
る
権
利
を
決
め
る
条
件
と
な

る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

し
た
か
っ
て
決
め
ら
れ
た
と
き
ま
で

に
保
険
料
を
納
め
て
お
く
こ
と
は
非
常

に
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

あ
な
た
の
保
険
料
に
納
め
忘
れ
か
な

V

、
き
ち
ん
と
納
め
ら
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
も
う
一
度
た
し
か
め
て
お
き
ま

群
馬
県
て
は
、
青
少
年
対
策
の
一
環

と
し
て
、
新
た
に
「
洋
上
大
学
」
を
設

け
実
施
し
ま
し
た
。

洋
上
大
学
と
は
、
青
少
年
た
ち
に
、

研
修
と
規
律
あ
る
団
体
生
活
を
通
じ
て

心
身
を
鍛
練
す
る
と
と
も
に
、
青
少
年

を
健
全
育
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

十
七
日
間
の
日
程
て
海
外
研
修
が
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
応
募
者
の
中
か
ら
幸

い
私
も
選
ば
れ
て
、
こ
れ
に
参
加
す
る

こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
昨
年
十
二
月
二
十
七
日
、
名
古

—
—
,
'
J

'
.
,
H
H
9
,

卜

9
4

眉
甘
J

人
な
っ
こ
い
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
子
供

と
た
わ
む
れ
る
恩
田
君

◄

し
ょ
う
。

も
し
、
納
め
て
い
な
い
保
険
料
か
あ

り
ま
し
た
ら
‘
四
月
末
日
ま
で
に
か
な

ら
ず
納
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
や
、
保
険
料
な

ど
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
点
か
あ
る
人

は
、
役
場
住
民
課
の
窓
口
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
‘

屋
港
を
出
帆
し
て
、
最
初
に
着
い
た
と

こ
ろ
は
、
マ
ニ
ラ
港
で
し
た
が
そ
の
間

船
内
で
は
毎
日
か
規
律
あ
る
生
活
、
わ

か
ま
ま
の
許
さ
れ
な
い
生
活
が
続
け
ら

れ
お
互
の
理
解
と
信
頼
感
か
高
め
ら
れ

ま
し
た
。

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
で
の
青
少
年
達
と
の

交
歓
会
の
席
上
、
八
木
節
、
草
津
節
等

を
披
露
し
て
喝
采
を
あ
び
国
際
協
力
に

少
し
で
も
役
に
た
て
た
と
確
心
し
て
お

り
ま
す
。
マ
ニ
ラ
に
は
、
は
ん
の
三
日

間
の
滞
在
で
し
た
が
得
る
も
の
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
に
ホ
ン
コ
ン

へ
行
き
ま
し
た
か
、
青
少
年
に
と
っ
て

特
に
良
い
印
象
は
な
く
、
二
日
間
滞
在

し
た
後
、
名
古
屋
港
に
無
事
に

帰
っ
て
来
ま
し
た
。

い
ま
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
‘

石
油
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
た
お

り
、
県
か
実
施
し
た
と
い
う
い

と
は
、
い
ま
の
若
者
に
大
き
く

期
待
し
て
い
る
た
め
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。
私
は
、
こ
の
洋
上
大

学
の
目
的
に
向
っ
て
た
め
ら
う

こ
と
な
く
、
邁
進
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

（
筆
者
は
役
場
吏
員
で
梅
原

居
住
）
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久
保
庭
仁
一
郎
さ
ん
（
七
十
四
オ
）

は
、
三
月
三
十
一
日
午
後
一
時
五
十

分
脳
軟
化
症
の
た
め
自
宅
（
新
里
）
で

お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
喪
主

は
長
男
の
丈
助
さ
ん
で
す
。

告
別
式
は
四
月
六
日
明
中
体
育
館

で
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
し

め
や
か
に
行
わ
れ
、
県
知
事
を
は
じ

め
、
代
議
士
、
県
議
長
な
ど
約
千
名
か

参
列
し
、
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

仁
一
郎
さ
ん
は
、
県
議
会
議
員
と

し
て
昭
和
二
十
二
年
四
月
か
ら
昭
和

三
十
三
年
三
月
ま
で
通
算
九
年
間
、

県
政
の
た
め
に
尽
さ
れ
、
そ
の
間
、
一

期
副
議
長
と
し
て
大
い
に
県
政
の
た

め
活
躍
し
ま
し
た

C

特
に
県
内
の
治

山
治
水
問
題
、
農
林
振
興
、
工
鉱
業
の

開
発
‘
道
路
の
改
良
等
に
力
を
入
れ
、

県
民
福
祉
の
た
め
に
大
き
な
功
績
を

の
こ
し
ま
し
た
。
ま
た
‘
梅
島
村
長
と

し
て
昭
和
二
十
一
年
か
ら
昭
和
二
十

六
年
三
月
ま
で
、
村
政
の
発
展
の
た

め
に
尽
さ
れ
、
特
に
教
育
施
設
の
強

化
を
図
り
‘
梅
島
中
学
校
の
建
築
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
梅
島
村
議
会
議
員
、
明

和
土
地
改
良
区
理
事
長
な
ど
数
々
の

要
職
に
つ
き
ま
し
た
。
昨
年
の
十
一

月
に
は
地
方
自
治
に
尽
さ
れ
た
こ
と

で
、
正
六
位
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を

授
与
さ
れ
‘
仁
一
郎
さ
ん
の
遺
徳
か

し
の
ば
れ
ま
す
。

元
県
会
副
議
長
の

久
保
庭
仁
一
郎
さ
ん
逝
く

｀
明
菱
贄
霊
滋
よ1
1
]
]
'

i
,

1
1

参
議
院
の
関
心
度
は
＂
ー

わ
が
国
の
国
会
は
‘
衆
議
院
と
参
議
健
全
な
発
展
の
た
め
に
抑
制
的
機
能
を

院
と
で
構
成
さ
れ
た
二
院
制
で
す
。
果
す
べ
き
参
議
院
の
存
在
か
必
要
と
な

そ
の
う
ち
の
参
議
院
は
、
ど
う
し
て
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
国
民
の
関
心
が
薄
く
、
三
年
ご
と
に
ま
た
‘
憲
法
に
も
規
定
し
て
あ
る
と

行
わ
れ
る
議
員
選
挙
で
も
棄
権
す
る
人
お
り
、
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
た
法
律
案

が
多
い
の
が
実
情
で
す
。
か
参
議
院
で
否
決
さ
れ
た
場
合
、
再
ひ

そ
れ
で
は
、
参
議
院
は
不
要
て
し
ょ
衆
議
院
で
出
席
議
員
の
三
分
の
二
で
可

う
か
。
例
え
ば
衆
議
院
だ
け
と
な
っ
た
決
さ
れ
な
け
れ
ば
法
律
と
な
り
ま
せ
ん
。

場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
場
こ
の
夏
に
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
か

合
往
々
に
し
て
多
数
決
原
理
の
行
き
過
行
わ
れ
ま
す
。
参
議
院
議
員
も
衆
議
院

ぎ
に
よ
り
、
民
意
と
遊
離
す
る
危
険
性
議
員
と
同
じ
国
の
政
治
を
ま
か
せ
る
人

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
議
会
政
治
の
で
す
。
「
参
議
院
議
員
選
挙
だ
か
ら
棄

勲
六
等
単
光

旭
日
章
を
授
与

故
斉
藤
光
太
郎
さ
ん

斎
藤
光
太
郎
さ
ん
（
大
輪
・
ニ
月
二

十
一
日
死
亡
）
は
、
地
方
自
治
発
展
の

た
め
に
尽
さ
れ
た
功
績
に
よ
リ
、
動
六

等
単
光
旭
日
章
に
叙
せ
ら
れ
、
四
月
一

日
県
の
係
官
か
ら
、
勲
章
か
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
．

光
太
郎
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
四

月
か
ら
佐
貫
村
長
に
就
任
し
、
三
ヵ
村

合
併
に
よ
り
廃
村
に
な
る
ま
で
八
年
間
、

村
発
展
に
尽
し
、
特
に
三
ヵ
村
合
併
に

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
三
ヵ
村
合
併
後
、
昭
和
三
十

年
四
月
か
ら
明
和
村
の
初
代
村
長
に
就

任
し
、
合
併
当
初
の
幾
多
の
困
難
の
中

に
あ
っ
て
‘
着
々
と
新
村
の
基
盤
を
き

す
き
、
四
年
間
村
発
展
の
た
め
に
大
い

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

お
た
ず
ね
コ
ー
ナ
ー

国
保
加
入
の
手
続
き
は

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

会
社
を
退
職
し
ま
す
の
で
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
の

よ
う
な
手
続
き
を
し
た
ら
よ
い
か
。

言~ ==-
衆議院の行きすぎチェック

権
し
て
し
ま
え
」
と
簡
単
に
か
た
づ
け

て
し
ま
う
の
は
早
計
で
す
。

（
今
月
は
短
歌
で
す
）

み
そ
と
せ
を
指
に
白
墨
恩
給
前
生
活
背

負
ひ
て
夫
惜
し
く
逝
く
青
木
光
子

吹
き
あ
れ
し
風
は
た
と
や
む
た
そ
か
れ

文

芸

欄 〔
一
村
民
〕

こ
た
え
あ
な
た
か
、
社
会
保
険
の
資

格
を
、
い
つ
喪
失
し
た
か
を
証
明
す
る

も
の
〔
社
会
保
険
離
脱
証
明
書
〕
と
‘

印
か
ん
を
持
参
し
て
‘
住
民
課
の
窓
口

ヘ
届
出
て
く
だ
さ
い

C

こ
の
場
合
、
す
で
に
あ
な
た
の
世
帯

か
、
国
保
加
人
世
帯
で
あ
れ
ば
、
国
保

の
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
‘
社
会
保
険
離
脱
証
明
用
紙
は
‘
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
＇

▼
徴
収
係
長

三
月
二
十
六
日
、
館
林
財
務
事
務
所

で
自
治
功
労
者
表
彰
者
の
伝
達
式
か
行

わ
れ
ま
し
た
。

永
年
の
間
、
地
方
自
治
発
展
の
た
め

に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ

れ
た
わ
け
で
す
。
本
村
か
ら
は
、
次
の

方
々
か
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

④
全
国
町
村
会
よ
り

▼
住
民
課
長
折
原
功
一
▼
建
設
課

長
橋
本
亀
三
郎
▼
経
済
課
長
大

塚
雅
勇
▼
企
画
開
発
課
長
坂
上
源

次
▼
住
民
係
長
市
村
き
み
▼
賦

課
係
長
土
屋
敏
夫
▼
保
健
係
長

柿
沼
清
吉
▼
主
任
坂
村
滋
子

④
群
馬
県
町
村
会
よ
り

▼
村
長
小
松
原
誠
司
▼
出
納
係
長

田
口
辰
▼
徴
収
係
長
藤
野
繁

▼
給
食
調
理
人
野
本
あ
さ

④
邑
楽
郡
町
村
会
よ
り

▼
出
納
係
長
田
口
辰

藤
野
繁 自

治
功
労
て
表
彰

婦
人
科
（
子
宮
ガ
ン
等
）
集
団
検
診

か
四
月
十
六
日
、
十
七
日
役
場
で
行
わ

れ
ま
す
。

検
診
料
は
八
百
円
で
す
が
、
村
で
六

百
円
を
補
助
し
ま
す
の
で
、
個
人
負
担

は
二
百
円
で
検
診
か
受
け
ら
れ
ま
す
。

検
診
希
望
者
は
、
先
に
回
覧
で
申
込

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
申
込
み
し

て
い
な
い
方
で
も
、
当
日
お
い
で
い
た

だ
け
れ
ば
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

0

検
診
時
間

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
で
す
か
、
検

診
上
の
注
意
が
あ
り
ま
す
か
ら
十
二
時

三
十
分
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

春
の
大
掃
除
を

春
の
大
掃
除
旬
間
を
、
四
月
二
十
日

か
ら
三
十
日
ま
で
と
定
め
ま
し
た
の
で
、

4

月

1
6日
・

1
7日

の
野
火
あ
か
／
＼
と
遠
田
に
明
る

中
島
あ
い
子

病
棟
の
暖
か
き
廊
の
椅
子
に
よ
り
目
つ

む
る
夫
の
白
き
髪
摘
む
高
橋
正
枝

酒
あ
り
て
こ
そ
生
き
来
し
と
ふ
老
ひ
逝

き
ぬ
い
て
ふ
の
影
ゆ
る
＞
を
楽
し
と
言

ひ
し
か
坂
上
千
枝
子

婦
人
科
集
団
検
診

上
洲
を
包
か
む
連
山
の
残
雪
は
陽
に
か

が
や
け
る
春
の
近
き
か
富
塚
富
江

家
灯
見
ゆ
橋
に
別
れ
て
送
り
来
し
人
を

し
ば
ら
く
闇
に
見
送
る
細
田
武
子

村
民
の
皆
さ
ん
、
文
芸
欄
に
投
稿
し

て
下
さ
い
。
紙
面
の
都
合
に
よ
り
割
愛

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

各
家
庭
で
は
、
期
間
中
に
必
ら
ず
実
施

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
期
間
中
に
部
落
の
衛
生
委
員

の
巡
視
か
あ
り
ま
す
。

い縮なた事区大 勤
゜でりめ業と佐こ労三
すま調所し貫の統月
がし査にて地た計か
‘たをお指区び調ら
ぜ゜さう定か‘査来
ひごせかさ群中を年
と多てがれ馬谷行の
も忙いい‘県・い二
ご中たし統知梅ま月
協のだて計事原すま
力とく ‘調か・ ゜で
くここ準査ら川 ‘ 

だろと備員調俣 毎
さ恐にのが査・ 月

-~~ 

II 三
十
日

” 水動 協じ
ニニ 道産今力ま四
十十集使取月をり十
六五合用得のおま九 A
日日納料税納願す年 7
税で‘税いが度月

矢明斗東役日す有はし‘の
島和合部場 ゜線‘ま今納 0)
公農田児第 放軽す年税
民協薬童一 送自゜もが糾内
館第王館会 使動 皆今
ー寺議 用車さ月税

室 料税まか
及‘ のら
び不 ごは

騎ー～～～～

勤
労
統
計

調
査
を
実
施



村の人口

5 月 1 日現在

世帯数 2013戸

人口総数 8976 人

男 4451 人

女 4525 人

(4 月中の動き）

出生12 人 死亡 5 人

転入36 人 転出39 人
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よ
し
な
し
ご
と

四
月
十
八

日
、
十
九
日

ご
ろ
梨
の
花

が
一
斉
に
咲

き
は
じ
め
、

田
島
・
南
大

島
の
梨
栽
培

農
家
で
は
、

梨
の
花
の
人

工
受
粉
に
大

忙
し
で
し
た
。

人
工
受
粉

が
で
き
る
の

は
、
開
花
し

て
二
日
間
ぐ

ら
い
で
、
風

の
な
い
日
中

に
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

人
工
受
粉

は
十
｛
ン
位
の

ポ
ウ
の
先
に

綿
み
た
い
の
を
つ
け
た
も
の
に
、
花
粉

を
つ
け
て
受
粉
を
行
う
も
の
で
す
。
こ

れ
を
行
わ
な
い
と
、
梨
の
結
果
が
悪
く

思
っ
た
所
へ
結
果
し
な
い
そ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
ミ
ツ
バ
チ
を
使
っ
て
受
粉

の
媒
介
を
し
て
い
る
が
‘
梨
の
花
は
、

あ
ま
り
ミ
ツ
か
で
な
い
た
め
、
ほ
か
の

花
へ
行
き
、
効
果
は
、
人
工
受
粉
に
か

な
わ
な
い
そ
う
で
す
。

心
理
学
の
中
に
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
効
果

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
の
神
話
の
中
の
キ
プ
ロ
ス

の
王
様
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
が
彫
刻
の
美
女

を
熱
愛
し
て
朝
夕
、
あ
た
か
も
生
け
る

者
の
よ
う
に
話
し
か
け
て
い
た
ら
、
神

さ
ま
か
あ
わ
れ
ん
で
そ
の
彫
刻
に
生
命

梨の花の人工受粉風景 （奈良修三さん宅の梨畑で）

人工受粉に大忙し
• 

梨の栽培農家

季
節
の
話
題

を
吹
き
こ
ん
だ
と
い
う
話
か
ら
来
て
い

る
。
あ
た
か
も
—
ー
—
の
よ
う
に
取
扱

っ
て
い
る
と
、
や
が
て
は
、
実
際
に
そ

の
よ
う
に
な
る
と
い
う
慟
き
を
い
う
言

葉
。
教
育
上
心
す
べ
き
言
葉
で
あ
る
と

思
う
。

さ
ら
っ
と
し
た
五
月
の
風
は
さ
わ
や

か
に
、
野
や
山
は
緑
一
色
に
包
ま
れ
て

青
葉
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

計
量
記
念
日
わ
か
国
が
メ
ー
ト
ル

法
条
約
に
加
盟
し
た
の
は
明
治
十
八
年

で
す
。
義
務
教
育
と
し
て
尋
常
小
学
校

の
一
ー
ニ
年
の
算
術
書
に
メ
ー
ト
ル
法

が
採
用
さ
れ
た
の
が
大
正
十
四
年
四
月

で
す
か
ら
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
五
十
年
近

く
に
も
な
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
が
昭
和
三
十
四
年
以
来
、
そ
れ

ま
で
馴
染
ん
で
き
た
尺
貫
法
が
廃
止
さ

れ
、
メ
ー
ト
ル
法
一
本
ャ
リ
に
な
っ
た

こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
が
、
ま

だ
家
の
台
所
に
は
「
一
升
ピ
ン
」
が
ご

ろ
ご
ろ
し
て
い
た
り
、
和
服
の
「
丈
け
」

は
鯨
尺
で
計
量
し
て
い
ま
す
。
不
動
産

屋
の
広
告
に
は
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

い
く
ら
…
…
と
い
っ
た
坪
に
換
算
し
や

す
く
書
か
れ
て
い
る
の
は
お
も
し
ろ
い

こ
と
で
す
。

そ
れ
は
そ
れ
で
私
た
ち
の
く
ら
し
の

上
で
の
便
利
さ
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
計

量
の
単
位
で
す
か
ら
差
し
つ
か
え
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
よ
＜
道
を
聞
か
れ
て
「
そ

こ
の
か
ど
を
曲
っ
て
四
ー
五
分
の
と
こ

ろ
…
…
」
な
ど
と
す
ま
し
て
い
る
か
た

が
い
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
歩
幅
も
速
度

も
違
う
の
に
距
離
を
時
間
に
換
算
し
て

平
気
で
い
る
の
は
、
ど
う
考
え
て
も
お

か
し
な
こ
と
で
す
。
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こ
と
し
の
五
月
一
日
か
ら
印
紙
税
の

税
額
が
変
り
ま
し
た
。
そ
の
お
も
な
改

正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
金
銭
や
有
価
証
券
の
受
取
書

①
五
十
万
円
を
超
え
る
売
上
代
金
の

受
取
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
受
取
金
額

に
応
じ
て
印
紙
税
か
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
（
い
ま
ま
で
は
受
取
金
額

に
関
係
な
く
、
一
通
に
つ
き
二
十
円
）

②
売
上
代
金
の
受
取
書
で
受
取
金
額

が
五
十
万
円
以
下
の
も
の
お
よ
び
売
上

代
金
以
外
の
受
取
書
は
、
五
十
円
の
印

紙
税
が
か
か
り
ま
す
。

な
お
‘
営
業
に
関
係
な
い
受
取
書
の

に
は
、
従
来
と
同
じ
よ
う
に
印
紙
税
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

③
受
取
書
の
免
税
点
が
、
三
万
円
未

満
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
（
い
ま
ま

で
は
一
万
円
未
満
）

な
お
、
「
売
上
代
金
」
と
は
‘
資
産

を
譲
渡
し
た
と
き
の
対
価
、
資
産
を
使

用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
対
価
お
よ
び
役

務
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
対
価
を
い

い
ま
す
。

▼
不
動
産
売
買
契
約
書
、
請
負
契
約
書
、

手
形
な
ど
の
よ
う
に
、
従
来
か
ら
記
載

金
額
に
応
じ
て
印
紙
税
が
か
か
っ
て
い

た
文
書
の
う
ち
、
高
額
な
記
載
金
額
の

も
の
に
つ
い
て
印
紙
税
額
が
上
が
り
ま

し
た
。

▼
預
貯
金
証
書
、
委
任
状
、
物
品
売
買

契
約
書
な
ど
は
印
紙
税
額
が
五
十
円
に

な
り
ま
し
た
。
（
従
来
は
一
律
二
十
円
）

交通共済加入状況
（昭和49年 3 月 20 日現在）

表
彰
を
受
け
る
下
江
黒
区
長

◄
 ま

た
‘
請
負
契
約
書
・
手
形
・
物
品
・

切
手
・
株
券
な
ど
の
最
低
税
額
は
五
十

円
に
な
り
ま
し
た
。
（
従
来
は
二
十
円
）

▼
印
紙
税
の
簡
易
な
納
付
方
法
の
一
っ

と
し
て
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
て
申

告
納
付
す
る
方
法
（
書
式
表
示
）
が
あ

こ
と
し
の
館
林
・
邑
楽
交
通
災
害
共

済
の
加
入
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

三
月
二
十
日
現
在
の
加
入
者
は
六
千
九

百
五
十
八
名
で
、
加
入
率
は
七
七
・
七

％
。
昨
年
よ
り
0

・
三
％
伸
び
て
、
館

林
・
邑
楽
の
中
で
こ
と
し
も
最
高
の
加

五
月
一
日
か
ら

印
紙
税
が
改
正

部落名 人口 加入人口 加入率 順位

斗合田 421 389 92.4% 2 

下江黒 331 312 94.3 1 

上江黒 514 411 80.0 8 

千津井 565 468 82.8 6 

江口 622 480 77.2 11 

田島 471 399 84.7 4 

南大島 1 098 718 65.4 15 

新里 675 510 75.4 12 

中谷 477 300 62.9 16 

梅原 752 535 71.1 14 

川俣 389 333 85.6 3 

須賀 367 306 83.4 5 

大輪 964 750 77.8 10 

入ヶ谷 123 91 74.0 13 

矢島 634 524 82.6 7 

大佐貫 553 432 78.1 , 
計 8 956 6,958 77.7 / 

り
ま
す
が
、
従
来
の
株
券
や
商
品
券
な

ど
の
ほ
か
、
手
形
・
信
用
状
・
債
務
保
証

契
約
書
に
つ
い
て
も
、
こ
の
納
付
方
法

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
印
紙
税
納
付
計
器
に
よ
る
納
付
印
は

設
置
者
か
作
成
し
た
文
書
だ
け
で
は
な

く
、
税
務
署
長
の
承
認
を
受
け
た
場
合

に
は
‘
取
引
き
の
相
手
方
か
作
成
し
た

も
の
で
設
置
者
か
受
け
取
る
文
書
に
つ

い
て
も
押
す
こ
と
か
で
き
る
よ
う
に
な

リ
ま
し
た
。

※
印
紙
税
の
か
か
る
文
書
は
数
多
く
あ

リ
ま
す
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
遠

慮
な
く
税
務
署
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
加
入
率7
7
.
7
%

館
林
邑
楽
の
中
で
最
高

下
江
黒
な
ど
上
位
三
部
落
を
表
彰

入
率
に
な
り
ご
実
に
六
年
連
続
最
高
と

い
う
大
偉
業
を
な
し
と
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
皆
さ
ま
の
交
通
事
故
に
対
し
て

の
相
互
扶
助
の
精
神
と
ご
理
解
の
結
果

で
あ
り
ま
す
。

部
落
別
で
は
、
昨
年
第
一
位
の
斗
合

田
を
ぬ
い
て
下
江
黒
が
九
十
ニ
・
八
％

農
業
共
済
損
害

評
価
員
の
講
習
会

が
四
月
十
九
日
、

役
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。ま

ず
、
こ
の
講

習
会
に
先
駆
け
て
、

評
価
員
五
十
四
名

に
村
長
か
ら
委
嘱

書
が
交
付
さ
れ
、

本
題
に
入
り
ま
し

゜

た

講
師
に
は
、
県

共
済
連
東
部
出
張

所
の
増
田
課
長
を

招
き
、
共
済
事
業

の
し
く
み
や
農
業

災
害
補
償
制
度
に
お
け
る
損
害
評
価
な

ど
の
お
話
し
が
あ
り
、
評
価
員
は
熱
心

に
聞
き
い
っ
て
い
ま
し
た
。

評
価
委
員
の
選
出

農業共済損害

評価員の講習会

で
第
一
位
。
第
二
位
は
斗
合
田
、
第
三

位
は
川
俣
と
な
っ
て
い
ま
す
。

優
良
加
入
部
落
の
下
江
黒
な
ど
、
上

位
三
部
落
に
つ
い
て
は
、
三
月
十
八
日

行
わ
れ
た
区
長
会
議
の
席
上
で
表
彰
し

ま
し
た
。

な
お
、
ま
だ
交
通
災
害
共
済
に
加
入

し
て
い
な
い
方
は
、
役
場
総
務
課
で
お

早
め
に
加
入
の
手
続
き
を
す
ま
し
て
く

だ
さ
い
。

工
m
m
I
C
m
:
I
C
コ
U
·
I
C
n
u
·
I
C

遍

こ
の
あ
と
評
価
委
員
の
選
出
を
行
い

次
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

▼
会
長
立
川
可
（
梅
原
）
▼
会
長

代
理
奈
良
与
一
郎
（
千
津
井
）
▼

以
下
委
員
機
村
昭
一
（
斗
合
田
）

関
口
義
敬
（
江
口
）
坂
上
貞
雄
（
中

谷
）
田
島
定
治
（
南
大
島
）
斉
藤

久
次
郎
（
大
輪
）
鯉
沼
新
一
（
大
佐

貫
）
石
川
寅
雄
（
矢
島
）

農
業
共
済
損
害
評
価
員
を
表
彰

農
業
共
済
損
害
評
価
員
の

講
習
会
の
席
上
、
三
月
末
日

を
も
っ
て
退
職
し
た
次
の
方

々
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
方
々
は
、
農
業
共
済

損
害
評
価
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
、
本
事
業
の
振
興
の

た
め
に
尽
さ
れ
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

▼
被
表
彰
者
（
）
内
は

勤
務
年
数
木
村
徹
司
(
+

七
年
）
島
田
栄
吉
（
十
五

年
）
坂
上
喜
太
郎
(
+
ニ

年
）
田
口
光
雄
（
十
二
年
）

緑
の
大
敵
ア
メ
ヒ
ト
を
防
除
し
よ
う

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
‘
六
月
と

八
月
の
二
回
に
発
生
し
、
樹
木
に
被
害

を
与
え
る
緑
の
大
敵
で
す
。

こ
の
害
虫
は
サ
ナ
ギ
で
冬
を
越
し
、

六
月
上
旬
に
な
る
と
幼
虫
に
な
り
、
小

さ
い
う
ち
は
巣
の
中
に
い
ま
す
が
、
大

き
く
な
る
と
巣
か
ら
出
て
樹
木
の
葉
を

食
い
荒
し
、
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
す
。

第
一
回
目
の
幼
虫
は
七
月
中
旬
に
サ

ナ
ギ
に
な
り
、
八
月
に
第
二
回
目
の
発

生
を
し
ま
す
。
な
お
、
一
匹
の
蛾
が
一
回

に
生
む
卵
の
数
は
約
一
千
個
位
で
幼
虫

は
白
い
巣
か
ら
出
て
ち
ら
ば
り
ま
す
。

こ
の
害
虫
は
、
サ
ク
ラ
・
。
フ
ラ
タ
ナ

ス
・
ヤ
ナ
ギ
・
ク
ワ
・
カ
キ
・
ク
ル
ミ

な
ど
を
好
み
‘
針
葉
樹
以
外
の
葉
な
ら

な
ん
で
も
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。

防
除
は
、
小
さ
い
う
ち
に
巣
ご
と
摘

み
取
っ
て
焼
き
殺
す
か
、
踏
み
つ
ぶ
す

の
が
最
も
効
果
的
な
方
法
で
す
。

し
か
し
、
発
生
が
多
い
と
き
、
高
い

小
枝
に
発
生
し
た
と
き
、
ま
た
は
幼
虫

が
大
き
く
な
り
散
ら
ば
っ
て
し
ま
っ
た

と
き
は
薬
剤
散
布
を
し
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
は
デ
イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤
か

D
D
V
P

乳
剤
の
七
百
ー
一
千
倍
液
が

効
果
が
あ
り
ま
す
。

最
近
は
発
生
か
増
加
し
、
特
に
遊
休

桑
園
な
ど
は
防
除
か
さ
れ
ず
に
放
置
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
樹
木
の
管
理

者
は
責
任
を
も
っ
て
防
除
す
る
よ
う
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。
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未来を担う子供たち （やまうの漬物グランドで）

群
馬
県
で
は
、
毎
年
五
月
を
「
児
童

福
祉
月
間
」
と
定
め
、
児
童
の
健
全
育

成
の
微
底
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
月
間
は
、
き
た
る
べ
き
新
し
い

時
代
の
担
い
手
で
あ
る
子
供
た
ち
が
、

心
身
と
も
に
明
る
＜
健
や
か
に
育
て
ら

れ
る
よ
う
、
社
会
に
存
在
す
る
こ
ど
も

の
育
成
の
う
え
で
支
障
と
な
る
要
因
を

と
り
の
ぞ
き
、
健
全
な
児
童
の
育
成
を

は
か
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。

子
供
た
ち
の
遊
び
場
、
危
険
場
所
、

交
通
事
故
等
の
問
題
が
、
健
全
な
成
長

を
阻
害
し
て
い
る
今
日
、
身
近
か
な
こ

五
月
は
児
童
福
祉
月
間

梨の大敵 『赤星病』 の予防

ビャクシン類が伝染経路

と
か
ら
ま
ず
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
心
身
に
障
害
を
も
っ
た
子
供
、

家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
も

大
勢
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に
、
国
・

県
・
市
町
村
が
必
要
な
福
祉
施
策
を
講

じ
て
は
い
ま
す
が
、
身
近
か
な
人
た
ち

の
思
い
や
り
や
励
ま
し
が
、
大
き
な
支

え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
考
え

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

地
域
で
の
母
子
保
健
活
動
や
児
童
相

談
所
、
保
健
所
等
の
積
極
的
利
用
な
ど

自
ら
母
子
家
庭
に
真
剣
に
と
り
組
む
姿
一

勢
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

未
来
を
託
す
児
童
を
健
康
で
正
し
く

成
長
さ
せ
る
責
任
は
、
お
と
な
全
員
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
村
に
は
、
田
島
・

南
大
島
・
干
津
井
を

中
心
に
九
十
年
以
上

の
歴
史
を
誇
る
梨
か

四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
余

り
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
梨
栽
培
は

病
害
虫
を
、
い
か
に

上
手
に
防
ぐ
か
が
、

作
柄
の
良
ぃ
悪
い
を

大
き
く
左
右
し
ま
す
。

で
す
か
ら
梨
作
り

は
病
気
や
害
虫
と
の

戦
い
と
も
い
え
る
わ

け
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近

に
な
っ
て
梨
の
三
大

病
害
と
呼
ば
れ
て
い

る
な
か
の
「
赤
星
病
」

の
発
生
が
、
住
宅
が

ふ
え
た
り
、
植
木
栽

培
か
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
妍
加
し
梨

栽
培
農
家
の
大
き
な
悩
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
赤
星
病
は
、
黒
星
病
や
黒

斑
病
と
違
っ
て
、
右
図
の
よ
う
な
伝
染

の
仕
方
を
す
る
の
て
‘
梨
の
消
毒
を
す

る
だ
け
で
は
防
除
で
き
き
れ
な
い
病
気

な
の
で
す
。

図
の
よ
う
に
春
か
ら
夏
の
は
じ
め
は
、

梨
の
木
に
七
月
以
降
は
中
間
寄
生
植
物

と
呼
ば
れ
て
い
る
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
な

ど
で
春
ま
で
越
冬
す
る
サ
イ
ク
ル
を
く

り
か
え
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
‘
梨
栽
培
の
面
か
ら
み

る
と
梨
園
の
周
囲
最
低
二
9げ
以
内
に
ビ

ャ
ク
シ
ン
類
（
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
、
タ

マ
イ
ブ
キ
、
ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ
ン
）
が
な

い
こ
と
か
望
ま
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

赤星病の伝染経路

[ 3

〔 4~5 月］

〔
越
冬
〕

家
庭
に
よ
り
‘
い
ろ
い
ろ
の
事
情
や
好

み
な
ど
か
あ
る
と
思
い
ま
す
か
、
古
く

か
ら
伝
わ
る
郷
土
名
産
の
梨
栽
培
の
安

定
と
発
展
の
た
め
に
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ

な
ど
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
類
の
植
付
を
、
と

道
路
は
大
切
に

不
法
投
菓
は
や
め
よ
う

農
家
の
方
へ

道
路
に
雑
草
や
土
砂
の
投
げ
捨
て
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

道
路
へ
の
投
げ
捨
て
は
、
美
感
を
そ

こ
ね
る
だ
け
で
な
く
、
舗
装
道
路
で
は

ス
リ
ッ
プ
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
‘
砂
利
道
で
は
路
肩
や
路
面
が

こ
わ
れ
、
補
修
の
た
め
に
む
だ
な
経
費

り
や
め
る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。

ま
た
、
す
ぐ
に
抜
き
と
れ
な
い
場
合

に
は
、
次
の
よ
う
な
薬
剤
で
ビ
ャ
ク
シ

ン
類
を
消
毒
す
る
よ
う
に
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

が
か
か
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

空
カ
ン
や
空
ビ
ン
の
投
げ
捨
て
が
目

立
ち
、
道
路
添
い
を
耕
作
す
る
農
家
の

方
た
ち
の
苦
情
が
絶
え
ま
せ
ん
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、

空
カ
ン
や
空
ピ
ン
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い
。

冬胞子すい 春先雨にあうと寒（褐色） （天状に大きくなる）

く消毒のや リ方＞

回数 時 期 薬 剤 名 薬液の作り方 そ の 他

1 3 月下旬
春先降雨の多い

2 4 月中旬 ポリオキシン AL水和剤 水10 tに 5 g 年は回数を増し

3 4 月下旬
て下さ＼ヽ
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昨年の 12 月から工事が行われていた村営

住宅16戸は、このほど完成しました。

工事は25,950,000円で、小林工務店（館

林）か請負ったものです。入居者について

は 4 月 27 日現在で13戸の入居者があり、残

りの 3 戸もちかく入居されるそうです。
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‘“虚
着
編

一

愚畠

立
ニ
ュ
ー
ス

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が

四
月
四
日
に
結
成
さ
れ
、
練
習
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

運
道
不
足
に
な
り
が
ち
な
主
婦
の
体
位
の
向
上
と
主
婦
の
交
流
を
図
る
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

練
習
日
は
火
曜
日
・
土
曜
日
の
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で

◄

で
す
。
常
時
十
一
名
が
試
合
に
そ
な

え
て
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
練
習

に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

4 月 12 日、明和中学校で、中学生を対象に交通教室

を開きました。ほとんどが自転車通学であるので「自

転車の正しい乗り方」について、警察官・交通指導員

が指導。校庭に白線で書かれた道路を、中学一年生が

買いたての真新しい自転車に乗ってコースを回わりま

した。中には身体に自転車があってなく、ふらふらし

たり、手信号を間違ったりしたものもいたが、真剣に

練習し、正しく自転車に乗れるようになり、交通指導

の効果があがったと関係者は喜んでいました。

須
賀
部
落
で
は
、
毎
年
県
下
一
早
い

田
植
え
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
今
年
も

四
月
二
十
六
日
、
県
下
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
植
え
を
行
っ
た
の
は
、
田
口
忠
幸

さ
ん
宅
で
、
昨
年
よ
り
一
日
早
く
、
四

月
六
日
に
種
ま
き
し
た
苗
、
品
種
は
病

気
に
強
く
倒
れ
に
く
い
越
南
。
機
械
植

で
、
奥
さ
ん
の
史
枝
さ
ん
が
行
い
、
調

子
が
良
け
れ
ば
、
一
時
間
で
十
ア
ー
ル

を
植
え
て
し
ま
う
そ
う
で
す
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

►
 

つ
ゆ
ど
き
の
交
通
事
故
防
止

こ
と
し
も
う
つ
と
お
し
い
「
つ
ゆ

ど
き
」
が
近
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
時

期
は
、
車
を
運
転
す
る
と
き
窓
ガ
ラ

ス
が
く
も
っ
て
見
と
お
し
が
悪
く
な

る
。
路
面
が
す
べ
り
や
す
く
な
る
。

な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
り
、
思
わ
ぬ

大
事
故
が
起
き
が
ち
で
す
の
で
、
つ

ぎ
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
て
、
つ
ゆ

ど
き
の
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

0
窓
ガ
ラ
ス

雨
の
日
は
視
界
が
く
る
い
か
ち
で

す
。
た
だ
で
さ
え
視
界
が
悪
い
の
に
、

前
面
ガ
ラ
ス
に
つ
い
た
雨
水
は
、
ワ

イ
パ
ー
で
完
全
に
ぬ
ぐ
い
き
れ
ず
水

膜
を
つ
く
つ
て
し
ま
い
ま
す
。
運
転

前
に
ガ
ラ
ス
を
よ
く
ふ
く
な
ど
し
て
、

安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

0
道
路
は
平
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

道
路
は
、
お
お
む
ね
中
央
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
水
た
ま
り
は
道
路

端
に
多
く
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
走
る
場
合
は

プ
レ
ー
キ
に
水
が
は
い
つ
て
、
片
プ
レ

ー
キ
に
な
っ
た
り
、
歩
い
て
い
る
人
に

ど
ろ
水
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
、
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

0
路
面

雨
の
日
、
高
速
で
走
る
と
、
路
面
と

タ
イ
ヤ
の
間
に
水
膜
（
ハ
イ
ド
ロ
・
プ

レ
ー
ニ
ン
グ
）
が
で
き
、
潤
滑
油
の
よ

う
な
は
た
ら
き
を
し
ま
す
。

と
く
に
雨
の
降
り
は
じ
め
は
‘
路
面

の
ほ
こ
り
も
ぬ
れ
る
の
で
、
よ
け
い
す

べ
り
や
す
く
な
り
ま
す
か
ら
、
よ
り
以

上
の
注
意
が
必
要
で
す
。

〇
歩
行
者
は
黄
信
号

歩
行
者
は
カ
サ
を
さ
し
た
り
、
雨
カ

ッ
パ
を
着
た
り
し
て
い
る
た
め
、
自
動

車
の
接
近
に
気
が
つ
か
ず
思
わ
ぬ
行
動

を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歩
行
者
を
見
た
ら
ス
ピ
ー
ド
を
落
し

安
全
を
た
し
か
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

0
歩
行
者
も
気
を
つ
け
て

雨
の
日
は
見
と
お
し
が
悪
い
、
ス
リ

ッ
プ
す
る
な
ど
悪
い
条
件
が
多
い
た
め

運
転
す
る
人
は
、
ふ
だ
ん
の
何
倍
も
の

神
経
を
使
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
歩
く
人
も
車
を
運
転
す
る

人
の
立
場
に
な
っ
て
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

お
た
ず
ね
コ
ー
ナ
ー

•
9
.

国
民
年
金
の
ス
ラ
イ
ド
制
と
は
？

と
い
物
価
が
あ
が
れ
ば
年
金
額
も
あ
表
す
る
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
一
年

が
る
と
い
う
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
と
り
度
ま
た
は
二
年
度
以
上
に
わ
た
っ
て
五

入
れ
ら
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
に
は
ど
％
以
上
あ
が
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
応

の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
る
の
で
す
か
。
じ
て
年
金
額
を
自
動
的
に
改
定
す
る
と

〔
一
村
民
〕
い
う
も
の
で
す
。

こ
た
え
国
民
年
金
制
度
で
は
、
生
活
例
え
ば
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日

水
準
の
変
動
に
応
じ
て
、
少
な
く
と
も
に
比
べ
て
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
の

五
年
目
ご
と
に
年
金
額
の
調
整
を
は
か
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
五
％
以
上
あ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
大
幅
が
っ
た
場
合
に
は
昭
和
五
十
年
一
月
分

に
給
付
の
内
容
を
改
善
し
た
の
も
、
こ
か
ら
年
金
額
を
そ
れ
に
応
じ
て
引
上
げ

の
趣
旨
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
す
。
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
五
年
目
ご
と
の
改
定
で
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
は
、
今
後
年
金
を

は
、
と
く
に
物
価
変
動
の
激
し
い
昨
今
受
け
る
人
だ
け
で
な
く
、
す
で
に
年
金

十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
と
を
受
け
て
い
る
人
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

り
入
れ
ら
れ
た
の
が
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
な
お
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
は
拠
出
制

制
」
で
す
。
の
年
金
だ
け
で
、
福
祉
年
金
に
つ
い
て

こ
の
制
度
は
、
総
理
府
統
計
局
で
発
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
雨
に
ご
用
心
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ま
れ
て
あ
る
。
庚
申
さ
ま
の
本
体
と
行
事
で
あ
る
。
こ
の
起
原
は
中
国
の
道

見
ら
れ
る
青
面
金
剛
菩
薩
の
石
仏
三
教
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
肉

体
は
、
天
和
三
年
、
元
禄
十
五
年
、
体
に
は
三
匹
の
虫
か
お
り
、
庚
申
の
夜
、

延
宝
年
間
が
各
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
人
か
眠
っ
て
い
る
間
に
抜
け
出
し
て
、

た
本
郷
橋
の
た
も
と
に
も
寛
政
五
年
天
帝
の
も
と
に
行
き
、
そ
の
人
の
罪
過

の
庚
申
塔
が
立
っ
て
お
り
、
本
体
は
を
報
告
し
て
命
を
縮
め
さ
せ
る
の
で
、

蓮
花
を
持
っ
た
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
で
そ
の
夜
は
眠
ら
す
に
身
を
守
リ
、
身
を

あ
る
。
ま
た
、
新
里
の
菅
原
神
社
の
つ
つ
し
ん
で
汚
れ
の
な
い
よ
う
過
さ
な

¥
C
¥
e
¥
C
¥
C
¥
C
¥
 

庚

申

村
内
史
跡
た
ず
ね
あ
る
記

塔
（第11 回）

斗
合
田
の
薬
王
寺
境
内
の
入
口
に

庚
申
塔
が
二
つ
ほ
ど
立
っ
て
い
る
。

年
号
を
見
る
と
嘉
永
四
年
十
月
に
建

て
た
も
の
で
、
か
な
り
大
き
な
石
塔
、

他
の
一
っ
は
寛
政
八
年
正
月
に
建
て

ら
れ
た
も
の
。
ま
た
上
江
黒
の
宝
寿

寺
の
庚
申
塔
も
‘
上
州
邑
楽
郡
館
林

領
、
万
延
元
年
十
一
月
と
達
筆
に
刻

境
内
に
も
天
保
五
年
建
立
の
庚
申
塔
、

万
延
元
年
の
庚
申
塔
、
近
く
は
大
正
九

年
の
庚
申
塔
が
な
ら
ん
で
い
る
が
、
本

体
は
猿
田
彦
大
神
（
申
は
猿
に
通
ず
る
）

で
あ
る
。

日
本
で
古
く
か
ら
行
わ
れ
た
庚
申
信

仰
は
、
干
支
の
庚
申
（
か
の
え
さ
る
）

の
日
に
当
る
日
の
禁
忌
行
事
で
信
仰
の

ー20名が入園
中央保育園

村内の騒音状況

東照 1/又n·』 Jll JI I 

北内 俣鷹
道商場駅 在
側店 所則、,
道前前前

I 四四三五ホ ：畠一十五ーン

I 五四五六ホ 贔三二十ニン

| 五四五さホ 贔ー一十ニン

| 四五五六ホ 贔二十八七ン

I 五四五六ホ 贔三八ニニン

五ょ井六江四四四互ホ 贔七九里‘’‘‘ 七二四ーン

入園児の受付け風景 • 

中
央
保
育
園
の
入
園
式
が
四
月
十

日
に
行
わ
れ
、
百
二
十
名
の
乳
幼
児

か
入
園
し
ま
し
た
。

入
園
児
は
、
お
母
さ
ん
に
手
を
と

ら
れ
、
各
ク
ラ
ス
別
の
担
当
の
保
母

さ
ん
の
と
こ
ろ
で
受
付
け
を
す
ま
、

式
場
へ
入
場
。
家
庭
と
い
う
―
つ
の

枠
の
中
か
ら
集
団
の
中
に
入
り
、
な

ん
だ
か
落
ち
着
か
な
い
様
子
。
し
か

し
、
保
母
の
う
ま
い
誘
導
に
よ
り
、

歌
を
一
諸
に
歌
い
、
ど
う
や
ら
落
ち

着
い
た
よ
う
。

村
長
が
式
辞
の
中
で
「
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
に
心
配
か
け
な
い
良
い

子
に
な
れ
ま
す
か
」
と
い
う
と
、
み

ん
な
元
気
に
「
ハ
ー
イ
」
と
手
を
あ

げ
、
父
兄
も
安
心
し
た
よ
う
で
し
た
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
の
た
め

の
禁
忌
を
道
教
で
は
守
庚
申
と
い
う
が

こ
れ
が
日
本
に
も
伝
わ
り
、
日
本
独
特

の
変
化
と
な
り
、
三
匹
の
虫
の
伝
承
は

な
く
な
っ
て
、
微
夜
と
会
食
、
談
笑
の

方
に
重
点
が
移
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ

る
。平

安
時
代
の
貴
族
達
の
守
庚
申
や
近

世
の
庚
申
講
の
庚
申
待
の
中
に
は
全
く

騒
音
の
規
制
と

生
活
環
境
を
保
全
し
、
住
民
の
健
康

保
護
に
資
す
る
た
め
騒
音
規
制
法
が
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
騒
音
が
規
制
さ
れ

て
い
ま
す
。

規
制
区
域
の
区
分
は

◎
第
一
種
区
域
―
良
好
な
住
民
の
環
境

を
保
全
す
る
た
め
特
に
静
穏
を
必
要

と
す
る
区
域

◎
第
二
種
区
域
住
居
の
用
に
供
さ
れ

て
い
る
た
め
静
穏
の
保
持
を
必
要
と

す
る
区
域
。

◎
第
三
種
区
域
住
居
の
用
に
あ
わ
せ

て
商
業
・
工
業
等
の
用
に
供
さ
れ
て

i
入

9
‘
r

斗
合
田
の
薬
王
寺
入
口

り寺の大薩観薩
し院よ神‘世が本
てにう ‘不音一体
いあで道動菩般も
るつあ祖明薩的さ
よたり神王、でま場近さがり本 い遊▲ 1こ
うり‘な‘大あざと所ま庚‘で道も興 あ
で‘従ど帝日るまなの礼申そは教の‘ る
あ神つ仏釈如がでつ交拝さの‘のも社庚
る社て神天、皐阿‘青た歓のま信庚守あ交 申
゜に庚こ 弥面の‘行で仰申庚るに塔
あ申ん猿地陀金で交事‘の待申゜過
つ塔ご田蔵仏剛あ際力ゞ庚対とが ぎ
たもう彦菩、菩る。の隣申象な日 な

e 

い
る
区
域
で
あ
つ
て
、
そ
の
区
域
内

の
住
民
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た

め
、
騒
音
の
発
生
を
防
止
す
る
必
要

が
あ
る
区
域
。

◎
第
四
種
区
域

用
に
供
さ
れ

て
い
る
区
域

で
あ
っ
て
、

そ
の
区
域
内

の
住
民
の
生

活
環
境
を
悪

化
さ
せ
な
い

た
め
、
著
し

い
騒
音
の
発

生
を
防
止
す

る
必
要
が
あ

る
区
域
。

と
な
っ
て
お

り
、
本
村
の
場

合
は
次
の
二
区

域
と
な
っ
て
い

ま
す
。

規制区域の区分

備 考 自動車騒音 第第 区
分

夜間夕朝昼間 <
国県 種域区 種域区
道道 冒

午後午後午前午前 八七七 六五 昼

十五十 五五ホ
ン 間

時九I 六時I 六時I 八時I 七七六 六五 朝

五十五 十十ホ

午前後午午前午後 ン 夕

六九八六 六六五 五四 夜

時時時時 五五五 十五ホ
ン 間

主
と
し
て
工
業
等
の

毎
月
第
一
日
曜
日
は

家
庭
の
日
で
す

村
内
の
騒
音
の
状
況

第
三
種
区
域
以
外
の

•
第
二
種
区
域

区
域

■

第
三
種
区
域
工
場
適
地
内
並
び
に

国
道
百
二
十
二
号
線
及
び
東
北
縦
貫

自
動
車
道
両
側
百
米
以
内
の
区
域
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国
民
年
金
の
受
給
権
の
あ
る
人
は
、

毎
年
一
回
決
め
ら
れ
た
日
ま
で
に
現
況

を
確
認
し
て
も
ら
う
た
め
の
届
け
出
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
は
六
月
三
十
日
ま
で

に
こ
の
届
け
出
を
役
場
住
民
課
へ
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
提
出

す
る
の
は
、
所
得
状
況
届
と
い
い
ま
す

が
‘
こ
れ
は
福
祉
年
金
を
う
け
て
い
る

本
人
や
、
そ
の
配
偶
者
、
ま
た
は
扶
養

義
務
者
の
昭
和
四
十
八
年
中
の
所
得
の

状
況
な
ど
を
届
け
出
る
も
の
で
、
こ
れ

に
よ
っ
て
今
年
の
五
月
以
降
一
年
間
、

最
近
、
若
者
の
政
治
に
対
す
る
関

心
度
が
う
す
く
、
投
票
へ
の
参
加
が

少
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
若
者
の
政
治
意
識
は
ど
う
か
。

独
協
大
学
助
教
授
大
久
保
貞
義
氏

が
行
な
っ
た
「
政
治
意
識
に
関
す
る

調
査
」
に
よ
る
と
、
若
者
の
政
治
意

識
と
大
人
の
政
治
意
識
を
比
較
し
て

み
る
と
、
世
代
の
断
絶
は
な
く
連
続

し
て
い
る
と
い
え
る
。
若
者
と
大
人

の
意
見
の
ち
が
い
は
、
人
間
の
基
本

的
な
生
き
方
と
か
考
え
方
で
あ
り
、

福
祉
年
金
を
支
給
す
る
か
ど
う
か
を
決

め
る
大
切
な
届
で
す
か
ら
、
五
月
分
の

支
払
い
を
受
け
た
あ
と
、
役
場
か
ら
連

絡
か
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
証
書

を
そ
え
て
、
所
得
状
況
届
を
役
場
へ
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
福
祉
年
金
は
、
所
得
か
一
定

今
年
も
か
ん
が
い
揚
水
用
電
力
を
使

用
す
る
時
期
が
き
ま
し
た
。

ご
使
用
に
な
る
前
に
も
う
一
度
、
水

揚
モ
ー
タ
ー
や
ア
ー
ス
な
ど
の
電
気
設

青
年
層
と
政
治
意
識

政
治
に
対
す
る
満
足
度
や
選
挙
の
見
方

は
、
大
人
の
影
響
が
大
き
く
作
用
し
て

い
る
。
た
だ
若
者
の
意
識
は
、
「
個
人
が

幸
福
に
な
っ
て
は
じ
め
て
日
本
全
体
が

よ
く
な
る
」
と
個
人
優
先
の
原
理
が
支

配
し
、
大
人
の
意
識
は
、
個
人
よ
り
国

家
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
意
識
が

残
り
「
日
本
が
よ
く
な
つ
て
は
じ
め
て

個
人
が
幸
福
に
な
る
」
と
い
う
よ
う
に
、

人
間
の
意
識
と
か
価
値
観
と
い
っ
た
も

の
は
、
青
春
時
代
に
ど
の
よ
う
に
過
ご

せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
決
ま
る
と
い
わ

備
を
点
検
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

電
気
配
線
や
小
屋
な
ど
の
具
合
い
の

悪
い
と
こ
ろ
は
、
お
近
く
の
電
気
工
事

店
か
東
京
電
力
へ
相
談
し
、
修
理
を
し

れ
て
い
る
。
従
っ
て
選
挙
の
関
心
や
、

選
挙
の
意
義
の
認
識
は
、
若
い
時
に

得
た
選
挙
制
度
と
か
政
治
に
参
加
し

た
と
い
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
。
し
か
も
、
若
者
が
政
治
に
関
心

を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
選
挙
権
を

与
え
ら
れ
た
時
に
生
れ
る
こ
と
が
こ

の
調
査
で
明
確
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
、
若
者
が
投

票
に
参
加
す
る
か
し
な
い
か
が
、
後

の
人
間
の
意
識
と
か
価
値
観
‘
ひ
い

て
は
人
間
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
よ

つ
て
若
者
は
後
の
人
間
形
成
に
、
大

人
は
、
若
者
の
手
本
と
し
て
、
選
挙

権
の
行
使
を
軽
視
で
き
ま
い
。
（
大
久

保
氏
の
調
査
は
「
私
た
ち
の
広
場
」

よ
り
引
用
）

東
京
電
力
か
ら
お
知
ら
せ

か
ん
が
い
揚
水
用
電
力
の
使
用
の
方
へ

所
得
状
況
届
け
を
忘
れ
ず
に

福
祉
年
金
の
受
給
権
者
は

額
以
上
あ
る
場
合
‘
支
給
停
止
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
所
得
の
限
度
額
は
毎
年

引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
今
年
も
引
き

上
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
リ
ま
す
の
で
、

今
ま
で
所
得
が
多
く
て
福
祉
年
金
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
で
も
‘
あ
ら
た
に

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
場
合
か
あ
り

ま
す
。
一
度
役
場
住
民
課
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

所
得
状
況
届
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
役
場
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

、
。

し

て
か
ら
使
用
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
電
気

安
全
上
、
危
険
な
設
備
は
送
電
し
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

寄
付
あ
リ
が
と
う

新
里
の
安
見
智
尋
さ
ん
は
、
借
地
料

と
し
て
村
か
ら
支
払
っ
た
金
額
の
ほ
と

ん
ど
の
九
千
円
を
四
月
二
十
七
日
、
杜

会
福
祉
の
た
め
に
使
っ
て
下
さ
い
と
村

へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

犬
は
つ
な
い
て

飼
い
ま
し
ょ
う

最
近
、
野
犬
の
ほ
か
に
飼
い
犬
の
放

し
飼
い
が
め
だ
ち
野
犬
化
し
て
、
家
畜

や
農
作
物
の
被
害
、
そ
れ
に
人
が
か
み

つ
か
れ
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

被
害
に
あ
っ
た
家
は
、
隣
り
の
家
の
飼

い
犬
な
の
で
苦
情
も
言
え
な
い
と
の
こ

と
で
す
。

あ
な
た
の
家
で
、
犬
を
放
し
て
い
た

な
ら
ば
、
も
し
か
し
た
ら
、
あ
な
た
の

犬
が
家
畜
や
農
作
物
に
被
害
を
あ
た
え

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

被
害
が
お
き
な
い
よ
う
に
‘
犬
は
か
な

ら
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

（
今
月
は
俳
句
で
す
。
）

花
散
れ
り
戦
の
兄
の
今
も
呼
び吉田

正
義

母
な
き
子
母
の
日
母
を
慕
ひ
泣
く

北
島
若
水

満
山
の
花
盛
り
か
よ
今
朝
の
雪林

転
勤
の
友
へ
名
残
の
菊
根
分林

雨
蛙
鳴
く
や
孤
独
の
筆
に
ぶ
る

青
木

文

芸

欄
光
子

倫
常

秀
峰

法
務
局
職
員
が
来
村
し
、
人
権
・

身
の
上
相
談
に
応
じ
ま
す
。
費
用
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時
五
月
二
十
三
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
▼
場
所
明

和
村
役
場
▼
相
談
担
当
者
人
権

擁
護
委
員
法
務
局
職
員

④
次
の
よ
う
な
場
合
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

結
婚
離
婚
の
問
題
、
交
通
事
故
の

問
題
、
家
庭
の
問
題
‘
借
地
借
家

の
問
題
、
村
八
分
・
差
別
待
遇
．

相
続
の
問
題
、
農
地
の
問
題
、
職

場
で
の
問
題
、
公
務
員
に
よ
る
問

題
、
そ
の
他
強
要
、
妨
害
、
暴
行
、

虐
待
、
不
当
な
扱
い
等
を
受
け
て

い
て
お
困
り
の
方
。

青
年
団
員
募
集

明
和
村
青
年
団
で
は
、
新
年
度
を

迎
え
新
た
に
団
員
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
野
外
キ
ャ
ン
プ
、
納
涼
祭
、

若
人
の
集
い
等
今
年
も
数
多
く
の
事

業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
郷
土
の
青

年
と
し
て
私
達
現
団
員
と
共
に
団
活

動
を
通
じ
て
、
趣
味
や
教
養
の
充
実

を
計
り
意
義
の
あ
る
青
春
の
日
々
を

人
権
身
の
上

相
談
所
開
設

移
動
図
書
館

巡
回
日

青
年
団
で
過
し
て
く
だ
さ
い
。
青
年

団
加
人
希
望
者
は
、
教
育
委
員
会
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
五
月
十
六
日
（
木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

▼
場
所
館
林
市
役
所

各
種
検
診
日

▼
乳
児
検
診

9

日
（
第
二
木
曜
日
）

▼
妊
婦
検
診

1
6日
（
第
三
木
躍
日
）

▼
育
児
相
談

2
3日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受
付

は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で
で
す
。

▼
五
月
二
十
八
日
（
火
）

午
前
十
時
役
場
前

午
前
十
一
時
千
江
田
農
協

巡
回
日
に
は
、
係
員
が
図
書
の
貸

出
し
（
無
料
）
を
行
い
ま
す
か
ら
ど

し
ど
し
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
前
回
借
り
た
図
書
は
忘
れ

ず
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
、
固
定
資
産
税
第

一
期
、
自
動
車
税
、
国
民
年
金
第
一

期
、
利
根
加
用
水
組
合
費
、
有
線
放

送
使
用
料
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
税
日

二
十
九
日
役
場
第
一
会
議
室

三
十
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

交
通
事
故

出
張
相
談



村の人口

6 月 1 日現在

世帯数 2024戸

人口総数 9000人

男 4459人

l直：中の転:Iロ 第 I 5 3 号
発行所明和村役場

蝙集総務課
庶務管理係

小林印刷所印刷所

上
水

月
三
十

あ
っ
た

降
り
、

で
行
わ

道
第
三
水
源
の
竣
工
式
は
、
土

一
日
、
水
源
地
で
行
う
予
定
で

が
、
こ
の
日
は
あ
い
に
く
雨
が

や
む
を
得
ず
大
輪
の
西
公
民
館

れ
ま
し
た
。

心

式
は
五
十
七
名
の
来
賓
を
招
待
し
て

小
松
原
村
長
の
式
辞
、
奈
良
助
役
の
エ

事
経
過
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
設
計
業

者
、
請
負
業
者
等
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、

最
後
に
工
事
請
負
人
の
天
笠
工
業
朦
か

弟
三
水
源
の
竣
工
式

答
辞
を
の
べ
‘
厳
粛
の
う
ち
に
式
を
終

了
し
ま
し
た
。

第
二
水
源
は
、
大
輪
の
斉
藤
憲
さ
ん

宅
の
北
側
に
五
千
七
百
八
十
万
円
の
エ

事
費
を
か
け
て
完
成
し
た
も
の
で
す
。

一
日
当
た
り
の
給
水
量
は
八
百
八
十

七
立
方
M

で
、
い
ま
ま
で
の
給
水
量
と

合
わ
せ
る
と
三
千
立
方
訂
に
な
り
、
こ

れ
で
、
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
夏
の
需
要

期
に
水
道
の
水
の
出
が
悪
く
な
る
こ
と

は
な
く
な
る
で
し
よ
う
。

工
事
の
概
要

▼
深
井
戸
1
1

深
さ
二
百
二
十
一
訂

埋
設
管
三
百
ミ
リ
訂
▼
取
水
ポ
ン

。
フ1
1

：
台
▼
浄
水
施
設

1
1⑦
涵
菌
機
‘

◎
急
速
ろ
過
器
、
◎
浄
水
池
、
⑤
送
水

ポ
ン
。
フ
▼
そ
の
他
1
1
電
気
施
設
、
配

水
施
設
、
附
帯
施
設

住
民
の
ご
期
待
に
十
分
な
も
の

大
幅
に
ふ
え
る
給
水
量

子

4
6
1
0
 

7
 

l :：一目三、一汀―斉一｀、門： しも、且石
ら危うのか策さ大〈うる危油
で機こ国らでけ事るだ゜機危
あはと民国あるなま゜反か機
る石がと家る対こでど対〈に
゜油大しと ゜策とはちにるつ
危切てしそ はわら楽とい
機でもてう万そかが観不で
のは固もしがのら正す安‘
比なめ‘た一よなしるにこ
でいてま備にういい人思ん
はかおたえ備な゜かもうど
な゜〈おをえ危し危い人は

I
—-II 

よ
し
な
し
こ
と

大
正
九
年
（
一
九
二
0
)
六
月
十
日

「
時
の
記
念
日
」
か
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

時
は
虚
な
り
と
い
う
こ
と
わ
ざ
か
あ
リ

ま
す
か
、
有
効
に
使
っ
た
時
間
と
む
だ

に
つ
ぶ
し
た
時
間
は
、
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
時
間
か
大
切
な
も
の
だ

と
い
う
こ
と
は
気
持
の
上
で
わ
か
っ
て

い
て
も
‘
ま
だ
使
っ
て
い
な
い
時
間
も

無
限
に
あ
る
と
思
え
ば
、
な
に
も
あ
わ

て
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
こ
み
か
ち
で

す
。た

え
す
流
れ
、
消
え
て
ゆ
く
「
時
」

を
時
間
と
名
え
れ
ば
、
誰
も
時
を
せ
き

と
め
た
り
、
引
き
も
ど
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
な
ら
私
た
ち

は
時
間
を
ど
う
こ
う
す
る
と
い
う
わ
け

に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
時
間
の
大
切
さ

を
「
時
刻
」
と
言
い
か
え
て
考
え
て
み

る
と
そ
の
大
切
さ
か
身
に
し
み
て
感
じ

て
く
る
で
し
よ
う
。

季
節
の
話
題

時
の
記
念
日
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第
十
回
目
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

か
七
月
七
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
激
動
す
る
国
際
情
勢

や
多
く
の
内
政
問
題
を
か
か
え
る
中
で

行
わ
れ
、
今
後
の
国
政
の
方
向
を
き
め

る
重
要
な
選
挙
で
す
。

国
会
の
し
く
み

国
会
は
、
参
議
院
と
衆
議
院
の
二
院

で
構
成
さ
れ
る
国
権
の
最
高
の
機
関
で
、

私
達
の
日
々
の
生
活
に
ひ
び
く
政
治
の

大
本
が
こ
こ
で
き
め
ら
れ
る
最
も
重
要

な
と
こ
ろ
で
す
。

みんな投纂して明るい社会

全攣攣譴鯰円
七
月
七
日
は
、
参
議
院
の
投
票
日
で
、

当
日
は
き
め
ら
れ
た
投
票
所
で
投
票
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
は
ぜ

ひ
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

投
票
て
き
る
方

こ
の
選
挙
に
は
、
六
月
十
二
日
現
在

の
選
挙
人
名
簿
が
使
わ
れ
ま
す
。

投
票
で
き
る
方
は
、
こ
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
、
投
票
日
に
選
挙
権
が

あ
る
方
で
す
。

ま
た
、
こ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
は
、
昭
和
二
十
九
年
七
月

八
日
以
前
に
生
れ
た
方
、
二
十
才
以
上

で
昭
和
四
十
九
年
三
月
十
二
日
以
前
に

転
入
し
た
方
で
す
。
三
月
十
三
日
以
後

転
入
し
た
方
は
、
以
前
住
ん
で
い
た
と

こ
ろ
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
、
そ
の
登
録
地
で
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
の
方
法

投
票
日
前
に
入
場
券
が
選
管
か
ら
配

ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
入
場
券
に
書
い
て

あ
る
投
票
所
に
行
け
ば
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
所
で
は
、
入
場
券
を
①
）
受
付
係
旅行等で選挙当日に不在となるとき

ノ
゜ " 

に
提
出
し
ま
す
。
次
に
②
）
選
挙
人
名
簿

抄
本
対
照
係
か
ら
入
場
券
の
返
付
を
受

け
‘
③
投
票
用
紙
交
付
係
に
行
き
、
入

場
券
を
提
出
し
ま
す
と
、
投
票
用
紙
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
④
授
票
記

載
台
に
行
き
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の

氏
名
を
書
き
、
そ
の
投
票
用
紙
を
投
票

そ
こ
で
、
そ
の
代
表
者
を
選
び
だ
す

私
達
の
一
票
の
如
何
が
、
日
本
の
将
来

と
、
私
た
ち
の
幸
福
に
大
き
く
ひ
び
く

こ
と
に
な
り
、
重
要
な
選
挙
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

参
議
院
の
構
成
は
、
定
員
が
二
百
五

十
二
名
で
す
。 投

票
H

全
国
区
か
ら
百
名

地
方
区
か
ら
百
五
十
二
名

議
員
の
任
期
は
六
年
で
、
三
年
毎
に

半
数
が
改
選
さ
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
参

議
院
の
特
質
を
よ
く
考
え
、
立
派
な
人

を
選
ん
で
あ
な
た
の
一
票
を
一
億
の
国

政
に
参
加
さ
せ
ま
し
よ
う
。

不
在
者
投
票

投
票
日
に
ど
う
し
て
も
不
在
に
な
り
‘

投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
前
も
っ
て

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
、
住
所
地
の
役
場
選
挙
管

理
委
員
会
へ
印
鑑
を
も
っ
て
行
き
、
宣

誓
書
（
用
紙
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

内
容
は
き
わ
め
て
簡
単
で
す
。
）
を
提

出
す
れ
ば
、
そ
の
場
で
す
ぐ
投
票
が
で

き
ま
す
。

代
理
投
票

選
挙
人
が
身
体
の
故
障
ま

た
は
文
盲
に
よ
っ
て
、
自
ら

候
補
者
の
氏
名
を
書
け
な
い

と
き
、
受
付
け
に
申
し
出
れ

ば
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。

選
挙
公
報
を
配
布

投
票
さ
れ
る
候
補
者
を
き

め
て
い
た
だ
＜
資
料
と
し
て
、

候
補
者
の
主
義
主
張
を
の
せ

た
選
挙
公
報
を
各
家
庭
に
配

付
し
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
登
録
の
確
認

選
挙
人
名
簿
に
あ
な
た
の

名
前
が
の
つ
て
い
る
か
確
認

し
た
い
方
は
、
役
場
選
挙
管

投
票
日
ど
う
し
て
も

投
票
所
へ
行
け
な
い

方
は
不
在
者
投
票
を

参
議
院
選
挙

選
出

七
月
七
H

予
定

箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
地
方
区

の
投
票
用
紙
は
‘
薄
い
黄
色
の
紙
に
黒

色
刷
り
、
全
国
区
の
投
票
用
紙
は
、
白

色
の
紙
に
赤
色
刷
り
で
す
。

投
票
時
間

今
回
は
、
投
票
終
了
時
間
か
一
時
間

の
び
て
、
投
粟
で
き
る
時
間
は
午
前
七

時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
で
す
。

買
収
供
応
を
追
放

大
き
な
選
挙
に
な
る
と
、
き
ま
っ
て

「
何
当
何
落
」
と
い
う
こ
と
ば
が
新
聞

紙
上
を
に
ぎ
わ
し
ま
す
。
私
た
ち
に
は

気
の
遠
く
な
り
そ
う
な
大
金
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
選
挙
に
お
金
が
か
か

り
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
、
実
は
こ
れ
が

わ
が
国
の
政
治
を
い
ち
ば
ん
毒
し
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
候
補
者
に
し
て
も
、

ほ
ん
と
う
は
余
計
な
お
金
な
ど
使
い
た

く
な
い
で
し
よ
う
。
し
か
し
選
挙
の
土

俵
で
「
金
」
の
力
が
も
の
を
い
う
限
り

は
、
ど
う
し
て
も
「
金
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
が
ち
で
す
。

候
補
者
た
ち
が
、
こ
の
枠
を
守
れ
る

か
ど
う
か
は
、
結
局
私
た
ち
有
権
者
の

問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
買
収
供
応
を
追

放
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
選
挙
を
金
力
の

支
配
か
ら
守
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
c

立
会
演
説
会

六
月
二
十
二
日
午
後
七
時
か
ら

館
林
市
立
第
二
小
学
校

（
参
院
地
方
区
）

村
に
も
光
化
学
ス
モ
ッ
ク

注
意
報
発
令

大
気
汚
染
緊
急
対
策
実
施
要
綱
を
決
め
対
処

明
和
村
地
区
に
も
五
月
十
九
日
と
ニ

十
日
の
両
日
、
光
化
学
ス
モ
ッ
ク
注
意

報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
い
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
こ
ん
ど
村
で
も
、
こ
の

光
化
学
ス
モ
ッ
ク
に
対
処
す
る
た
め
に

大
気
汚
染
緊
急
時
対
策
実
施
要
綱
を
決

め
、
こ
れ
に
も
と
づ
き
注
意
報
等
を
発

令
し
ま
す
。
こ
れ
が
発
令
し
ま
す
と
、

広
報
車
、
有
線
放
送
、
立
て
看
板
で
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お

看
板
は
役
場
、
駐
在
所
、
農
協
の
玄
関

に
お
き
ま
す
。

発
令
は
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
が
次

の
基
準
に
達
し
た
と
き
に
発
令
さ
れ
ま

す
。

m
 

0

注
意
報

0
、
一
五
P
p
以
上

〇
警
報

0

、
二
五
p
P
m
以
上

0

重
大
緊
急
報
〇
、
五

P
m
以
上

※
発
生
し
や
す
い
気
象
状
況

0

南
寄
り
の
風
で
秒
速
五
以
以
下
の

弱
風
の
時

理
委
員
会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

0

気
温
二
十
四
度
C
‘
湿
度
六
0
i

八
0
％
程
度

0

逆
転
層
出
現
の
可
能
性
の
あ
る
時

〇
視
程
が
一
ー
三
艮
以
下
の
時

0

発
生
時
間
帯
は
十
二
時
ー
十
五
時

が
多
い

0

発
生
時
期
は
六
月
ー
八
月

※
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
人
体
被
害
症
状

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

0

目
が
痛
い

0

涙
が
出
る

0

の
ど
が
痛
い
0

胸
が
苦
し
い

〇
息
が
苦
し
い
0

手
足
が
し
び
れ
る

0

頭
が
痛
む

0

は
き
け
が
す
る

0

け
ん
た
い
感
〇
意
識
障
害

以
上
の
よ
う
な
症
状
を
感
じ
た
人
は

役
場
企
画
開
発
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

、
。
し

ま
た
、
光
化
墜
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し

た
と
き
は
、
屋
内
活
動
ま
た
は
室
内
で

安
静
を
保
つ
か
、
必
要
に
応
じ
窓
を
閉

鎮
す
る
か
な
ど
の
処
置
を
し
て
く
だ
さ

、
。
し
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第
二
回
定
例
村
議
会
が

五
月
二
十
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
一
日
で
開
か
れ
ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
村
税
条
例
の

一
部
改
正
、
農
業
共
済
会
計
補
正
予
算

な
ど
十
一
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
村
税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
村

税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
。

主
な
内
容
は
、
住
民
負
担
の
軽
減
合

理
化
を
図
る
こ
と
で
、
住
民
税
の
所
得

控
除
額
の
引
上
げ
、
小
規
模
住
宅
用
地

の
税
負
担
の
軽
減
措
置
、
電
気
ガ
ス
税

か
そ
れ
ぞ
れ
今
離
さ
れ
免
税
点
が
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

村
税
条
例
改
正
の
あ
ら
ま
し
は
、
来

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
土
地
開
発
公
社
の
借
入
資
金
融
資

に
対
す
る
損
失
補
正
に
つ
い
て

土
地
開
発
公
社
が
一
年
間
（
四
月

l

日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
）
の
事
業

を
実
施
す
る
た
め
に
借
入
れ
す
る
資
金

融
資
に
対
す
る
損
失
補
償
を
一
億
三
千

万
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◆
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

こ
れ
も
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
一
部
が
改
正
さ
れ
た
も
の
で
す
。

主
な
改
正
点
は
、
課
税
限
度
額
を
八

万
円
か
ら
十
二
万
円
に
引
上
げ
し
た
の

楽しい老後の場

とぷき学級開校こ

こ
と
ぶ
き
学
級

が
教
育
委
員
会
と

住
民
課
の
主
催
で
、

一
年
間
、
毎
月
一
回
学
習
課
題
を
き
め

て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
リ
ま
し
た
。

高
齢
者
の
学
習
の
機
会
を
拡
充
し
、 ▲幼稚園の授業風景を参観するお年寄り

住
民
税
負
担
の
軽
減
合
理
化

や
保
険
税
の
税
率
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。

◆
商
業
設
備
近
代
化
資
金
融
資
促
進

条
例
の
一
部
改
正

最
近
に
お
け
る
金
融
情
勢
に
よ
り
、

金
融
機
関
の
融
資
利
率
六
分
二
厘
以
内

を
七
分
以
内
に
改
正
し
た
も
の
。

◆
中
小
企
業
労
慟
福
祉
施
設
資
金
融

資
促
進
条
例
の
一
部
改
正

こ
れ
も
前
議
案
と
全
く
同
様
の
改
正

で
す
。

◆
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

畑
作
物
共
済
及
び
園
芸
施
設
共
済
に

関
す
る
臨
時
措
置
法
に
基
づ
き
、
新
し

＜
園
芸
施
設
共
済
事
業
を
試
験
的
に
実

施
す
る
た
め
、
事
業
実
施
に
関
し
て

の
財
務
内
容
の
規
定
と
事
業
運
営
に
関

し
て
の
条
文
を
定
め
た
も
の
で
す
。

◆
農
業
共
済
会
計
補
正
予
算

園
芸
施
設
共
済
事
業
実
施
に
伴
い
、

こ
の
事
業
に
関
す
る
勘
定
科
目
を
新
設

し
た
も
の
で
す
。
収
益
的
収
入
及
び
支

出
予
算
額
を
そ
れ
ぞ
れ
百
二
十
万
円
追

加
。
こ
れ
に
関
連
し
て
業
務
事
業
収
益

及
び
費
用
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
二
万
円
追

加
し
た
も
の
で
す
。

高
齢
者
か
そ
の
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
社

会
的
能
カ
・
知
識
・
技
術
を
修
得
し
、

余
暇
を
有
効
的
に
利
用
し
て
‘
積
極
的

な
生
き
か
い
を
求
め
‘
豊
か
で
楽
し
い

老
後
か
送
れ
る
よ
う
に
と
く
う
ね
ら
い

で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

第
一
回
目
は
、
五
月
十
七
日
役
場
て

行
わ
れ
‘
学
級
長
と
副
学
級
長
が
次
の

と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▼
学
級
長
島
田
勇
市
（
南
大
島
）

▼
副
学
級
長
野
木
村
弥
五
郎
（
上
江

黒
）
渡
辺
良
吉
（
矢
島
）

こ
の
あ
と
‘
教
育
と
若
い
人
へ
の
理

解
を
深
め
る
た
め
、
中
学
校
・
中
央
幼

稚
園
の
授
業
及
び
教
育
施
設
を
見
学
、

と
く
に
幼
椎
園
の
授
業
風
景
は
、
自
分

の
孫
な
と
が
い
る
方
も
お
り
、
熱
心
に

参
観
。
園
児
の
は
つ
ら
っ
と
し
た
歌
や

動
作
に
お
も
わ
ず
顔
か
は
こ
ろ
ん
で
い

ま
し
た
。

農
薬
事
故
を

な
く
し
ま
し
よ
う

野
も
山
も
す
っ
か
り
緑
に
な
り
、
農

作
物
の
成
長
に
と
も
な
い
‘
病
害
虫
防

除
に
農
薬
か
多
く
使
わ
れ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
薬
散
布
に
熱
心

の
あ
ま
り
、
不
注
意
‘
慣
れ
‘
油
断
な

ど
か
ら
危
、
被
害
を
受
け
る
こ
と
か
あ

リ
ま
す
。
そ
こ
で
、
農
薬
散
布
に
あ
た

っ
て
は
次
の
こ
と
を
よ
く
守
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

農
薬
散
布
前
の
注
意

日
農
薬
の
製
品
に
は
‘
使
用
方
法
‘
使

用
上
の
注
意
事
項
な
ど
、
必
要
な
事
項

か
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を

よ
く
読
む
こ
と
。

口
散
布
作
業
に
必
要
な
衣
顆
を
整
え
て

お
く
こ
と
。

電
話
局
か
ら
お
知
ら
せ

川
俣
交
換
局
6

月

2
6日
開
通

電
話
番
号
が
一
部
変
更

現
在
、
中
谷
に
川
俣
交
換
局
の
設
置
ご
承
知
の
よ
う
に
最
近
紙
資
源
の
欠

を
進
め
て
お
り
ま
す
か
、
六
月
二
十
六
乏
が
大
き
な
社
会
的
な
問
題
と
な
り

日
午
後
二
時
か
ら
新
し
い
電
話
交
換
局
「
電
話
帳
は
必
要
な
方
だ
け
に
配
布
し

へ
収
容
替
と
な
り
ま
す
。
た
ら
」
と
の
ご
利
用
の
皆
さ
ま
の
声
に

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
役
場
等
の
電
基
つ
き
、
昭
和
四
十
九
年
六
月
発
行
の

話
番
号
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
電
話
帳
か
ら
次
の
と
お
り
に
行
い
ま
す

番
号
を
お
確
か
め
の
う
え
利
用
く
だ
さ
の
て
是
非
ご
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

し
。
日
五
十
音
別
電
話
帳
の
地
域
分
冊
の
実

な
お
、
大
変
お
待
た
せ
し
ま
し
た
が
施

新
規
加
入
申
込
の
方
は
、
工
事
の
都
合
東
部
版

1
1
前
橋
、
沼
田
、
伊
勢
崎
‘

に
よ
リ
六
月
と
七
月
に
わ
け
て
開
通
と
桐
生
、
太
田
‘
館
林
、
大
泉

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
新
西
部
版

1
1
高
崎
、
藤
岡
、
渋
川
、

局
が
開
局
に
な
り
ま
す
と
大
幅
に
設
備
長
野
原

か
増
設
さ
れ
ま
す
。

□
電
話
帳
の
ご
希
望
の
要
否
は
配
布
時

電
話
帳
は
お
客
様
の
に
照
会
い
た
し
ま
す
。

ご
意
向
に
基
づ
き
配
布
を
（
館
林
電
報
電
話
局
）

口
使
用
す
る
機
具
か
整
備
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
よ
く
克
検
し
て
お
く
こ
と
。

四
万
一
の
事
故
を
考
え
て
‘
薬
剤
の
名

称
‘
毒
物
、
劇
物
な
ど
の
区
別
な
ど
を

記
録
し
て
お
く
と
と
も
に
‘
毒
性
の
程

度
や
応
急
手
当
、
解
毒
方
法
な
ど
を
研

究
し
て
お
く
こ
と
。

国
病
後
の
人
‘
妊
婦
や
生
理
日
の
婦
人
、

手
や
足
に
傷
か
あ
る
人
‘
薬
物
に
敏
感

な
体
質
の
人
な
ど
は
作
業
に
従
事
し
な

い
こ
と
。

因
農
薬
の
運
搬
に
あ
た
っ
て
は
、
途
中

て
袋
が
破
れ
た
り
、
ビ
ン
か
割
れ
た
リ

し
な
い
よ
う
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

農
薬
散
布
時
の
注
意

日
服
装
の
不
完
全
の
人
か
中
毒
を
お
こ

す
場
合
か
多
い
の
で
、
必
要
に
応
じ
、

帽
子
・
マ
ス
ク
・
長
袖
の
上
衣
·
ゴ
ム

手
袋
•
長
靴
な
ど
を
着
用
す
る
こ
と
。

口
散
布
は
風
向
き
を
考
え
て
薬
剤
を
浴

び
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

口
散
布
作
業
は
、
朝
夕
の
涼
し
い
時
間

を
選
ん
で
無
理
を
し
な
い
こ
と
。

四
休
み
時
間
に
は
、
必
ら
す
手
足
・
顔

を
よ
く
洗
い
‘
う
か
い
も
す
る
こ
と
。

農
薬
散
布
後
の
注
意

日
作
業
が
終
わ
っ
た
ら
使
用
し
た
機
具

類
は
よ
く
洗
っ
て
お
く
こ
と
。

口
使
い
残
し
た
農
薬
は
、
農
薬
専
用
の

保
管
箱
な
ど
に
収
納
し
「
カ
キ
」
を
か

け
て
厳
重
に
保
管
す
る
こ
と
。

国
ア
キ
容
器
の
ピ
ン
頷
は
、
多
量
の
水

で
よ
く
洗
い
地
中
深
く
埋
め
、
ま
た
、

袋
は
焼
き
す
て
る
な
ど
安
全
な
処
置
を

す
る
こ
と
。

四
全
身
を
石
け
ん
で
よ
く
洗
う
と
と
も

に
‘
衣
服
は
下
着
ま
で
全
部
取
り
替
え

作
業
衣
服
は
必
ず
石
け
ん
を
用
い
て

よ
く
洗
う
こ
と
。

国
作
業
を
し
た
日
の
晩
は
‘
飲
酒
を
慎

み
、
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
こ
と
。

因
気
分
か
悪
く
な
っ
た
と
き
は
、
医
師

の
診
断
を
受
け
る
こ
と
。
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役
場
職
員
の
青
年
で
結
成
し
て
い
る

青
年
部
（
部
長
・
田
口
晴
美
）
で
は
、

五
月
十
一
、
十
八
、
二
十
五
日
の
三
日

間
、
社
会
奉
仕
と
し
て
、
村
内
の
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

最
近
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
か
汚
れ
‘
良

く
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
か
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
交
通
安
全
の
た
め
に

良
く
見
通
せ
る
よ
う
に
と
‘
出
勤
前
の

午
前
七
時
か
ら
一
時
間
、
み
ん
な
で
手

分
け
し
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
行

っ
た
も
の
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
汚
れ
か

と
れ
て
、
見
通
し
か
良
く
な
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
大
変
よ
ろ
こ
は
れ
て
い
ま
す
。

◄
 

さつきの展示即売会が今年も文化協会園芸部（部長・坂上

定七）の主催で 5 月 25 日から 5 日間商工会館で行われました。

展示の部では村内の愛好家から手塩に作られた銘木・銘花

かところせましと飾られ、来場者を楽しませていました。

即売の部では、 2 • 3 百円のさつきが人気を呼び‘とくに

はやリの品種は、飛ぶように売りきれてしまったとのことで

す。

• 

立
二

ュ
ー
ス

►
 こ

の
ほ
ど
第
三
水
源
（
大
輪
）
か
完

成
し
‘
五
月
十
七
日
、
通
水
式
か
行
わ
れ

ま
し
た
。
村
議
会
議
員
や
地
元
の
区
長

さ
ん
ら
の
拍
手
の
中
、
小
松
原
村
長
さ

ん
が
ハ
ン
ド
ル
を
回
ゎ
し
‘
通
水
を
行

い
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
い
ま
ま
で
水
の
出
が
悪
か

っ
た
高
ぃ
区
域
や
水
源
か
ら
遠
い
区
域

で
は
、
水
の
出
も
よ
く
な
る
だ
ろ
う
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

• 
群馬県婦人バレーボール大会が 5 月 12 日、大泉町で52チーム参

加して盛大に行われました。

本村のチームは、 3 部の 4 組で出場。 1 回線は大泉のフアミリ

ーと対戦し、接戦の末、 2 対 1 で勝ちました。 2 回戦は、邑楽A

と対戦。第 1 セットは先取したが、第 2 、 3 セットは、もう一歩

のところでおし〈も連取され、敗れてしまいました。もし、これ

に勝っていれば、邑楽 A か優勝したのですから、明和が優勝をも

のにできたのではないかと、さかんに残念がっていました。

い
ま
せ
ん
か
羽
生
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

本
村
で
不
在
者
投
票
す
る
か
、
直
接
‘

投
栗
日
に
羽
生
市
の
投
票
所
に
行
け
ば

投
票
か
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
場
合
は
、
羽
生
市
選

管
委
員
長
に
対
し
て
郵
便
で
投
票
用
紙

等
を
請
求
（
請
求
書
は
明
和
村
選
管
に

あ
り
ま
す
。
）
し
ま
す
と
、
あ
な
た
宛

に
投
票
用
紙
等
が
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
。

そ
れ
を
明
和
村
選
管
に
持
参
し
て
不
在

者
投
票
を
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
は
お
早
目
に
。

明
和
村
か
ら
他
の

つ
い
で
で
す
の
で
、
こ
の
逆
の
場

合
を
説
明
し
ま
す
。
三
月
十
二
日
以

前
に
他
の
市
町
村
へ
転
入
届
を
し
た

場
合
は
‘
転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
ま
す
の
で
問
題
あ
り
ま
せ

ん
ヵ

①
三
月
十
三
日
以
後
に
他
の
市
町

村
へ
転
入
届
を
し
た
場
合
は
‘
邑
楽

郡
以
外
の
市
町
村
の
と
き
は
、
明
和

村
選
管
委
員
長
に
対
し
て
不
在
者
投

票
の
請
求
を
郵
送
か
‘
直
接
‘
ま
た
は

電
話
(
O
二
七
六
八
四
ー
ニ
三
二
四
）

で
、
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票
の
方

法
に
つ
い
て
は
直
接
、
本
人
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

②
こ
の
ほ
か
、
投
票
日
に
直
接
、

明
和
村
の
投
票
所
に
来
て
投
票
す
る

こ
と
か
で
き
ま
す
。

な
お
、
邑
楽
郡
内
に
転
出
し
た
場

合
は
②
の
方
法
で
投
票
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
明
和
村
選
管
ヘ

お
聞
き
く
だ
さ
い
。

問
私
は
五
月
七
日
に
羽
生
市
か
ら

明
和
村
へ
転
入
し
、
五
月
八
日
に
住

民
課
に
転
入
届
を
し
た
の
で
す
が
、

今
回
の
参
議
院
選
挙
で
投
票
す
る
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
＇

（
一
主
婿
）

答
選
挙
権
か
あ
っ
て
も
市
町
村
の

永
久
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
と
投
票
す
る
こ
と
か
で
き
ま
せ

参
議
院
選
挙
で
は
、
選
挙
人
名
簿

登
録
の
基
準
日
が
六
月
十
二
日
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
三
月
十
二
日
ま

で
に
転
入
届
を
し
た
方
が
明
和
村
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
。
し

た
か
っ
て
、
あ
な
た
の
場
合
は
明
和

村
の
選
挙
人
名
簿
に
は
登
録
さ
れ
て

※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
※
 

障
害
年
金
受
給
者
の
『
現
況
届
』
は
ぃ
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
提
出
先
は
、
社
会
保

険
庁
年
金
保
険
部
業
務
課
（
〒
一
六
七

東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西
三
ー
五
ー
ニ

四
）
で
す
。
な
お
、
用
紙
を
粉
失
し
た

リ
、
記
入
の
し
か
た
か
判
ら
な
い
と
き

は
、
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
保
険
の
障
害
年
金
受
給

者
は
‘
毎
年
一
回
七
月
十
五
日
ま
て

に
、
現
況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な

つ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
は
、
そ
の
後
一
年
間
、
障

害
年
金
を
支
給
す
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
大
切
な
も
の
な
の
で
‘
提
出

さ
れ
な
い
と
、
十
一
月
期
支
払
分
か

ら
、
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

届
出
用
紙
は
、
六
月
末
ま
で
に
お

手
元
に
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
説
明

書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
症
状
が
固
定
し

て
い
な
い
方
の
場
合
は
、
医
師
の
診
断

書
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル
ム
を
添
え
て

村
営
住
宅
の
建
設
費
の
一
部
は

郵
政
の
簡
易
保
険
積
立
金
か
ら

還
元
融
資
を
受
け
て
い
ま
す

7

月

1
5日
が
提
出
期
限

市
町
村
へ
転
出
し
た
場
合
は

村
外
か
ら
転
入
し
た
の
で
す
が

参
院
選
の
投
票
は



昭和49年 6 月 10 日 広 報 め い わ 第 153号 (5) 

ィ／’

村
内
史
跡
た
ず
ね
あ
る
記

明
治
の
文
壇
に
西
欧
の
息
を
吹
き
込

み
自
然
主
義
文
学
の
先
駆
者
と
知
ら
れ

る
田
山
花
袋
は
、
秋
元
藩
に
仕
え
た
田

山
鍋
十
郎
の
二
男
と
し
て
、
館
林
市
外

伴
木
の
自
宅
で
生
ま
れ
名
前
を
田
山
録

弥
と
言
っ
た
。

花
袋
は
、
館
林
東
小
学
校
初
等
科
、

中
等
科
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
、
最

初
は
軍
人
を
志
し
た
が
体
格
の
点
で
う

ま
く
ゆ
か
ず
、
法
律
家
目
指
し
法
律
学

校
に
学
ん
だ
が
学
資
不
足
で
こ
れ
も
や

め
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
生
活
の
中
で

勉
強
の
た
め
良
く
図
書
館
に
通
い
、
暇

を
見
て
は
読
ん
だ
。
ゾ
ラ
・
モ
ー
パ
ッ

サ
ン
・
ト
ル
ス
ト
イ
等
の
作
品
に
接
す

る
う
ち
に
心
を
打
た
れ
て
文
学
へ
と
志

袋
執
筆
の
場
・
土
手
の
家

◄
 

現
在
も
川
俣
に
残
っ
て
い
る
田
山
花

向
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
城
沼
の
自
然

の
風
物
と
古
城
の
廃
墟
の
環
境
が
文
学

へ
の
傾
斜
に
拍
車
を
か
け
た
。
そ
し
て

明
治
二
十
四
年
（
二
0
オ
）
当
時
の
文

壇
の
大
御
所
で
あ
る
尾
崎
紅
葉
に
入
門

を
願
い
、
そ
の
年
に
古
桐
軒
の
筆
名
で

第
一
作
「
瓜
畑
」
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
新

5

桜
川
等
多
く
の
作
品
を
書
き
明
治
三
十

二
年
に
妻
り
さ
と
結
婚
し
た
。

こ
の
年
、
館
林
を
背
影
に
書
い
た
「
ふ

る
里
」
が
ロ
ー
マ
ン
期
を
結
収
す
る
所

の
作
品
で
、
そ
れ
は
、
美
文
調
の
自
身
の

回
想
的
作
品
で
読
者
に
感
動
を
与
え
こ

れ
に
よ
っ
て
文
名
を
高
め
た
。

し
か
し
、
花
袋
は
、
こ
れ
ま
で
の
ロ

ー
マ
ン
主
義
（
自
由
な
空
想
と
自
然
な

感
情
を
主
と
し
た
も
の
）
で
は
満
足
で

き
す
新
し
い
革
新
の
文
学
、
自
然
主
義

（
一
切
の
技
巧
を
排
斥
し
て
人
生
の
あ

リ
の
ま
ま
の
姿
を
描
写
す
る
）
文
学

＿
へ
と
傾
斜
し
て
ゆ
き
、
そ
の
試
み
と

一
し
て
書
い
た
、
「
蒲
団
」
を
明
治
四
十

／
年
に
発
表
し
た
。
こ
の
蒲
団
が
セ
ン

｝
セ
イ
シ
ョ
ン
を
起
し
て
、
I
J
文
壇
の
第

―
一
人
者
と
な
っ
た
。
翌
年
「
一
兵
卒
」

．
と
「
土
手
の
家
」
を
書
き
‘
こ
れ
が

二
つ
と
も
評
判
が
良
く
従
来
の
方
法

．
か
ら
新
た
な
方
法
と
し
て
踏
み
き
っ

ー
た
時
期
の
結
実
の
作
品
で
あ
る
。
即

ち
、
土
手
の
家
は
、
川
俣
を
背
影
に

し
た
作
品
で
あ
り
花
袋
の
頂
点
を
形

成
す
る
時
期
の
―
つ
の
答
え
と
し
て

創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
‘
蒲
団
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
自
己
の
立
功
、
そ

ヽ
~回

田
山
花
袋
江

( 

自
然
文
学
布
石
の
地
川
俣

し
て
一
種
の
危
機
に
自
分
の
主
張
を
拡

大
さ
せ
安
定
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
作
品

な
の
で
あ
る
。

土
手
の
家
と
は
、
川
俣
に
あ
っ
た
料

理
屋
田
中
屋
で
あ
る
。
こ
の
田
中
屋
を

素
材
に
隣
り
に
あ
っ
た
吉
川
屋
の
女
主

人
（
佐
山
の
ぶ
）
を
中
心
に
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
た
旅
館
業
料
理
屋
の
よ
ど
ん

だ
雰
囲
気
と
生
々
し
い
生
活
を
―
つ
の

人
間
模
様
と
し
て
え
が
き
、
そ
の
中
に

投
ぜ
ら
れ
た
無
垢
の
女
が
次
第
に
汚
染

し
て
ゆ
く
姿
と
、
舟
着
場
川
俣
の
空
気

の
中
に
吉
川
屋
の
歓
楽
を
背
影
に
し
た

の
が
土
手
の
家
で
あ
る
。

素
材
と
な
っ
た
土
手
の
家
は
、
田
中

屋
の
貸
座
敷
で
方
形
造
り
の
二
階
屋
で

三
方
に
廓
下
、
欄
干
が
回
し
て
あ
り
金

閣
寺
を
ま
ね
し
た
花
袋
好
み
の
建
物
で

あ
る
。
本
村
出
身
の
藤
野
善
輔
氏
（
死

亡
）
の
別
荘
で
田
中
屋
が
管
理
を
ま
か

さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
現
在
は
、
藤
野

雄
作
（
遠
縁
）
の
住
居
で
あ
る
。

大
正
六
年
の
河
川
改
修
で
五
百
以
北
側

の
現
在
地
に
移
転
さ
れ
、
更
に
昭
和
四

十
一
年
の
台
風
で
破
損
を
受
け
修
理
を

し
た
が
い
ま
で
も
当
時
の
面
影
が
残
っ

て
い
る
。

花
袋
は
、
こ
の
離
れ
に
滞
留
し
て
、

川
俣
を
題
材
に
し
て
書
い
た
作
品
は
、

土
手
の
家
・
古
駅
・
初
恋
の
人
・
田
舎

ゆ
き
・
再
び
草
の
野
に
等
数
多
く
の
作

品
が
あ
る
。
近
く
で
は
羽
生
市
を
背
影

に
田
舎
教
師
、
千
代
田
村
を
背
影
に
し

た
、
河
ぞ
い
の
春
等
が
あ
る
。
ま
た
、

他
の
作
品
の
中
に
川
俣
の
地
が
幾
度
か

出
て
来
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
田
中
屋

を
会
場
に
竜
士
会
（
同
志
の
会
）
が
開

か
れ
夜
を
明
か
し
て
大
さ
わ
ぎ
す
る
等
、

川
俣
は
、
花
袋
の
愛
好
の
地
で
あ
り
、

執
筆
し
た
自
然
文
学
布
石
の
地
な
の
で

あ
る
。

東
毛
臨
海
学
校

が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
五
月
二
十
四

日
に
竣
工
式
が
行

わ
れ
、
七
月
八
日

か
ら
開
校
さ
れ
ま

す
。こ

の
臨
海
学
校

は
‘
芭
蕪
の
有
名

な
句
（
荒
海
や
佐

渡
に
横
た
ふ
天
の

川
）
で
知
ら
れ
る

詩
情
豊
か
な
風
光

と
石
油
産
業
発
祥

の
地
と
し
て
、
ま

た
、
佐
渡
金
山
開

発
の
重
要
な
港
と

し
て
、
か
ず
か
ず
の
歴
史
を
秘
め
る

新
潟
県
の
出
雲
崎
町
に
あ
り
ま
す
。

明
和
村
を
含
む
九
市
町
村
（
東
毛

広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
）
か

共
同
し
て
建
設
し
た
も
の
で
す
。
こ

こ
で
は
海
に
恵
ま
れ
な
い
圏
域
内
の

児
童
、
生
徒
並
び
に
社
会
教
育
団
体

東毛臨海学校完成

開校は7月 88 から

完成した臨海学校

等
の
方
々
に
日
本
海
の
す
ば
ら
し
い
自

然
に
親
し
て
で
い
た
だ
き
、
海
水
浴
や

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に
大
い
に
利
用
し

て
も
ら
う
た
め
の
施
設
で
す
。

◎
使
用
の
申
込
み

使
用
許
可
申
請
書
（
役
場
窓
ロ
・
教

育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
）
に
所
定
の

事
項
を
記
入
し
、
切
手
を
貼
っ
て
郵
送

し
て
下
さ
い
。
住
所
は
、
太
田
市
浜
町

ニ
ー
三
五
太
田
市
役
所
内

T
E
L

(
O二
七
六
）
四
五
ー
八
一
八
一

◎
東
毛
臨
海
学
校
開
校
期
間

開
校
期
間
は
四
月
一
日
か
ら
十
月
三

十
日
ま
で
で
す
が
、
小
学
校
利
用
期
間

が
七
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
と
な

〈へ教し きら除利こでつ
だお育いなまばい用のすて
さた委こおす利た期小かい
いず員と ‘゜用日間学らま
゜ね会は詳 でなを校‘t
東毛臨海学校使用料金

国
民
年
金
の
附
加
年
金
に
加
入
し
て

よ
リ
多
い
年
金
を
受
け
ま
し
よ
う

国
民
年
金
の
附
加
年
金
は
、
被
保
険

者
（
加
入
者
）
の
「
高
い
保
険
料
を
納

め
て
、
よ
り
高
額
な
年
金
を
受
け
と
り

た
い
」
と
い
う
強
い
要
請
に
こ
た
え
て

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
定
額
保
険
料
九
百
円

の
ほ
か
に
附
加
保
険
料
四
百
円
を
掛
け

る
と
、
そ
の
掛
け
た
期
間
に
応
じ
て
、

一
定
の
額
が
上
積
み
さ
れ
た
年
金
が
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
老

齢
年
金
を
受
け
る
に
は
二
十
五
年
間
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
か

ら
、
定
額
保
険
料
を
二
十
五
年
、
附
加

保
険
料
を
二
十
五
年
納
め
ま
す
と
、
定

額
部
分
の
年
金
額
二
十
四
万
円
（
月
額

二
万
円
）
と
、
附
加
保
険
料
部
分
の
年

金
額
六
万
円
（
月
額
五
千
円
）
と
を
合

算
し
た
三
十
万
円
（
月
額
二
万
五
千
円
）

を
一
生
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
近
の
統
計
に
よ
る
と
六
五
歳
の
人

の
平
均
余
命
は
、
男
子
が
十
三
年
、
女
子

が
十
六
年
と
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
納

め
た
附
加
保
険
料
の
額
十
二
万
円
（
ニ

十
五
年
納
付
）
と
く
ら
べ
て
み
ま
す
と

男
子
の
場
合
で
六
・
五
倍
と
な
っ
て
返

っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
年
金
額
は
経
済
成
長
に
伴
う
生
活

水
準
の
上
昇
に
あ
わ
せ
て
増
額
さ
れ
ま

す
の
で
、
非
常
に
有
利
な
制
度
で
す
。

加
入
手
続
き
は
、
役
場
住
民
課
に
備

え
て
あ
る
「
附
加
年
金
の
加
入
申
出
書
」

に
簡
単
な
事
項
を
記
入
し
、
窓
口
に
提

出
す
る
だ
け
で
す
み
ま
す
。
ま
た
附
加

年
金
に
加
入
し
た
と
き
の
一
ヵ
月
分
の

保
険
料
は
、
定
額
保
険
料
九
百
円
と
附

加
保
険
料
四
百
円
を
ま
と
め
た
一
千
三

百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
附
加
年
金
に
加
入
し
て
、

よ
り
高
額
の
年
金
を
受
け
豊
か
な
明
る
．

い
老
後
を
す
ご
す
よ
う
に
い
た
し
ま
し

〇

よ
、

1加
入
の
手
続
き
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ

と
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場
住
民
課
ヘ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

区 分 小・中学生 高校生 大学生 一般

宿泊（一夜） 無料 100円 200円 400円

休憩（一回） 無料 20円 50円 100円
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勲五等瑞宝章に輝く
元校医府ミ田勝太郎さん 受

賞
お
め
で
と
う

村
政
功
労
者
三
名
を
表
彰

医
師
森
田
勝
太
郎

さ
ん
（
八
十
八
オ
）

は
勲
上
等
瑞
宝
章
に

叙
せ
ら
れ
、
伝
達
式

か
五
月
二
十
七
日
、

役
場
で
行
わ
れ
、
小

松
原
村
長
か
ら
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

森
田
さ
ん
は
、
昭

和
四
十
八
年
三
月
三

十
一
日
、
退
職
さ
れ

る
ま
で
‘
校
医
と
し

て
五
十
一
年
五
ヵ
月

間
、
村
の
児
童
生
徒

第
三
回
村
政
功
労
者
の
表
彰
武

か
五
月
二
十
七
日
、
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
村
政
発
展
に
つ
く

さ
れ
た
功
労
者
三
名
に
表
彰
状
と

記
念
品
の
銀
盃
を
贈
リ
、
表
彰
し

ま
し
た

C

こ
の
あ
と
、
村
長
の
式

辞
か
あ
り
‘
こ
の
中
で
「
自
己
の

利
害
に
と
ら
わ
れ
す
、
公
共
の
福

祉
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
‘
献
身
的

努
力
に
対
し
、
深
く
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い

右
か
ら
、
故
村
田
保
次
さ
ん
の

妻
き
み
さ
ん
、
奈
良
隆
二
さ
ん
、

川
島
一
郎
さ
ん

の
健
康
管
理
に
、
ま
た
広
く
一
般
社
会

人
の
健
康
管
理
に
つ
く
さ
れ
て
お
り
昨

年
は
村
政
功
労
者
で
村
長
よ
り
表
彰
さ

れ
た
方
で
す
。

ま
た
、
同
人
は
登
山
を
趣
味
と
し
て

お
り
‘
登
山
の
と
き
は
、
い
つ
も
救
急
カ

バ
ン
を
持
参
し
登
山
者
の
ケ
ガ
の
手
当
、

高
山
病
‘
腹
痛
等
の
治
療
を
無
料
で
行

う
と
い
う
暖
ぃ
心
の
持
ち
ぬ
し
て
す
。

要
す
る
に
先
生
は
医
師
と
し
て
、
永

年
に
わ
た
る
校
医
と
し
て
実
直
に
勤
務

し
、
さ
ら
に
博
愛
と
犠
牲
的
精
神
に
満

ち
て
、
一
般
社
会
人
の
健
康
管
理
に
貢

献
し
て
き
た
偉
大
な
人
物
で
す
。

住
民
の
健
康
管
理
に
つ
く
す

小
松
原
村
長
よ
リ
叙
勲
伝
達
を

受
け
る
森
田
勝
太
郎
さ
ん

ま
し
た
。

続
い
て
米
資
の
館
林
財
務
事
務
所
長

と
新
井
村
議
会
議
長
の
祝
辞
が
あ
り
、

次
に
受
賞
者
代
表
し
て
奈
良
隆
．
一
さ
ん

か
「
こ
れ
か
ら
も
‘
村
の
発
展
の
た
め

に
微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
か
努
力
し
て
行

き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
へ
‘
厳
粛
の
う

ち
に
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

▼
村
政
功
労
者
（
敬
称
略
）

④
奈
良
隆
二
（
田
島
・
冗
保
護
司
）

十
八
年
間
、
保
護
司
と
し
て
更
生
保

護
に
努
め
、
地
域
社
会
の
浄
化
に
寄
与

し
ま
し
た
。

④
川
島
一
郎
（
川
俣
・
元
農
染
委
員
）

十
五
年
間
、
村
の
農
業
委
員
と
し
て

農
地
等
の
利
用
関
係
の
調
整
に
努
力
し

農
業
経
営
の
合
理
化
に
努
め
ま
し
た
。

④
故
村
田
保
次
（
大
輪
・
元
行
政
相
談

員
）

十
年
間
、
村
の
行
政
相
談
員
と
し
て

行
政
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
に
努
め
‘

行
政
の
民
主
的
な
運
営
に
寄
与
し
ま
し

こ
。t
 

久
保
庭
丈
助
さ
ん

ニ
和
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
棘
社
長
の
久
保

庭
丈
助
さ
ん
（
五
十
一
オ
・
新
里
）
は

五
月
二
十
四
日
、
役
場
を
お
と
す
れ
、

父
（
故
仁
一
郎
さ
ん
）
が
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
社
会
福
祉

の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
‘
社
会

福
祉
協
議
会
へ
三
十
万
円
、
村
内
の
各

小
中
学
校
へ
十
万
円
づ
つ
、
あ
わ
せ
て

六
十
万
円
の
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
。

（
今
月
は
短
歌
で
す
）

城
沼
に
秘
め
し
女
人
の
影
杏
＜
喧
喋
の

中
に
つ
つ
し
真
盛
る

坂
上
千
枝
予

か
す
か
な
る
足
の
も
つ
れ
に
終
日
を
旅

出
の
夫
を
案
じ
つ
、
過
ぐ

滝
口
た
け

萩
の
葉
の
小
雨
に
ぬ
れ
て
重
々
と
風
に

起
さ
れ
又
こ
ろ
び
つ

冨
塚
蘊
江

螢
光
燈
き
れ
て

1
1』
舟
の
豆
ラ
ン
。
フ
小
さ

き
波
々
ち
ら
ち
ら
ゆ
ら
ぐ

細
田
武
矛

方
位
感
失
い
た
り
し
寝
さ
め
の
目
に
辿

山
の
雪
光
野
面
深
々

中
島
あ
い
子

朝
毎
に
気
負
ひ
て
出
で
し
門
な
ら
む
荒

れ
果
つ
廃
家
軒
並
べ
を
リ
（
足
尾
に
て
）

岡
安
ふ
み

保
津
峡
の
流
れ
に
根
洗
う
青
竹
の
若
葉

か
す
め
て
山
つ
ば
め
飛
ぶ

高
橋
正
枝

学
び
舎
に
教
へ
子
思
ふ
女
教
師
の
病
む

身
を
耐
え
つ
惜
し
く
逝
き
給
う
（
吉
永

先
生
を
悼
む
）
青
木
光
子

文

芸

欄

6
0
万
円
を
寄
付

危
険
物
を
収
集

村
て
は
‘
危
険
物
の
収
集
を
行
な

い
ま
す
。
家
庭
か
ら
て
る
危
険
物
（
空

か
ん
‘
空
ピ
ン
等
）
を
適
当
な
紙
袋

に
詰
め
、
十
字
に
し
は
リ
指
定
し
た

場
所
へ
当
日
午
前
八
時
ま
で
に
た
し

、
。

て
く
だ
さ
し

▼
収
集
日

六
月
二
十
五
日
東
部
地
区

六
月
二
十
六
日
中
部
地
区

六
月
二
十
七
日
西
部
地
区

▼
収
集
場
所
各
部
落
ー
一
ヵ
所
指
定

し
て
あ
り
ま
す
か
、
指
定
さ
れ
た
場

所
は
区
長
、
衛
生
役
員
に
お
聞
き
く

だ
さ
い
。海

外
研
修
団
員

等
の
募
集

県
で
は
、
青
年
海
外
研
修
団
貝
‘

な
ら
び
に
青
年
洋
上
大
学
団
員
を
経

集
し
て
い
ま
す
。

青
年
海
外
研
修

▼
場
所
ヨ
ー
ロ
ー
。
ハ
地
域
▼
日

程
1
1
月
1

日
1
2
0
日
ま
で
(
1
4日

間
）
▼
年
齢
一
般
団
員
は
満
2
0

才
以
上
2
6
オ
未
満
で
‘
班
長
は
満
2
6

才
以
上
3
0
オ
未
満
▼
応
募
期
限

6

月
2
9
日
ま
で
▼
費
用
五
万
円 コl

洋
上
大
学

▼
場
所
マ
ニ
ラ
・
香
港
・
と
沖
縄
の

予
定
▼
日
程
1
2
月
上
旬

(
1
7
日

間
）
▼
年
齢
一
般
団
員
は
満
2
0

才
以
上
2
6
オ
未
満
て
、
班
長
は
2
6
オ

以
上
3
0
オ
未
満
▼
応
募
期
限

6

月
2
9
日
ま
で
▼
費
用
三
万
円

い
つ
れ
も
団
員
申
込
書
は
、
役
場

住
民
課
か
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

な
お
‘
団
員
と
し
て
の
決
定
は
、

県
が
実
施
す
る
選
考
‘
事
前
研
修
等

の
結
果
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
出
張
相
談

▼
日
時
六
月
十
三
日
（
木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

役
場
の

電
話
番
号
が
変
更

役
場
の
電
話
番
号
か
六
月
二
十
六

日
午
後
二
時
か
ら
次
の
よ
う
に
変
更

さ
れ
ま
す
。

川
俣
三
一
―
一
（
代
）
1

三
―
一
三

な
お
館
林
局
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
、
村
県
民
税
第
一

期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
一
期
、
利

恨
加
用
水
組
合
費
、
有
線
放
送
使
用

料
及
び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
税
日

二
十
六
日
役
場
第
一
会
議
主

二
十
七
日
東
部
児
童
館

”
斗
合
田
薬
王
寺

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一

I
I

矢
島
公
民
館



村の人日

7 月 1 日現在

世帯数 2027戸

人口総数 9014 人

男 4468 人

女 4546 人

(6 月中の動き）

出生16 人 死亡 2 人

転入15 人 転出15 人

一
丁

ク
イ発

7

1

0

 

4
 
7
 

第 l

発行所

編集

印刷所

5 4 号

明和村役場

総務課
庶務管理係

小林印刷所

参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
率

は
、
九
四
・
三
四
％
の
よ
い
成

績
を
あ
げ
、
ま
た
も
郡
内
一
位

の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
‘
県
内
市
町
村
の
内
で
も

第
四
番
目
の
成
績
で
す
。

こ
の
よ
う
な
良
い
投
票
率
を

あ
げ
た
の
は
、
投
票
総
参
加
推

進
員
・
区
長
・
青
年
団
の
方
々

か
投
票
総
参
加
運
動
を
強
力
に

推
し
進
め
た
た
め
と
、
そ
れ
に

有
権
者
自
身
か
選
挙
に
対
し
て

の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
た

め
で
す
。

邑
楽
郡
内
の
町
村
別
投
票
率

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
成
績
順
）

▼
明
和
村
九
四
・
三
四
％

▼
板
倉
町
九
三
・
一
六
％

▼
邑
楽
町
八
九
・
五
0
%

▼
千
代
田
村
八
七
·
五
一
％

▼
大
泉
町
七
九
・
ニ
ニ
％

参議院議員選挙

投票率94.34%
またも郡内第 1 位

田
沢
と
も
は
る
（
自
）

小
林
国
司
（
自
）

本
村
の
候
補
者
別
得
票
数
（
得
票
順
）

＊
地
方
区

佐
田
一
郎
（
自
）
二
、
五
七
0
票

栗
原
俊
夫
（
社
）
一
、
四
四
八
票

最
上
進
（
自
）
一
、
一
八
九
票

庭
山
昌
（
公
）
二
七
0
票

佐
藤
正
二
（
共
）
一
九
二
票

＊
全
国
区
（
百
票
以
上
の
得
票
者
）

丸
茂
重
貞
（
自
）
一
‘
0
四
六
票

上
林
繁
次
郎
（
公
）
五
0
九
票

宮
田
輝
（
自
）
四
一
0
票

さ
か
の
重
信
（
自
）
三
二
七
票

岡
田
広
（
自
）
二
八
九
票

山
東
昭
子
（
自
）
一
八
三
票

和
田
静
夫
（
社
）
一
五
三
・七

二
九
票

一
四
六
票

一
四
O
·

九
八
五
票

―
二
六
票

―
一
八
票

1
0
八
・

五
七
一
票

差
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
に

町
よ
し
な
し
ご
と

·
何
か
問
題
が
お
こ
る
と
、
す
ぐ
皿

叫
に
「
政
治
や
行
政
か
悪
い
。
」
と
口
圃

皿
癖
に
言
う
。
最
近
で
は
物
価
や
物
”

圃
不
足
に
か
ら
ん
で
、
企
業
か
諸
悪
呵

血
の
根
涌
だ
と
す
る
声
も
聞
く
、
或
呵

帽
い
は
大
衆
一
人
一
人
の
行
動
が
問
圃

皿
題
で
そ
れ
を
社
会
に
ま
き
散
ら
す
圃

·
マ
ス
コ
ミ
が
悪
い
と
す
る
声
も
聞
呵

·
き
及
ん
で
い
る
。
一
体
誰
が
悪
人
一

鯛
で
誰
か
善
人
か
。
諸
悪
の
根
元
は
、
呵

皿
ど
こ
に
あ
り
、
ど
こ
か
有
罪
で
、

叩
誰
れ
か
無
罪
な
の
か
。
お
互
が
考
·

”
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
と
思
”

皿
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

当
＝
―
―-
l
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
F
m

青
島
幸
男
（
無
）

長
田
裕
二
（
自
）

佐
藤
信
二
（
自
）
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別表 1

項 目 改正前 改正後

基礎控除額 16万円 18万円
-------------------- ---- I-- - - ---

配偶者控除額 15万円 18万円
---------- ------------ --

扶養控除額 12万円 14万円
配偶者のいない一人目の扶養控除額 14万円 16万円
老人扶養控除額（70オ以上） 14万円 16万円
--------------------- - ,— 

寡婦・障害者・老年者・勤労学生控除額 12万円 13万円
特別障害者控除額 14万円 16万円

別表 2

改正前 改正後

勤続年数10年以下 1 年につき 10万円 勤続年数20年まで
II 10年超20年以下 1 年につき20万円 1 年につき 20万円

II 20年超30年以下 1 年につき 30万円 勤続年数20年超
II 30年超 1 年につき 40万円 1 年につき 40万円

別表 3

改 ·正 則9 9 改正後

輩 100分の10.7 100分の14-.5

畠割
資本金又は出資金額が 、
1,000万円を超える法人 7,000円 4,000 円
-----------------------
上記以外の法人 4,000円 2,400円

住
民
負
担
の
軽
減
合
理
化
を
図
る
た
め
住
民
税
の
所
得
控
除
頷
の
大
幅
引
き
上
け
や
小
規
模
住

宅
用
地
等
に
対
す
る
税
の
軽
滅
‘
電
気
カ
ス
税
の
軽
威
等
を
内
容
と
し
た
昭
和
四
十
九
年
度
の

地
方
税
法
の
一
部
改
正
が
三
月
二
十
日
公
布
、
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
明

和
村
税
条
例
の
一
部
改
正
か
五
月
二
十
日
の
村
議
会
に
提
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
の

あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

個
人
の
住
民
税

国
民
の
生
活
水
準
の

向
上
等
に
伴
い
、
住
民

税
の
負
担
軽
滅
を
図
る

必
要
か
あ
る
と
し
て
課

税
最
低
限
か
引
き
上
け

ら
れ
ま
し
た
。

1

各
種
所
得
控
除
額

か
別
表
ー
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

2

障
害
者
、
未
成
年

者
‘
老
年
者
ま
た
は

寡
婦
に
つ
い
て
の
非

課
税
範
囲
を
‘
年
所
得
五
十
万
円
（
前

四
三
万
円
）
ま
て
に
拡
大
し
ま
し
た
。

3

年
令
六
十
五
オ
以
上
（
合
計
所
得

五
百
万
円
以
下
）
の
者
か
公
的
年
金

を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
公
的
年
金

の
収
入
金
額
か
ら
老
年
者
年
全
特
別

控
除
額
（
六
十
万
円
）
を
控
除
し
た

金
額
か
収
入
金
額
と
さ
れ
ま
し
た
。

4

分
離
課
税
と
な
っ
て
い
る
退
職
所

得
に
つ
い
て
は
昨
年
に
引
き
続
き
一

部
改
正
か
別
表
2

の
と
お
リ
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
‘
昭
和
四
十
九
年
一

月
一
日
以
後
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
退

職
手
当
等
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
昭
和
四
十
九
年
一
月
一
日
か

ら
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
退
職
手
当

等
の
支
払
を
受
け
た
人
の
分
離
課
税

に
か
か
る
住
民
税
の
所
得
割
額
を
お

さ
め
ら
れ
た
方
に
は
、
再
計
算
し
て

還
付
い
た
し
ま
す
。

5

法
人
住
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率

昭
和
五
十
年
度
以

降
は
評
価
額
に
基
づ

＜
課
税
と
し
ま
す
。

額
と
の
差
額
の
三
分

の
一
の
額
を
減
額
と

し
ま
す
。

並
に
均
等
割
額
か
別
表
3

の
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
こ
の
改
正
は
‘
昭
和
四
十
九
年

五
月
一
日
以
後
に
事
業
年
度
の
終
了

す
る
法
人
よ
り
適
用
し
ま
す
。

固
定
資
産
税

宅
地
等
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は

小
規
模
住
宅
用
地
等
の
税
も
軽
減

住
民
税
の
課
税
最
低
限
の
引
上
げ

昨
年
大
幅
改
正
か
あ
り
ま
し
た
か
、
今

年
度
は
特
に
住
民
の
日
常
生
活
に
最
小

限
必
要
と
認
め
ら
れ
る
小
規
模
の
住
宅

用
地
に
つ
い
て
減
税
の
措
置
が
構
じ
ら

れ
ま
し
た
。

1

小
規
模
住
宅
用
地
（
二
百
平
米
以

下
）
に
係
る
課
税
標
準
は
評
価
額
の

四
分
の
一
課
税
。

2

小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用

地
の
課
税
標
準
は
昭
和
四
十
九
年
度

に
つ
い
て
は
従
前
の
負
担
調
整
措
置

を
継
続
し
ま
す
。
昭
和
五
十
年
度
以

降
は
評
価
額
の
二
分
の
一
を
課
税
標

準
と
し
ま
す
。

3

個
人
所
有
の
非
住
宅
用
地
の
昭
和

四
十
九
年
度
に
お
け
る
課
税
標
準
は

前
年
度
の
一
・
五
倍
と
し
ま
す
。

昭
和
五
十
年
度
課
税
に
つ
い
て
は

昭
和
四
十
九
年
度
の
一
・
五
倍
を
課

税
標
準
と
し
ま
す
。

4

法
人
所
有
の
非
住
宅
用
地
の
昭
和

四
十
九
年
度
課
税
は
評
価
額
に
基
づ

く
税
額
か
ら
昭
和
四
十
八
年
度
の
税

電
気
及
ひ
ガ
ス
税

ガ
ス
税
の
税
率
を
五

％
（
前
六
％
）
に
引
き

下
げ
、
免
税
点
に
つ
い

て
は
、
電
気
税
が
一
千

二
百
円
（
前
一
千
円
）
、

ガ
ス
税
に
つ
い
て
は
二

千
七
百
円
（
前
二
千
円
）

に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

最
近
事
業
所
等
か
ら
の
油
類
の
流
出

油
類
の
流
出
公
害

水
稲
枯
死
な
ど
の
被
害

第
三
回
臨
時
村
議
会
が
六
月
二
十
日

に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
行
わ
れ
ま

し
た
。こ

の
議
会
で
は
、
①
役
場
職
員
の
給

与
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
引
上
げ
、
②
）
農
業

費
二
百
四
万
円
の
追
加
を
決
め
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
役
場
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
改
正

国
の
一
般
職
の
給
与
か
今
年
に
限
り

四
月
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
‘
給
与
月
額
を

十
パ
ー
セ
ン
ト
増
額
さ
れ
た
の
に
伴
い

こ
れ
に
準
じ
て
、
役
場
職
員
の
給
与
を

十
パ
ー
セ
ン
ト
増
額
し
た
も
の
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

追
加
額
は
二
百
四
万
円
で
、
予
算
総

額
は
五
億
二
千
七
百
五
十
万
円
に
な
り

ま
し
た
。
追
加
は
、
明
和
村
を
襲
っ
た

雷
雨
を
伴
う
降
ひ
ょ
う
に
よ
る
被
害
対

策
補
助
金
に
三
十
九
万
円
、
農
業
用
水

路
危
険
防
止
対
策
事
業
工
事
費
に
百
六

十
五
万
円
で
す
。

か
目
立
ち
、

そ
の
た
め
に
水
稲
枯
死
な

ど
の
被
害
が
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

油
類
を
取
扱
っ
て
い

る
各
事
業
所
で
は
水
路

に
こ
れ
ら
油
類
が
流
出

るれ
し
な
い
よ
う
総
点
検
を

行
い
、
そ
の
管
理
に
つ

枯が稲
い
て
万
全
を
期
す
る
よ

水め
ぅ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

た
又
、
庭
や
道
端
に
捨

たし
て
た
油
が
雨
で
堀
に
流

入
れ
込
む
こ
と
が
多
い
の

に
で
油
は
絶
対
に
捨
て
な

流臼
ぃ
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。
．

ヵ油
な
お
、
最
近
、
中
谷
・

▲
梅
原
・
大
佐
貫
な
ど
で

油
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。

役
場
職
員
の
給
与
引
上
げ

降
ひ
ょ
う
被
害
に
補
助
金
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▼投票総参加推進集会

参院選挙投栗総参加推進集会が 6 月 24 日、役

場で行われました。

投票総参加推進員と区長ら約70名出席して、

投票に参加するよう強力におし進めることにな
り、投票日には、必ず投票するよう「ひと声呼

びかけ運動」を展開し、明るい選挙を実現しょ

うという決議文を採択しました。▲ミス白パラ来村
投票総参加運動の事業の一つとして、県で

はミス白ばら 12名を委嘱しましたが、この内

の 1 名が 6 月 28 日に来村いたしました。

この方は、作間実千代さん（館林市・作間

スポーツ）で、満20オの新有権者です。早速、

県選管委員長、村の青山選管委員長らと村内

の大手 4 つの事業所を訪問し、「投票総参加」

「明るい選挙」の呼びかけを行い、有権者す

べての国政参加を訴えておりました。 ■■L｀し~
llllli llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllnllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll•1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

▲青年団の棄権防止運動
青年団（団長＝新井重行）では公示後の

毎日曜日、宜伝カーにより投票総参加を村

内のすみずみまで呼びかけていました。

宣伝カーで『投票日にはかならず投票し

ましょう』と生の声で、棄権防止をうった

えておりました。とくに投票日当日は、早

朝から投票所が閉鎖するまで、声かかれる

ほど頑張っておりました。

●
ど
ん
な
自
動
車
に
か
か
る
か

自
動
車
重
量
税
は
、
自
動
車
検
査

を
受
け
る
自
動
車
（
軽
自
動
車
を
含

む
。
）
お
よ
ひ
使
用
の
届
出
に
よ
り

車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
る
軽
自
動

車
に
対
し
て
、
そ
の
重
量
に
応
じ
て

か
か
り
ま
す
。

※
本
年
五
月
一

日
か
ら
は
、

新
車
で
新
規

検
査
を
受
け

る
軽
自
動
車

に
つ
い
て
、

検
査
の
都
度
、

課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

●
自
動
車
重
醤
税

を
納
め
る
人

納
税
義
務
者
は
、

新
規
検
査
な
ど
の

検
査
を
受
け
て
自

動
車
検
査
証
の
交

付
を
受
け
る
人
や
、

車
両
番
号
の
指
定

を
受
け
る
人
、
つ

ま
り
‘
自
動
車
検

査
証
や
軽
自
動
車

届
出
済
証
な
ど
の

使
用
者
欄
に
記
載

さ
れ
る
人
で
す
。

ま
た
、
使
用
者

欄
に
数
人
の
共
同

使
用
者
か
連
名
で

記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
同
一
の
自
動

車動自軽
二小

クッラト

皐二 1人0定員玉車誓車用車動自外象対査検 動車自 象検査対 以トニ同 トニ総 喜
輪型 下ン・ 超ン五・重量他のそ 車輪二 五 区

2 1 2 1 1 1 1 2 麟年 年 年 年 年 年年年

分
つ一 毎ーン遷総里 卜〇自

II き両 II II "ン·
に 毎五重

営自 営自 営自 営自 営自 営自 営自 営自 自

税

汀業用家用 率七 0 四五 五七 四 二五 二、五、〇、
、、 、、

五五 0 0 0 0 五〇 10 五五 五 0 五 0 0 

0 0 0 0 
0 0 0 0 00  

゜
0 0 0 0 0 0 0 

0 0 0 0 00 

゜
0 0 0 0 0 0 0 

円円 円円 円円 円円 円 円円 円円 円円円

卓
に
つ
い
て
使
用
者
と
所
有
者
か
異
な

る
場
合
に
は
こ
れ
ら
の
人
々
か
連
帯
し

て
納
税
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
納
め
る
方
法

自
動
車
重
量
税
は
、
新
規
検
査
や
継

続
検
森
な
ど
を
受
け
て
自
動
車
検
企
証

の
交
付
を
受
け
る
と
き
や
、
軽
自
動
車

自
動
車
重
量
税
の

あ
ら
ま
し

の
使
用
の
届
出
を
し
て
車
両
番
号
の
指

定
を
受
け
る
と
き
な
と
に
‘
椋
則
と
し

て
‘
税
額
に
相
当
す
る
全
額
の
自
動
卓

重
量
税
印
紙
を
、
所
定
の
自
動
車
重
量

税
納
付
害
に
は
り
付
け
て
陸
運
事
務
所

や
軽
自
動
車
検
査
協
会
の
窓
口
に
提
出

し
て
納
め
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
動
車
重
鼠
税
印
紙
は
、
自
動

車
検
査
翌
録
印
紙
売
り
さ
は
き
所
な
ど

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

◆
税
率

自
動
車
重
量
税
の
新
税
率
は
上
の
表

の
区
分
に
応
し
て
自
動
車
一
台
に
つ
き

税
率
欄
に
記
載
し
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
団
で
は
た
だ
い
ま
昭

資
和
四
十
九
年
度
の
中
小
企

融
業
従
業
員
の
福
利
厚
生
施

設
設
置
の
た
め
の
融
資
の

金
の
申
し
込
み
を
受
付
け
て
い

職
済
ま
す
。

退
共
こ
の
融
資
は
事
業
主
か

業
事
業
団
に
積
み
立
て
た
掛

命
を
還
冗
し
て
、
福
利
厚

冷
生
施
設
の
設
置
に
役
立
て

4

ょ
う
と
す
る
も
の
で
、
こ

廿
＇
の
制
度
を
利
用
て
き
る
方

は
、
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
に
加
入
し
て
い
る

事
業
主
ま
た
は
‘
構
成
員
（
事
業
主
）

の
二
分
の
一
以
上
か
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業
主
団

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

融
資
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
施
設
は

労
働
者
住
宅
・
保
健
施
設
・
給
食
施
設
・

教
養
文
化
施
設
及
び
、
前
記
各
施
設
の

総
合
施
設
で
す
。
貸
付
限
度
額
は
‘
施

設
の
設
置
等
に
必
要
な
資
金
の
七

0
%

で
、
最
高
限
度
額
は
‘
事
業
主
か
設
置

す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
二
千
万
円
ま

て
、
事
業
主
団
体
か
設
置
す
る
施
設
に

つ
い
て
は
五
千
万
円
ま
で
で
、
貸
付
利

率
は
、
ど
ち
ら
も
年
七
・
七
％
で
す
。

償
還
期
限
は
十
年
以
内
で
、
う
ち
一
年

以
内
の
据
置
期
間
を
お
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

な
お
‘
融
資
の
申
し
込
み
は
‘
融
資

代
理
店
の
看
板
の
あ
る
金
融
機
関
、
県

内
て
は
、
群
馬
銀
行
・
大
生
相
互
銀
行

の
各
本
支
店
お
よ
び
、
商
工
中
金
前
橋

支
店
て
受
付
け
て
い
ま
す
。

T
.
l

こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
．
い
{
f
)
と
は

前
記
金
融
機
関
の
ほ
か
、
県
労
政
課
・

商
工
労
働
事
務
所
ま
た
は
‘
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
団
融
資
圭
へ
お
た
す

ね
く
だ
さ
い
。

子
供
を
水
難

事
故
か
ら
守
ろ
う

い
よ
い
よ
水
遊
び
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。こ

の
時
期
に
は
、
毎
年
の
よ
う
に
水

に
お
ぱ
れ
る
事
故
か
多
く
な
り
ま
す
。

す
て
に
管
内
て
も
自
宅
附
近
の
古
井
戸

に
落
ち
た
三
歳
の
幼
児
か
、
お
は
れ
て

死
ぬ
と
い
う
い
た
ま
し
い
事
故
か
起
き

て
い
ま
す
。
川
や
沼
‘
用
水
ば
か
り
で

な
く
、
庭
に
あ
る
池
や
近
く
の
貯
水
そ

う
な
ど
も
大
変
危
険
で
す
。
各
家
庭
で

も
う
一
度
点
検
し
て
下
さ
い
。
危
な
い

と
思
っ
た
ら
金
網
な
ど
張
っ
て
、
子
供

か
落
ち
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

小
さ
い
子
供
の
ひ
と
り
遊
び
か
い
ち

は
ん
危
険
で
す
。
ま
た
、
生
徒
や
児
童

等
か
川
や
沼
な
ど
の
危
険
な
場
所
で
遊

ば
な
い
よ
う
に
気
を
配
っ
て
下
さ
い
。

子
供
の
事
故
は
、
す
べ
て
お
と
な
の

責
任
で
す
。
い
た
ま
し
い
水
の
事
故
を

起
さ
な
い
た
め
に
、
み
ん
な
か
注
意
し

あ
っ
て
子
供
を
水
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
館
林
警
察
署
）
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西
小
学
校
（
校
長
1
1

関
口
徳
市
）
で

は
、
正
し
い
自
転
車
の
乗
り
方
コ
ン
ク

ー
ル
参
加
に
先
駆
け
て
、
六
月
二
十
九

日
、
六
年
生
を
対
象
に
し
て
、
自
転
車

の
乗
り
方
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

広

自転車の乗り方を指導

報 め い わ 第 154号 (4) 

• 西小学校で

ニ
ュ
ー
ス

は
じ
め
は
、
な
か
な
か
上
手
に
乗
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
‘
段
々
上
手
に
な
り
、

中
に
は
大
人
顔
ま
け
の
正
し
い
乗
り
方

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
児
童
も
い
ま

し
た
。

主］ Il

婦 人

;:l 
ーエ心一→とょ心｀｀伶“‘"i

級 約35名が参加▲

婦人学級が中谷の教学院で 6 月 26 日に開かれました。

この日は、籾山総務課長の参院選挙に関連した選挙の話しと、農業改

良普及所職員のビニール、プラスチックが燃える安くて簡単に作れる

焼却炉の作り方の実演かありました。特に焼却炉の作り方は主帰も一

諸になって組立て「これなら私にもできる」との声も聞かれました。

幼
稚
園
、
小
中
学
校
と

も
い
よ
い
よ
長
い
夏
休
み

を
迎
え
ま
す
。

園
児
・
児
童
•
生
徒
達

は
学
校
で
の
生
活
を
一
時

離
れ
て
‘
家
庭
で
の
生
活

が
主
体
と
な
リ
ま
す
。
ど

う
か
家
庭
全
体
か
暖
か
い

空
気
て
子
供
達
を
迎
え
入

れ
‘
家
庭
生
活
を
豊
か
に

味
あ
わ
せ
、
人
間
性
を
つ

ち
か
い
、
人
格
形
成
の
一

翼
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。

「
つ
か
ま
え
る
と
こ
ろ
の
こ
ま
る
裸

つ
子
」
と
い
う
川
柳
か
あ
る
か
、
夏
ほ

ど
子
供
達
に
と
っ
て
楽
し
い
季
節
は
あ

り
ま
せ
ん
。
子
供
達
は
自
然
で
あ
り
‘

自
然
に
帰
る
の
か
子
供
の
自
然
で
す
。

大
ょ
り
も
原
始
的
生
活
を
好
み
、
自

然
に
あ
こ
か
れ
ま
す
。
夏
空
に
ぽ
っ
か

愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動
に
ご
協
力
を

こ
と
し
も
、
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
受
け
る
事
態
か
生
じ
た
と
き
‘
必
要
量

動
か
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
の
血
液
か
す
く
間
に
合
う
よ
う
に
‘
わ

一
ヵ
月
間
に
わ
た
り
、
全
国
一
斉
に
行
た
く
し
た
ち
一
人
一
人
か
血
液
を
あ
ら

わ
れ
ま
す
。
か
じ
め
出
し
あ
っ
て
お
く
の
か
「
愛
の

み
な
さ
ん
の
な
か
に
は
、
す
で
に
献
献
血
」
で
す
。

血
を
経
験
さ
れ
た
か
た
も
い
る
で
し
ょ
献
血
て
お
互
の
生
命
を
救
い
あ
う
こ

う
。
ま
た
、
な
か
に
は
手
術
な
ど
で
輸
と
こ
そ
人
と
人
と
の
血
の
か
よ
う
美
し

血
を
受
け
、
命
拾
い
を
し
た
か
た
も
い
い
助
け
合
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

る
で
し
ょ
う
。
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
を
機

現
在
、
健
康
で
も
、
今
後
、
輸
血
を
会
に
、
献
血
の
尊
と
さ
を
ご
理
解
い
た

必
要
と
す
る
災
厄
に
あ
わ
な
い
と
い
う
だ
き
、
地
域
ぐ
る
み
の
献
血
に
ご
協
力

保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
輸
血
を
を
お
頓
い
し
ま
す
。

翫顧輝四-』

り
浮
ふ
入
道
雲
、
さ
ん
さ
ん
と
蝉
く
太

陽
の
し
た
、
と
ん
は
や
か
ぶ
と
虫
と
リ

な
ど
好
適
な
季
節
で
あ
リ
、
大
人
の
誰

し
も
か
少
年
時
代
を
思
い
出
す
夏
で
す
。

夏
は
い
ろ
い
ろ
の
意
味
か
ら
子
供
の

発
育
を
助
長
す
る
時
期
で
あ
る
と
共
に

学
校
か
ら
開
放
さ
れ
て
、
不
規
則
な
生

活
に
流
れ
や
す
い
。
ま
た
暑
い
気
候
で

特
に
日
本
て
は
高
温
多
湿
て
、
暑
さ
か

ら
子
供
の
身
体
の
発
育
を
養
護
し
、
見

守
つ
て
や
る
こ
と
か
大
切
で
す
。
こ
れ

か
ら
三
十
五
度
以
上
の
き
び
し
い
暑
さ

か
続
く
で
し
よ
う
。

こ
の
暑
さ
か
ら
子
供
を
守
る
の
か
夏

休
み
で
す
。
そ
し
て
学
校
の
子
供
の
み

に
与
え
ら
れ
る
夏
休
み
で
す
。

幼
椎
園
、
小
中
学
校
で
は
夏
休
み
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
父
兄
へ
の
お
願
い

や
、
子
供
達
へ
の
諸
注
意
か
与
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
か
、
お
互
い
に
責
任
を

分
け
合
い
、
夏
休
み
を
無
事
に
過
ご
す

夏
休
み
を
迎
え
る奈良

種
介

教
育
長

⑤
家
庭
の
一
員
と
し
て
家
の
た
め
に

何
か
の
手
伝
い
を
す
る
。

⑥
ぉ
こ
な
い
に
気
を
つ
け
て
、
他
人

に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し

な
い
。

⑦
交
通
事
故
や
水
難
事
故
を
絶
対
に

起
さ
な
い
。

幼
稚
園
は
も
ち
ろ
ん
小
学
校
六
年
生
、

中
学
校
三
年
生
に
と
っ
て
は
、
最
後
の

夏
休
み
で
あ
リ
、
人
生
へ
の
一
駒
で
あ

る
思
い
出
多
い
楽
し
い
休
み
で
あ
る
よ

う
願
っ
て
や
ま
な
い
も
の
で
す
。

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

夏
休
み
中
の

生
活
に
お
け
る
注
意
事
項

①
子
供
達
が
自
分
か
ら
生
活
設
計
、

日
課
表
を
作
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
規

律
的
な
生
活
を
送
る
。

②
日
課
表
の
中
に
必
す
勉
強
の
時
間

を
設
け
て
勉
強
す
る
習
慣
を
つ
け
る
。

③
飲
み
物
、
食
べ
物
に
気
を
つ
け
て

病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

④
長
い
休
み
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

理
科
の
継
続
観
察
、
ま
と
ま
っ
た
研

究
な
ど
を
す
る
。

ヽ
り
ヽ
贔
＇
ヽ
り
ヽ

9

ヽ
り
ヽ
り
ヽ
畠
ヽ
・
り
，
t
り
ヽ
贔
'
9
贔
ヽ
り
ヽ
贔
＇
｀
り
ヽ

♦

ヽ
贔
＇
ヽ
ヽ
＇

9

・
ヽ
’
會
＇
り
｀
｀
，
ヽ

一

9

一
お
た
ず
ね
コ
ー
ナ
ー
一

0

-

゜
, 

一
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
人
の
共
済
制
度
一

今
〇
0

-
一
え
向
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
一

゜一
人
た
ち
の
共
済
制
度
か
あ
る
そ
う
で
帯
、
同
均
等
割
世
帯
に
つ
い
て
は
、
一

ー
す
か
、
こ
の
制
度
は
ど
う
い
う
も
の
掛
金
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

O

0

-一
か
。
ま
た
、
加
入
の
手
続
き
を
お
知
口
問
心
身
障
害
者
か
死
亡
し
た
場
合
一

今
〇

0

ら
せ
く
だ
さ
い
。
は
掛
金
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。
一

-

0

 

O

（
一
村
民
）
．
答
不
幸
に
し
て
、
心
身
障
害
者
か

9

一
・
答
こ
の
制
度
は
、
心
身
障
害
者
を
死
亡
し
た
場
合
は
、
共
済
制
度
の
趣
一

-

9

 

0

扶
養
す
る
方
が
不
幸
に
し
て
、
死
亡
旨
と
し
て
、
お
互
に
助
け
合
う
た
め
＿

、
­

。
し
た
場
合
、
ま
た
は
、
疾
病
な
ど
に
に
、
一
ヵ
月
以
上
の
納
付
を
し
た
方
一

0

よ
り
廃
失
の
状
態
と
な
っ
た
と
き
に
に
対
し
て
の
み
、
，
二
万
円
の
弔
慰
金
一

9

0

 

0

月
額
二
万
円
の
年
金
を
毎
月
支
払
い
し
か
支
払
わ
れ
ず
、
掛
金
か
い
く
ら
一

—— 
0

ま
す
。
あ
っ
て
も
掛
け
捨
て
と
な
り
ま
す
。

9一

一
心
身
障
害
者
（
身
体
障
害
者
は
三
口
問
何
年
間
積
立
て
れ
ば
良
い
の
で

9

一
級
ま
で
精
神
薄
弱
者
、
精
神
病
者
）
し
よ
う
か
。
一

一

、
を
扶
養
し
て
い
る
方
か
四
十
五
歳
未
・
答
原
則
と
し
て
、
扶
養
者
は
六
十

9

—­
→
満
て
あ
れ
ば
加
入
す
る
こ
と
か
で
き
五
歳
ま
で
積
立
て
る
こ
と
に
な
っ
て

9

o

-

0

ま
す
。
い
ま
す
。
し
か
し
、
六
十
五
歳
を
超
一

9

-
→
掛
金
は
‘
毎
月
①
四
十
五
歳
以
上
え
て
、
す
で
に
二
十
年
間
の
積
立
て

9

0

0

 

一
の
方
か
干
五
百
円
‘
②
四
十
四
歳
か
期
間
が
あ
れ
ば
、
以
後
の
掛
金
は
、

9

o

ｭ

→
ら
三
十
五
歳
の
方
か
千
三
百
円
‘
③
免
除
さ
れ
ま
す
。

9

0

0

 

v

三
十
五
歳
未
満
の
方
が
千
円
で
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
住
民
課
民
生

9

o

-
i
生
活
保
護
世
帯
、
村
民
税
非
課
税
世
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
一

►
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村
内
に
、
獅
子
舞
（
さ
さ
ら
）
は
、
斗
将
軍
と
な
っ
て
お
り
、
館
林
城
は
代
官

合
田
を
含
む
五
部
落
あ
る
が
、
な
か
で
支
配
と
な
っ
て
い
た
。
い
づ
れ
に
し
て

も
斗
合
田
地
区
の
獅
子
舞
は
、
現
在
で
も
今
か
ら
二
百
六
十
八
年
前
で
あ
る
こ

も
七
月
二
十
三
日
‘
二
十
四
日
の
二
日
と
は
確
か
で
あ
る
か
、
そ
れ
以
前
よ
り

間
五
穀
豊
穣
‘
天
下
泰
平
を
願
っ
て
地
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

区
を
あ
げ
て
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。
れ
る
。

こ
の
獅
子
舞
が
何
年
頃
か
ら
行
わ
れ
こ
の
獅
子
舞
は
‘
黄
火
男
面
を
つ
け

た
か
は
不
明
で
あ
る
が
‘
獅
子
舞
の
道
た
道
化
役
か
い
た
リ
‘
真
剣
を
使
っ
て

具
を
入
れ
る
長
持
の
裏
に
「
天
下
一
獅
踊
っ
た
事
が
あ
り
‘
道
を
歩
く
時
に
は
、

子
舞
日
光
文
狭
流
、
館
林
宰
相
右
馬
頭
、
天
狗
の
面
を
つ
け
鈴
を
鳴
ら
し
歩
い
た

宝
氷
三
年
六
月
二
十
四
日
」
（
干
七
百
者
か
い
た
と
い
わ
れ
る
の
て
、
山
伏
か

十
六
年
）
と
書
か
れ
て
あ
る
。
仏
え
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
発
祥
地

宝
永
三
年
に
は
、
館
林
宰
相
右
馬
頭
は
栃
木
県
塩
谷
郡
高
根
沢
町
文
狭
‘
宇

（
綱
吉
）
は
館
林
城
に
お
ら
す
、
五
代
都
宣
よ
リ
国
道
四
号
線
を
十
砂
下
る
と

•9 

り
ヽ
り
ヽ

9
S
§
‘
9
9
§
9
9

ヽ
・
り

9

ヽ
ヽ
鬼
怒
川
を
渡
り
ま
も
な
く
の
と
こ
ろ
こ

◄

斗
合
田
薬
王
寺
に
お
か
れ
て
い
る
獅
子
文
快
ど
ゆ
う
所
か
あ
る
の
て
‘
こ
の
地

よ
リ
踊
り
か
伝
え
ら
れ
た
も
の

と
一
説
に
い
わ
れ
て
い
る
が
確

証
は
な
い
。
ま
た
、
県
内
の
川

場
村
の
獅
子
舞
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
あ
る
。
斗
合
田
さ
さ
ら
の

特
長
は
、
舞
方
は
神
事
芸
能
的

な
も
の
と
し
て
被
い
浄
め
た
り
‘

悪
魔
を
伏
し
た
り
、
空
に
向
か

っ
て
祈
る
仕
草
が
多
く
、
囃
し

方
は
‘
篠
笛
か
主
体
で
笛
に
よ

っ
て
舞
子
（
獅
子
）
か
ど
う
に
で

も
な
り
、
舞
子
は
。
ハ
ン
ト
マ
イ

ム
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
「
羽
附

さ
さ
ら
は
跳
ね
さ
さ
ら
‘
籾
谷

さ
さ
ら
は
揉
み
さ
さ
ら
‘
斗
合

田
さ
さ
ら
は
飛
び
さ
さ
ら
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
飛
ぶ
こ
と
が

多
い
、
祭
は
土
用
に
行
わ
れ
、
後

白
い
髭
を
は
や
し
た
獅
子

村
内
史
跡
た
ず
ね
あ
る
記

ヽ
、
’
ノ

回3
 

ー第‘、\

斗
合
田
地
区

継
者
は
小
学
六
年
生
で
長
男
と
限
ら
れ

て
い
る
。
獅
子
の
面
様
も
良
く
出
来
て

い
て
、
白
い
髭
（
白
馬
の
尻
尾
の
毛
を

利
用
）
を
は
や
し
て
い
る
。
こ
の
白
髭

を
は
や
し
た
獅
子
は
県
下
に
三

0
0
余

（
稲
荷
流
、
関
白
流
、
坂
東
助
作
流
、
黒

熊
流
等
）
あ
る
。
一
頭
一
人
立
三
頭
組

の
獅
子
の
中
て
唯
一
っ
と
い
わ
れ
、
衣

装
も
袴
を
は
い
て
踊
る
獅
子
な
の
で
格

式
も
高
く
県
下
て
も
優
秀
な
獅
子
と
い

わ
れ
て
い
る
。
天
下
一
と
ゆ
う
名
称
も
、

そ
の
昔
‘
か
ん
ば
つ
で
農
作
物
が
枯
死

寸
前
の
時
に
館
林
城
て
雨
乞
い
か
行
わ

れ
、
そ
の
時
、
中
合
田
の
獅
子
舞
も
参

加
し
て
こ
の
獅
，
ナ
か
雨
乞
い
を
行
う
と
‘

に
わ
か
に
天
か
雲
リ
雨
か
み
る
み
る
う

ち
に
降
っ
て
米
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の

時
に
殿
梯
か
こ
の
獅
千
こ
そ
天
下
一
の

獅
1
で
あ
る
と
言
わ
れ
‘
以
米
天
下
一

と
ゆ
う
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

近
年
に
な
リ
‘
機
村
政
一
氏
が
区
長
時

代
に
も
雨
乞
い
を
行
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
時
は
、
板
倉
町
雷
電
神
社

よ
り
御
神
水
を
も
ら
い
受
け
‘
こ
れ
を

持
ち
帰
り
大
き
な
た
ら
い
の
中
へ
水
を

入
れ
更
に
獅
子
（
古
い
獅
子
）
を
水
に

浮
か
せ
、
獅
子
舞
を
行
い
な
が
ら
御
神

水
を
獅
子
頭
に
何
回
も
か
け
雨
乞
い
を

行
っ
た
と
言
わ
れ
、
こ
の
時
に
も
、
も

の
す
ご
く
降
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
雨
乞
い
を
行
う
獅
子

は
優
秀
な
獅
子
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
道
具
を
入
れ
る
長
持
は
雨
乞

い
の
時
に
拝
領
し
た
物
と
伝
え
ら
れ
る

か
、
長
持
裏
に
記
し
た
六
月
二
十
四
日

は
旧
暦
で
書
い
て
あ
I
J
‘
こ
の
日
を
今

年
の
新
暦
で
見
る
と
八
月
十
一
日
に
な

る
の
て
、
伝
説
ど
お
り
殿
様
よ
り
獅
子

舞
一
式
を
褒
美
と
し
て
拝
領
し
た
も
の

と
思
わ
れ
、
同
時
に
古
い
獅
子
が
天
神

様
に
奉
納
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

昨
年
の
七
月
か
ら

着
工
さ
れ
た
中
谷
の

新
川
俣
交
換
局
か
こ

の
ほ
ど
完
成
し
て
、

こ
の
開
通
式
が
六
月

二
十
六
日
、
き
び
き

び
し
た
動
作
の
中
で

厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し

こ
。f
 館

林
電
電
公
社
機

械
課
長
の
指
揮
に
よ

リ
、
迅
速
・
冷
静
に

新
・
旧
局
収
容
替
作

業
を
実
施
。
午
後
二

時
に
旧
交
換
局
を
接

断
し
、
一
分
た
ら
ず

で
新
交
換
局
に
接
続

し
、
無
事
、
開
通
式

を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
交
換
局
の
総
工
費
は
約
四
億

円
と
い
わ
れ
電
話
の
収
容
能
力
は
二

新川俣交換局開通
2400回線の電話収容能力

ま
ず
手
洗
い
か
ら

食
中
害
の
予
防
は

し鳴? 

い
よ
い
よ
食
中
毒
の
シ
ー
ズ
ン
が
来

シ
ー
ズ
ン
米
る

食
中
毒
の

▲中谷 1こ完成した川俣交換局

干
四
百
回
線
を
ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。
現

在
‘
電
話
加
人
者
が
約
一
千
百
回
線
で

す
か
ら
、
約
二
倍
強
の
電
話
収
容
能
力

を
も
つ
て
い
る
わ
け
で
す
。
更
ら
に
一

万
戸
加
入
の
ス
ペ
ー
ス
を
も
つ
す
ば
ら

し
い
無
人
電
話
局
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◄

交
換
局
の
開
通
作
業
風
景

化
学
性
食
中
毒
の
防
止

ま
し
た
。
夏
を
中
心
に
か
け
て
、
食
中

毒
事
件
が
新
聞
紙
面
に
出
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
件
は
、
食
品
営
業
者
の
注
意
が

必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

実
は
、
家
庭
内
に
原
因
の
あ
る
例
も
‘

決
っ
し
て
少
な
く
な
い
で
す
。
で
は
ど

う
す
れ
ば
‘
こ
の
よ
う
な
食
中
毒
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

細
菌
性
食
中
毒
の
防
止

細
菌
性
食
中
毒
を
防
ぐ
に
は
細
菌
性

食
中
毒
の
菌
に
汚
染
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
増
殖
さ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

予
防
は
、
ま
ず
手
を
洗
い
つ
ね
に
清

潔
に
し
て
お
く
。
ま
た
、
台
所
、
調
理

場
を
清
潔
に
し
て
お
き
、
洗
浄
は
十
分

に
行
い
ま
す
。
調
理
使
用
は
速
か
に
行

い
、
や
む
を
得
ず
保
存
す
る
時
は
、
事

前
に
加
熱
減
菌
す
る
か
、
冷
凍
に
し
て

お
く
な
ど
で
す
。

化
学
性
食
中
毒
は
、
有
害
な
化
学
薬

品
の
不
正
使
用
や
、
農
薬
な
ど
有
毒
物

質
の
誤
用
、
食
品
添
加
物
の
法
定
外
使

用
な
ど
か
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、

自
然
に
は
様
々
な

有
毒
成
分
を
持
つ

も
の
が
あ
り
ま
す
。

フ
グ
や
毒
を
も
っ

茸
に
よ
る
中
毒
な

ど
で
す
。

こ
れ
ら
の
防
止

に
は
、
消
費
者
の

注
意
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
生
産
流

通
段
階
で
の
細
心

の
注
意
か
要
求
さ

れ
ま
す
。

た
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青
少
年
健
全
育
成
運
動

七
月
十
五
H

ー
八
月
三
十
一H

邑
楽
郡
内
の
中
学
校
（
七
校
）
の
陸

上
競
技
大
会
か
明
和
中
学
校
で
六
月
二

十
日
に
行
わ
れ
、
明
中
は
女
子
か
優
勝
、

男
子
が
第
五
位
、
総
合
で
は
第
四
位
と

な
り
ま
し
た
。

男
子
は
十
一
種
目
、
女
子
は
九
種
目

で
競
技
。
特
に
女
子
は
大
泉
北
中
、
大

泉
南
中
、
そ
れ
に
明
中
の
実
力
が
接
近

し
て
激
烈
な
熱
戦
の
中
、
明
中
女
子
は

二
種
目
に
第
一
位
、
三
種
目
に
第
二
位

一
種
目
に
第
三
位
と
い
う
成
績
で
優
勝

を
も
の
に
し
た
も
の
で
す
。

明
中
男
子
は
―
一
種
目
に
第
一
位
、
一

種
目
に
第
五
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。

明
中
の
三
位
以
内
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

夏
は
青
少
年
が
心
身
と
も
に
成
長
す

る
う
え
に
た
い
へ
ん
よ
い
季
節
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
反
面
日
常
生
活
か
開

放
的
で
不
規
則
に
な
り
や
す
く
、
い
ろ

い
ろ
な
事
故
が
発
生
し
た
り
、
不
良
化

へ
の
誘
惑
が
多
い
時
期
で
す
。

そ
こ
で
、
七
月
十
五
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
、
こ
の
夏
を
青
少
年
が
心

身
と
も
に
健
康
で
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

か
で
き
る
よ
う
、
県
・
市
町
村
青
少
年

問
題
協
議
会
が
中
心
と
な
つ
て
、
県
民

総
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動
を

強
力
に
展
開
し
ま
す
。

推
進
目
標

一
、
自
然
に
親
し
み
健
全
な
心
身
を
養

お
う
。

0

海
や
山
な
ど
の
自
然
に
親
し
も
う
。

0

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て
体
力
づ

く
り
に
つ
と
め
よ
う
。

〇
健
全
な
青
少
年
団
体
、
グ
ル
ー
。
フ

に
加
入
し
、
そ
の
活
動
を
活
発
に
し

゜

よ
、
う

二
、
青
少
年
の
非
行
・
車
・
山
・
水
の

事
故
を
な
く
そ
う
。

0

シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
・
覚
せ
い
剤

を
乱
用
し
な
い
よ
う
に
し
ょ
う
。

0

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
を
な

く
そ
う
。

0

旅
行
、
登
山
、
水
泳
等
に
は
万
全

の
準
備
と
細
心
の
注
意
を
し
ょ
う
。

三
、
健
全
な
社
会
環
境
を
つ
く
ろ
う
。

0

地
域
ぐ
る
み
で
俗
悪
な
看
板
、
ポ

ス
タ
ー
を
な
く
そ
う
。

0

地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
健
全
な

交
友
関
係
を
育
て
よ
う
。

〇
悪
書
は
「
売
ら
な
い
」
「
見
せ
な

い
」
よ
う
に
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
、
こ
れ
ら
の
推
進
目
標
を ▲満身の力を入れて跳ぷ

明中石川清君

④
男
子

▼
百
ぃ
ぃ
ハ
ー
ド
ル

一
位
薗
田
秀

子
が
優
勝

子
も
第
五
位
に
健
闘

之
▼
砲
丸
投
け
一
位
石
川
清

▼
走
幅
跳
び
二
位
石
川
清

④
女
子

▼
八
白
冒
ー
一
位
清
水
博
十
二

位
薗
部
敏
江
▼
八
十
冒
ハ
ー
ト

ル
柿
沼
敏
子
▼
四
白
い
ぃ
リ
レ
ー

第
二
位
折
原
美
千
恵
柿
沼
敏

子
林
寿
子
野
木
泰
代
▼
走
幅

跳
ひ
二
位
新
井
洋
子
▼
砲
丸

投
げ
一
位
大
津
清
代
芙

文

芸

欄

重
点
に
、
こ
の
運
動
を
推
進
し
、
青
少

年
の
健
全
育
成
を
は
か
り
、
明
る
い
杜

会
に
す
る
よ
う
っ
と
め
ま
し
ょ
う
。

▼
小
松
原
村
長
さ
ん
は
、
困
っ
た
方
の

た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
村
社
会

福
祉
協
議
会
ヘ
ー
ニ
十
万
円
‘
邑
楽
郡
杜

会
福
祉
協
議
会
へ
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

▼
青
年
団
（
団
長
1
1

新
井
重
行
）
で
は

五
月
十
九
日
、
二
十
六
日
と
廃
品
回
収

を
行
っ
た
か
、
こ
の
収
益
金
を
村
内
の

十
六
の
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
五
千
円
つ
つ
、

計
八
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
大
佐
貫
の
石
村
孫
一
さ
ん
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
二
万
円
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

自
衛
官
を
募
集

春
栄

▼
二
等
陸
海
空
士

応
募
資
格

1
8オ
以
上
2
5オ
未
満

▼
航
空
学
生

応
募
資
格

1
8オ
以
上
2
0オ
未
満

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
又

は
自
衛
隊
群
馬
地
方
連
絡
部
（
電
話
〇

二
七
ニ
ー
ニ
―
ー
四
四
七
一
）
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

（
今
月
は
俳
句
で
す
）

バ
ラ
咲
い
て
孫
も
瞳
を
ジ
ッ
ト
止
む

林
秀
峰

札
所
寺
階
を
滝
な
す
梅
雨
の
荒
水

高
瀬
依
根
子

洗
い
髪
肩
に
流
し
て
夕
涼
み

北
島
若
水

梅
雨
晴
れ
間
み
ど
り
滴
る
庭
の
木
々

青
木
光
子

薫
風
や
山
を
縫
い
つ
つ
選
挙
カ
ー

田
口

コ

標
準
農
作
業

労
働
賃
金
決
ま
る

農
業
委
員
会
が
六
月
二
十
七
日
に

開
か
れ
、
昭
和
四
十
九
年
度
の
標
準

農
作
業
労
働
賃
金
か
物
価
と
賃
金
の

値
上
り
、
そ
の
他
村
の
実
情
を
考
え

て
次
の
と
お
り
．
決
ま
り
ま
し
た
。

＊
請
負
い
（
＋
ァ
ー
ル
当
り
）

ト
ラ
ク
タ
ー
耕
起
二
千
円

ト
ラ
ク
タ
ー
代
か
き
三
千
円

田
植
え
（
手
植
え
）
六
千
円

バ
イ
ン
ダ
ー
五
千
五
百
円

自
脱
コ
ン
バ
イ
ン
八
千
円

機
械
田
植
え
五
千
円

＊
人
夫
賃

農
繁
期
三
千
五
百
円
(
-
日
）

農
繁
期
以
外
三
千
円
(
-
日
）

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

志
賀
高
原

▼
主
催
体
育
協
会
・
青
年
団

▼
場
所
志
賀
高
原
木
戸
池
キ
ャ
ン

。
フ
場

▼
費
用
五
千
円

▼
締
切
先
着
五
十
名

▼
対
象
高
校
生
以
上
の
村
民

▼
申
込
み
教
育
委
員
会
事
務
局

体
育
協
会
で
は
、
毎
年
水
泳
。
フ
ー
ル

の
一
般
開
放
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
中
学
校
の
水
泳
。
フ
ー
ル
を
八
月
中

の
日
曜
日
だ
け
‘
午
前
十
時
か
ら
正
午

ま
て
と
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
、
高

校
生
以
上
の
村
民
の
方
に
開
放
し
ま
す

か
ら
多
数
の
方
が
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

▼
乳
児
検
診

1
1日
（
第
二
木
曜
日
）

▼
妊
婦
検
診

1
8日
（
第
三
木
曜
日
）

▼
育
児
相
談

2
5日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受
付

は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で
で
す
。

交
通
事
故
出
張
相
談

▼
日
時
七
月
十
八
日
（
木
）
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
、
固
定
資
産
税
第

二
期
・
国
民
年
金
第
二
期
・
明
和
士

地
改
良
区
費
・
有
線
放
送
使
用
料
及

び
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
税
日

二
十
九
日
役
場
第
一
会
議
室

三
十
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

1
1

矢
島
公
民
館

村
民
に
プ
ー
ル
開
放

八
月
中
の
日
曜
日
だ
け

是
非
あ
な
た
も
参
加
し
て
、
楽
し

ぃ
思
い
出
と
し
て
く
だ
さ
い



村の人口

8 月 1 日現在

世帯数 2031 戸

人口総数 9038 人

男 4483 人

女 4555 人

(7 月中の動き）

出生14 人 死亡 2 人

転入23 人 転出 11 人
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よ
し
な
し
ご
と

1
1
1閑
祭
り
1
1

斗
合
田
の
サ
サ
ラ

村
内
各
部
落
で
夏
祭
り
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
で
は
祭
り
の
出
し
も

の
を
ほ
と
ん
ど
の
部
落
で
取
り
や
め
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
斗
合
田
で
は
、
現
在

で
も
行
わ
れ
、
七
月
二
十
四
日
に
サ
サ

ラ
（
獅
子
舞
い
）
を
行
い
ま
し
た
。

獅
子
は
、
五
穀
豊
饒
と
天
下
泰
平
を

神
社
に
願
っ
て
踊
り
、
ま
た
、
斗
合
田

部
落
に
厄
神
か
入
ら
ぬ
よ
う
に
部
落
の

境
を
踊
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
大
勢
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が

サ
サ
ラ
を
撮
影
し
て
い
た
が
、
ま
つ
り

の
出
し
も
の
を
や
め
て
し
ま
う
昨
今
、

写
真
に
お
さ
め
て
お
き
た
い
と
い
う
気

持
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
の
時

代
に
も
心
に
う
る
お
い
を
あ
た
え
る
祭

り
の
出
し
も
の
、
サ
サ
ラ
を
大
切
に
続

け
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

人
に
は
他
人
と
違
う
こ
と
を
し

た
い
と
い
う
欲
望
か
あ
る
と
共
に

他
人
と
同
じ
で
あ
り
た
い
、
目
立

つ
こ
と
は
し
た
く
な
い
‘
と
い
う

反
対
の
気
持
か
あ
る
。
大
抵
の
人

は
そ
の
反
対
の
感
情
の
ど
っ
ち
か

を
言
動
に
あ
ら
わ
す
。
前
者
は
自

己
顕
示
本
能
で
若
い
人
達
に
強
く
‘

後
者
は
帰
属
同
化
本
能
で
中
年
以

降
の
人
達
に
多
い
。
最
近
若
い
人

達
の
異
様
な
服
装
を
見
て
年
よ
り

た
ち
は
い
か
か
わ
し
い
人
間
と
け

了
ぃ
↑
し
か
ち
で
あ
る
か
止
む
を
得
な

一
ぃ
た
ろ
う
。
だ
か
若
い
人
達
も
無

反
省
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

. 

一
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▼昭和48年度納税組合別村税徴収成績

納税 調定 額 収入済額 収入未済額 収入
紐合名 人員 税 額 人員 税 額 人員 税 額歩合

斗合日 79 3,264,310 79 3,264,310 100.0 

下江無 'iU 3,901,230 70 3,901,230 100.0 

上江盟 112 4 615 220 112 4 615 220 100.0 

千津井 115 4 781 740 115 4 7 81 7 40 100.0 

江口 124 6 592 830 124 6 5笈 830 100. 0 

日島 101 5 47f 140 101 5 476 140 100.0 

南大島 227 11 118 370 225 11 082 920 2 35 450 99. 7 

新里 152 5 600 930 149 5 5 45 340 3 55 590 99.0 

中谷 86 4 09':i 920 86 4 095 920 100,0 

梅原 166 7 261 100 166 7 261 100 100,0 

J II 俣 87 5 165 440 87 5 165 440 100. 0 

須賀 79 2 940 090 79 2 940,090 100.0 

大輪 191 8 852 440 l 町 8 820 050 4 32 390 99.6 

入ャ谷 27 1 479 870 27 1 479 870 100.0 

矢島 130 6 5 01 960 130 6 501 960 100.0 

大佐貫 115 7 241,680 115 7 241 680 100.0 

計 1861 88 889,270 1852 88,765,840 9 123,430 99.9 

備考
村（県）民税（特別徴収を除〈）固定資産税、軽自動車税、

目民健康保険税の現年度分

▲
村
長
か
ら
表
彰
を
う
け
る

完
納
納
税
組
合
長
等

個
人
功
労
者
に
江
原
仙
八
さ
ん

村
税
完
納
の

納
税
組
合
を
表
彰

昭
和
四
十
八
年
度
の
村
税
完
納
表
彰

三
十
七
年
間
納
税
組
合
長
と

し
て
活
躍
し
て
き
た
江
原
仙
八

（
七
十
四
オ
・
写
真
）
さ
ん
は

「
こ
れ
か
ら
も
体
の
つ
づ
く
か

ぎ
り
頑
張
っ
て
行
く
つ
も
リ
で

す
」
と
表
彰
の
喜
び
を
語
っ
て

お
り
ま
し
た
。

◄
 

式
は
各
納
税
組
合
長
及
び
来
賓
の
方
々

の
列
席
を
得
て
七
月
二
十
四

日
午
後
一
時
半
か
ら
役
場
会

議
室
で
お
こ
な
わ
れ
完
納
し

た
納
税
組
合
に
金
一
封
を
お

く
り
表
彰
、
又
個
人
功
労
者

と
し
て
明
和
村
発
足
以
来
納

税
班
長
と
し
て
納
税
意
欲
の

高
揚
と
啓
蒙
に
っ
く
し
て
こ

ら
れ
た
千
津
井
の
江
原
仙
八

さ
ん
に
記
念
品
を
贈
り
表
彰

い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
狂
乱
物
価
、
総

需
要
抑
制
等
に
よ
る
経
済
界

の
影
響
に
よ
り
村
税
全
般
と
し
て
の
収

納
率
は
、
平
年
に
対
し
大
部
ぉ
ち
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
法
人
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
個
人
に
つ
い
て
は
百
。
ハ
ー
セ
ン

ト
に
も
う
一
歩
と
最
高
の
成
績
を
お
さ

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
個

人
村
民
税
に
つ
い
て
は
連
続
十
六
年
完

納
と
い
う
蝉
か
し
き
、
金
字
塔
を
打
ち

た
て
ま
し
た
。
来
年
も
百
パ
ー
セ
ン
ト

を
目
標
に
頑
張
り
ま
す
の
で
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
完
納
納
税
組
合
は
次
の
十
三

組
合
で
す
。

斗
合
田
‘
下
江
黒
、
上
江
黒
‘
千
津

井
、
江
口
‘
田
島
、
中
谷
‘
梅
原
、
川

俣
、
須
賀
、
入
ヶ
谷
、
矢
島
、
大
佐
貫

知
事
表
彰

個
人
県
民
税
1
6年

連
続
完
納
て

昭
和
四
十
八
年
度
県
民
税
務
功
労
者
、

表
彰
式
が
七
月
十
三
日
県
民
会
館
小
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
‘
県
税
納
税
優
良
市

町
村
、
県
税
納
税
協
力
者
等
の
表
彰
式

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
席
上
明
和
村

（
十
六
年
）
は
十
年
以
上
連
続
県
税
完
納

町
村
と
し
て
他
の
三
村
と
共
に
知
事
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
十

六
年
と
い
う
耀
か
し
き
記
録
を
樹
立
で

き
た
の
も
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
記
録
を
の
ば
す
べ

く
頑
張
り
た
い
と
お
も
い
ま
す
の
で
皆

様
の
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

十
年
以
上
連
続
県
税
完
納
市
町
村

多
野
郡
中
里
村
（
二
十
二
年
）

吾
妻
郡
東
村
（
二
十
年
）

商
山
村
（
二
十
年
）

邑
楽
郡
明
和
村
（
十
六
年
）
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今
回
の
参
議
院

議
員
選
挙
投
票
優

良
部
落
の
表
彰
式

率
が
七
月
二
十
四
日
、

彰
票
役
場
で
区
長
さ
ん

ら
が
列
席
し
て
行

表
投
わ
れ
ま
し
た
。

を
〇
青
山
選
管
委
員

％
長
か
ら
投
票
率
上

落
8

竺
一
部
落
と
今
回

5
 
・
の
平
均
投
票
率
を

" 
立
n
9
9

上
回
っ
た
部
落
（

良
黒
優
良
賞
）
、
そ
れ
に

優
江
前
回
を
上
回
っ
た

票
下
部
落
（
努
力
賞
）
を

表
彰
し
ま
し
た
。

投
第
一
位
の
下
江

黒
と
第
二
位
の
入

ヶ
谷
は
、
棄
権
者

が
一
名
と
い
う
、
驚
異
的
な
良
い
投
票

成
績
で
す
。
と
く
に
今
回
の
投
票
率
は
、

全
部
落
か
前
回
を
上
回
り
、
全
部
落
が

表
彰
。
平
均
投
票
率
は
九
四
・
三
四
％

で
郡
内
一
位
、
し
か
も
県
内
で
も
第
四

位
の
成
績
で
す
。

0
表
彰

村
で
は
八
月
一
日
付
で
、
母
子
保
健

母
子
保
健

推
進
員
を
委
嘱

第
一
位
下
江
黒
九
九
・
五
八
％

第
二
位
入
ヶ
谷
九
八
・
八
一
％

第
三
位
川
俣
九
六
・
七
五
％

▼
優
良
賞
大
輪
、
大
佐
貫
、
千
津

井
、
田
島
、
須
賀
、
江
口
‘
梅
原
、

新
里

▼
努
力
賞
斗
合
田
‘
南
大
島
、
矢

島
、
上
江
黒
、
中
谷

◄

表
彰
状
を
う
け
と
る
下
江
黒
区
長

推
進
貝
三
十
一
名
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

母
子
保
健
推
進
員
の
仕
事
は
、
母
性

及
び
乳
幼
児
の
保
健
に
関
す
る
問
題
点

を
と
ら
え
た
り
、
各
種
の
申
請
を
行
っ

て
い
な
い
者
や
、
健
康
診
査
の
未
受
診

者
等
を
と
ら
え
、
母
子
保
健
事
業
の
対

象
者
が
必
要
な
施
策
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

委
嘱
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
斗
合
田
梁
瀬
た
ま
子
▼
下
江
黒

二
中
里
千
代
子
▼
上
江
黒
江
森

ふ
く
、
斉
藤
安
江
▼
千
津
井
飯
塚

い
つ
子
酒
井
ち
よ
▼
江
口
松
田

く
わ
‘
柿
沼
つ
ね
▼
田
島
奈
良
静

子
、
滝
口
正
子
▼
南
大
島
岡
安
ふ

み
、
小
池
菊
代
、
佐
山
ま
つ
え
、
小
磯

永
子
▼
新
里
鈴
木
す
が
子
斉
藤

千
枝
子
▼
中
谷
坂
上
い
そ
、
坂
上

卜
ョ
▼
梅
原
福
田
千
代
、
清
水
ま

さ
子
▼
川
俣
石
崎
イ
ク
▼
須
賀

尾
崎
し
げ
子
▼
大
輪
原
口
い
さ

早
川
か
ん
、
佐
藤
し
ち
、
内
山
す
い

▼
入
ヶ
谷
金
子
と
み
▼
矢
島
奈

良
原
キ
ク
ノ
清
水
ア
ヤ
子
▼
大
佐

貫
石
村
ノ
ブ
鯉
沼
み
さ
を（

敬
称
略
）

▼参議院議員選挙部落別投票成績

地区名 有権者 投累した者 投票率 順位

斗合田 299 282 94.31 % 12位

下江黒 239 238 99.58 1 

上江黒 377 339 89. 92 15 

干津井 404 386 95. 54 6 

江口 447 425 95 08 , 
田島 349 333 95.42 7 

南大島 786 734 93.38 13 

新里 450 425 94. 44 11 

中谷 321 286 89.10 16 

梅原 531 502 94.54 10 

川·俣 277 268 96.75 3 

須賀 258 246 95. 35 8 

大輪 652 625 95. 86 4 

入ヶ谷 84 83 98.81 2 

矢島 456 418 91. 67 14 

大佐貫 364 348 95.60 5 

計 6,294 5,938 94.34 



昭和49年 8 月 10 日 広 報 め し‘ わ 第 155号 (3) 

こ
ど
も
及
び

二
輪
車
等

国
土
利
用
計
画
の
策
定
と
土
地
取
引

の
規
制
等
を
内
容
と
す
る
、
地
価
安
定

と
適
正
な
土
地
利
用
の
促
進
を
は
か
る

た
め
画
期
的
な
土
地
対
策
立
法
と
し
て
、

各
方
面
の
注
目
を
集
め
で
い
た
国
土
利

用
計
画
法
は
去
る
五
月
二
十
七
日
に
成

立
。
六
月
二
十
五
日
に
公
布
さ
れ
、
こ

の
主
務
官
庁
で
あ
る
「
国
土
庁
ー
が
同

日
発
足
し
、
国
土
行
政
を
に
な
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
法
律
は
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
六
ヵ
月
以
内
(
+
二
月
施
行
）

に
、
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま

す
。国

土
庁
は
長
官
以
下
四
百
三
十
名
で

発
足
し
、
長
官
官
房
・
計
画
調
整
局
・

土
地
局
・
水
資
源
局
・
大
都
市
整
備
局
・

地
方
振
興
局
の
一
官
房
五
局
が
お
か
れ

て
い
ま
す
。

夏
の
交
通
安
全
運
動
が
七
月
二
十
一

日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
「
こ
ど
も

及
び
二
輪
車
等
の
交
通
事
故
防
止
」
を

図
る
こ
と
を
重
点
施
策
に
あ
げ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

運
動
の
重
点
項
目

①
こ
ど
も
の
交
通
安
全
の
確
保

そ
し
て
そ
の
法
律
内
容
は

①
国
土
利
用
計
画
の
策
定

②
土
地
利
用
基
本
計
画
の
策
定

③
土
地
規
制
の
原
則

④
土
地
取
引
の
規
制
措
置

⑤
遊
休
土
地
に
関
す
る
措
置

⑥
国
土
利
用
計
画
審
議
会
の
設
置

な
ど
を
き
め
て
お
り
ま
す
。

「
地
価
凍
結
」
な
ど
を
含
め
た
土
地
の

私
権
制
限
法
と
も
い
う
べ
き
厳
し
い
も

の
と
な
つ
て
い
ま
す
。

即
ち
、
知
事
は
規
制
区
域
を
指
定
す

る
こ
と
か
で
き
、
こ
の
区
域
内
の
土
地

取
引
の
許
可
及
届
出
制
、
一
定
規
模
以

上
の
土
地
取
引
に
か
か
る
届
出
と
取
引

中
止
等
の
勧
告
‘
遊
休
土
地
の
買
取
り

な
ど
、
地
価
安
定
と
土
地
利
用
の
促
進

を
は
か
る
た
め
強
い
措
置
が
と
ら
れ
る

こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

の
事
故
防
止
を
重
点

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

こ
ど
も
た
ち
は
、
学
校
か
ら
開
放
さ

れ
、
気
持
ち
が
ゆ
る
み
交
通
事
故
か
、

多
発
す
る
お
そ
れ
か
あ
り
ま
す
。

特
に
こ
ど
も
の
交
通
事
故
は
学
校
に

い
る
と
き
よ
り
も
家
に
帰
っ
て
か
ら
発

生
し
て
い
る
た
め
、
家
庭
の
み
な
さ
ん

の
「
し
つ
け
」
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

国
土
利
用
計
画
法
十
二
月
施
行

き
び
し
く
な
る
土
地
対
策

土
地
利
用
・
地
価
凍
結
な
ど

▲
砂
浜
て
相
撲
を
と
る
元

気
な
西
小
児
童

す
。
そ
こ
で
家
族
全
員
に
よ
る
交
通
事

故
防
止
に
つ
い
て
の
話
合
い
を
す
る
な

ど
し
て
、
交
通
安
全
を
再
認
識
し
‘
交

通
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

0
二
輸
車
事
故
の
防
止

自
動
二
輪
車
や
原
付
自
転
車
を
乗
る

と
き
は
、
交
通
規
則
に
従
っ
て
運
転
す

る
と
と
も
に
必
ら
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
っ
て
く
だ
さ
い
。
二
輪
車
は
安
全
性

が
な
い
た
め
、
ど
う
し
て
も
転
倒
し
や

す
く
‘
倒
れ
た
場
合
は
必
ら
ず
頭
を
打

っ
て
死
亡
す
る
と
い
う
例
が
非
常
に
多

い
の
で
、
必
ら
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

っ
て
く
だ
さ
い
。

0
無
謀
運
転
の
防
止

臨
海
学
校
へ

東
小
は
七
月
八
日
か
ら
、
西
小
は
七

月
十
日
か
ら
、
両
小
と
も
三
日
間
に
わ

た
り
新
潟
県
の
出
雲
崎
の
東
毛
臨
海
学

校
に
六
年
生
が
入
校
し
ま
し
た
。

水
泳
訓
練
な
ど
で
鍛
練

入
校 運

転
技
術
か
未
熟
な
上
に
非
常
に
大

き
い
自
動
二
輪
卓
に
乗
る
こ
と
も
危
険

で
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
体
に
合

っ
た
も
の
を
使
用
し
、
無
謀
な
運
転
は

死
亡
事
故
に
つ
な
か
り
ま
す
の
で
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

0
そ
の
他

自
転
車
の
か
さ
さ
し
運
転
や
夜
間
の

無
灯
火
運
転
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
‘
絶
対
に
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

村
内
の
一
人
一
人
が
交
通
安
全
を
十

分
に
注
意
し
て
、
村
内
か
ら
発
生
す
る

交
通
事
故
を
一
件
で
も
少
な
く
し
た
い

も
の
で
す
。

入
校
の
ね
ら
い
は
、
日
ご
ろ
海
に
行

っ
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
海

に
親
し
み
、
協
同
、
宿
泊
生
活
の
な
か

で
、
海
で
の
鍛
練
（
水
泳
）
や
学
習
、

楽
し
い
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
行
い
、
た
く
ま

し
い
心
身
や
、
ゆ
た
か
な

情
操
を
養
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
で
の
児
童
は
、
各

班
を
つ
く
り
分
担
を
き
め

て
‘
規
則
正
し
い
生
活
を

送
リ
、
水
泳
訓
練
を
中
心

に
相
撲
・
ラ
ジ
オ
休
操
・

歌
喝
•
そ
れ
に
民
謡
踊
リ

を
し
た
り
し
て
、
楽
し
い

有
意
義
な
二
日
間
を
過
し

ま
し
た
。

千
津
井
の
奈
良
俊
吉
（
写
真
•
四
十

七
オ
）
さ
ん
は
、
地
元
の
邑
楽
用
水
で

網
で
タ
ニ
シ
と
り
中
、
あ
や
ま
っ
て
堀

に
お
ち
て
お
ぼ
れ
た
小
久
保
勝
さ
ん
の

長
男
・
貴
幸
（
五
オ
）
ち
ゃ
ん
を
救
助

し
ま
し
た
。

俊
吉
さ
ん
は
七
月
二
十
八
日
、
午
後

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

「
道
路
を
守
る
月
間
」
と
し
て
運
動
か

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
村
民
一
人
一
人
か
道

路
愛
護
思
想
を
た
か
め
、
道
路
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。
又
、
そ
の
た
め
に
は

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
陸
田
の
水
を
道
路
に
漏
ら
さ
な
い
。

陸
田
に
入
れ
た
水
か
道
路
に
も
れ
て

道
路
か
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
し
て
、
み
な
さ

ん
に
大
変
迷
惑
を
か
け
て
ま
す
か
、
見

回
り
を
よ
く
し
て
、
水
湖
れ
を
お
こ
さ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
道
路
に
草
を
捨
て
な
い
。

道
端
の
草
を
取
っ
て
き
れ
い
に
し
て

く
れ
る
の
は
良
い
の
で
す
か
、
そ
の
草

を
道
路
に
投
げ
捨
て
る
人
か
い
ま
す
。

二
時
ご
ろ
バ
イ
ク
で
通
り
か
か
っ
た
と

こ
ろ
‘
川
に
黒
い
も
の
が
浮
か
ん
で
い

る
の
を
見
た
か
通
り
過
ぎ
、
し
か
し
‘
気

に
な
る
の
で
戻
っ
て
よ
く
見
た
ら
子
供

た
っ
た
の
で
‘
我
を
忘
れ
て
堀
に
飛
び

込
み
救
助
し
た
も
の
で
す
。
助
け
あ
げ

た
と
き
は
、
意
識
不
明
で
し
た
か
逆
さ

に
し
た
り
じ
て
応
急
手
当
を
し
た
結
果
、

意
識
か
も
ど
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
し
‘
数
秒
で
も
発
見
か
遅
れ
た
ら

と
、
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
恐
ろ
し
く

な
リ
ま
す
。

俊
吉
さ
ん
は
胃
の
手
術
を
し
て
‘
退

院
後
ま
だ
一
ヵ
月
の
病
身
で
あ
り
な
か

ら
‘
水
深
百
五
十
伝
／
の
急
流
に
飛
ひ
込

み
、
身
の
危
険
を
お
か
し
て
人
命
救
助

し
た
。
こ
の
行
為
に
対
し
、
村
で
は
い

た
く
感
激
し
、
警
察
に
対
し
て
表
彰
方

の
手
続
き
を
と
り
ま
し
た
。

も
っ
と
は
な
は
だ
し
い
人
は
‘
田
畑
の

草
ま
で
道
路
に
捨
て
る
人
か
い
ま
す
か

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

0
道
路
に
コ
ミ
を
捨
て
な
い
。

最
近
‘
道
路
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
が

め
だ
っ
て
い
ま
す
。
と
く
に
自
動
車
の

窓
か
ら
捨
て
る
人
を
見
か
け
ま
す
が
、

美
観
を
そ
こ
ね
る
ば
か
リ
で
な
く
‘
交

通
安
全
の
う
え
に
も
大
変
危
険
で
す
の

で
ゴ
ミ
は
、
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い
。

0
そ
の
他

道
路
に
で
て
い
る
木
の
枝
は
‘
切
り

落
し
て
く
だ
さ
い
。
又
、
道
路
を
商
品

等
の
置
き
場
や
作
業
場
な
ど
に
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

道
路
を
大
切
に
”

八
月
は
道
路
を
守
る
月
間

人
命
救
助

千
津
井
の奈

良
俊
吉
さ
ん
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野 外 教 室 • 

字
―

婦人学級ては、野外教育を 7 月 15 日に赤城山で行う予定でしたか、あい

にくの雨のため変更して、高崎の観音様のところで行いました。

ここの広場で雨のあい間を利用してフォークダンスを行って、楽しいひ

とときを過したか、雨か降らなかったら赤城山でハイキングできたのにと

うらめしそうに空を見上げていました。

ュ
ー
ス

プ ）レ 教 室 • 

村内の各幼稚園ではプール教室を行っていますが、東幼稚園は

7 月 30 日に行いました。

園児は、初めは水中をそっと歩いていたが、段々なれてきて、

手や足をバタバタして大はしゃぎ。浮き輪に体を入れて泳いだり、

又、中には水面に顔をつけられない園児もいたが、うだるような暑

さのなか、気持ち良さそうに水とたわむれていました。

志

賀
体育協会・青年団主催のキャンプか 7 月 27 日から 3 日間、志賀

キ高寓原で行われました。
ャ原 現地ではハイキングやキャンプファイヤーなどを行って、楽し
ンてく過しました。ハイキングは、湿原と池めぐりを行い、途中で自

プ 然植物園を見学したり、蓮池でボートに乗ったりしました。又、

◄ キャンプファイヤーは、フォークダンスや歌を歌い、若さを山々

にひびかせて青春をおうかしていました。

印
本鑑
人証
が明

住原は
民則
課

「
モ
シ
モ
シ
、
一
―
0
番
、
す
ぐ
き

て
く
だ
さ
い

I

．
と
に
か
く
急
い
で
く
だ

さ
い

I

．
そ
ん
な
こ
と
聞
い
て
い
る
ひ
ま

に
来
れ
ば
わ
か
る
で
し
ょ
う

I
I
5
ガ
チ
ャ

ン
…
…
」

あ
わ
て
ら
れ
る
気
持
は
わ
か
り
ま
す

か
、
さ
て
、
パ
ト
カ
ー
は
ど
こ
へ
行
け

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。

も
し
、
あ
な
た
が
急
な
事
件
や
事
故

な
ど
で
―

-
0
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
す

と
‘
警
察
で
は
、

•
一
―
0

番
を
受
け
る
。

・
事
件
の
場
所
や
、
そ
こ
へ
行
く
た

め
の
目
標
な
ど
、
巡
回
中
の
パ
ト
カ

ー
や
、
も
よ
り
の
派
出
所
に
対
し
、

現
場
へ
急
行
す
る
た
め
の
連
絡
を
す

る
。・

事
件
の
内
容
に
よ
っ
て
は
‘
警
察

官
の
緊
急
配
備
や
検
門
の
手
配
を
す

る
。

こ
の
よ
う
に
、
係
で
は
つ
ぎ
か
ら
っ

ぎ
に
は
い
っ
て
く
る
一
―

0
番
電
話
に

応
待
し
な
か
ら
、
警
察
官
か
少
し
で
も

早
く
現
場
に
到
着
で
き
る
よ
う
に
、
皆

さ
ん
か
ら
の
電
話
の
内
容
を
い
ち
早
く
‘

手
短
か
に
聞
き
と
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

そ
こ
で

^
.
3
番
に
か
け
る
と
き
は
、

腎
察
官
が
そ
の
場
所
へ
行
け
る
た
め
の

大
き
な
目
標
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。

-
l
0
番
さ
れ
る
と
き
は

④
な
に
が
あ
っ
た
（
事
件
名
）

＊
ど
ろ
ぱ
う
に
は
い
ら
れ
た

＊
け
ん
か
、
ビ
ー
ル
び
ん
で
な
ぐ
り

あ
っ
て
い
る
（
犯
人
は

0
0
方
面
に

逃
げ
た
。
け
が
人
は

0
名
な
ど
）

＊
交
通
事
故
（
け
が
人
は
0
名
、
い

な
い
な
ど
）

①
い
つ
（
何
時
ご
ろ
）

0
場
所
（
事
件
や
事
故
の
起
き
た
場
所
）

.

.

.
 
`
t
贔

9

贔
會
り
ヽ
り
ヽ
烏

,
9

ヽ
t

♦

‘

♦

‘

♦

、
▲
,
‘
t
t
t
'
,
t
t
t
t

一

一
〖
ぉ
罠
ピ
]
•
枇
i

]
村
外
に
転
居
し
た
が
村
県
民
税
は
一

o

ｭ
一
問
娘
は
本
年
三
月
に
結
婚
の
た
め
月
＝
二
十
一
日
）
の
所
得
に
対
し
賦
一

て
退
職
し
、
現
在
転
居
し
て
明
和
村
に
課
す
る
も
の
で
す
。
一

0
住
ん
で
い
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
六
月
三
個
人
の
村
県
民
税
の
賦
課
期
日
。

一

一

一
に
明
和
村
か
ら
村
県
民
税
の
納
付
書
は
、
一
月
一
日
で
あ
り
ま
す
。
一

一
か
来
た
が
現
在
明
和
村
に
住
ん
で
い
四
賦
課
期
日
現
在
に
お
い
て
個
人
一

7

い
の
で
払
ら
わ
な
く
と
も
よ
い
か
。
の
住
所
が
所
在
す
る
市
町
村
か
賦
ー

一
(
-
村
民
）
課
権
を
有
す
る
も
の
で
す
。
一

-

9

 

f
答
結
論
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
お
た
ず
ね
に
つ
い
て
の
住
所
地
か
一

゜

0
ご
質
問
の
個
人
村
県
民
税
は
明
和
村
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
か
、
お
そ
ら
く
一

7

納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
年
三
月
結
婚
の
た
め
退
職
し
た
時
一

一
と
申
し
ま
す
の
は
、
ま
で
は
明
和
村
に
居
住
し
て
お
り
、

09
 

一
個
人
村
県
民
税
は
住
民
税
と
も
そ
の
後
転
居
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
。

—゚— 
·
い
わ
れ
、
日
本
人
て
あ
る
以
上
そ
ま
す
、
と
す
る
と
前
記
三
と
四
に
よ

9

一
の
住
所
地
（
原
則
と
し
て
住
民
基
リ
一
月
一
日
は
明
和
村
に
住
所
が
あ

9

0゚
0

、

一
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
市
町
村
）
り
そ
の
後
転
居
し
て
も
明
和
村
に
納
9

6
 

0

の
市
町
村
に
納
税
の
義
務
を
負
い
付
し
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち

9

一
ま
す
。
論
転
出
先
の
市
町
村
に
対
し
て
は
納
一

゜-゚
]
個
人
村
県
民
税
は
所
得
税
と
ち
付
の
必
要
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

9

0

0

 

一
か
い
昨
年
（
．
月
一
日
か
ら
十
二
（
税
務
課
）
一

►
 

り
ヽ
り
｀

♦

も
り
ヽ
・
り
ヽ
・
・
り
ヽ
・
り
ヽ
’
り
ヽ
り
ヽ

♦

ヽ
＇
り
ヽ
・
り
ヽ
り
ヽ

9

h

り
ヽ
t
'
`
‘
y

.
1
・
贔
亀
―
‘
r
會
~
亀
・
ヽ
＇
亀
・

内
容
・
場
所
・
目
標
を
は
っ
き
り
と

0
番
か
ら
お
願
い

◎
そ
こ
へ
行
く
た
め
の
目
標

*
O
O

バ
ス
停
先
x
x

病
院
か
ら
東

ヘ
三
軒
目

*
O
O
県
道
x
x

学
校
前
左
折
右
側

五
軒
目

（
目
標
を
手
際
よ
く
教
え
て
い
た
だ

く
と
、
そ
れ
だ
け
パ
ト
カ
ー
な
ど
の

現
場
到
着
が
早
く
な
り
ま
す
。
）

話
し
中
に
も
パ
ト
カ
ー
は
あ
な
た
の

と
こ
ろ
へ
向
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。

（
館
林
警
察
署
）
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建物共済の掛金(I 00万円当リ）

普

総合共済［：口←［白塁 I セヽ／卜共消 l 総合共済 l 火災共済 I 総合共‘i剤火災共済
通 建 物 特殊建物 A 特殊建物 B 万

5,000 円
1,800 円
(1 ,710 円）

700円

掛金の共済の種類

▼
野
球
（
男
子
）

.
A

プ
ロ
ッ
ク
優
勝

準
優
勝
田
島

•
B

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

優
勝
南
大
島

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
女
子
）

•
A

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
千
津
井
心

►

村
内
＿
位
に
な
っ
た
新
里
チ
ー
ム

2,760円 6,000円 2,900 円 7,000 円 4,900 円

（）内の金額は集団割引で10 戸、 1 千万円以上にまとまった場合

共済の種類 建 物 名

普通建物 畜住宅舎、、 家ア具パーー式ト、、 長小屋農機、具蚕室ー式、物等置、 納屋、 農作業場、 倉庫、

特殊建物A 店舗、併用住宅、集会場、保育園、稚蚕共同飼育場、その他

特殊建物 B 製粉製麦工場、製材場、加工場、ふか場、その他危険度の高い建物

役
場
で
は
、
み
な
さ
ん
の
家
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
建
物
共
済
を
扱
っ
て
い

ま
す
。
掛
金
が
一
日
（
百
万
円
に
つ
き
）

五
円
と
安
い
、
経
済
状
況
に
応
じ
て
加

入
が
で
き
る
。
加
入
が
簡
単
で
、
火
災

等
の
災
害
を
補
償
す
る
、
有
利
な
保
険

で
す
。
あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る

た
め
に
建
物
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
た
ち
の
村
も
住
宅
ラ
ッ
シ
ュ

を
迎
え
、
あ
ち
こ
ち
で
、
新
し
い
家
か

建
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
、
家
を
建
て

る
と
三
・
三
平
方
M

（
一
坪
）
当
り
二

十
万
円
も
建
築
費
が
か
か
り
八
百
万
円

か
ら
の
家
か
ほ
と
ん
ど
で
す
。
あ
な
た

の
家
は
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
、

災
害
は
い
つ
起
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
、

万
一
、
災
害
が
お
き
て
大
切
な
財
産
を

一
瞬
の
う
ち
に
、
失
な
っ
た
ら
大
変
で

す
。万

一
の
災
害
か
ら
あ
な
た
の
家
を
守

る
た
め
役
場
で
は
、
本
年

度
も
八
月
末
日
よ
り
九
月

上
旬
に
か
け
て
、
一
斉
加

入
推
進
を
行
い
ま
す
。
．

毎
戸
も
れ
な
く
不
慮
の

災
害
に
そ
な
え
て
、
安
く

て
有
利
な
建
物
共
済
に
加

入
し
ま
し
よ
う
。

建
物
共
済
の
掛
金
お
よ

び
共
済
の
種
類
は
表
の
と

お
り
で
す
。

①
加
入
申
込
は
、
部
落
の

農
事
組
合
長
さ
ん
か
、
役

場
農
業
共
済
課
で
す
。

①
ど
ん
な
災
害
に
共
済
金

が
支
払
わ
れ
る
か
。

、
▼
火
災
共
済

火
災
、
落
雷
‘
爆
発
、

破
裂
、
飛
行
機
の
つ
い

落
、
車
両
の
衝
突

▼
総
合
共
済

右
記
の
ほ
か
、
風
水
害
、

雷
害
、
そ
の
他
自
然
災

害

建
物
共
済
に
加
入
を

少
年
野
球
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
か
二
十
二

チ
ー
ム
参
加
し
て
八
月

二
日
に
は
東
小
、
西
小

の
会
場
で
、
三
日
に
は

野
球
だ
け
、
村
内
一
位

を
決
め
る
試
合
か
明
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
A

ブ
ロ
ッ

ク
（
東
部
）
と
B

ブ
ロ

ッ
ク
（
中
部
・
西
部
）

に
別
れ
て
優
勝
を
か
け

て
炎
天
下
の
な
か
、
熱

戦
を
展
開
。
大
人
顔
ま

け
の
プ
レ
ー
を
す
る
と

思
え
ば
珍
。
フ
レ
ー
も
続

出
し
た
か
決
勝
戦
と
‘

も
な
る
と
好
プ
レ
ー
か
続
出
し
‘
観
戦

者
を
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。
と
く
に
、

両
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
優
勝
チ
ー
ム
の
新
里
、

下
江
黒
の
村
内
一
位
を
か
け
て
の
試
合

は
‘
追
い
つ
追
わ
れ
つ
の
大
熱
戦
で
し

た
が
、
最
終
回
の
裏
に
新
里
が
二
点
を

あ
げ
て
、
逆
点
勝
ち
し
優
勝
を
も
の
に

し
ま
し
た
。

に
そ
な
え
て

新
里

下
江
黒

(5) 

①
加
入
の
範
囲

準

▼
火
災
共
済
は
一
棟
に
つ
き

一
千
万
円
ま
で

▼
総
合
共
済
は
一
棟
に
つ
き

二
百
万
円
ま
で

①
お
す
す
め
す
る
理
由

▼
こ
の
建
物
共
済
は
一
年
ご

と
の
契
約
で
す
の
で
、
現
在

の
よ
う
に
物
価
の
変
動
の
激

し
い
時
で
は
、
経
済
の
状
況

に
応
じ
た
契
約
か
で
き
ま
す
。

▼
掛
金
か
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
る
の
で
、
税
金
が
安
く
な

り
ま
す
。

中
体
連
夏
季
大
会

邑
楽
郡
中
体
連
夏
季
大
会
が
七
月
二

十
日
か
ら
二
日
間
‘
邑
楽
・
館
林
の
各

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
中
は
各
種
目
に
お
い
て
、
善
戦
健

闘
し
、
次
の
種
目
に
入
賞
し
ま
し
た
。

▼
テ
ニ
ス
（
女
子
）
＊
個
人
戦
優

勝
松
本
直
美
・
野
本
泰
代
組
＊

児
童
扶
養
手
当
制
度

一
人
の
場
合
九
千
八
百
円

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を
同
年
金
お
よ
び
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
国

じ
く
し
て
い
な
い
児
童
の
福
祉
の
増
進
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い

を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
る
と
き
、
児
童
が
里
子
に
な
っ
て
い
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
（
ま
た
は
養
と
き
、
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

育
者
）
に
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。
る
と
き
な
ど
の
場
合
に
は
、
手
当
は
支

こ
の
手
当
の
支
給
の
対
象
と
な
る
児
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

童
は
、
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
（
と
な
お
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
か
ら
は

く
に
心
身
に
重
ぃ
障
害
の
あ
る
も
の
は
義
務
教
育
終
了
後
二
十
歳
に
達
す
る
ま

二
十
歳
未
満
ま
で
）
て
あ
っ
て
父
母
の
で
の
児
童
の
障
害
の
程
度
が
改
正
さ
れ

離
婚
後
父
と
別
れ
て
生
活
し
て
い
る
児
国
民
年
金
法
別
表
二
級
に
相
当
す
る
程

童
、
父
か
死
亡
し
た
児
童
、
父
か
廃
疾
度
の
障
害
を
有
す
る
児
童
も
手
当
の
支

の
状
態
に
あ
る
児
童
、
父
が
一
年
以
上
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

拘
禁
さ
れ
て
い
る
、
又
は
父
が
行
方
不
児
童
扶
養
手
当
の
手
当
を
受
け
る
人
、

明
の
児
童
、
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
ま
た
は
そ
の
人
の
扶
養
義
務
者
の
前
年

れ
て
い
る
児
童
‘
婚
姻
に
よ
ら
な
い
て
の
所
得
か
一
定
限
度
以
上
あ
る
と
き
は

生
ま
れ
た
児
童
や
捨
て
子
、
の
い
ず
れ
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

か
に
該
当
し
て
い
る
児
童
で
す
。
以
上
の
よ
う
に
手
当
の
受
給
資
格
が

支
給
さ
れ
る
手
当
の
月
額
は
、
昭
和
あ
る
方
が
こ
の
手
当
を
受
け
る
た
め
に

四
十
九
年
九
月
分
か
ら
は
、
児
童
一
人
は
、
県
知
事
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

の
場
合
九
千
八
百
円
、
児
童
二
人
の
場
必
要
で
す
。
請
求
手
続
、
提
出
書
類
な

合
一
万
六
百
円
、
児
童
三
人
の
場
合
は
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
に

一
人
に
つ
き
四
百
円
加
算
し
た
額
と
な
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

り
ま
す
。

た
だ
、
母
や
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
が
、
厚
生
年
金
‘
恩
給
ゃ
障
害
福
祉

準
優
勝
田
島

B

ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
大
佐
貫

準
優
勝
矢
島

9

—
ー

1ー
—
ー
ー
ー

1
ー

都
合
に
よ
リ
村
内
史
跡
た
ず
ね
あ
る

記
は
休
み
ま
し
た
。

団
体
戦
準
優
勝

▼
サ
ッ
カ
ー
準
優
勝

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
男
子
）
準
優
勝

邑
楽
館
林
水
泳
大
会

七
月
十
五
日
、
館
林
一
中
で
行
わ
れ

た
邑
楽
館
林
の
中
学
校
水
泳
大
会
で
、

明
中
は
次
の
種
目
に
入
賞
し
ま
し
た
。

0
男
子
▼
二
百
以
背
泳
三
位
今
成

隆
◎
女
子
▼
百
以
背
泳
三
位
原
口
京

子
▼
二
百
以
背
泳
三
位
柿
沼

京
子
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脳
卒
中
に
つ
い
で
死
亡
率
の
高
い
の

が
ガ
ン
で
す
。

と
く
に
三
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
慟
き
盛
り
の
年
令
層
で
は
、
ガ
ン

に
よ
る
死
亡
が
第
一
位
を
占
め
て
お
り
、

社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も
大
き
な
損
失

と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
一
番
多
い
の
仕
胃
ガ
ン
で
、

こ
れ
が
男
女
と
も
ト
ッ
プ
で
す
。
二
位

は
男
性
で
は
肺
ガ
ン
、
女
性
で
は
子
宮

ガ
ン
で
す
。

男
女
と
も
四
十
歳
を
す
ぎ
た
ら
胃
ガ

ン
を
、
女
性
の
場
合
は
三
十
五
歳
を
す

ぎ
た
ら
子
宮
ガ
ン
を
と
く
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

ガ
ン
は
早
く
見
つ
け
、
手
術
や
放
射

線
照
射
な
ど
に
よ
っ
て
病
巣
を
と
り
の

ぞ
け
ば
、
健
康
を
と
り
も
ど
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
と
言
っ
て
も
、
ガ
ン
は
そ

の
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

早
期
に
ガ
ン
を
発
見
す
る
に
は
健
康

診
断
が
第
一
で
す
。
胃
ガ
ン
や
子
宮
ガ

ン
の
死
亡
が
減
少
の
傾
向
に
あ
る
の
は

医
療
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
集
団
検
診
に
よ
る

初
期
の
発
見
が
大
き
な
原
因
に
な
っ
て

事
前
運
動

公
職
選
挙
法
で
は
、
選
挙
運
動
は
ち
、
事
前
の
行
為
ま
で
禁
止
さ
れ
る
も

立
候
補
の
届
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
で
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
け
れ
ば
す
る
こ
と
か
で
き
な
い
と
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
事

さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
行
為
か
と
い
う
と
、
一
般
的
に
は

前
に
行
う
運
動
、
す
な
わ
ち
「
事
前
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

運
動
」
を
行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
①
立
候
補
準
備
行
為

い
ま
す
。
こ
の
趣
旨
は
、
選
挙
運
動
政
党
の
公
認
を
求
め
る
行
為
、
立
候

の
開
始
の
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
に
補
の
瀬
踏
行
為
、
候
補
者
選
考
会
‘

よ
り
、
各
候
補
者
の
選
挙
運
動
の
ス
推
薦
会
の
開
催
、
供
託
物
の
供
託
行

0

タ
ー
ト
を
で
き
る
だ
け
同
時
に
行
い
‘
為
等

一一
無
用
の
競
争
を
避
け
る
た
め
と
い
わ
②
撰
一
挙
運
動
の
準
備
行
為

0

れ
て
い
ま
す
。
選
挙
運
動
費
用
の
調
達
、
選
挙
運
動

一i
事
前
運
動
の
禁
止
は
、
事
前
の
選
員
又
は
労
務
者
の
内
交
渉
、
選
挙
運

一
挙
運
動
の
禁
止
で
あ
る
か
ら
‘
選
挙
動
員
間
の
任
務
の
割
振
り
及
び
仕
事

一
運
動
に
あ
た
ら
な
い
行
為
、
す
な
わ
の
連
絡
、
選
挙
事
務
所
・
演
説
会
場

゜゜ぐ
り
ヽ
9
ヽ
9
9
9
ヽ
り
ヽ
り
ヽ
9
`
t
り
ヽ
り
‘
,
‘
烏
ヽ
り
9
9
`
'
り
令
9
・
ヽ
り
‘
,
`
'
`
t
t
'
‘
9
・
ヽ
り
9

ー
り

9
ヽ
9
ヽ
t
t
り
ヽ
'
`
り
ヽ
9
`
-

早
期
発
見
に
は
健
康
診
断
を

九
月
は
ガ
ン
征
圧
月
間

い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ガ
ン
征
圧
月
間
に
あ
た
り
‘
も
う
一

度
ガ
ン
の
早
期
診
断
の
大
切
さ
を
考
え

て
み
た
い
も
の
で
す
。

ガ
ン
の
危
険
信
号

（
）
内
は
疑
わ
れ
る
ガ
ン

①
胃
の
具
合
か
悪
く
、
食
欲
が
な
く
、

好
み
が
変
わ
っ
た
り
し
な
い
か
。

（
胃
ガ
ン
）

②
お
り
も
の
や
不
正
出
血
は
な
い
か
。

（
子
宮
ガ
ン
）

③
乳
房
の
中
に
シ
コ
リ
は
な
い
か
。

（
乳
ガ
ン
）

④
の
み
込
む
と
き
に
つ
か
え
る
こ
と
は

な
い
か
。
（
食
道
ガ
ン
）

⑤
便
に
血
や
枯
液
か
ま
じ
っ
た
り
し
な

い
か
。
（
大
腸
ガ
ン
・
直
腸
ガ
ン
）

⑥
セ
キ
が
つ
づ
い
た
り
、
タ
ン
に
血
が

ま
じ
っ
た
り
、
声
が
か
す
れ
た
り
し

（
今
月
は
短
歌
で
す
）

灯
を
消
せ
ば
蚊
遣
り
線
香
の
仄
白
し
眠

れ
る
夜
半
よ
雨
音
し
き
り

中
島
あ
い
子

覗
き
見
る
土
牢
に
顕
つ
皇
子
の
影
背
す

じ
に
寒
し
鎌
倉
の
雨

富
塚
富
江

個
性
あ
る
足
の
運
び
よ
雨
光
る
道
ゆ
く

傘
を
遠
く
見
て
を
り

坂
上
千
枝
子

稚
児
か
ひ
く
葵
祭
り
の
牛
車
葉
ざ
し
の

築
地
に
そ
い
て
軋
み
ゆ
く

高
橋
正
枝

ふ
ん
わ
り
と
真
綿
の
よ
う
な
千
切
れ
雲

那
須
深
山
の
夕
立
の
あ
と

細
田
武
子

七
里
浜
見
下
す
松
は
腰
越
の
悲
運
武
将

の
歴
史
を
写
す

文

芸
岡
安 欄
ふ
み

館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

老
眼
鏡
を
三
個
役
場
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
本
村
の
代
表
者
、
新
里
の
久
保
庭

満
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
、
窓
口
ヘ
来
ら

れ
た
人
で
、
老
眼
鏡
を
忘
れ
て
来
た
人

の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
寄
付
さ

れ
た
も
の
で
す
。

な
い
か
。
（
肺
ガ
ン
・
喉
頭
ガ
ン
）

⑦
な
お
り
に
く
い
潰
よ
う
は
な
い
か
。

（
舌
ガ
ン
・
皮
附
ガ
ン
）

⑧
尿
の
出
か
わ
る
か
っ
た
り
、
血
が
ま

じ
っ
た
り
し
な
い
か
。
（
腎
臓

ガ
ン
・
膀
脱
ガ
ン
・
前
立
腺
ガ
ン
）

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
た

だ
ち
に
診
て
も
ら
っ
て
、
ガ
ン
で
な
い

こ
と
を
確
か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
の
健
康
診
断
は
年
一
回
は
必
ず

受
診
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
受
診
し
て
な
い
方
は
、
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
8

月
1
3
日
（
火
）
午
前
1
0
時
i

午
前
1
2
時1
1

明
和
農
協
第
一
事
業

所
午
後

1

時
ー
午
後
3

時
1
1
東

部
児
童
館

結
核
健
康
診
断
の

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

役
場
職
員
を
募
集

▼
受
付
期
間
九
月
一
日
か
ら
九
月

三
十
日
ま
で

▼
事
務
員
＊
採
用
人
員
男
三
名

女
五
名
＊
年
令
及
び
学
歴
高

等
学
校
以
上
の
学
歴
を
有
し
、
年

令
は
二
十
三
オ
以
下
の
者

▼
有
線
放
送
員
＊
採
用
人
員
女

一
名
＊
年
令
及
び
学
歴
二
十

三
オ
以
下
で
学
歴
は
問
わ
な
い
。

▼
保
母
＊
採
用
人
貝
女
三
名

＊
年
令
及
び
資
格
満
四
十
才
未

満
で
保
母
の
資
格
を
有
す
る
者

▼
調
理
士
＊
採
用
人
員
女
一
名

＊
年
令
及
び
資
格
満
五
十
才
未

満
で
調
理
士
の
資
格
を
有
す
る
者

彗こ
本
籍
（
住
所
）

地
番
の
変
更

国
土
調
査
法
に
基
づ
く
登
記
事
務

の
完
了
に
伴
い
、
八
月
一
日
か
ら
新

里
・
中
谷
・
田
島
の
地
番
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。納

涼
祭

納
涼
祭
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
、
お
誘
い
合
せ
の
う
え
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
教
育
委
員
会
・
青
年
団
・

婦
人
学
級

▼
日
時
八
月
十
六
日
午
後
七
時
三

十
分
ー
午
後
十
時
三
十
分

▼
場
所
明
和
中
学
校

交
通
事
故出

張
相
談

▼
日
時
八
月
十
五
日
（
木
）
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
、
村
県
民
税
第
二

期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
二
期
、
個

人
事
業
税
第
一
期
、
利
根
加
用
水
組

合
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び
水
道

使
用
料
で
す
。

集
合
納
税
日

二
十
八
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
九
日
東
部
児
童
館

I
I

斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

I
I

矢
島
公
民
館

▼
8

月
1
4
日
午
前
1
0
時
ー
午
後3

時
（
昼
休
み
の
一
時
間
を
除
く
）1
1

役
場
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▲巨暗を取リ入れる松本さん一家

ぷ
ど
う
園
に

入
る
と
、
プ
ー

ン
と
甘
い
香
り

り＜
が
た
だ
よ
い
‘

づ
み
ご
と
に
実
っ

た
巨
峰
の
房
が

峰
い
っ
ぱ
い
棚
か

巨
ら
垂
れ
下
が
っ

て
い
ま
す
。

た
出
荷
は
、
八

っ
月
下
旬
か
ら
九

の
月
中
旬
ご
ろ
ま

で
が
最
盛
期
。

こ,
"
主
に
東
京
方
面

、
9

に
出
荷
さ
れ
キ

ロ
当
り
五
百
円

か
ら
七
百
円
で

どき
引
き
取
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

一
こ
と
し
の
作

一
柄
に
つ
い
て
大

一
佐
巨
峰
研
究
会

長
の
松
本
功
さ

ん
は
「
雨
が
多

い
た
め
、
あ
ま

り
良
く
あ
り
ま

せ
ん
。
糖
度
は
｀
ま
あ
ま
あ
だ
が
、
実

が
割
れ
た
リ
、
熱
す
の
が
昨
年
よ
リ
遅

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
風
十
四
号
の

風
で
‘
葉
が
い
た
め
つ
け
ら
れ
、
木
が

弱
り
‘
房
に
影
響
が
な
け
れ
ば
よ
い
が

心
配
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

大
輪
の
巨
峰
栽
培
が
行
わ
れ
た
の
は

十
ー
一
年
前
。
当
初
は
、
田
口
宏
一
さ
ん

（
当
時
の
会
長
）
ら
九
名
で
大
輪
巨
峠

研
究
会
を
つ
く
リ
、
ぷ
ど
う
作
り
を
始

め
ま
し
た
。
巨
峠
は
ぷ
ど
う
の
中
の
玉

抹
と
い
わ
れ
、
栽
培
技
術
が
む
ず
か
し

く
、
な
か
な
か
気
に
入
っ
た
も
の
が
で

き
な
く
‘
苦
労
も
多
い
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
苦
雅
に

最盛期むかえ

行発

4

9

1

0

 

7
 

も
耐
え
て
地
域
に
適
し
た
技
術
の
確
立

と
共
同
出
荷
を
続
け
て
｀
実
績
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
会
員
も
一
―
十

1

一
名
に
ふ
え
、
作
付
面
積
も
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
と
ふ
え
、
ど
う
や
ら
、
き
ど
う
に

の
っ
て
き
ま
し
た
。

会
員
は
明
和
の
名
産
に
し
た
い
と
巨

峠
栽
培
の
研
究
に
よ
ね
ん
が
な
く
‘
出

リ
切
っ
て
と
り
（
ん
で
い
ま
す
。

季
節
の
話
題

お
墓
参
り

暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
…
…
二
十
日

は
彼
岸
の
入
リ
、
こ
の
日
を
境
に
残
暑

は
う
す
ら
ぎ
、
秋
の
気
配
は
ぐ
っ
と
澳

く
な
り
ま
す
。
秋
分
の
日
（
―
-
十
三
日
）

は
、
秋
の
彼
岸
の
お
中
日
で
‘
祖
先
を

う
や
ま
い
‘
亡
く
な
っ
た
人
々
を
し
の

ぶ
日
で
す

C

仏
さ
ま
に
お
は
ぎ
を
供
え

た
リ
、
お
墓
参
リ
な
ど
す
る
と
‘
ふ
し

き
と
ご
先
祖
様
を
身
近
か
に
感
じ
ら
れ

る
も
の
で
す
。

よ
し
な
し
ご
と

菜
根
諜
と
い
う
書
物
に

r
寵
辱

驚
か
ず
。
」
と
い
う
句
が
あ
る
。

名
誉
も
恥
辱
も
気
に
か
け
ず
、

庭
先
の
花
が
咲
い
て
は
散
り
、
散

っ
て
は
咲
く
様
子
を
の
ん
ぴ
り
と

眺
め
て
い
る
心
境
だ
と
解
説
し
て

い
る
。

人
に
は
こ
う
し
た
超
越
し
た
心

境
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
さ
ら
に

得
惹
の
時
に
お
ご
り
高
ぷ
ら
ず
、

失
意
の
時
に
落
胆
卑
下
せ
ず
と
い

ぅ
心
構
え
が
望
ま
し
い
。
特
に
公

半
に
た
ず
さ
わ
る
者
の
心
す
ぺ
き

.
、

0

こ
と
カ

'
!
1
1
1
1
,
 __ 'ー

ぅ (r
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投票は花嫁・花ムコを選ぷ気て 鳥場の1まる

選
挙
執
行
日
程

▼
立
候
補
子
定
者
説
明
会
九
月
二
十

十
月
―
―
十
二
日
任
期

満
了
に
伴
う
村
長
選
挙

は
、
八
月
二
十
三
日
に

開
催
さ
れ
た
村
選
挙
管

理
委
員
会
で
、
十
月
二

十
日
に
行
う
こ
と
に
内

定
し
ま
し
た
。

有
権
者
の
み
な
さ
ん

は
‘
候
補
者
の
政
見
、

村
づ
く
り
の
方
策
を
よ

（
き
い
て
、
財
政
の
や

り
く
り
、
公
約
の
実
現

性
、
住
民
の
要
求
に
ど
の
よ
う
に
応
え

る
か
な
ど
検
討
し
て
、
主
権
者
と
し
て

自
党
あ
る
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

明るい村を築く人を選ぼう

村

長
投
票
の
方
法

投
票
日
前
に
入
場
券
が
村
選
管
か
ら

投
票
日

十
月
二
十
日
予
定

四
日
▼
告
示
十
月
十
三
日
▼
立

候
補
届
出
期
間
お
よ
ぴ
受
付
時
間
十

月
十
三
日
か
ら
二
日
間
、
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
▼
投
票
日

十
月
二
十
日

明
る
い
選
挙
を
推
進

村
選
管
と
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

で
は
、
こ
の
選
挙
を
通
じ
て
明
る
い
選

挙
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
フ
ェ
ア
ー
な
選

挙
運
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
呼
ぴ
か
け

ま
す
。

〇
候
補
者
の
皆
さ
ん
へ

金
の
か
か
ら
な
い
明
る
（
き
れ
い
な

選
挙
に
す
る
よ
う
に
努
め
、
ど
ん
な
に

競
争
が
激
し
く
な
っ
て
も
金
や
物
を
流

す
な
ど
不
法
行
為
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

0
有
権
者
の
皆
さ
ん
へ

金
の
か
か
ら
な
い
明
る
い
選
挙
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
金
や
物
な
ど
の

誘
い
な
ど
の
選
挙
悪
に
は
正
面
か
ら
対

決
し
て
追
放
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
何

々
候
補
者
は
、
何
々
を
く
れ
た
な
ど
と

候
補
者
の
ま
え
で
言
っ
て
、
物
等
を
ね

だ
る
よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。
も
し
、
金
や
物
を
配
ら
れ
た

ら
そ
の
場
で
断
わ
り
、
留
守
に
置
い
て

行
か
れ
た
り
な
ど
し
た
ら
、
直
ち
に
選

管
か
警
察
に
届
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

゜

`
r、

選

挙
配
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
入
揚
券
に
書
い

て
あ
る
投
票
所
に
往
け
ば
投
票
で
き
ま

す
。投

票
所
で
は
、
入
場
券
を
①
受
付
係

に
提
出
し
ま
す
。
次
に
②
選
挙
人
名
簿

抄
本
対
照
係
か
ら
入
場
券
の
返
付
を
受

け
、
③
投
票
用
紙
交
付
係
に
行
き
、
入

場
券
を
提
出
し
ま
す
と
、
投
票
用
紙
が

投
票
は
、
投
票
日
に
決
め
ら
れ
た
投

票
所
に
行
っ
て
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、

な
か
に
は
、
あ
い
に
（
社
用
や
私
用
の

た
め
遠
く
へ
出
張
な
ど
し
て
い
て
、
投

票
で
き
な
い
人
や
、
お
産
や
病
気
の
た

め
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、

不
在
者
投
票
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

簡単にできる不在者投票
投票日にどうしても投票所に

行けない人のために．”

交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
‘
④
投
票
記

載
台
に
行
き
‘
投
栗
用
紙
に
候
補
者
の

氏
名
を
書
き
、
そ
の
投
票
用
紙
を
投
粟

箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

選
挙
人
が
身
体
の
故
障
ま
た
は
文
盲

に
よ
っ
て
、
自
ら
候
補
者
の
氏
名
を
書

け
な
い
と
き
、
受
付
け
に
申
し
出
れ
ば

投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
時
間

投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前
七
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

叩
昂
三

嘉
m

ー
瓢

て
投
吉
~
霜
者
設
ー
夏
口
）

し
者

J
う
在

よ
ど
不

き
、
は

芸
峙

ふ
5

ヵ

（
な

び
仕

んえr
 

鞄行旅

す
。不

在
者
投
粟
と
い
う
の
は
、
一
口
に

い
え
ば
、
こ
の
よ
う
に
当
日
都
合
の
悪

い
人
が
、
あ
ら
か
じ
め
投
票
日
前
に
‘

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、
告

示
の
日
（
十
月
十
三
日
予
定
）
か
ら
投

菜
日
の
前
日
(
+
月
十
九
日
）
ま
で
の

間
、
時
闇
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
時
ま
で
で
す
。

手
続
き
は
、
役
場
選
挙
管
理
委
貝
会

ヘ
印
鑑
を
も
っ
て
行
き
、
宣
誓
書
（
用

紙
は
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
内
容
は
き

わ
め
て
簡
単
で
す
。
）
を
提
出
す
れ
ば

そ
の
場
で
す
ぐ
投
票
が
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
‘
業
務
地
ま
た
は
旅
行
先

の
選
管
や
県
選
管
が
指
定
し
た
病
院
に

入
院
し
て
い
る
揚
合
な
ど
は
、
そ
こ
で

投
票
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
｀
役
場
選
管
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
の
確
認
を

九
月
十
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
五

日
間
、
役
場
（
選
挙
管
理
委
員
会
）
で

参
院
選
挙
で
県
表
彰

投
票
成
績
等
が
優
秀
の
た
め

今
回
の
参
院
選
挙
に
関
す
る
県
の
表
の
結
果
、
青
年
層
の
投
票
率
が
飛
躍
的

彰
式
が
八
月
二
十
八
日
、
前
橋
市
の
県
に
向
上
し
た
も
の
で
す
。

民
会
館
で
行
わ
れ
、
村
選
挙
管
理
委
員
●
南
大
島
の
今
成
久
雄
さ
ん
は
、
投
票

会
•
青
年
団
•
そ
れ
に
推
進
委
員
の
今
総
参
加
運
動
推
進
員
と
し
て
、
選
挙
の

成
久
雄
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
重
要
性
を
認
識
し
、
投
票
総
参
加
を
積

し
た
。
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

●
村
選
管
は
、
参
院
選
挙
に
あ
た
り
一
の
選
挙
の
み
な
ら
ず
、
い
つ
の
選
挙
で

致
協
力
し
て
選
挙
の
適
正
な
管
理
と
明
も
投
票
一
番
乗
り
を
続
け
、
昭
和
十
二

る
い
選
挙
の
推
進
に
努
め
ら
れ
、
県
内
年
以
米
こ
れ
ま
で
通
算
四
十
四
回
の
投

で
も
第
四
位
の
優
秀
な
投
票
成
績
を
あ
票
一
番
乗
り
を
樹
立
し
て
き
た
と
の
こ

げ
た
も
の
で
す
。
と
で
す

c

●
青
年
団
（
団
長
・
新
井
重
行
君
）
は
、
こ
の
こ
と
は
、
有
権
者
に
も
大
き
く

投
票
総
参
加
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
影
響
し
、
投
粟
意
識
の
向
上
と
、
投
票

ま
し
た
。
総
参
加
に
率
先
協
力
さ
れ
、
立
派
な
成

特
に
、
青
年
層
の
投
票
へ
の
参
加
が
績
を
あ
げ
た
も
の
で
す
。

詞
悼
叫
汀
闊
口 .c 

ヽヽツ

選
挙
人
名
簿
登
録
者
の
縦
覧
を
行
い
ま

す
。こ

れ
は
、
毎
年
九
月
一
日
現
在
で
満

二
十
年
に
な
っ
た
人
と
村
内
に
住
む
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
三
ヵ
月
以
上
た
っ
た

人
を
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
登
録
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
か
め
て
も
ら
う
制
度
で

す
。

一
度
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
と

転
出
・
死
亡
な
ど
で
選
挙
権
が
な
く
な

ら
な
い
限
り
抹
消
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

村
内
に
転
入
し
て
き
た
方
、
九
月
一

日
現
在
で
満
二
十
年
に
達
し
た
方
は
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。



昭和49年 9 月 10 日 広 報 め い わ 第 156号 '.3)

▲男の最高齢者
下江黒の中村巌三郎さん

明治13年 4 月 16 日生まれの94 歳。

写真を船りに行ったときは、のこぎ

りを使ってスノコを修理していまし

た。この方も若いものには、まけな

いぐらい元気。まき割りや家の回＇）

の掃除をしたり、毎日、風呂をた＜

のが日課。長生きのひけつは毎日、

規則正しい生活をお〈り、 1 日、 1

回入浴することだそうです。

村
長
ら
高
齢
者
慰
問

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
昭
和

四
十
一
年
に
こ
の
日
が
国
民
の
祝
日
と

さ
れ
て
か
ら
、
こ
と
し
で
九
年
目
で
す
。

長
い
間
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た

お
年
寄
り
の
方
々
に
対
す
る
敬
老
思
想

の
普
及
と
、
広
く
国
民
の
方
々
に
老
人

福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
お
年
寄
り
の
方

自
身
も
新
し
く
移
り
変
わ
る
時
代
と
と

も
に
、
生
き
る
意
欲
を
一
層
高
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

村
で
も
十
四
日
に
は
、
村
長
、
民
生
委

員
代
表
ら
が
八
十
土
歳
以
上
の
老
人
を

慰
問
し
、
多
年
に
わ
た
り
、
社
会
の
た
め

に
つ
く
し
て
き
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、

あ
わ
せ
て
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。

こ
の
日
に
行
わ
れ
る
行
事
は
次
の
と

お
り
で
す
。

0
八
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
敬
老
年
金

上
千
円
と
祝
品
と
茶
菓
を

0
九
十
歳
以
上
の
老
人
に
は
敬
老
年
金

土
千
円
と
祝
品
・
茶
菓
の
は
か
、
県
知

半
‘
邑
楽
郡
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

本
村
の
九
十
歳
以
上
の
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

野
本
ひ
し
や
大
輪

9
6歳

村
田
か
ん
大
輪

9
5歳

中
村
巌
二
郎
下
江
黒

9
4歳

小
松
原
佐
源
次
南
大
島

9
3歳

篠
木
米
太
郎
大
佐
貰

9
2歳

昔
は
人
生
土
十
年
と
い
い
、
土
十
歳

に
な
る
と
ボ
ッ
ポ
ッ
隠
居
の
話
も
で
る

年
齢
で
し
た
。

ま
た
、
七
十
歳
を
古
稀
と
い
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
古
稀
で
は
な
く
平
均
寿

命
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
医
学

が
発
達
し
、
公
衆
衛
生
、
環
境
衛
生
が

改
善
さ
れ
た
た
め
と
、
食
生
活
の
向
上

も
大
き
な
影
押
が
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
「
老
人
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
そ

の
人
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま
す
。
一
般
的

に
年
齢
を
単
位
と
し
て
い
わ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
何
歳
か
ら
老
人
と
み
る
か

は
心
身
の
状
態
の
個
人
差
が
大
き
く
い

健
康
診
査
等
を
実
施

老
後
の
心
身
の
健
康
を
保
ち
、
生
活

の
安
定
を
は
か
る
も
の
と
し
て
、
老
人

小
林
む
め
干
津
井

9
1歳

青
山
や
い
下
江
黒

9
1歳

新
井
な
つ
江
口

9
1歳

栗
原
ま
さ
南
大
島

9
1歳

飯
塚
か
ん
江
口

9
0歳

原
口
ひ
で
大
輪

9
0歳

森
尻
菊
蔵
南
大
島

9
0歳

高
瀬
勝
蔵
田
島

9
0歳

な
お
‘
七
十
土
歳
以
上
の
方
に
も
敬

老
年
金
一
一
干
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

邑
楽
郡
内
で
は
、
最
長
特
者
は
邑
楽

町
の
金
井
ち
う
さ
ん
（
明
冶
土
年
）
で

白
二
歳
が
お
り
ま
す
。

ち
が
い
に
定
義
づ
け
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
壮
年
、
青
年
と
く
ら
ぺ
る
な
ら
ば

何
と
い
っ
て
も
老
人
は
、
慰
め
と
い
た

わ
り
を
必
要
と
し
ま
す
。

乗
物
で
席
を
ゆ
ず
る
の
は
簡
単
で
す

し
、
昔
ば
な
し
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
も

い
い
で
し
ょ
う
。

時
代
の
推
移
が
め
ま
ぐ
る
し
い
た
め

に
、
旧
時
代
に
育
っ
た
人
の
目
は
「
近

頃
の
若
い
者
は
…
•
'
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
ょ
う
が
、
し
か
し
「
老
い
て

は
子
に
従
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
よ
う
に
｀
老
い
て
は
子
に
、
そ
し
て

世
流
に
従
う
は
ど
の
妥
協
と
寛
容
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

健
康
診
査
を
無
科
で
行
っ
て
い
ま
す
。

老
人
に
対
す
る
健
康
診
査
は
、
昭
和

―
二
十
九
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

―
二
十
九
年
頃
か
ら
く
ら
ぺ
ま
す
と
、
検

お
と
し
よ
り
の

し
あ
わ
せ
の
た
め
に

▲女の最高齢者
大輪の野本ひしやさん

明治11年 7 月 14 日生まれの96歳。

ちょつと耳が遠くなったが大変元気

ご飯は 3 食とも 1 ぜんだけで、間食

はしなく、身の回りのことは、いっ

さい自分でやっています。長生きの

ひけつは身体を動かすことで、内職

の手伝い（写真）や庭の草取りをし

て、いつも動いているそうです。

査
の
種
類
も
ふ
え
て
い
ま
す
。
現
在
で

は
‘
血
圧
測
定
、
検
尿
‘
血
液
検
査
‘

心
電
図
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
‘

肝
機
能
検
査
‘
胃
検
査
、
リ
ウ
マ
チ
、

神
経
痛
な
ど
の
診
断
を
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
検
査
は
‘
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
冶
療
に
よ
っ
て
老
人
の
健

康
を
守
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

日
ご
ろ
、
自
分
の
か
ら
だ
に
自
信
の

あ
る
人
は
、
と
か
く
健
康
に
無
関
心
に

な
り
が
ち
で
す
。

病
気
の
進
行
を
予
防
す
る
た
め
に
毎

年
老
人
健
康
診
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す

か
ら
｀
機
会
あ
る
ご
と
に
健
康
診
査
を

受
け
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
時
期
は
、
十
月
ご
ろ
で
六
十
五

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

老
人
家
庭
奉
仕
員

老
人
家
庭
奉
仕
員
は
六
十
五
歳
以
上

の
村
民
で
、
心
身
の
障
害
や
病
気
な
ど

に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
を
い
と
な
む
う

え
に
支
障
の
あ
る
方
を
対
象
に
行
う
も

の
で
す
。
食
事
の
世
話
‘
洗
濯
や
掃
除
‘

あ
る
い
は
生
活
、
身
上
相
談
に
も
応
じ

る
な
ど
し
て
、
老
人
家
庭
の
身
の
回
り

独
り
居
の
老
人
に
は

必
ず
声
を
か
け
ま

し
ょ
う

老
人
ク
ラ
ブ

息
子
や
妹
が
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
な

ら
ば
、
老
人
は
老
人
同
志
で
楽
し
み
を

持
と
う
で
は
な
い
か
と
、
い
ま
村
内
に

十
六
の
老
人
ク
ラ
プ
が
つ
く
ら
れ
、
九

百
九
十
八
名
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

各
ク
ラ
プ
ご
と
に
お
と
し
よ
り
自
身

が
企
画
を
た
て
て
、
例
会
を
開
き
‘
話

し
合
い
を
し
た
り
し
、
趣
味
や
教
養
の

向
上
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
分

福
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
（
村
が
六
十
五
歳

以
上
の
方
に
入
場
料
の
半
額
を
補
助
）

に
行
っ
た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
し
て

い
ま
す
。 村

内
に
1
6の

老
後
を
し
あ
わ
せ
に
”
~

敬
老
の
日

とに方は舞 九でし
贈つで村金ま名いて
らい‘内をたーるい

［］『'~｀ピ書魯の方たすいきし以‘
でをはるまりま上現六い療 老；を度週輪原 のの
す慰老六す老すの在年て費老 人~慰訪間ーロ現でお
゜め齢十゜人゜方‘八はの人 め問にがい在す世
‘の五こに ＾村月‘無に 医てし二六さ｀゜話
励た歳の対 五内か昭料対見療いて 1 世さ村 を: ？呈品と 頁は尖喜店：雰と手：固翌：立． : 
ぅ床の金見 十ん施十つ医 ゜人程ー大は も

）け
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中学で水泳大会▲
ビストルの音で威勢よ〈飛ぴ込む。ゴールをめざして一生賢

命泳ぐ選手に声援がとぷ， 中学校では、クラス対抗の水泳大会

を 8 月 29 日に行いました。日ごろの練習の成果を発揮し、各ク

ラスの選手が力泳。途中で疲れて休む者もいたが、最後まで泳

ぎ明中健児の志気をみせていました。

字

早
く
も
稲
刈
り
◄

ニ
ュ
ー
ス

小学六年生がキャンプ▲

村内の小学校 6 年生を対象に正しいキャンプ生活ができるように

というねらいで、 8 月 8 、 9 日児童館の庭でキャンプを行いました。

参加者34名は役場の係員からテントの曲リ方など説明をうけた後、

5 班にわかれてテントを設営。夕飯にはカレーライスをつくって、

舌づつみをうち、そして、このあとキャンプファイヤーを行い、歌

ったり、フォークダンスをして楽し〈過ごしていました。

須賀の神谷高幸さん方では、早期栽培の稲刈りを早〈も 8 月 30 日

に始めました。

「品種は盟錦で、できは例年なみ。昨年より天候が悪いのでい〈

日か遅い稲刈り」と神谷さんは話していました。

中型のコンバインが次々と稲を刈りとり、一方の口からワラが飛

ぴ出し、一方の口からモミが出て、袋へ納まっていました。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
は
、
九
月

二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
日
間

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

今
回
の
運
動
は
、
歩
行
者
、
自
転
車

利
用
者
の
事
故
防
止
、
特
に
幼
児
お
よ

ぴ
小
学
校
児
童
と
老
人
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
こ
と
を
重
点
と
し
て
、
次
の
こ

と
を
中
心
に
交
通
事
故
対
策
を
微
底
し

て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ス
コ
ッ
チ
ラ
イ
ト
を

自
転
車
に
は
っ
て

交
通
安
全

村
で
は
交
通
安
全
期
間
中
、
自
転
車

を
守
る
ス
コ
ッ
チ
ラ
イ
ト
運
動
を
推
進

し
ま
す
。

自
転
車
に
ス
コ
ゾ
チ
ラ
イ
ト
（
反
射

テ
ー
プ
）
を
は
る
こ
と
に
よ
り
｀
自
転

単
利
用
者
み
ず
か
ら
が
交
通
安
全
惹
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、
夜
間
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
自
転
車
を
早
く
発
見
し
、
安
全

運
転
が
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
夜
間
に

お
け
る
自
転
車
事
故
防
止
を
図
る
も
の

で
す
。

ス
コ
ッ
チ
ラ
イ
ト
を
自
転
卓
に
は
っ

て
お
け
ば
、
自
動
車
の
運
転
車
は
、
は

る
か
手
前
か
ら
あ
な
た
の
自
転
車
が
わ

か
り
ま
す
。
ス
コ
ッ
チ
ラ
イ
ト
を
は
っ

て
大
事
な
あ
な
た
の
か
ら
だ
を
交
通
事

故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

ス
コ
ッ
チ
ラ
イ
ト
の
価
格
は
、
自
転

車
一
台
分

(
h枚
一
紐
）
約
七
十
円
ぐ

ら
い
で
す
。
希
望
者
は
役
楊
総
務
課
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
、
生
活
道
路
網
対
策
の
推
進

ー
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
対
苗
£
を
．
は
じ
め

~
 

~. 
と
し
て
、
地
域
を
単
位
と
す
る
生
活

道
跨
対
策
の
実
施
を
推
進
す
る
。

口
自
転
車
の
安
全
な
利
用
を
図
る
た

め
の
道
路
交
通
環
境
の
整
備
を
促
進

す
る
。

二
、
交
通
安
全
教
育
の
充
実

日
こ
ど
も
と
老
人
の
安
全
な
歩
行
と

, 
｢
 
3
 

自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て
、

家
族
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育

を
徹
底
す
る
。

口
運
転
者
と
そ
の
雇
主
等
に
対
し
‘

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
、
特
に
こ
ど

も
と
老
人
を
守
る
こ
と
を
重
点
に
交

通
安
全
の
た
め
の
指
導
を
微
底
す
る
。

こ
の
運
動
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
に
は
、
小
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
・

P
T
A

お
よ
ぴ
地
域
の
み
な
さ
ん
が
一

体
と
な
っ
て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

•, l • 9 9 • 9 9 • 9 9 • 9 9 • 9 9 • 9 9 •, 9 • 9 9 • 9 

庭しれい み車こ望答 くま あつりば変問
かかるな道取され家 みうくりてまいこ
らしこど路るれを庭し 取のみま処すにまし
申‘とのがした館を尿 りか収す理゜なつ尿
し盆は場狭〈卓林役処 が o I) ゜すしりての
込暮な合くみヵ＜衛場理 でまが るか‘い〈
みのいをてと週生では きたど こた用まみ
が間と除大、な二施受｀ な‘う とな便す取し
誓應舟：;墨；二乱打よ も［と も羞累 1史。：，尿

ぢ：；：i：:/]]]]:肩; :まま考i[ :き;•{f I 
ローく施も う前すてるんま‘てど大卓はま
六だ設遅 にに゜かこでせ申しう型が‘す
ニさ組れ し‘今らとくんしまし卓入お゜
叫い合る て余後申でf：：：の込いてだれそ
番゜によ く裕はしすさでも、まもけなら
一 直う だを‘込がし、。‘とす。あ配いく

九
月
二
十
一
H

か
ら
三
十
H

ま
で
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さ
き
の
通
常
国
会
で
国
民
年
金
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
福
祉
年
金
の
年
金

額
の
引
上
げ
等
の
改
善
が
は
か
ら
れ
ま

し
た
。な

お
、
年
金
額
の
引
上
げ
は
、
当
初

本
年
十
月
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

物
価
高
騰
が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
実
施

の
時
期
を
一
ヵ
月
く
り
あ
げ
て
九
月
か

古
墳
と
は
何
か
。
古
墳
と
は
人
を

葬
っ
た
昔
の
墓
で
あ
る
。
葬
と
い
う

字
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
草
の
上
に

台
に
の
せ
た
死
者
を
お
い
て
、
そ
の

上
に
草
を
か
ぷ
せ
る
意
味
の
文
字
で

あ
る
。そ

れ
は
死
者
を
遺
棄
し
た
り
、
川

や
海
に
流
し
た
り
、
烏
獣
の
え
じ
き

に
し
た
古
代
と
ち
が
っ
て
‘
よ
ほ
ど

文
化
が
進
歩
し
て
、
死
者
を
て
い
ね

い
に
あ
っ
か
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
。
墓
と
い
う
字
は
丘
だ
と
い

う
。
墓
は
音
を
し
め
し
日
暮
を
あ
ら

わ
す
。
つ
ま
り
新
し
い
盛
土
の
丘
の

上
に
夕
闇
が
静
か
に
せ
ま
っ
て
く
る

意
味
の
文
字
で
あ
る
。
墳
も
音
を
あ

ら
わ
し
、
墳
は
商
い
丘
の
上
に
あ
る

募
と
さ
れ
て
い
る
。
と
も
か
く
古
墳

と
は
昔
の
人
を
葬
っ
た
小
高
い
墓
で

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

群
馬
県
は
昔
は
毛
の
国
｀
上
毛
（
か

み
づ
け
）
‘
上
野
（
こ
う
づ
i
t
)
と
も

よ
ば
れ
た
が
早
く
か
ら
開
け
古
墳

が
多
く
大
小
さ
ま
ざ
ま
約
一
カ
と
い

村
内
史
跡
た
ず
ね
あ
る
記

明
和
村
の
古
墳

ら
引
上
げ
る
こ
と
に
さ
れ
ま
し
た
。

①
年
金
額
の
引
上
げ
（
九
月
か
ら
実
施
）

図
表
一
の
と
お
り

②
所
得
制
限
の
緩
和
（
五
月
か
ら
実
施
）

•
本
人
所
得
制
限

・
老
齢
福
祉
年
金
・
障
害
福
祉
年
金
・

老
齢
特
別
給
付
金
受
給
者
に
つ
い
て

は
扶
養
親
族
一
人
の
場
合
で
上
十
九

わ
れ
て
、
近
畿
・
北
九
州
・
中
国
地
方

の
一
部
と
か
た
を
な
ら
ぺ
る
ほ
ど
で
あ

る
。わ

が
明
和
村
で
も
、
現
在
あ
き
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
古
墳
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。▼

斗
合
田
古
墳
群

①
稲
荷
塚
古
墳
（
円
墳
）

昭
和
―
一
十
八
年
群
大
の
尾
崎
教
授

に
よ
っ
て
発
掘
、
丘
部
は
失
わ
れ
た

が
稲
荷
神
社
の
祠
（
や
し
ろ
）
が
あ

る
。
角
閃
石
‘
安
山
岩
削
石
、
両
袖

形
横
穴
石
至
、
南
北
十
八

M
、
東
西

九
以
｀
高
さ
一
＂
り

②
愛
宕
塚
古
墳
（
円
墳
）

石
棺
露
出
、
直
径
十
＂
竺
高
さ
―
―

"
i
昭
和
四
十
六
年
七
月
一
日
発
見

薬
王
寺
境
内
・

③
富
士
嶽
古
墳
（
前
方
後
円
墳
）

直
径
三
十
い
高
さ
十
＂
ぃ

江
黒
の
地
に
は
、
そ
の
ほ
か
古
墳

群
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
大
部
分

は
破
か
い
さ
れ
て
原
形
を
失
っ
た
も

の
と
考
え
る
。

斗
合
田
の
前
方
後
円
墳
は
中
期
後
半

の
も
の
で
、
こ
の
地
方
の
豪
族
の
墳
墓

と
思
わ
れ
る
。
い
づ
れ
も
横
穴
式
の
石

室
で
埴
輪
も
な
く
副
葬
品
も
少
な
い
と

思
わ
れ
る
。

d

一
ヵ
月
く
り
あ
げ
て
九
月
か
ら

福
祉
年
金
が
引
上
げ

（第14回）

h

八
干
円
（
従
前
土
十
二
万
円
）

・
母
子
福
祉
年
金
受
給
者
に
つ
い
て

は
扶
養
親
族
三
人
の
場
合
で
百
九
十

ガ
干
円
（
従
前
白
六
十
二
万
四
干
円
）

拿
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
所
得
制
限
は

扶
養
親
族
土
人
の
場
合
で
六
百
十
七
万

土
千
円
（
従
前
五
白
四
十
七
万
円
）

③
普
通
扶
助
料
と
の
併
袷
制
限
の
緩
和

（
九
月
か
ら
実
施
）

十
六
万
円
（
現
行
十
万
円
）

④
拠
出
制
国
民
年
金
の
年
金
額
引
上
げ

（
九
月
か
ら
実
施
）

図
表
二
の
と
お
リ
。

昨
年
の
国
民
年
金
法
の
改
正
で
‘
拠

出
制
国
民
年
金
の
年
金
額
の
自
動
改
定

長
良
神
社
の
北
方
、
後
円
部
の
中

央
丘
に
富
士
嶽
神
社
を
ま
つ
る
。

南
北
三
十
討
高
さ
八
＂
ぃ

④
薬
王
寺
古
墳
（
前
方
後
円
墳
）

薬
王
寺
裏
山
東
西
二
十
五
訂

南
北
十
七
以
高
さ
三
以
昭
和
四

十
六
年
七
月
一
日
発
見

▼
江
黒
古
墳
群

①
江
黒
古
墳
（
円
墳
）

措
置
（
ス
ラ
イ
ド
制
）
が
‘
と
り
入
れ

ら
れ
ま
し
た
が
｀
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本

年
七
月
一
日
に
政
令
が
公
布
さ
れ
、
本

年
九
月
か
ら
年
金
額
が
一
六
・
一
％
引

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
措
置
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
平
均
の

全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
昭
和
四
十
七

年
度
に
比
べ
て
、
一
六
・
一
％
上
昇
し

た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

な
お
、
今
回
の
政
令
で
は
、
母
子
・

準
母
子
お
よ
ぴ
遣
児
年
金
の
額
に
加
算

さ
れ
る
額
と
付
加
年
金
に
つ
い
て
は
、

ス
ラ
イ
ド
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。昭

和
―
―
十
八
年
、
群
大
の
尾
崎
教

授
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
稲
荷
塚
古

墳
は
両
袖
形
横
穴
式
石
室
で
副
葬
品

も
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
斗
合

田
に
お
け
る
他
の
古
墳
や
江
黒
古
墳

も
同
様
で
円
墳
は
い
ず
れ
も
後
期
の

も
の
と
判
断
し
た
い
。

こ
う
し
た
華
や
か
な
古
墳
時
代
も

仏
教
の
伝
来
と
そ
の
普
及
に
よ
っ
て
、

寺
院
建
築
へ
と
発
展
し
、
現
在
の
よ

う
な
土
葬
、
火
葬
へ
と
移
っ
て
い
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
．

古
墳
は
文
化
財
と
し
て
我
重
な
も

の
で
あ
り
、
一
度
破
壊
さ
れ
た
ら
再

冗
は
で
き
な
い
。
日
毎
に
土
地
開
発

の
進
む
現
在
、
こ
れ
が
保
存
に
つ
い

て
、
村
民
の
ご
協
力
を
頷
っ
て
．
や
ま

な
い
。
古
墳
の
研
究
は
考
古
学
者
の

間
で
も
色
々
の
意
見
が
あ
り
‘
結
論

の
出
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。
明
和

村
古
墳
に
つ
い
て
の
こ
の
発
表
が
独

断
的
に
な
っ
た
こ
と
を
恐
れ
る
も
の

で
あ
る
。

（
奈
良
教
育
長
記
）

9

月

1
6
H頃
招
集

定
例
村
議
会

明
和
村
議
会
は
九
月
定
例
会
を
十
八

日
ご
ろ
招
集
し
、
会
期
三
、
四
日
の
予

定
で
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
る
見
込
み

で
す
。

＊
大
字
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

•
役
場
の
位
置
条
例
の
一
部
改
正
案

拿
公
告
式
条
例
の
一
部
改
正
案

＊
教
育
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

拿
一
般
会
計
補
正
子
算
案

＊
水
道
会
計
決
算

＊
炭
業
共
済
会
計
決
算

拿
そ
の
他
数
件

舗
装
さ
れ
る
村
道

田
島
ー
江
口
線

村
道
が
舗
装
さ
れ
ま
す
。
田
島
の
新

井
消
さ
ん
宅
の
南
か
ら
江
口
の
邑
楽
用

水
に
つ
き
あ
た
る
ま
で
の
三
百
五
十
一

"
い
を
幅
貝
上
い
に
舗
装
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
舗
装
工
事
の
競
争
入
札
が
指
名

業
者
に
よ
っ
て
八
月
二
十
七
日
、
役
楊

図表 1 （月額）

区 分 現 行 改定後

老齢福祉年金 5,000 円 7,500円

隙害福祉年金
II 1 級 7,500円 11,300 
II 2 級 5,000 7,500 

母子福祉年金 6,500 円 9,800円

老齢特別給付金 4,000 円 5,500円

で
行
わ
れ
、
三
百
七
十
万
円
で
渡
辺
建

設
に
落
札
し
ま
し
た
。

工
事
は
八
月
―
―
十
八
日
か
ら
箔
エ
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
完
成
は
十
月
三
十
日

の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
は
、
昭
和
四
十
八
年
十

月
一
日
か
ら
全
国
的
に
写
真
免
許
証
に

な
り
ま
し
た
。

本
県
で
は
現
在
運
転
免
許
課
に
お
い

て
新
た
に
試
験
に
合
格
し
た
者
に
つ
い

て
、
カ
ラ
ー
写
真
を
作
成
し
て
交
付
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
の
十
月
一
日
か

ら
館
林
抒
察
署
で
も
原
付
、
小
型
特
殊

免
許
試
験
の
合
格
者
お
よ
び
免
許
証
の

更
新
、
再
交
付
申
請
者
に
つ
い
て
も
力

ラ
ー
免
許
証
を
作
成
し
て
交
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

カ
ラ
ー
免
許
証
に
な
っ
て
も
免
許
試

験
の
方
法
や
更
新
‘
再
交
付
申
請
の
楊

所
、
手
続
き
‘
手
数
料
等
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
変
り
ま
せ
ん
。

図表 2

区 分 現 行 改定後

迄爵［ロ[ 月円 月 円

• ｷ 255 I金金；食は を
12,500 14,512 
8,000 9,288 
20,000 23,220 

糸内 した 合

障害年金・ 1悶 25,000 29,025 
. 2 20,000 23,220 

母遺子児、年準金母子、 20,000 23,220 

（月額）

自
動
車
運
転

免
許
証
カ
ラ
ー
化

沿
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る｢h-

納
涼
祭
が
八
月
1
'

ハ
H

、
中
学
校
校

庭
で
‘
婦
人
学
級
，

9

I
J
年
団
の
共
催
で

行
わ
れ
、
約
l
L
白
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

や
ぐ
ら
の
卜
で
は
、
卜
州
名
物
の
ハ

木
5
即
や
明
和
‘
"
1
1
叫
な
ど
、
故
勢
の
い
い

合
叫
を
ひ
び
か
せ
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

涼
を
し
と
め
て
き
た
ど
若
男
女
が
色
と

リ
ど
リ
の
浴
衣
姿
で
、
や
ぐ
ら
の
回
リ

に
四
爪
に
も
佑
を
つ
く
っ
て
盆
踊
リ
を

行
い
‘
井
さ
を
忘
れ
て
文
の
夜
の
ひ
と

と
き
を
未
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た

C

砲
丸
投
げ
で

県
一
位

中
＝
＿
の
石
川
清
君

八
H

J
L
日
か
ら
土
日
間
、
前
低
で
行

わ
れ
た
県
中
学
総
合
体
有
大
会
に
明
和

中
学
校
か
ら
砲
丸
投
げ
に
出
場
し
た
石

川
消
君
（
中
ニ
・
矢
品
）
は
、
十
i
二M

卜
七
←
，
の
記
録
で
、
．
一
位
に
三
十
八
｛
，

群馬県
警察官募集

▼
受
付
期
間
几
月
二

日
か
ら
九
月
二
十
五

H

ま
で
。

▼
経
集
予
定
人
貝
男

＋
約
白
九
十
名
、
婦

人
約
―
―
十
名
。
‘

▼
受
験
貨
格

0
男
千
．
舒
察
官

A
は
大
学
卒
集
者
ま

·
'
`
`
9
1
§
‘
,
‘
§
9
§
.
`
.
9
ー
、
ヽ
ヽ
9
1
`
‘
§
‘
`
‘
§
‘
`
`

心
亀
瓜

'
9
I
I
`
.
I
§
'
§
烏
｀
‘
｀
`
‘
、
`
‘
§
`
‘
:
'
,
a
h
"
'
`
.
I
`
`
も
.
t
_

-

ｷ

 

一
実
施
）
口
述
試
験
・
作
文
試
験
一

·
役
場
職
員
を
募
集
ー

一
▼
試
験
日
及
ぴ
場
所
＊
第
一
次
試
一

一
受
付
九
月
三
十

H

ま
で
身
体
検
査
一

゜今

9

米
年
四
月
以
降
採
用
の
村
職
員
の
問
い
ま
せ
ん

C

＊
保
母
満
囮
十
淑
験
十
月
二
十
日
（
日
）
県
立
前
一

L
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
未
満
で
保
母
の
衣
格
を
有
す
る
名
又
橋
商
北
高
等
学
校
＊
第
一
次
試
一

一
▼
採
用
予
定
人
員
及
び
職
務
内
容
は
米
年
三
月
二
十
：

H
ま
で
に
保
母
験
十
一
月
下
旬
ー

0

＊
半
務
員
男
一
＿
名
・
女
二
名
の
な
格
を
有
す
る
も
'
.
＊
調
理
上
▼
給
与
高
校
卒
で
六
カ
八
白
円
。
｛

一
＊
有
線
放
送
員
女
．
名
＊
保
満
れ
卜
＂
成
未
心
で
調
埋
土
の
衣
格
を
但
し
保
母
に
つ
い
て
は

1ハ
h

七
f
­

·
母
女
二
名
＊
調
査
士
女
一

1
1す
る
者
又
は
米
年
二
月
―
二
十
ご
口
八
白
円
。
一

一·
名
ま
で
に
調
理
上
の
貨
格
を
有
す
る
f
i

c

▼
受
付
期
間
九
月
一
日
か
ら
九
月
—

_

_

 

一
▼
受
験
資
格
＊
串
務
及
び
有
線
放
▼
試
験
の
方
法
＊
第
一
次
試
験
（
事
一
二
十
日
ま
で
（
平
日
は
午
前
・
八
時
一

一
送
員
昭
和
一
十
六
年
四
月
一
日
務
員
だ
け
実
施
）
公
務
員
と
し
て
必
―
二
十
分
か
ら
午
後
上
時
ま
で
、
土

゜

一
か
ら
昭
和
二
十
．
一
年
四
月
．
日
ま
要
な
一
般
的
教
査
に
つ
い
て
高
寺
学
躍
日
は
正
午
ま
で
）

9

ｷ
 

一
で
に
生
れ
た
者
又
は
米
春
商
等
学
校
卒
染
程
度
の
択
ー
式
箪
記
試
験
▼
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
役
揚
総

9

i
校
を
卒
業
見
込
み
の
者
。
学
歴
は
＊
第
二
次
試
験
（
全
職
種
に
つ
い
て
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

9

ｷ
 

0、
t
'
9
9
ヽ
9
9
9
ヽ
9
9
9
9
り
ヽ
9
9
9
9
り
ヽ
9
9
9
,
t
'
‘
,
‘
り
ヽ
9
9
り
ヽ
9
1
り
9
‘
,
t
'
‘
t
t
'
,
t
t
t
t

'
h
1
,
L

納
涼
祭
に
ぎ
わ
う

浴
衣
姿
で
盆
踊
り

▲石川清君

匁
ハ
を
つ
け
て
．
み
ご
と
佼
勝
し
ま
し

.-ｷ-

f
 

わ
川
君
は
三
種
競
技
で
も
L
i
l
ぷ
で
ー
ニ
位

に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
‘
ま
た
、
郡
大

会
て
も
砲
丸
投
げ
は
も
ち
ろ
ん
、
走
紺

跳
ぴ
で
も
入
貨
す
る
な
ど
ス
ホ
ー
ツ
は

万
能
な
少

l

で
す

た
は
米
年

1
H
卒
菓
見
込
み
の
者

．
咋
察
官
B

は
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
，

・
年
令
は
い
ず
れ
も
昭
和
二
十
．
元
年

四
H

．
一
日
か
ら
昭
和
二
十
i
一
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

0

・
身
L
t

は
“
し
ハ
十
セ
ン
チ
＂
ぃ
以
上

.. 

0
女
チ
・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

.. 

・
年
令
は
昭
和
．
一
十
囮
年
四
月
一
一
日

か
ら
昭
和
i
ニ
ー
ニ
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
者
。
・
身
仕
は
白
土
十
九

セ
ン
チ
＂
口
以
上
。

詳
し
い
こ
と
は
、
館
林
笞
察
署
に
お

閲
い
合
せ
く
だ
さ
い

e

電
話
は
（
館
林
）

．
一
ー
ニ
ニ
七
一C

（
館
林
笞
察
署
）

’
~
i
「
'
.

人
幸
化
成
棘
（
社
長
1
1

森
旧
重
雄
さ

ん
）
は
‘
少
年
野
詠
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
作

っ
て
く
だ
さ
い
と
、
こ
ど
も
会
に
金
卜

h

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た

u

文
芸

（
今
月
は
俳
句
で
す
）

佐
渡
の
旅
郷
愁
そ
そ
る
合
歓
の
花

木
ん
岡
常

f
f
、

枝
豆
に
ピ
ー
ル
を
提
げ
て
友
米
た
る

林
秀
峠

耶
馬
淡
に
一
悼
の
雨
降
り
し
き
る

安
見
あ
っ
＋

敬
老
の
H

と
て
孫
達
祝
ひ
呉
れ

肯
木
光
子

階
高
し
秋
風
渡
る
札
所
寺

高
瀬
依
根
＋

` 
野
を
渡
る
風
の
さ
さ
や
く
秋
の
声

北
島
若
水

台
風
や
十
六
七
の
ア
ペ
ッ
ク
型田

口
春
栄

た
い
ら
か
に
く
る
ぶ
し
秋
の
蚊
を
の
が

す
吉
田
正
義

欄

成
人
病
検
診
を

受
け
よ
う

I
I
"

成
人
柄
は
、
中
年
以
降
に
急
恥
し

社
会
的
に
重
要
な
年
齢
層
で
｀
家
庭

に
あ
っ
て
は
大
黒
柱
と
い
う
ぺ
き
人

を
お
そ
う
の
で
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す

C

あ
な
た
も
こ
の

機
会
に
循
環
器
系
の
検
診
を
う
け
ま

し
ょ
‘
ー
．
料
金
は
無
料
で
す.. 

▼
対
絞
4
0
歳
1
6
4
歳
ま
で
の
者

▼
H

及
ぴ
場
所

9
H
I
O
H

東
部
児
童
館

1
0
月2
2
H
農
協
第
一
上
慕
所

1
0
月
3
1
日
没
楊

▼
検
診
時
間
午
後
一
時
か
ら
午
後

二
時
．
二
十
分
ま
で
。

献
血
に
ご
協
力
を

大
け
が
や
大
手
術
の
際
に
は
、
ど

う
し
て
も
失
な
わ
れ
た
血
液
を
補
わ

な
け
れ
ば
、
生
命
の
営
み
は
止
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
仁
な
リ
ま
す
。
献
血

で
病
人
の
生
命
を
救
う
こ
と
こ
そ
、

人
と
人
と
の
血
の
か
よ
う
助
け
合
い

で
あ
り
ま
す
。
愛
の
献
血
に
ご
協
力

を
し
て
く
だ
さ
い
。

献
血
の
希
望
申
込
み
を
し
な
か
っ

た
方
で
も
採
血
を
い
た
し
ま
す
。

▼
楊
所
役
揚
▼
日
時
九
月
＋

七
日
午
前
十
時
1

午
後
i
二
時
▼
献

血
で
き
る
方
満
十
六
歳
以
上
六
十

四
淑
ま
で
で
、
体
重
は
男
子
囮
十
＋

1

キ
ロ
以
上
、
女
＋
は
四
十
キ
ロ
以
上

社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

参
加
者
募
集

▼
主
催
青
年
団
▼
期
日
毎
月

水
柑
日
（
十
月
1

十
二
月
）
▼
楊

所
村
武
道
館
▼
時
刻
午
後
八

時
1

午
後
十
時
▼
種
類
プ
ル
ー

ス
・
ワ
ル
ツ
・
マ
ン
ポ
・
ジ
ル
パ

▼
資
格
村
民
で
初
心
者
に
限
る

▼
会
費
一
人
五
百
円
▼
講
師

関
束
短
大
社
交
ダ
ン
ス
部

O
B

▼

募
集
人
貝
男
女
共
二
＿
十
名
▼
締

切
リ
先
着
三
十
名
に
て
締
切
り

▼
申
込
み
教
育
委
員
会
事
務
局

各
種
検
診

H

▼
乳
児
検
診

1
2日
（
第
．
一
木
濯
日
）

▼
妊
婦
検
診

1
9日
（
第
．
―
-
木
園
日
）

▼
育
児
相
談
都
合
に
よ
り
中
止

い
ず
れ
も
役
楊
で
行
わ
れ
、
受
付

は
当
日
の
午
後
•
時
か
ら
午
後
―
一
時

ま
で
で
す
。今

月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
‘
固
定
資
産
税
第

三
期
、
国
民
年
金
第
二
期
、
明
和
土

地
改
良
区
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及

ぴ
水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
税
日

二
十
六
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
七
日
東
部
児
童
館

＂
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
島
公
民
館

）屁
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村
長
選
挙
が
あ
る
こ
と
は
、
九
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
九
月
二
十

七
日
開
か
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会
で
選

挙
日
程
を
き
め
、
十
月
十
三
日
が
告
示
、

十
月
二
十
日
が
投
票
日
と
決
ま
り
ま
し

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
各
地
で
運
動
会

が
た
け
な
わ
ー
。
村
内
で
も
九
月

二
十
六
日
西
小
、
二
十
九
日
東
小
、

十
月
五
日
明
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

友
達
や
父
兄
の
声
援
を
背
に
一
生

懸
命
ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
て
力
走
す
る

児
童
•
生
徒
。
部
落
対
抗
と
も
な
る

と
、
身
を
の
り
出
し
て
の
声
援
に
選

手
は
大
は
り
き
り
で
走
り
ま
す
。

昼
食
に
は
、
お
母
さ
ん
の
作
っ
た

お
寿
司
や
お
に
ぎ
り
の
弁
当
に
舌
つ

づ
み
。

そ
し
て
、
単
走
・
リ
レ
ー
・
ダ
ン
ス
・

紅
臼
玉
入
れ
な
ど
を
行
い
、
一
日
、

楽
し
く
過
し
て
い
ま
し
た
。

西小学校で

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

小
中
学
校
で
運
動
会

た
。こ

ん
ど
の
選
挙
は
、
村
政
を
四
年
間

ま
か
す
大
切
な
も
の
で
、
み
な
さ
ん
に

も
っ
と
も
身
近
で
影
響
の
あ
る
も
の
で

す
。村

長
の
役
目
は
、
住
民
の
意
見
を
よ

く
聞
い
て
、
ど
う
し
た
ら
住
民
が
し
あ

わ
せ
に
な
る
か
と
、
村
政
を
進
め
住
民

の
生
活
福
祉
の
向
上
を
そ
の
中
心
に
す

え
る
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
基
準
に
お

き
、
候
補
者
の
政
策
、
公
約
の
実
現
性
、

住
民
の
要
望
に
ど
の
よ
う
に
応
え
る
か

な
ど
を
考
え
、
良
識
に
よ
っ
て
正
し
い

審
判
を
投
票
に
あ
ら
わ
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
選
挙
の
関
連
記
事
は
、
二
面
に

掲
載
し
ま
し
た
。
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、

9
.
/
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よ
し
な
し
ご
と

親
が
子
を
愛
す
る
。
い
つ
く
し
み

可
愛
が
る
。
子
が
親
を
し
た
い
孝
養

す
る
。
こ
う
し
た
親
子
の
関
係
は
本

来
と
や
か
く
い
う
も
の
で
は
な
く
、

い
わ
ば
理
外
の
理
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
ど
ん
な
親
、
ど
ん
な
子

で
あ
っ
て
も
親
子
で
あ
り
、
他
人
で

な
い
。
親
子
の
愛
情
は
自
然
で
あ
り
、

本
能
的
な
も
の
で
あ
る
。

昨
今
、
親
が
子
を
虐
待
し
た
り
、

子
が
親
を
虐
待
す
る
不
記
文
5者
が
で

る
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
親
子
と

も
本
来
の
原
点
に
立
っ
て
考
え
る
必

要
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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冒産捌瓢冒

10月 20 日
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三
千
七
十
三
万
円
追
加

第
四
回
定
例
村
議
会
は
、
九
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
会
期
四
日
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は

0

高
額
療
養
費
支
給
制
度
の
発
足
‘
®
保
健
課
と
水
道
課
の
増
設
、
®
指
定
野
菜
近
代
化
事
業
や
保
育
園
費
な
ど
で
三

千
七
十
三
万
円
の
追
加
、

O
西
保
育
園
新
築
工
事
請
負
契
約
‘
®
教
育
委
員
に
藤
野
馨
さ
ん
の
再
任
の
件
‘
®
水
道

会
計
及
び
農
業
共
済
会
計
の
決
算
‘
®
そ
の
他
五
件
の
計
十
二
議
案
か
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
，
＇

ま
た
最
終
日
に
は
、
一
般
質
問
十
件
が
行
わ
れ
、
そ
れ
そ
れ
村
長
が
笞
弁
し
ま
し
た
。

超
過
額
を公費

で
支
給

♦
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

高
額
医
療
制
度
を
と
り
入
れ
、
こ
れ

を
十
月
一
日
か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
本
人
の
一
部
負

担
金
ま
た
は
療
養
費
払
い
を
し
た
と
き
、

本
人
の
負
担
に
相
当
す
る
額
が
三
万
円

を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
過
額
を
高

額
医
療
費
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
が

支
給
す
る
も
の
で
す
。

◆
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

現
在
の
住
民
課
と
建
設
課
を
分
課
し

て
、
保
健
課
と
水
道
課
の
二
課
を
増
設

し
、
業
務
の
円
滑
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
一
層
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

三
千
七
十
三
万
円
を
追
加
し
て
、
予

算
総
額
は
五
億
五
千
八
百
二
十
二
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

主
な
追
加
は
、
農
業
振
興
に
一
千
七

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

九
月
三
十
日
、
教
育
委
員
を
任
期
満

了
と
な
る
藤
野
馨
さ
ん
を
再
任
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
え
ま
し
た
。

◆
福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
設

定十
月
一
日
か
ら
母
子
家
庭
の
母
と
子

に
対
し
医
療
費
の
公
費
負
担
を
実
施
す

教
員
委
員
に

藤
野
馨
さ
ん

白
四
十
一
ガ
円
、
総
務
費
頁
二
十
五
万

円
、
教
育
費
百
三
十
五
ガ
円
な
ど
。

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
指
定
野
菜

近
代
化
事
業
と
し
て
、
千
江
田
農
協
が

建
設
す
る
集
出
荷
所
及
び
機
械
施
設
に

対
す
る
補
助
金
で
す
。

保
育
園
費
に
つ
い
て
は
、
外
構
工
事

に
百
五
十
五
万
円
、
敷
地
代
に
七
百
九

万
円
、
そ
の
ほ
か
諸
経
費
な
ど
。

◆
西
保
育
園
新
築
工
事
請
負
契
約

九
月
十
七
日
、
指
名
競
争
入
札
し
た

西
保
育
園
の
新
築
工
事
に
つ
い
て
、
本

村
の
荒
井
建
設
昧
に
三
千
三
百
五
万
円

で
落
札
し
、
こ
の
請
負
契
約
を
す
る
ご

と
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
え
ま
し
た
。

〔
資
本
的
収
支
〗

収
入
は
四
千
八
百
十
六
万
円
で

保
健
課
と

水
道
課
を
増
設

る
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
従
米
よ
り

施
行
し
て
い
た
「
孔
幼
児
等
医
療
費
支

給
に
関
す
る
条
例
」
を
廃
止
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
従
来
の
乳
幼
児
等
に
対

す
る
医
療
費
よ
り
、
さ
ら
に
母
十
福
祉

法
に
よ
る
母
と
子
に
対
し
医
療
費
が
拡

大
さ
れ
、
母
子
福
祉
の
向
上
が
は
か
ら

れ
る
も
の
で
す
。

◆
国
保
会
計
補
正
予
算

高
額
医
療
費
制
度
実
施
に
伴
い
、
百

二
十
万
円
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

◆
水
道
会
計
決
算
（
四
十
八
年
度
）

[
収
益
的
収
支
〕

収
益
的
収
支
決
算
は
五
百
六
十
四
万

円
の
純
利
益
が
で
ま
し
た
。

収
入
は
一
千
六
百
三
十
四
万
円
で
、

給
水
収
益
が
全
体
の
八
四
・
六
％
を
し

め
、
そ
の
ほ
か
受
託
工
事
収
益
や
雑
収

益
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
は
、
一
千
七
十
万
円
。
こ
の
う
ち

営
業
費
用
が
八
七
・
三
％
を
し
め
、
そ

の
ほ
か
営
業
外
費
用
や
予
備
費
と
な
っ

て
い
ま
す
。

三

集
出
荷
所
建
設
の
補
助
な
ど
予
算
化

西
保
育
園
が
西
小
学
校
の
西
側
に
建

設
さ
れ
ま
す
。
九
月
十
七
日
、
指
名
業

者
に
よ
っ
て
競
争
入
札
を
行
っ
た
と
こ

ろ
荒
井
建
設
味
に
三
千
三
百
五
万
円
で

落
札
し
、
こ
の
工
事
契
約
を
議
会
の
同

意
を
え
て
、
十
月
七
日
に
行
い
ま
し
た
。

こ
の
園
舎
は
木
造
一
部
軽
最
鉄
骨
造

り
で
、
床
面
積
は
五
百
四
十
九
平
方
い
い

（
百
六
十
六
坪
）
。
保
育
室
二
部
屋
・
ホ

フ
ク
室
・
遊
戯
室
・
調
理
室
・
職
員
室

・
休
憩
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
十
月
中

旬
t
U
に
着
工
し
、
完
成
は
二
月
十
日
の

予
定
で
す
。

収
容
人
員
は
九
十
名
で
、
来
年
の
四

月
か
ら
開
園
し
ま
す
。
い
ま
ま
で
は
、

入
園
の
要
望
に
応
じ
き
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
西
保
育
園
が
完
成
す
る
と
、
現

在
の
保
育
園
の
収
容
人
員
と
合
わ
せ
る

と
二
百
十
名
に
な
り
、
み
な
さ
ま
の
期

待
に
そ
え
る
で
し
ょ
う
。

村
長
選
挙
に

投
票
で
き
る
方

村
長
選
挙
に
は
、
十
月
九
日
現
在
の

選
挙
人
名
簿
が
使
わ
れ
ま
す
。

投
票
で
き
る
方
は
、
こ
の
選
挙
人
名

海
に
登
録
さ
れ
、
投
票
日
に
選
挙
権
が

着
工
し
た
西
保
育
園

完
成
は
来
年
二
月
予
定

の
う
ち
企
業
債
（
国
な
ど
か
ら
の
借
入

金
）
が
八
九
・
三
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
一
般
会
計
の
負
担
金
で
す
。

支
出
は
六
千
八
十
一
万
円
で
、
第
三

水
源
な
ど
の
建
設
や
水
道
施
設
の
改
良

に
九
八
・
八
％
使
わ
れ
ま
し
た
。

収
入
頷
が
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す

る
頷
一
千
二
百
六
十
五
万
円
は
、
過
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
念
三
百
三
十
七

j
j
p
l
、
建
設
改
良
積
立
金
八
百
五
十
六

.
hl
l
j
及
び
滅
債
積
立
金
七
十
二
万
円
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。

◆
農
業
共
済
会
計
決
算
（
四
十
八
年
度
）

決
算
は
．
二
百
九
十
六
万
円
の
純
利
益

が
で
ま
し
た
。

収
人
は
二
千
四
百
六
万
円
で
、
主
な

も
の
は
共
済
掛
金
五
百
七
十
万
円
、
県

連
か
ら
受
け
る
保
険
金
五
百
六
十
七
万

円
、
県
連
か
ら
受
け
る
交
付
金
八
十
九

ガ
円
、
県
か
ら
の
補
助
金
六
白
七
十
八

候補者の政見を聞こう

立 会 宙
（

‘
、
I 説 会

日時
10月 18 日午後 2 時から
場所
明和中学校体育館

万
円
、
加
入
者
負
担
賦
課
金
二
百
七
十

七
万
円
、
前
期
繰
越
業
務
残
金
百
四
十

二
万
円
な
ど
。

支
出
は
二
千
十
万
円
で
、
主
な
も
の

は
被
害
農
家
に
支
払
う
共
済
金
九
百
三

十
六
万
円
、
人
件
費
八
百
六
十
六
万
円
、

県
連
へ
支
払
う
保
険
料
四
十
七
万
円
、

県
連
へ
支
払
う
賦
課
金
三
十
六
万
円
な

ど
で
す
。

あ
る
方
で
す
。

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

は
、
昭
和
二
十
九
年
十
月
二
十
一
日
以

前
に
生
れ
た
方
、
二
十
才
以
上
で
昭
和

四
十
九
年
七
月
九
日
以
前
に
転
入
届
出

し
た
方
で
す
。

不
在
者
投
票の手

順

不
在
者
投
票
は
、
投
票
日
当
日
、
仕

事
・
旅
行
•
お
産
・
入
院
等
で
投
票
所

へ
行
け
な
い
人
の
た
め
に
あ
る
も
の
で

す
。
不
在
者
投
票
は
き
わ
め
て
簡
単
で

す
。期

間
は
、
十
月
十
三
日
（
告
示
の
日
）

か
ら
十
月
十
九
日
（
投
票
日
の
前
日
）

ま
で
の
間
で
、
時
間
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
不
在
者

投
票
に
は
印
鑑
と
入
場
券
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
手
順
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

®
役
場
の
受
付
で
不
在
者
投
票
に
き
た

こ
と
を
つ
げ
る
と
選
挙
の
係
が
受
付
ヘ

う
か
が
い
ま
す
。
®
そ
こ
で
入
場
券
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。
®
入
場
券
を
受
け

と
っ
た
係
は
名
簿
と
照
し
合
せ
て
本
人

か
ど
う
か
た
し
か
め
ま
す
。

0
そ
し
て

宣
誓
書
に
理
由
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま

す
。
0
そ
こ
で
投
票
用
紙
と
封
筒
を
わ

た
し
ま
す
。
®
投
票
用
紙
に
候
補
者
の

名
前
を
書
き
ま
す
。
®
書
い
た
投
票
用

紙
は
二
つ
お
り
に
し
て
内
封
筒
へ
い
れ

封
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

0
外
封
筒
に

は
あ
な
た
の
名
前
を
書
い
て
、
ま
た
封

を
し
て
も
ら
い
、
立
会
人
に
わ
た
せ
ば

お
わ
り
で
す
。

不
在
者
投
票
は
、
投
票
所
で
立
会
人

の
前
で
開
封
し
、
投
票
用
紙
を
投
票
箱

に
入
れ
ま
す
の
で
、
絶
対
に
だ
れ
に
投

票
し
た
か
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
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国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
と

い
う
）
で
は
、
高
額
療
養
費
支
給
制
度

を
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
高
額
療
養
費
と
い
う
の
は
、
被
保
険

者
の
方
が
お
医
者
に
か
か
っ
て
、
自
己

負
担
額
が
一
カ
月
三
万
円
を
こ
え
た
場

合
は
、
そ
の
こ
え
た
額
を
国
保
が
負
担

す
る
と
い
う
制
度
で
す
。

長
期
療
養
の
方
、
あ
る
い
は
む
ず
か

し
い
病
気
の
方
は
、
医
療
費
の
自
己
負

担
は
一
カ
月
三
万
円
ま
で
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
、
国
保
制
度
発
足
以
来

の
画
期
的
な
給
付
の
改
善
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
た
だ
、
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い

の
は
、
国
保
の
財
政
状
態
は
決
し
て
楽

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
近
の

目
を
見
張
る
よ
う
な
医
療
費
の
増
加
に

加
え
て
、
こ
の
度
は
ま
た
大
幅
な
医
療

費
の
値
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
態
の
中
で
、
高
額
療
養
費
の
支

給
と
い
う
、
金
の
か
か
る
大
き
な
事
業

に
ふ
み
き
っ
た
の
は
”
病
気
に
な
っ
て

も
金
の
い
ら
な
い
社
会
“
と
い
う
国
保

制
度
の
理
想
に
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い

゜

と
い
う
念
願
か
ら
に
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
は
ど
う
ぞ
、
こ
の

間
の
事
情
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ
き
医

療
費
の
節
約
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
高
額
療
養
費
は
ど
の
よ

う
な
場
合
に
支
給
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

述
べ
ま
す
。

国
保
の
加
入
者
が
お
医
者
に
か
か
る

場
合
は
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
三
割
を

一
部
負
担
金
と
し
て
自
分
で
負
担
し
て
、

病
院
、
診
療
所
の
窓
口
で
支
払
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
の
加
入
者
が
お
医
者
に
か
か
っ

て
‘
―
つ
の
病
院
、
診
療
所
に
、
一
カ

月
三
万
円
以
上
の
自
己
負
担
分
を
支
払

っ
た
場
合
は
、
三
万
円
を
こ
え
た
額
を

国
保
が
負
担
し
、
あ
と
か
ら
加
入
者
へ

払
い
も
ど
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
加
入
者
は
こ
れ
か
ら
、
ど

ん
な
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
も
、
医
療

費
は
月
三
万
円
ま
で
負
担
す
れ
ば
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
自
己
負
担

分
（
一
部
負
担
金
）
が
一
カ
月
三
万
円

を
こ
え
て
い
る
か
ど
う
か
の
計
算
は
、

次
の
よ
う
な
方
法
で
や
り
ま
す
。

一
部
負
担
金
（
自
己
負
担
金
）

の
計
算
法

山
暦
日
ご
と
に
計
算

月
の
一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
受
診
に

つ
い
て
一
カ
月
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

た
と
え
ば
あ
る
月
の
十
五
日
か
ら
翌

月
の
十
五
日
ま
で
の
よ
う
に
、
月
を
ま

た
が
っ
て
入
院
し
た
場
合
で
、
最
初
の

月
の
診
療
費
の
一
部
負
担
金
の
額
が
二

万
円
、
翌
月
が
二
万
円
、
合
計
一
カ
月

四
万
円
を
自
己
負
担
し
た
場
合
で
も
、

一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
計
算
で
す
か
ら

高
額
療
養
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
同
一
月
内
に
い
っ
た
ん
退
院
し

て
ま
た
そ
こ
へ
再
入
院
し
た
よ
う
な
場

合
は
、
合
わ
せ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

②
病
院
、
診
療
所
ご
と
に
計
算

た
と
え
ば
、
甲
の
病
院
と
乙
の
病
院

へ
同
時
に
か
か
っ
て
い
て
、
一
部
負
担

金
と
し
て
一
カ
月
に
甲
の
病
院
へ
五
万

円
、
乙
の
病
院
へ
四
万
円
を
支
払
っ
た

場
合
は
、
甲
の
病
院
の
分
に
つ
い
て
は

三
万
円
を
控
除
し
た
二
万
円
、
乙
の
病

院
分
に
つ
い
て
は
同
様
に
一
万
円
の
高

額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
甲
乙
両

方
の
病
院
を
合
算
す
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

③
歯
科
は
別

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
内
科
な
ど
の

科
と
歯
科
が
あ
る
場
合
は
、
内
科
な
ど

の
科
と
歯
科
は
別
の
病
院
ま
た
は
診
療

所
と
し
て
扱
い
ま
す
。

④
総
合
病
院

総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
そ
れ
ぞ
れ
、

別
の
病
院
、
ま
た
は
診
療
所
と
し
て
扱

い
ま
す
。
た
だ
し
、
総
合
病
院
の
入
院

患
者
が
他
の
科
の
診
療
を
う
け
た
と
き

は
、
合
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
（
そ

の
と
き
で
も
歯
科
は
別
）

⑤
入
院
と
通
院

―
つ
の
病
院
、
診
療
所
で
も
、
入
院

と
通
院
は
別
に
扱
い
、
合
算
し
ま
せ
ん
。

⑤
差
額
ベ
ッ
ド
や
つ
き
そ
い
看
護
料

今
月
か
ら
高
額
療
養
費
制
度
は
じ
ま
る

医
療
費
の
自
己
負
担
は
月
三
万
円
ま
で

成人おめでとう

180名が大人の仲間入り

簡
素
な
服
装

と
い
う
こ
と
で
、

こ
と
し
も
九
月

保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
、
入

院
し
た
と
き
の
差
額
ベ
ノ
ド
代
や
基
準

看
護
の
病
院
（
入
院
し
た
と
き
の
つ
き

そ
い
看
護
料
、
ま
た
は
歯
科
で
詔
め
ら

れ
て
い
る
差
額
徴
収
な
ど
は
、
一
部
負

担
金
の
中
に
入
り
ま
せ
ん
）
。

⑦
療
養
費
払
い
（
患
者
が
代
金
を
支
払

い
、
あ
と
で
国
保
か
ら
払
い
も
ど
し
を

う
け
る
場
合
）

基
準
看
護
で
な
い
病
院
、
診
療
所
へ

入
院
し
た
と
き
の
看
護
料
、
生
血
代
、

治
療
用
装
具
代
、
あ
ん
ま
、
マ
ノ
サ
ー

ジ
、
は
り
、
灸
師
な
ど
の
施
術
代
、
移

送
費
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
保
険
証

を
使
わ
ず
に
医
者
に
か
か
っ
た
と
き
の

医
療
費
な
ど
、
患
者
が
代
金
を
支
払
い
、

あ
と
で
国
保
か
ら
払
い
も
ど
し
を
う
け

る
、
い
わ
ゆ
る
「
療
養
費
払
い
」
の
場

合
も
、
高
額
療
養
費
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
を
う
け
る
手
続
き

所
定
の
「
高
額
療
養
費
支
給
申
請
書
」

を
国
保
の
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
で
は
病
院
、
診
療
所
か
ら
提
出
さ

れ
る
「
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
」
に
も

と
づ
い
て
一
部
負
担
金
の
額
を
計
算
し

て
払
い
も
ど
し
ま
す
。

い
つ
こ
ろ
支
給
さ
れ
る
か

「
診
療
報
酬
請
求
明
細
書
」
は
診
療

を
う
け
た
月
の
翌
々
月
の
中
ご
ろ
に
国

保
へ
回
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
高
額
療
養

費
の
支
払
い
は
、
そ
の
後
に
な
り
ま
す
。

老
人
医
療
費

「
老
人
医
療
費
受
給
者
証
」
で
お
医

者
に
か
か
っ
て
い
る
方
（
七
十
オ
以
上

の
お
年
寄
り
お
よ
び
六
十
五
オ
以
上
の

寝
た
き
り
老
人
）
は
、
い
ま
ま
で
と
同

じ
要
領
で
診
療
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

二
十
三
日
（
秋
分
の
日
）
に
第
二
十
七

回
成
人
式
が
明
和
中
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
、
百
八
十
名
（
出
席
者
1
1

百
三
十

印
鑑
証
明
は

本
人
が
原
則

住
民
課

五
名
）
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

こ
。t
 式は

君
が
代
斉
唱
の
あ
と
、
小
松
原

村
長
の
式
辞
が
あ
り
、
次
に
成
人
者
に

記
念
品
の
ア
ル
バ
ム
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
奈
良
教
育
長
の
来
賓
者
紹

介
、
県
教
育
長
（
代
理
）
は
じ
め
新
井

村
議
会
議
長
な
ど
の
祝
辞
、
青
年
団
長

の
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
成
人
者
男
子
代
表
の

早
川
喜
代
志
君
（
大
輪
）
と
女
子
代
表
の

坂
上
洋
，
ナ
さ
ん
（
中
谷
）
の
力
強
い
答
辞

が
あ
り
、
厳
粛
の
う
ち
に
式
を
終
了
し

ま
し
た
。

早
川
喜
代
志
君
の
答
辞
要
旨

社
会
人
と
し
て
ま
す
ま
す
研
鑽
を
積

み
、
祖
国
日
本
の
現
状
に
対
す
る
認
識

を
深
め
、
世
界
情
努
の
推
移
を
凝
視
し

な
が
ら
、
確
固
た
る
信
念
を
も
っ
て
、

新
た
に
与
え
ら
れ
た
権
利
と
義
務
を
遂

行
し
、
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
て
、
平

和
な
福
祉
国
家
建
設
の
推
進
力
と
な
る

よ
う
努
力
し
、
一
生
に
た
だ
一
度
の
青

春
時
代
を
悔
な
き
も
の
と
す
る
覚
悟
で

す
。坂

上
洋
子
さ
ん
の
答
辞
要
旨

大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
以
上
、
自

分
の
言
動
に
た
い
す
る
責
任
だ
け
は
も

っ
て
、
自
主
的
に
悔
の
な
い
生
活
を
送

ら
ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
達
は
成

人
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
、
与
え

ら
れ
た
権
利
と
課
せ
ら
れ
た
義
務
を
深

く
心
に
き
ざ
み
、
日
本
の
民
主
主
義
国

家
と
し
て
の
成
長
の
た
め
、
教
養
や
カ

を
養
う
努
力
を
す
る
決
心
で
す
。
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村
で
は
九
月
十
四
日
、
村
長
・
民
生

委
員
、
地
元
区
長
さ
ん
ら
が
八
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
を
慰
問
。

▼長寿を祝う

村
や
県
な
ど
か
ら
敬
老
年
金
・
祝
品
·

茶
果
そ
れ
に
慶
祝
状
（
八
十
五
歳
以
上
）

を
お
く
り
長
痔
を
祝
い
ま
し
た
。

立
二

ュ
ー
ス

▲排気ガス検査約二割がオーバー

館
林
符
察
署
が

自
動
車
業
者
の
協

力
を
え
て
、
自
動

車
の
排
気
ガ
ス

(
C
o
)

検
査
を
九

月
二
十
五
日
、
新

里
の
裔
工
会
館
前

で
行
い
、
約
二
割

が
基
準
を
オ
ー
バ

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
内
、
六
台

が
四
・
五
％
以
上

で
贅
告
。
七
台
が

六
％
以
上
で
整
備

警
告
を
行
い
、
中

に
は
九
％
の
一
酸

化
炭
素
を
排
出
し

て
い
た
ひ
ど
い
自

動
車
も
あ
り
ま
し

た
。

板
倉
町
飯
野
部
落
と
斗
合
田
の
境
の

第
二
谷
田
川
排
水
機
場
の
隣
り
に
、
新

鋭
の
谷
田
川
排
水
機
場
が
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
竣
工
式
が
九
月
二
十
日
に
行
わ

秋
の
行
楽
シ
ー
ス
ン
か
や
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
時
期
は
、
例
年
、
事
故
が

多
く
発
生
し
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
を

守
っ
て
事
故
の
な
い
楽
し
い
ト
ラ
イ
フ

を
し
て
く
だ
さ
い
。

出
発
前
の
準
備

＠
無
理
の
な
い
ド
ラ
イ
フ
計
画
を
た

て
、
目
的
地
ま
で
の
コ
ー
ス
を
よ
く

調
ぺ
て
お
く

C

＠
疲
れ
て
い
た
ら
運
転
し
な
い
。

＠
車
輌
の
点
検
は
確
実
に
行
う
。

フ
レ
i
キ
、
ハ
ン
ド
ル
、
空
気
圧
、

方
向
指
示
器
等
は
特
に
庄
意
を
。

行
楽
シ

ー
ズ
の

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

ン れ
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

工
事
は
昭
和
四
十
六
年
に
建
設
省
が

着
手
し
、
機
場
・
導
水
管
・
ポ
ン
プ
の

設
置
•
そ
れ
に
関
連
工
事
と
し
て
導
水

路
、
橋
り
ょ
う
架
設
・
邑
楽
用
水
跨

等
の
建
設
を
約
四
カ
年
の
歳
月
と
エ

費
約
十
三
億
円
を
か
け
て
完
成
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
機
場
は
、
出
水
ど
き
に
は
三

台
の
ポ
ン
プ
を
運
転
し
て
、
谷
田
川

流
域
の
内
水
排
除
に
新
た
な
機
能
を

発
揮
す
る
も
の
で
す
。
排
水
能
力
は

現
在
、
毎
秒
三
十
ト
ン
で
す
が
、
昭

和
五
十
年
以
降
に
は
あ
と
二
台
の
ポ

ン
。
フ
を
取
り
付
け
、
排
水
能
力
は
毎

秒
五
十
ト
ン
に
な
り
ま
す
。

谷
田
川
第
二
排
水
機
場
は
、
当
初

の
目
的
で
あ
る
鶴
生
田
川
の
排
水
専

用
に
使
わ
れ
ま
す
。

運
転
に
際
し
て
の
注
意

⑥
交
通
の
流
れ
に
応
し
た
速
度
で
運

転
す
る
。
こ
れ
を
乱
す
車
が
あ
っ
て

も
冷
静
に
そ
の
影
響
を
避
け
、
ま
た
、

周
囲
の
車
に
迷
わ
く
を
か
け
る
割
り

込
み
等
は
絶
対
に
し
な
い
。

⑥
速
度
に
応
じ
た
車
間
距
離
を
。

乾
燥
し
た
舗
装
道
路
で
は
、
速
度
計

の
読
み
の
半
分
以
上
（
例
え
ば
、
速

度
計
が
四
十
キ
ロ
い
い
の
場
合
は
、
ニ

十
い
以
上
）
の
間
隔
を
。

⑥
路
肩
を
走
行
し
な
い
。
路
肩
が
不

明
瞭
な
場
合
、
山
間
部
の
道
路
等
で

谷
田
川
排
水
機
場
が
完
成

毎
秒
三
十
ト
ン
の
能
力

問
水
道
料
金
か
月
に
よ
っ
て
大
幅

な
ち
か
い
か
あ
る
の
は
と
う
し
て
て

し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
計
算
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
(
-
主
婦
）

答
従
来
、
毎
月
検
針
を
行
い
ま
し

た
が
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
か
ら
三

カ
月
に
一
回
の
隔
月
検
針
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
前
ニ
カ
月
を

検
針
し
て
お
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ご
使

用
水
量
が
不
明
で
す
。
そ
こ
で
、
三

カ
月
目
の
精
算
月
の
料
金
が
多
額
に

な
ら
な
い
よ
う
ニ
カ
月
間
の
料
金
は
、

各
使
用
者
の
過
去
前
年
同
期
の
実
績

等
か
ら
推
定
し
て
暫
定
の
料
金
で
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て
、
三

カ
月
目
に
検
針
し
、
三
ヵ
月
間
の
ご

使
用
水
鼠
（
料
金
）
が
確
定
し
ま
す

の
で
、
前
ニ
カ
月
分
の
料
金
を
差
し

引
い
た
金
額
を
精
算
料
金
の
か
た
ち

で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
ご
質
問
の
よ
う
に
差
が
生
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
計
算
方
法
を
例
記
し
ま
す
。

（前年同期の平均使用水量が15而の家庭の場合）

基本料金 超過料金 水道料金
月分 水旦 10水立方量米まで 器1 カ代月 計 1 立方米当り 40円 計

摘 要

6 月分 15m' 350円 50F] 4腐 200円 600 闘翡年同期による

7 月分 15 、9 350 50 400 200 600 同 上

8 月分 30,' 350 50 400 800 1,200 検針による確定数量

円
150Fl 

` 
1,200 円 2,400円計 60,' 1,050 

（
一
般
家
庭
用
）

三
カ
月
間
（
七
月
下
旬
検
針
）
の

使
用
水
量
が
六
十
立
方
]
い
と
仮
定
し

ま
す
と
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
が
月
に
よ
っ
て
大
幅
な
ち
が
い
が

は
特
に
注
意
を
。

⑥
子
と
も
の
側
方
を
通
過
す
る
と
き

は
特
別
な
注
意
を
払
う
。
子
ど
も
は
、

予
測
し
難
い
動
き
を
す
る
の
で
、
子

ど
も
と
車
の
距
離
を
十
分
保
ち
、
車

の
ス
ピ
ー
ド
に
十
分
注
意
す
る
。

⑥
長
い
下
り
坂
で
ギ
ヤ
を
抜
い
て
走

行
し
な
い
。

フ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
と
き
、
車
が
尻

を
振
っ
た
り
、
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。

＠
前
車
の
速
度
が
遅
く
て
も
、
後
か

ら
せ
き
た
て
た
り
し
な
い
。
道
路
や

交
通
の
状
況
が
追
越
し
に
適
当
な
条

件
と
な
る
ま
で
あ
せ
ら
ず
待
つ
。

⑥
ヘ
ル
メ
ノ
ト
や
坐
席
ベ
ル
ト
の
着

用
を
習
慣
づ
け
る
。

＠
横
断
歩
道
の
手
前
で
止
っ
て
い
る

車
が
あ
る
と
き
は
、
歩
行
者
が
い
る

も
の
と
考
え
て
速
度
を
落
し
、
注
意

し
な
が
ら
通
り
抜
け
る
。
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税
率

特
別
控
除
額
は
、
ふ
つ
う
百
万
円

で
す
が
、
譲
渡
の
態
様
に
よ
っ
て

特
別
控
除
額
が
変
り
ま
す
。

税
率
は
昭
和
四
十
九
•
五
十
年
中

に
譲
渡
し
た
場
合
は
二
0
％
で
す
。

口
短
期
譲
渡
の
税
額
は
、
次
の
二

土
地
や
建
物
を
手
数
料
な
ど
で
す
が
、
不
明
の
場
合

売
っ
た
と
き
の
利
や
、
譲
渡
価
額
の
五
％
よ
り
少
な
い

益
を
譲
渡
所
得
と
場
合
は
、
取
得
費
を
譲
渡
価
額
の
五

い
い
、
こ
れ
に
対
％
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
て
税
金
が
か
A

す
。

り
ま
す
が
、
譲
渡
譲
渡
費
用
は
、
譲
渡
の
た
め
に
直

所
得
に
つ
い
て
説
接
支
出
し
た
費
用
で
、
仲
介
手
数
料
、

明
し
ま
し
ょ
う
。
測
量
費
な
ど
で
す
。

一
、
一
般
の
譲
渡
譲
渡
所
得
は
、
売
っ
た
資
産
を
所

の
場
合
有
し
て
い
た
期
間
に
よ
っ
て
、
長
期

譲
渡
所
得
は
譲
渡
所
得
と
短
期
譲
渡
所
得
に
区
分

次
の
算
式
に
よ
し
、
異
な
っ
た
方
法
で
税
金
を
計
算
青
年
団
（
団
長

1
1

新
井
重
行
さ
ん
）

っ
て
計
算
し
ま
し
ま
す
。
主
催
の
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
が
中
学
校

す
。
長
期
譲
渡
所
得
は
、
昭
和
四
十
三
体
育
館
で
、
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
毎

譲
渡
所
得
1
1

年
以
前
に
、
ま
た
、
短
期
譲
渡
所
得
週
水
曜
日
、
関
東
短
期
大
学
ダ
ン
ス
部

譲
渡
価
格
ー
は
、
昭
和
四
十
四
年
以
後
に
取
得
し

O
B

を
講
師
に
迎
え
て
行
わ
れ
て
い
ま

（
取
得
費
＋
た
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
の
譲
す
。

譲
渡
費
用
）
渡
所
得
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
は
、
社
交
の
一
っ
と
し

取
得
費
は
、
売
曰
長
期
譲
渡
の
税
額
は
次
の
算
式
て
、
フ
ル
ー
ス
・
マ
ン
ボ
・
ジ
ル
ハ
・

っ
た
資
産
の
購
に
よ
っ
て
計
算
し
ま
す
。
ワ
ル
ツ
等
を
お
ば
え
て
も
ら
い
、
ダ
ン

入
代
金
や
購
入
税
額

1
1

（
譲
渡
所
得
ー
特
別
控
除
）
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
や
タ
ン
ス
ホ
ー
ル
等
で

,
'
會
｀
烏
・
△
ー
、
、
：
＇
‘
‘
‘
9
ヽ
ヽ
；
ヽ
ヽ
9
ー
、
、
ー
、
、
’
.
,
;
;
‘
、
i
,
t
‘
‘
‘
‘
;
‘
i
‘
v

且
翡
岩
藩
淵
誰
送
・
児
童
の
問
題
·
老
人
の
問
題
・
母
i

塵
冒
鬱
国
』
』
[
[
長
汀
正

等
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
も
ち

9ヽ

十
月
十
五
日
か
ら
一
週
間
ろ
ん
秘
密
は
守
り
ま
す
。
そ
し
て
無
料

0

で
す
。
一

ｷ
 

一
本
村
で
は
毎
月
十
五
日
を
行
政
相
談
行
政
相
談
で
は
、
年
金
・
保
険
・
環
日
時
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一

ｷ
 

ー
と
定
め
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
境
衛
生
・
農
地
・
郵
便
・
道
路
・
交
通
＋
月
二
十
一
日
農
協
第
一
事
業
所
一

ー
に
本
月
は
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
．
住
宅
•
河
川
・
公
害
そ
の
他
一
般
認
＋
月
二
十
三
日
東
部
児
童
館
一

了
―
週
間
を
行
政
相
談
週
間
と
し
て
、
可
な
ど
行
政
庁
の
仕
事
に
つ
い
て
の
相
十
月
二
十
五
日
役
場
第
一
会
議
室
一

ヽ
あ
る
く
行
政
相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
。
談
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
取
扱
い
ま
す
。
時
間
は
各
会
比
と
も
午
前
十
時
か
ら
一

一
こ
れ
と
併
せ
て
人
権
相
談
と
心
配
ご
と
又
人
権
相
談
で
は
、
結
婚
離
婚
の
問
午
後
一
一
時
ま
で
で
す
。

99
 

ヽ
相
談
も
お
こ
な
い
ま
す
か
ら
、
ど
ん
な
題
、
家
庭
の
問
題
・
近
隣
者
と
の
問
題
相
談
員
は
—

0

-

0

小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
ご
相
交
通
事
故
の
問
題
・
相
続
の
問
題
・
職
行
政
相
談
員
鯉
沼
利
三
郎
（
大
佐
貫
）
，

0

9

 

一
談
く
だ
さ
い
。
場
で
の
問
題
そ
の
他
強
要
・
妨
害
・

1
1恭
人
権
相
談
員
野
本
竹
蔵
（
千
津
井
）
一

0

行
・
虐
待
・
不
当
な
あ
つ
か
い
を
う
け
人
権
相
談
員
坂
上
千
枝
子
（
中
谷
）
·

一

9

こ
J
は
ど
ん
な
こ
と
を
相
談
す
る
の
か
と
て
困
っ
て
い
る
等
で
す
。
又
心
配
ご
と
心
配
ご
と
相
談
員
は
地
域
の
民
生
こ

一
い
い
ま
す
と
相
談
と
は
生
活
保
護
・
家
庭
の
中
の
間
（
児
童
）
委
員
と
役
場
担
当
職
員
で

4

o

e

 

へ
9
'
、
烏
＇
ヽ
り
ヽ
り
ヽ
t
~
‘
,
,
t
り
ヽ
り
ヽ
~
9
烏
ヽ
烏
＇
、
~
ヽ
~
ヽ
ヽ
＇
ヽ
・
烏
＇
、
烏
＇
、
烏
＇
、
~
ヽ
り
ヽ
り
ヽ
ヽ
＇
ヽ
り
ヽ
~
ヽ
~
ヽ
り
‘
t
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‘
,
‘
烏
＇
、
烏
'
,
t
゜

土地や建物を

売ったときの税金

つ
の
方
法
で
計
算
し
た
金
額
の

高
い
方
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

イ
譲
渡
所
得
の
四

0
％
相
当
額

ロ
譲
渡
所
得
と
ほ
か
の
所
得
を

合
計
し
て
通
常
の
計
算
方
法
で

算
出
し
た
税
額
の
う
ち
、
譲
渡

所
得
に
対
応
す
る
税
額
の
一
―

ダ
ン
ス
講
習
会
は
じ
ま
る

大
好
評
を
う
け
約
六
十
名
参
加

楽
し
く
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
過

せ
る
よ
う
に
と
い
う
ね
ら
い

で
開
催
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

三
日
に
最
初
の
講
習
会
が

行
わ
れ
、
約
六
十
名
の
男
女

か
講
習
を
う
け
大
好
評
。
講

師
の
掛
声
に
合
わ
せ
て
熟
心

に
一
ス
ロ
ー
・
ス
ロ
ー
・
ク

イ
ソ
ク
・
ク
ィ
ッ
ク
」
と
ス

テ
ノ
。
フ
を
踏
ん
で
い
ま
し
た
。

た
だ
、
男
性
が
少
し
足
り
な

く
、
女
性
が
も
て
あ
ま
し
ぎ

み
で
し
た
の
で
、
男
性
の
方

は
講
習
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
講
習
料

は
三
カ
月
五
百
円
で
す
。

最
近
、
本
村
に
も
ド
ロ
ボ
ー
が
横
行

し
、
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

時
間
は
主
と
し
て
夜
中
の
午
前0
符

ご
ろ
か
ら
朝
方
の
五
時
ご
ろ
ま
で
の
間

で
、
犯
人
は
家
の
カ
ギ
を
か
け
忘
れ
た

“ 

窓
や
ド
ラ
イ
バ
ー
で
ガ
ラ
ス
戸
な
ど
を

こ
じ
あ
け
て
侵
入
し
、
現
金
や
貴
金
属

を
盗
み
、
そ
の
他
庭
先
な
ど
に
駐
車
中

の
車
の
カ
ギ
を
か
け
忘
れ
た
ド
ア
を
あ

け
て
車
内
を
荒
し
、
現
金
な
ど
を
盗
ん で

お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
を
守
り
、
被
害

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
一
戸
締
ま
り
を
し
た
あ
と
で
も
寝
る

前
に
は
か
な
ら
ず
も
う
一
度
戸
締
ま

り
や
カ
ギ
を
か
け
た
か
を
た
し
か
め

る
こ
と
。

④
戸
締
ま
り
は
、
一
っ
の
カ
ギ
だ
け

に
た
よ
ら
ず
、
他
の
カ
ギ
も
利
用
す

る
こ
と
。

あ
な
た
の
家
は
ね
ら
わ
れ
て
い
る

カ
ギ
締
め
を
完
全
に

0
％
相
当
額

短
期
譲
渡
に
は
百
万
円
の
特
別

控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
事
業
用
に
使
用
し
て
い
る
特
定
の

土
地
や
建
物
を
譲
渡
し
、
一
定
の
期

間
内
に
、
事
業
用
に
使
用
す
る
特
定

の
資
産
を
取
得
し
た
場
合
は
、
税
金

の
計
算
に
特
冽
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

三
、
現
に
自
分
が
住
ん
で
い
る
建
物
や

敷
地
を
売
っ
た
場
合
、
一
定
の
条
件

に
該
当
す
る
と
き
は
一
千
七
百
万
円

の
特
別
控
除
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

◎
庭
先
な
ど
に
駐
車
し
て
お
く
車
に

は
現
金
な
ど
を
お
か
ず
、
ド
ア
の
カ

ギ
は
か
け
て
お
く
こ
と
。

◎
家
の
中
を
よ
く
整
理
し
て
、
現
金

や
貴
重
品
は
犯
人
の
気
づ
か
な
い
と

こ
ろ
に
置
く
こ
と
。

◎
家
を
『
る
す
』
に
す
る
と
き
は
、

か
な
ら
ず
隣
近
所
に
よ
く
頼
む
こ
と
。

◎
る
す
の
家
や
そ
の
付
近
を
回
っ
た

り
、
う
ろ
つ
い
た
り
出
入
し
て
い
る

不
審
な
男
を
見
た
と
き
は
―

-
0
番

で
替
察
に
連
絡
す
る
こ
と
。

⑤
被
害
に
あ
っ
た
ら
現
場
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
す
ぐ
―

-
0
番
で
誓
察
に

連
絡
す
る
こ
と
。

（
館
林
替
察
署
）

生
活
の
知
恵

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

一
、
目
に
ご
み
が
入
っ
た
ら

ど
ん
な
場
合
で
も
目
を
こ
す
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
上
ま
ぶ
た
の
上
を
な
で
て

涙
を
出
し
ま
す
と
、
ご
み
も
一
緒
に
出

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
針
で
さ
さ

れ
た
よ
う
に
チ
ク
チ
ク
す
る
痛
み
が
あ

る
と
き
は
、
目
に
ご
み
が
つ
き
さ
さ
っ

て
い
る
心
配
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
す
ぐ

に
眼
医
者
さ
ん
に
見
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

二
、
耳
に
虫
が
は
い
っ
た
ら

あ
わ
て
て
、
指
や
マ
ッ
チ
棒
な
ど
で
耳

の
中
を
が
り
が
り
か
い
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
か
い
中
電
灯
を
耳
に
ピ
タ
リ
く
っ

つ
け
て
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
耳
り
中

を
照
ら
し
ま
す
と
、
虫
は
光
に
さ
そ
わ

れ
て
外
に
出
て
き
ま
す
。
ま
た
消
毒
用

ア
ル
コ
ー
ル
を
耳
の
中
に
綿
で
少
し
た

ら
し
て
も
い
い
よ
う
で
す
。

‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 
「
村
内
史
跡
た
ず
ね
あ
る
記
」
は
都
合

に
よ
り
休
み
ま
し
た
。



昭和49年 10月 10 日 広 報 め し‘ わ 第 157号 (6)

成
人
野
球
大
会
は
、
西
小
・
明
中
の

二
会
場
で
八
月
十
八
日
、
予
載
が
行
わ

れ
て
以
来
、
雨
の
た
め
二
週
の
日
曜
日

が
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
よ
う

や
く
、
三
週
目
の
九
月
八
日
に
晴
れ
ま

し
た
が
、
気
抜
け
も
な
く
優
勝
を
か
け

て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
矢
島
が
四
度
目

の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
こ
と
し
で
十
七
回
目
。

回
を
か
さ
ね
る
ご
と
に
盛
ん
に
な
り
、

昨
年
よ
り
六
チ
ー
ム
多
い
二
十
チ
ー
ム

が
参
加
。
十
八
日
は
十
二
試
合
を
行
い
、

七
チ
ー
ム
が
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
八
日

は
準
々
決
勝
か
ら
始
め
ら
れ
、
決
勝
に

近
づ
く
に
つ
れ
て
好
試
合
を
展
開
し
、

応
援
も
さ
か
ん
。

中
で
も
決
勝
の
矢
島
対
特
殊
電
装
は

決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
く
、
四
回
の
表
に

特
電
が
二
点
を
先
取
す
れ
ば
、
そ
の
裏

矢
島
が
二
点
を
返
し
、
た
ち
ま
ち
同
点
。

三
｀
i
 

野
球
大
会

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
二
試
合
を
投
げ
続

け
、
た
く
み
に
コ
ー
ナ
を
つ
い
て
抑
え

て
き
た
特
電
の
ピ
ノ
チ
ャ
ー
も
疲
れ
が

出
た
の
か
、
六
回
裏
、
長
打
と
守
備
の

み
だ
れ
で
三
点
を
取
ら
れ
、
五
対
二
で

矢
島
が
優
勝
を
も
の
に
し
ま
し
た
。

＠
試
合
の
結
果

▼
優
勝
矢
島
▼
準
優
勝
特
殊
電

装
マ
ニ
位
大
幸
化
成
橋
本
産
業

◎
個
人
賞
（
敬
称
略
）

最
優
秀
選
手
賞
新
井
悌
介
（
矢
島
）

最
優
秀
投
手
賞
田
中
孝
次
郎
（
矢
島
）

敢
闘
賞
坂
本
好
孝
（
特
殊
電
装
）

社
会
貢
献
者

と
し
て
表
彰

坂
上
千
枝
子
さ
ん

日
本
顕
彰
会
主
催
に
よ
る
第
四
回
社

会
貢
献
者
表
彰
式
が
、
九
月
二
十
六
日

中
谷

矢島が4度目の優勝

20チーム参加して大熱戦

東
京
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
常

陸
宮
御
夫
妻
御
臨
席
の
も
と
に
行
わ
れ

席
上
、
中
谷
の
坂
上
千
枝
子
（
六
十
オ
）

さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
発

展
の
た
め
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
晴

れ
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

館
林
高
等
職
業
訓
練
校

の
入
校
生
募
集

（
今
月
は
短
歌
で
す
）
順
不
同

ひ
た
恋
ふ
る
静
御
前
の
想
ひ
み
つ
若
宮

堂
に
雨
雲
の
垂
る

岡
安
ふ
み

背
戸
に
出
で
濯
ぎ
も
の
せ
る
吾
が
腕
に

薮
蚊
の
た
か
る
を
濡
れ
し
手
で
打
つ

中
島
あ
い
子

吸
入
器
泡
立
つ
音
が
は
っ
き
り
と
兄
の

容
態
見
つ
め
つ
、
な
が
し

細
田
武
子

落
日
に
し
づ
も
る
墓
標
ス
カ
ン
ポ
の
赤

き
が
匂
ふ
三
七
の
忌
に

高
橋
正
枝

髪
な
が
き
少
女
木
蔭
の
プ
ラ
ン
コ
に
大

き
く
揺
れ
て
見
え
つ
か
く
れ
つ

富
塚
富
江

磯
洗
ふ
波
に
た
ゆ
た
ふ
海
く
さ
は
旅
来

し
吾
の
素
足
に
か
ら
む
男
鹿
半
島
）

◇
高
等
訓
練
課
程
◇

▼
機
械
製
図
課
●
入
校
資
格
高
卒

以
上
●
受
付
十
月
三
十
一
日
ま

で
。

◇
専
修
訓
練
課
程
◇

▼
機
械
科
▼
板
金
科
▼
自
動
車
整

備
課
●
入
校
資
格
中
卒
者
以
上

●
受
付
来
年
一
月
十
日
ま
で

募
集
人
員
は
各
科
と
も
三
十
名
で
、

訓
練
期
間
は
来
年
四
月
か
ら
一
年
間
で

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
館
林
高
等
職
業

訓
練
校
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
電
話

1
1
館
林
ニ
ー
0
ニ
ニ
九

こ
ま
っ
て
い
る
方
に
貸
付

最
高
三
万
円
ま
で
（
無
利
子
）

社
会
福
祉
協
議
会
は
九
月
二
十
五
日
利
子
で
す
。

役
場
で
理
事
会
を
開
き
社
会
福
祉
協
議
貸
付
対
象

会
基
金
貸
付
制
度
を
十
月
一
日
か
ら
発
村
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、
今
後
も

足
す
る
こ
と
を
き
め
ま
し
た
。
引
続
き
一
年
以
上
居
住
す
る
と
見
込
ま

貸
付
基
金
は
、
小
松
原
村
長
さ
ん
と
れ
る
者
で
、
資
金
の
活
用
に
よ
り
独
立

久
保
庭
丈
助
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
自
活
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
を
対

祉
協
議
会
に
三
十
万
円
の
寄
付
を
し
た
象
と
し
ま
す
。

も
の
を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。
貸
付
資
金
の
種
類

こ
の
制
度
は
、
低
所
得
者
世
帯
等
に
▼
小
松
原
生
活
福
祉
基
金

対
し
、
資
金
の
貸
付
け
と
必
要
な
援
助
生
業
・
就
職
•
生
活
・
葬
祭
な
ど
の

指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
済
必
要
な
経
費

的
自
立
と
生
活
意
欲
の
助
長
促
進
を
は
▼
久
保
庭
医
療
福
祉
基
金

か
り
、
安
定
し
た
生
活
を
お
く
れ
る
よ
医
療
・
出
産
・
そ
の
他
必
要
に
せ
ま

う
に
と
い
う
ね
ら
い
で
で
き
た
も
の
で
ら
れ
て
い
る
一
時
的
な
経
費

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
に
お

貸
付
額
は
最
高
三
万
円
。
利
率
は
無
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

文

芸

欄

▼
妊
婦
検
診

1
7日
（
第
三
木
曜
日

▼
育
児
相
談

2
4日
（
第
四
木
曜
日

い
ま
の
し
尿
汲
み
取
り
料
金
は
、
昭

和
四
十
八
年
七
月
に
改
め
た
も
の
で
す

が
、
そ
の
後
経
済
情
勢
の
急
変
、
労
働

賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
の
事
情
に
よ
り

や
む
を
得
ず
十
一
月
一
日
か
ら
、
次
の

よ
う
に
変
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
改
定
料
金

十
八
リ
ッ
ト
ル
四
十
五
円
を
『
六
十

円
』
に

▼
す
で
に
購
入
ず
み
の
汲
み
取
り
券

の
取
り
扱
い
方
法
は

購
入
ず
み
の
汲
み
取
り
券
を
、
十
一

月
一
日
以
降
に
も
ち
越
さ
れ
た
場
合
は
、

変
わ
っ
た
料
金
と
の
差
額
を
現
金
で
支

払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
不
明
な
点
は
、
館
林
衛
生
施

設
組
合
（
電
話
館
林
ロ
一
六
二
四
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
日

し
尿
く
み
取
り

料
金
が
改
正

1
月

1

日
か
ら

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受
付

は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で
で
す
。

交
通
事
故
出
張
相
談

▼
日
時
十
月
十
七
日
（
木
）
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

▼
場
所
館
林
市
役
所

共
同
募
金
運
動
も
、
皆
さ
ま
方
の
深

い
御
理
解
と
、
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に

よ
り
、
毎
年
良
好
な
成
績
で
、
完
遂
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に

こ
の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
が
村
民
の

皆
様
の
絶
大
な
る
御
協
力
を
お
ね
が
い

い
た
し
ま
す
。

今
月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
、
村
県
民
税
第
三
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
三
期
、
利
根
加
用

水
組
合
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び
水

道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
税
日

二
十
九
日
役
場
第
一
会
議
室

三
十
日
東
部
児
童
館

ヶ
斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

ヶ
矢
島
公
民
館

ミ
い
／
い

なき
回
凹

『
北
ハ

しぁナ
~, 

すた
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・. 約 2, 300名が参加
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第
十
九
回

で
村
民
体
育
祭

カ
十
一
月
三

日
、
明
和
中

まり
学
校
で
行
わ

ま
し
た
。

し
に
く
の

寄
ぃ
‘

年
曇
り
空
で
、

お
塁
ぃ
一
日

で
し
た
が
、

園
児
か
ら
お

ら~ ヵ
年
寄
り
ま
で

日
し
約
二
千
三
百

I

J
名
が
参
加
し

園
て
、
ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

回
を
か
さ
ね
る
ご
と
に
盛
ん
に
な
り

部
落
対
抗
の
張
り
合
い
も
出
て
、
今
年

こ
そ
は
優
勝
だ
と
区
長
さ
ん
を
中
心
に

各
部
落
と
も
大
張
り
切
り
。

宝
さ
が
し
や
夢
よ
も
う
一
度
な
ど
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
て
き
な
競
技
、
園
児

の
か
わ
い
い
遊
戯
、
婦
人
グ
ル
ー
プ
の

民
謡
踊
り
、
そ
れ
に
得
点
競
技
十
四
種

よ
し
な
し
ご
と

「
汝
自
身
を
知
れ
。
」
ギ
リ
シ
ャ

の
ア
ポ
ロ
ン
の
神
殿
に
掲
げ
ら
れ

た
言
葉
で
有
名
な
哲
学
者
ソ
ク
ラ

テ
ス
の
活
動
の
基
本
を
な
し
た
言

葉
で
あ
る
。
自
分
自
身
を
知
る
。

自
の
ほ
ど
を
知
る
こ
と
は
極
め
て

大
切
で
あ
る
が
仲
々
困
難
な
こ
と

で
も
あ
る
。

私
ど
も
は
自
分
自
身
を
よ
く
見

つ
め
て
、
自
問
自
答
を
繰
り
返
し

自
分
の
力
を
知
っ
て
無
理
の
な
い

姿
で
物
事
を
進
め
る
こ
と
が
大
切

。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
失
敗

も
少
な
く
好
ま
し
い
歩
み
が
生
れ

る
と
思
う
。

目
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

部
落
対
抗
は
、
最
後
ま
で
南
大
島
、

斗
合
田
、
新
里
の
せ
り
合
い
が
続
い
た

が
底
力
の
あ
る
南
大
島
が
四
度
目
の
優

勝
を
も
の
に
し
ま
し
た
。

呼
ぴ
も
の
の
綱
引
き
は
‘
準
決
勝
で

昨
年
優
勝
の
南
大
島
と
雪
辱
し
よ
う
と

す
る
新
里
が
対
戦
。
両
部
落
の
区
長
さ

ん
と
も
イ
ン
タ
ピ
ュ
ー
に
「
勝
ち
ま
す

」
と
自
信
ま
ん
ま
ん
。
三
回
戦
の
決
勝

に
持
ち
込
ま
れ
た
が
大
戦
戦
の
す
え
新

里
が
勝
ち
ま
し
た
。

決
勝
は
斗
合
田
と

対
戦
し
た
が
新
里

が
楽
に
勝
ち
一
位

に
な
り
ま
し
た
。

部
落
対
抗
の
結
果

（
上
位
六
位
以
上
）

●
優
勝
南
大
島
、

●
準
優
勝
斗
合

田
、
●
三
位
新

里
、
●
四
位
田

島
、
●
五
位
大

佐
貫
‘
●
六
位

千
津
井
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村
民
の
皆
さ
ま
、
大
へ
ん
失
礼
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
広
報
紙
を
通
じ

村
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
る
十
月
二
十
日
に
執
行
さ
れ
ま

し
た
任
期
満
了
に
伴
う
明
和
村
長
選

挙
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
格
別
な
る
ご
支
援
と
、
温
か

い
ご
指
導
を
た
ま
わ
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
蔭
を
も
っ
て
、
不
肖
私
無
競
争

当
選
と
い
う
輝
か
し
ぃ
栄
誉
に
浴
す

長
い
間
、
村
民
の
健
康
管
理
に
つ
く

し
て
き
た
森
田
勝
太
郎
さ
ん
（
医
師
）

は
、
九
月
い
っ
ぱ
い
で
中
谷
の
出
張
診

療
所
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

森
田
先
生
は
出
張
診
療
所
を
閉
鎖
し

た
く
な
い
の
で
す
か
、
年
齢
か
八
十
八

歳
と
い
う
こ
と
で
、
身
体
か
い
う
こ
と

を
き
か
な
く
閉
鎖
を
決
意
。

今
後
は
カ
メ
ラ
を
友
に
大
自
然
の
巧

妙
を
探
り
、
光
芸
の
妙
趣
に
余
生
を
送

り
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

大
正
二
年
か
ら
現
在
ま
で
の
六
十

明
和
村
長
と
し
て
初
登
庁
を
い
た
し
、

今
更
な
が
ら
‘
責
務
の
重
か
つ
大
な

る
を
ひ
し
ひ
し
と
身
に
感
じ
、
九
干

人
余
の
明
和
住
民
の
代
表
者
と
し
て

の
自
覚
と
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

ヽ
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中
谷
の
出
張
診
療
所
を
閉
鎖

注
し
て
村
勢
発
展
と
住
民
福
祉
向
上

の
た
め
に
努
力
を
続
け
て
行
き
た
い

と
考
え
て
居
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
私
は
、
八
年
間
立
派
に
成
し

遂
げ
て
き
た
小
松
原
村
政
を
き
ち
ん

と
受
け
継
ぎ
ま
し
て
前
村
長
に
対
し

年
間
、
本
村
の
病
む
人
の
友
に
な
り
、

多
く
の
患
者
を
治
療
。
患
者
か
ら
は
森

田
先
生
で
な
け
れ
ば
治
療
し
て
も
ら
わ

な
い
と
い
い
ほ
ど
親
し
ま
れ
て
い
ま
し

こ
。f
 ま

た
‘
校
医
と
し
て
五
十
一
年
余
に

わ
た
り
、
本
村
の
児
童
生
徒
の
健
康
管

理
に
寄
与
し
、
保
健
行
政
の
向
上
に
つ

く
さ
れ
た
こ
と
で
、
昨
年
、
村
政
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
今
年
は
‘
勲
五
等
瑞
宝
章
に
叙
せ

ら
れ
る
と
い
う
大
栄
誉
に
も
よ
く
し
て

い
ま
す
。

要
す
る
に
先
生
は
医
師
と
し
て
、
永

年
に
わ
た
リ
、
一
般
社
会
人
及
び
児
童

の
健
康
管
理
に
つ
く
し
、
博
愛
と
犠
性

的
精
神
に
満
ち
た
立
派
な
方
で
す
。

長
い
間
、
本
当
に
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

奈
良
丑
松

村
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

麦を水田裏作に
生産者には奨励金

て
は
心
よ
り
深
い
感
謝
と
敬
意
を
捧

げ
る
と
と
も
に
、
前
村
長
か
推
し
進

め
て
き
た
「
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り

の
推
進
」
を
骨
子
と
し
て
、
明
和
村

の
躍
進
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
居
り
ま
す
。

幸
い
に
し
て
私
は
健
康
に
恵
ま
れ

て
居
り
ま
す
の
で
、
村
内
の
隅
々
に

ま
で
足
を
運
び
、
よ
く
こ
の
目
で
見

極
め
、
肌
で
感
じ
と
り
、
生
の
声
を

よ
く
聞
い
て
、
温
か
い
血
の
通
っ
た

行
政
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
村
民
の
皆
さ
ま
、
前
任
者

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
厚
情
と
同
様
、

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
と

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
あ
げ
る
と
と

も
に
‘
村
民
各
位
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
、
村
長
就
任
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。最

近
、
麦
類
を
は

じ
め
と
す
る
食
糧
自

給
率
の
低
下
か
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
統
計
資
料
か

ら
本
村
の
麦
の
作
付

動
向
を
み
て
も
‘
昭

和
四
十
年
に
四
百
七

十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

っ
た
も
の
か
、
四
十

八
年
に
は
、
四
十
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
激
減

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
傾
向

は
全
国
的
な
も
の
で

あ
る
た
め
、
国
に
お

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

振
興
施
策
か
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
抄
は
、
ひ
と
え
に
、
村
民
各
位
の

熱
烈
な
る
ご
声
援
と
‘
ご
鞭
撻
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
な
し
と
げ
ら
れ
た
成

果
で
あ
り
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く
御

礼
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

お
蔭
様
で
去
る
十
月
二
十
三
日
に

し
か
し
な
が
ら
、
も
と
よ
り
浅
学

非
オ
、
し
か
も
初
め
て
の
大
任
に
て
、

い
か
に
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら

れ
る
か
ど
う
か
、
極
め
て
危
惧
の
念

を
い
だ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
幸

ぃ
皆
さ
ま
の
理
解
あ
る
ご
協
力
と
‘

ご
鞭
撻
に
よ
り
ま
し
て
、
全
力
を
傾

い
く
つ
か
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
一
は
、
四
十
九
年
産
麦
か
ら
‘
生
産

奨
励
補
助
金
か
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
麦
は
‘
麦
作
振
輿
地
区

（
本
村
も
該
当
）
よ
り
生
産
さ
れ
た
、

当
該
年
産
の
小
麦
‘
六
条
大
麦
、
ビ
ー

ル
大
麦
、
ま
た
は
裸
麦
で
あ
っ
て
、
し

か
も
政
府
、
ビ
ー
ル
会
社
、
ウ
イ
ス
キ

ー
醸
造
会
社
に
売
り
渡
さ
れ
た
麦
で
あ

る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
奨
励
補
助
金
は
、
六
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
当
た
リ
一
千
八
百
円
、
ま
た
は
、
一

部
地
区
に
あ
っ
て
は
二
千
円
の
麦
生
産

奨
励
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

第
二
は
モ
テ
ル
麦
作
集
団
の
育
成
で

す
。こ

れ
は
振
興
地
区
内
に
お
い
て
、
機

械
化
集
団
に
よ
る
麦
作
を
強
力
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
米
麦
一
貫
体
系
、
合

お
年
寄
り
を
温
泉
へ

下
江
黒
の
若
者
た
ち
が
自
動
車
を
提

供
し
、
お
年
寄
り
十
九
人
を
利
根
郡
宮

川
温
泉
に
招
待
し
ま
し
た
。

核
家
族
の
進
む
現
状
で
は
、
お
年
寄

り
の
孤
独
化
傾
向
か
高
ま
り
、
ま
た
、

家
庭
内
で
の
話
合
い
の
場
が
失
わ
れ

か
ち
な
昨
今
、
お
年
寄
り
に
く
つ
ろ
い

で
い
た
だ
き
、
そ
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
若
者
た
ち
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
で
実
施
し
た

と
の
こ
と
で
す
。

お
年
寄
り
は
口
々
に
「
若
者
か
こ
の

よ
う
な
立
派
な
こ
と
を
し
て
く
れ
、
大

変
う
れ
し
く
、
生
き
か
い
の
あ
る
夢
を

よ
せ
て
く
れ
た
」
と
大
喜
び
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
若
者
た
ち
は
、
運
転
手

を
交
替
制
で
、
毎
年
一
回
お
年
寄
り
を

温
泉
へ
招
待
し
て
行
く
と
の
こ
と
で
す
。

◄
 

下
江
黒
の
若
者
た
ち
が
招
待

理
的
輪
作
体
系
の
確
立
を
図
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
主
体
は

農
協
‘
営
農
集
団
等
が
該
当
し
ま
す

か
、
知
事
に
事
業
計
画
書
を
提
出
し
、

認
定
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
要
件
か
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
ま
か
い
点
に
つ
い
て
は

経
済
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
集
団
に
対
し
て
は
、
平
均
で

約
十
万
円
の
、
モ
デ
ル
麦
作
集
団
育

成
補
助
金
か
交
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

た
ま
た
ま
、
水
田
裏
不
作
付
地
解
消

運
動
か
、
最
近
、
農
林
省
に
よ
っ
て
提

唱
さ
れ
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
農
業

団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
展
開
す
る
こ

と
に
な
リ
ま
し
た
。
世
界
的
な
食
糧
事

情
の
変
化
を
深
く
認
識
し
、
生
産
の
長

期
目
標
に
即
し
つ
つ
計
画
的
に
、
不
足

し
て
い
る
麦
の
増
産
を
図
る
た
め
、
水

田
の
裏
作
に
麦
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
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書
か
付
与
さ
れ
た
も
の
で
す
。

わ
ら
等
の
有
機
物
の
投
入
を

最
近
の
農
家
は
、
労
働
力
の
不
足
か
健
康
な
土
づ
く
り
運
動
が
展
開
さ
れ
る

ら
‘
堆
き
ゆ
肥
な
ど
の
有
機
物
が
土
に
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
ど
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
だ
。
そ
し
て
こ
の
運
動
は
、
県
、
農
政
事
務
所
管

化
学
肥
料
に
た
よ
り
す
ぎ
る
た
め
土
の
轄
区
域
、
市
町
村
の
各
段
階
ご
と
に
、

養
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
ま
す
。
健
康
な
土
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会
を

そ
こ
で
有
機
物
の
投
入
を
積
極
的
に
設
置
し
、
関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
け

す
す
め
、
同
時
に
家
畜
の
ふ
ん
尿
を
有
い
を
と
り
な
が
ら
、
健
康
な
土
づ
く
り

効
に
活
用
し
て
地
力
の
回
復
を
は
か
り
の
普
及
啓
も
う
、
技
術
対
策
資
料
の
作

農
作
物
の
安
定
多
収
と
あ
わ
せ
て
畜
産
成
＾
家
畜
ふ
ん
尿
の
供
給
、
利
用
組
織

公
害
の
防
止
に
役
立
て
る
た
め
、
県
、
の
育
成
‘
堆
肥
生
産
コ
ン
ク
ー
ル
の
開

市
町
村
、
農
業
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
催
、
土
壌
改
良
講
習
会
や
技
術
交
換
会

=====-=-=======-====-=======-==========-==========================-==================-========== 

ニ
ュ
ー
ス

立村
長
の当

選
証
書
を
付
与

村
長
選
挙
に
無
投
票
当
選
し
た
奈
良

丑
松
さ
ん
へ
十
月
二
十
日
に
青
山
選
管

委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
日
、
開
催
さ
れ
た
選
挙
会
で
欠

格
事
項
か
な
い
た
め
、
奈
良
さ
ん
を
当

選
人
と
決
定
し
、
村
選
管
か
ら
当
選
証

◄
 

行
政
相
談
等
を
実
施

行
政
、
人
権
及
び
心
配
ご
と
相
談
を

十
月
二
十
一
、
二
十
三
、
二
十
五
日
の

三
日
間
、
役
場
外
ニ
カ
所
で
行
い
ま
し

た
。
こ
の
三
日
間
に
十
土
名
か
相
談
に
こ

ら
れ
、
相
談
員
が
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

適
切
な
指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
ま
し

こ
。

• 

肥
え
た
土
を
つ
く
ろ
う

の
開
催
等
を
重
点
的
に
推
進
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

収
穫
の
時
期
に
な
る
と
、
稲
わ
ら
を

焼
い
た
り
、
販
売
す
る
農
家
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、
も
う
一
度
農
業
を
営
む
う

え
で
の
堆
き
ゆ
肥
の
役
目
を
、
見
な
お

し
ま
し
よ
う
。
そ
し
て
土
に
ス
タ
ミ
ナ

を
つ
け
る
た
め
、
家
畜
ふ
ん
尿
や
わ
ら

類
な
ど
の
有
機
物
を
大
切
に
し
て
、
積

極
的
に
田
や
畑
に
返
し
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
こ
の
運
動
も
ス
タ
ー
ト
し
て
ま

も
な
い
た
め
、
末
端
浸
透
を
は
か
る
啓

も
う
普
及
の
段
階
で
あ
り
ま
す
が
、
農

家
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

0

一
作
に
一
ト
ン
は
し
い堆

き
ゆ
肥

目
標
額
を
上
回
る

十
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
赤
い
羽
根

共
同
募
金
は
、
目
標
額
三
十
七
万
七
千

八
百
円
に
対
し
て
、
四
十
六
万
六
千
六

百
九
十
二
円
と
目
標
額
の
―
二
三
・
五

％
の
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

募
金
の
内
訳
は
、
戸
別
三
十
万
二
千

九
百
二
十
円
、
法
人
十
五
万
八
千
円
、

学
校
五
千
百
五
十
七
円
、
そ
の
他
六
百

十
五
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
民
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善

意
の
募
金
は
、
児
童
、
老
人
、
身
障
者

の
福
祉
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

十
一
月
は
、
国
民
年
金
制
度
推
進
月

間
で
す
。
こ
の
月
間
は
、
発
足
以
来
十

五
年
を
経
た
国
民
年
金
の
内
容
を
知
っ

今
月
は
国
民
年
金

制
度
推
進
月
間

赤
い
羽
根
共
同
募
金

て
も
ら
い
、
県
民
の
一
人
一
人
が
年
金

制
度
か
ら
と
り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
啓
も
う
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
月
間
中
は
、
役
場

に
年
金
相
談
所
を
開
設
し
、
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
昨
年
の
大
改
正

で
、
年
金
額
の
大
幅
引
上
げ
や
、
物
価

の
変
動
に
応
じ
て
年
金
額
を
改
定
す
る

い
わ
ゆ
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入
等

か
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
制
度
も

県
民
一
人
一
人
の
理
解
と
自
覚
が
な
く

て
は
、
い
か
さ
れ
な
い
と
い
え
ま
す
。

---·、9.. ”’”’‘·—·口·口n·’”·へ”‘..... ...,..””“口'“”.. ”·”“i”“”“へ·

次
の
よ
う
な
方
は
、
お
気
軽
に
役
場

の
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
二
十
歳
以
上
五
十
九
歳
以
下
の
方

で
‘
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
、
国
民

年
金
の
い
ず
れ
に
も
加
入
し
て
い
な

い
方
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
で
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
方
。

③
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
で

昭
和
三
十
六
年
四
月
以
降
に
保
険
料

を
納
め
な
か
っ
た
期
間
の
あ
る
方
。

④
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
で

も
っ
と
多
く
の
年
金
（
付
加
年
金
）

を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
。

/ 一砂'
[
I

ヽ
―
/

街
路
灯
の
昼
間
消
灯
で

電
気
の
ム
ダ
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

街
路
灯
に
自
動
点
減
器
を
つ
け
る

と
便
利
で
す
。
（
東
京
電
力
）
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予算はどう使われているか

l明和村の財政］ I■■ 
昭和49年度
4 月～ 9 月

■II 

閏
取r

l
lぁ
＂

' 
屑
効
果
を
目
標

_
 
_
 

一般会計
成IF 入 成『 F 出

予算額 5 億5,822万円 5 億5,822万円

済 額 3 億5,644万円 1 億8,784万円

執行率 63.85% 33.65% 

そ の ベー＝公 債

至羊
ロ我

肖、v
i

他［冒言円）
費I]鳩冒
費1Jぱ冒
費1J胄昌
費IJ言冑円）（

農林水産業費＇=□□ ［嘉嘉頁

会

防

| 1 

（予算額）

ー（支出済碩）
=ｷ 
I I 
（予算願）

l 9 | 
（収入済額）

1\-,'

• 
吾
ヰ41
 

生

教 育 費

公
心
糸 務 費

民

土

生

木

637 円

費

一費··
1億297万円
(2,933万円）

単位千万円

6,038万円
(3,207万円）

8,316万円
(4,277 万円）

亨ロ

最
少
の
経
費
て
最
大
の

効
果
を
目
標
に
努
力
し
て

い
る
本
村
の
「
財
政
」
の

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
昭
和
四
十
九
年

度
上
半
期
（
四
月
ー
九
月

）
の
「
収
入
と
支
出
」
の

あ
ら
ま
し
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
数
字
は
す
べ

て
九
月
三
十
日
現
在
で
す
。

1,484万円
(871 万円）

1 億3,741 万円
(1億3,626万円

691万円
(149万円）

970万円
(l oo万円）

4,399万円
(658 万円）

1,150万円
(566万円）

その他

I I 諸収入 I
I 繰越金 I
自動車取得税
交付金

入

村民税

7,452 円

22 

,50口□ 繰

闊万円）［口／□ 村
冒□ 県支出金

ロニ□ 国庫支出金

二村
/-9 9 ,l'’ ]地方交付税
20 18 16 14 4 2 単位干万円

ロ公債費 1,195 円

）内は支出済額（）内は収入済額

税

17,953 円
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村

その他 165万円

債（国などからの借入金）
1 億367万円

村の財産
5億6,900万円

費
3
0円

木
§
万

土
ー

9

百
7
2万
円

総
務
費

農林水産業費 379万円
民生費 444万円

教育費
6,777万円

基
金
6
7百
8
0万
円

土地 637万円

現金
2 億 1,387万円

建雙
2 位、 8,096万円

歳出 特別会計予算執行状況 村税の徴収状況
歳入

I I 予算額

1 億3,320万円

34.4% 

←―ー収益的＿

水道
3,383万円

国保

| I 執行率

3,383万円

農業共済会計冒冒□□］＇2 ， 927万円 I
計声5土互呈圭l,583万円I

|2,927万円 ー冒
|1,583万円戸． 3声

3
2
1
0

千
万
円

有線

会

会

会

計

計

1 億 3,320
万円

2,530万円

7

6

5

4

 

村
民
税

固
定
資産

税

| I 予算額

r/IIIIIIIIIIIIIIIIl 

四
百
五

五
百
七
十
八
万

七
百
四
十
一
万
円

一
千
二
百
四
十
七
万
円

収入済額

四
百
九
万
円

一
千
九
百
二
万
円四

百

ぎ
ょ
う
ば
ん
様
が

►

祭
ら
れ
て
い
る
お
堂

小
比
畝
山
地
蔵
寺
（
新
里
）
の
中
興

か
い
さ
ん
ぎ
ょ
う
ば
ん

開
山
行
錢
上
人
（
ぎ
よ
う
ば
ん
様
）
の

略
伝
は
い
わ
れ
に
よ
る
と
、
奥
州
白
河

（
現
在
の
福
島
県
）
の
生
ま
れ
で
す
。

才
智
が
非
常
に
す
ぐ
れ
て
い
て
、
仏
の

教
え
を
よ
く
守
り
、
徳
行
と
も
に
人
な

み
す
ぐ
れ
‘
誠
に
ま
れ
に
見
る
高
徳
の

僧
で
あ
り
、
永
く
仏
徒
、
村
民
の
模
範

と
す
べ
き
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
あ
り
ま

す
。上

人
は
あ
る
時
、
一
石
一
字
、
大
般

若
経
六
百
巻
、
光
明
真
言
百
万
遍
を
書

写
し
て
、
こ
の
世
の
疫
病
に
よ
る
災
難

を
救
を
う
と
の
一
大
念
願
を
発
起
し
、

近
隣
教
化
の
途
中
浄
石
を
拾
っ
て
き
て
、

そ
の
石
に
一
字
を
書
く
ご
と
に
三
礼
を

し
て
書
写
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
終
る
と
‘

そ
れ
を
鎖
守
社
（
新
里
の
天
神
様
）
の

西
北
の
隅
に
、
正
徳
三
年
五
月
二
十
七

日
に
埋
め
‘
そ
こ
に
石
経
円
塔
と
称
す

―
つ
の
塔
を
建
て
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
後
、
毎
年
同
月
は
や
ま
い
に
な
ら

な
ら
な
い
よ
う
に
法
要
（
石
経
様
）
を

行
う
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
こ
れ
以
来

そ
の
功
徳
に
な
り
、
村
は
永
い
こ
と
疫

病
の
憂
い
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
ま
た
ま
近
隣
に
悪
疫
か
流
行
し
、
侵

入
し
よ
う
と
す
る
時
は
石
経
塔
を
発
掘

し
、
村
人
に
拝
ま
せ
る
と
立
ち
所
に
悪

疫
も
さ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

上
人
は
、
御
臨
終
の
折
「
六
、
七
月

は
疫
病
の
流
行
す
る
時
節
で
あ
る
の
で
、

我
が
法
要
は
七
月
に
行
う
よ
う
に
」
と

遺
言
を
し
て
、
に
わ
か
に
遷
化
な
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
リ
ま
す
。
時
に
、
亨

保
二
年
九
月
二
十
七
日
、
亨
年
七
十
七

〔
問
〕
現
在
、
村
内
の
ア
。
ハ
ー
ト

[
に
住
ん
で
い
ま
す
か
、
村
内
に
新
居

▼
を
新
築
し
、
転
居
し
た
い
の
で
す
か
、

一▼
い
ろ
い
ろ
の
手
続
き
か
必
要
と
思
い

i
ま
す
。
ど
ん
な
手
続
き
を
し
た
ら
よ

i
ぃ
で
し
よ
う
か
。

（
一
村
民
）

〔
答
〕
転
居
し
た
日
か
ら
十
四
日

以
内
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
リ
ま
す
。
届
出
は
住
民
課
の
窓
口

係
へ
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
と
す
る
の
は
、
印
鑑

と
国
民
健
康
保
険
証
（
加
入
し
て
い

る
方
）
で
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
や

新
築
し
、

.

.

.

.

.

.

.

.
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 9
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
'
.
9
.
.
.
.
.
 .
.
.
.
.
.
.
.
 
9•-...9.o..' 

.. 
p
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:
.
i
.
5
`
、
翌
・5
，
祠
‘
ぃ
，
．
よ
｀

5
，
‘
•
S
-
"
.
g
．
ク
・
唸
・
｀
”
応
い
、
ク
・
t
．
ク
・
芥
ダ
唸
“
5
．
ク
唸
ク
・
芯
·
い
・
・

臨
謡
負
・
さ
菫
ね
．
翌
非
缶
翡
痰
斑
粟
睾

砕5
-
5
醤
督
．
燎
灼
燎
祐
滋
沼
．
裕
滋
埒
．
免
埓
窃
桑
岱
ふ
．
麿
培
桑
｀

ぎ
ょ

乳
児
等
が
い
て
、
次
の
も
の
を
交
付

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
も
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
老
人
福
祉
年
金
手
帳

-
‘
乳
児
医
療
費
受
給
者
証

一
、
老
人
医
療
費
受
給
者
証

そ
の
ほ
か
、
村
の
水
道
に
加
入
し

て
い
る
場
合
は
（
一
戸
建
て
の
ア
パ

ー
ト
に
住
ん
で
い
る
方
の
み
）
水
道

課
へ
廃
止
届
け
が
必
要
で
す
。
有
線

放
送
に
加
入
し
て
い
る
場
合
も
同
様

で
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
窓
口

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

転
居
し
た
と
き
の
手
続
き
は

う
ば
ん
様

（第15回）

安
見
智
尋
記

オ
で
あ
り
ま
し
た
。

以
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
遺
言
を

奉
じ
て
、
村
民
と
共
に
上
人
の
御
遺
徳

を
讃
美
し
、
七
月
二
十
六
、
二
十
七
日

に
は
護
摩
修
行
を
な
し
て
、
光
明
真
言

を
読
誦
し
「
夏
祭
り
」
と
称
し
て
法
要

を
営
み
、
盛
大
に
供
養
を
行
い
続
け
て

き
て
い
ま
す
。

（
地
蔵
寺
住
職

県
立
准
看
護
婦

養
成
所
生
徒
の
募
集

▼
募
集
人
員
二
十
名
▼
入
所
資
格

中
学
校
も
し
く
は
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
者
（
三
月
卒
業
見
込
を
含
む
）

▼
修
業
年
限
ニ
カ
年
▼
志
願
書
提

出
期
間
来
年
一
月
十
日
か
ら
二
月
十

五
日
ま
で
▼
問
い
合
せ
詳
し
い
こ

と
は
県
立
准
看
護
婦
養
成
所
へ
お
聞
き

く
だ
さ
い
。
太
田
市
高
林
六
一
七
の
一

電
話
1
1
太
田
局
三
八
I
O

七
七
一
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゜

本
年
も
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二

月
二
日
ま
で
の
一
週
間
「
生
活
の
一
部

に
し
よ
う
火
の
点
検
」
の
統
一
標
語
の

も
と
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
か
行

わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
多
発
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
国
民
一
人
一
人
の
防
火
意

識
の
向
上
を
は
か
り
、
火
災
の
発
生
防

火
災
シ
ー
ズ
ン
来
る

止
と
人
命
損
傷
事
故
の
絶
滅
を
期
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
機
会
に
も
う
一
度
日
常

な
に
げ
な
く
使
用
し
て
い
る
も
の
の
う

ち
、
火
災
発
生
の
危
険
性
の
あ
る
物
品

や
器
具
を
点
検
し
、
火
の
几
の
安
全
を

確
か
め
る
よ
う
習
慣
つ
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
‘
こ
の
運
動
期
間
中
に
次
の
事

項
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
の
で
‘
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る
安
全
点
検

暖
房
器
具
の
安
全
点
検
の
実
施

老
人
・
幼
児
・
病
人
の
就
寝
場
所

表
彰

選
挙
の
管
理
執
行
が

優
秀
で
選
管
委
員
会

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

会
長
よ
り
、
本
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

か
表
彰
さ
れ
、
こ
の
表
彰
伝
達
か
県
庁

で
十
月
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
の
本
旨
に
従
い
‘
不
断
の

努
力
を
重
ね
ら
れ
、
特
に
七
月
執
行
の

参
院
選
の
管
理
執
行
か
優
秀
な
成
績
を

収
め
ら
れ
た
こ
と
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
体
育
優
良
団
体
で

体
育
協
会

本
村
の
体
育
協
会
は
‘
十
一
月
四
日

社
会
体
育
優
良
団
体
と
し
て
前
橋
市
の

県
営
陸
上
競
技
場
で
、
県
民
体
育
大
会

（イ） （ア）

十
一
月

一
十
六H
か
ら
一
カ
月

千
半
井
の
横
塚
寛
さ
ん
（
―
-
十
四
歳
）

は
‘
十
月
ー
一
十
日
、
国
立
赤
城
青
年

の
家
で
開
催
さ
れ
た
「
青
少
年
の
つ
ど

い
」
の
席
上
、
県
知
事
よ
リ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

寛
さ
ん
は
‘
花
丼
園
芸
に
と
り
く
ん

で
い
た
か
‘
も
っ
と
所
得
の
向
上
を
図

樹
木
園
芸
の
研
究

活
動
で
横
塚
寛
さ
ん

の
点
検

回
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
寝
た
ば
こ

の
防
止

囚
消
火
用
具
準
備

職
場
に
お
け
る
防
火
点
検

口
指
定
場
所
に
お
け
る
喫
煙
の
徹
底

い
火
気
使
用
場
所
の
整
理
整
と
ん

り
通
報
連
絡
の
蔽
底

因
消
火
設
備
の
使
用
方
法
の
習
熟

口
避
難
径
路
の
確
認

百
貨
店
、
旅
館
、
病
院
、
複
合
用

途
防
火
対
象
物
、
地
下
街
等
に
お

け
る
避
難
態
勢
の
確
保
及
び
消
防

用
設
備
等
の
保
守

口
避
難
径
路
の
案
内

い
避
難
誘
導
の
撤
底

け
避
難
路
の
確
保

口
避
難
訓
練
の
実
施

（
消
防
用
設
備
等
の
維
持
点
検
の
実

施

開
催
式
の
席
上
、
県
教
育
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

年
間
を
通
じ
て
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競

技
会
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
‘
講
演
会
等
を

開
催
し
、
村
民
か
気
軽
に
参
加
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
、
村
民
の
親
睦

と
体
位
向
上
並
ひ
に
体
育
振
興
を
は
か

る
団
体
と
し
て
‘
豊
か
て
澗
い
の
あ
る

地
域
つ
く
リ
に
長
い
間
、
貢
献
し
た
功

績
で
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
今
月
は
俳
句
て
す
）
順
不
同

稲
刈
機
置
く
あ
す
を
お
く
赤
城
山

吉
田
正
義

退
院
の
昼
帥
あ
さ
ん
ま
頭
付
き

青
木
光
子

渓
流
の
淀
み
に
浮
ぶ
紅
葉
か
な安

見
あ
っ
子

ひ
ま
わ
リ
の
折
れ
て
朽
ち
け
リ
秋
の
雨

高
瀬
依
根
子

初
紅
葉
ま
だ
ら
に
な
り
し
山
の
色

北
島
若
水

爽
や
か
や
雲
―
つ
な
き
那
須
か
岳

田
口
春
栄

コ
ス
モ
ス
の
乱
れ
ほ
う
だ
い
足
探
り

林
倫
常

秋
深
し
長
堤
を
行
く
吟
詠
す林

文

芸

欄

秀
峰

ろ
う
と
、
樹
木
園
芸
に
も
と
り
く
み
、

そ
の
研
究
活
動
か
顕
著
で
お
り
、
他
の

青
少
年
の
模
範
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

こ
。f
 県

農
業
会
議
創
立
二
十
周
年
記
念
農

政
確
立
推
進
農
業
委
員
大
会
か
群
馬
会

館
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
席
で
次
の
方
々

が
永
年
勤
続
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

0
元
農
業
委
員

川
島
一
郎
、
中
村
巌
太
郎
、
新
井

郷
市
、
菌
部
照
寿
、
鯉
沼
『
二
、

①
農
業
委
員

小
松
原
誠
司
、
新
井
初
太
郎
、
多

田
栄
作
、
栗
原
栄
―
‘
蓮
見
幸
蔵

坂
上
喜
太
郎
、
小
川
藤
作
、
木
村

微
司

永
年
勤
続
功
労
者
で

農
業
委
員

一
度
も
短
歌
を
作
ら
れ
た
こ
と
の

な
い
方
を
対
象
に
、
ど
な
た
で
も
一

人
残
ら
ず
立
派
な
短
歌
が
作
れ
る
よ

短
歌
教
室参加

者
募
集

体
育
協
会
主
催
に
よ
る
、
第
1
8
回

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
次
の
要
項
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
方
が

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
十
一
月
十
七
日
（
日
曜
日
）

場
所
明
和
中
学
校

対
象
村
内
企
業
体
並
ぴ
に
村
民
で

高
校
生
以
上
の
方
で
結
成
さ
れ
た
、

男
子
チ
ー
ム
と
女
子
チ
ー
ム

試
合
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
法

九
人
制
、
三
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

申
込
み
教
育
委
員
会
事
務
局
へ

十
一
月
十
一
日
ま
で
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

組
合
せ
十
一
月
十
一
日
午
後
八
時

か
ら
役
場
三
階
会
議
室
で
行
い
ま
す

の
で
、
チ
ー
ム
の
代
表
の
方
は
、
定

刻
ま
で
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

う
指
導
し
て
く
れ
る
短
歌
教
室
を
左

記
の
要
項
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

＿
、
期
日
十
二
月
よ
り
来
年
三
月

ま
で
、
（
月
二
回
、
第
一
、
第
三

日
曜
日
）

二
、
時
刻
午
前
十
時
i
十
二
時
ま

で
。

三
、
費
用
無
料

四
、
講
師
明
和
女
子
短
大
講
師
、

清
水
基
美
先
生

五
、
申
込
み
教
育
委
員
会
事
務
局

ヘ
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

「
私
は
」
な
ど
と
‘
引
込
み
思
案
を

な
さ
ら
ず
に
、
楽
し
い
短
歌
作
り
の

会
に
是
非
忠
誘
い
あ
わ
せ
の
上
参
加

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

各
種
検
診

H

▼
乳
児
検
診
1
4
日
（
第
二
木
曜
日
）

▼
妊
婦
検
診
2
1
日
（
第
三
本
曜
日
）

▼
育
児
相
談
2
8
日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
‘
受
付
は

当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時
ま

で
で
す
。今

月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
‘
固
定
資
産
税
第

四
期
、
個
人
事
業
税
第
二
期
、
国
民

年
金
第
四
期
、
明
和
土
地
改
良
区
費
、

有
線
放
送
使
用
料
及
び
水
道
使
用
料

で
す
。集

合
納
税
日

二
十
七
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
八
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

二
十
九
日
明
和
農
協
第
一

1
1

矢
島
公
民
館



村

12 月 1 日現在

世帯数 2057 戸

人口総数 9122 人

男 4533 人

女 4589 人

(1 1 月中の動き）

出生 9 人死亡10人

転入35 人 転出21 人

'74 

演
芸
に
顔
が
ほ
こ
ろ
ぷ

ー2 
10 日発行

第 1
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小林印刷所

七
百
余
名
を
招
砕老

人
福
祉
大
会
か

村
と
村
社
会
福
祉
協

議
会
の
主
催
に
よ
り

十
一
月
十
九
日
、
分

福
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

で
七
百
余
名
を
招
待

し
て
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

すご
長
い
間
、
社
会
に

局
一
貢
献
し
た
ご
労
苦
に

く
対
し
て
、
労
を
ね
ぎ

し
ら
う
ね
ら
い
で
開
催

楽
さ
れ
、
今
回
て
四
回

を
目
で
す
。

は
じ
め
に
奈
良
村

き

長
か
「
長
い
生
涯
に

ととひ
ぉ
い
て
‘
貴
い
勤
労

ら
ゃ
国
民
生
活
の
安
定

が
の
た
め
、
あ
る
い
は
、

な
天
災
そ
の
他
に
ご
苦

見
労
を
な
さ
リ
な
か
ら

も
よ
く
耐
え
ら
れ
、

を

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、

芸演
各
自
の
責
任
を
充
分
、

果
た
し
て
こ
ら
れ
ま

• 

し
た
こ
と
に
対
し
感

謝
を
申
し
上
け
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

次
に
招
待
者
に
記

念
品
の
贈
呈
を
し
た

あ
と
‘
—
一
十
組
の
金

老人福祉大会

婚
者
に
、
金
盃
を
贈
り

顕
彰
。
ま
た
‘
老
人
ク

ラ
ブ
育
成
功
労
者
と
し

て
‘
斗
合
田
の
小
暮
軍

平
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し

゜

`) 

f
 来

賓
に
は
高
瀬
県
議

員
‘
邑
楽
郡
福
祉
事
務

所
長
、
新
井
村
議
長
（
代

理
）
な
ど
を
招
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に

受
彰
者
代
表
し
て
南
大

烏
の
島
田
勇
市
さ
ん
か

「
身
に
あ
ま
る
光
栄
あ

る
表
彰
を
し
て
い
た
だ

き
あ
リ
か
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
お
礼
の
こ

と
ば
を
迩
べ
第
一
．
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
村
か
ら
配
ら
れ
た
お
酒

や
菓
子
、
弁
当
な
ど
を
口
に
ほ
お
ば
リ

な
か
ら
、
分
福
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
提
供

の
演
芸
や
地
元
の
民
謡
会
か
踊
り
を
披

露
。
ま
た
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
に
な
っ
た

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
壇

上
で
自
慢
の
の
ど
を
聞
か
せ
た
リ
、
八

木
節
な
ど
を
行
い
、
日
ご
ろ
の
労
苦
を

す
っ
か
り
忘
れ
、
み
ん
な
顔
が
ほ
こ
ろ

び
、
一
日
‘
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し

こ
。f
 

◎
顕
彰
さ
れ
た
金
婚
者
（
敬
称
略
）

▼
上
江
黒
原
島
福
太
郎
・
ト
ミ
▼

千
巾
井
小
久
保
銀
：
一
郎
・
ち
ょ
、
江

原
良
[
•
は
ま
▼
江
口
柿
沼
卯
·

郎
・
き
ち
、
関
口
兵
吉
・
は
る
▼
田

島
肯
木
好
·
-
•
し
な
、
矢
島
福
ニ
・

ふ
き
▼
南
大
島
町
田
亀
吉
・
し
も

島
田
勇
市
・
ハ
ッ
‘
岡
安
重
蔵
．
＜

に
、
岡
安
団
次
・
サ
ト
、
森
尻
藤
太
郎

・
タ
ケ
▼
新
里
湘
下
盛
一
郎
・
カ

ッ
▼
川
俣
宇
木
徳
沿
．
の
ふ
、
奈

良
春
太
郎
・
さ
だ
▼
大
輪
松
本
徳

治
・
い
ち
‘
駒
宮
新
ニ
・
は
る
▼
矢

島
山
岸
菊
次
郎
・
イ
ト
▼
大
佐
貫

篠
木
甚
一
郎
・
ゆ
わ
‘
篠
木
伊
二
郎

・
ふ
じ
〔
以
上
ー
一
十
組
〕

哲
学
者
カ
ン
ト
は
「
小
さ
い
時
に

分
の
欲
を
抑
え
る
こ
と
を
教
え
ら

れ
な
か
っ
た
人
間
は
不
幸
だ
。
」
と
い

つ
て
い
る
。
小
さ
い
時
代
に
子
ど
も

の
欲
望
を
お
さ
え
る
強
い
心
構
え
を

教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

欲
求
不
満
は
非
行
の
原
因
と
も
な

リ
、
こ
れ
を
み
た
し
て
や
る
こ
と
は

人
格
形
成
上
必
要
な
こ
と
で
は
あ
る

か
、
子
ど
も
達
の
欲
求
不
渦
を
満
し

て
や
る
こ
と
は
不
可
能
で
子
ど
も
達

の
欲
求
吟
味
、
欲
望
に
打
か
つ
克
己

自
制
の
精
神
を
小
さ
い
時
に
植
え
つ

け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
親
は

過
保
護
で
あ
っ
て
は
な
ら
が

L

`
‘
』

`
`
`
‘
.
9
’

眉
｀
ク
．
｀
｀
｀
ク
i

よ
し
な
し
こ
と

▲金婚をむかえ顕彰された方々
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館
林
地
区
消
防
組
合
の
秋

季
消
防
点
検
が
六
百
余
名
参

加
し
て
、
十
一
月
三
十
日
板

倉
町
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

゜

9
J
 f
 明

和
村
か
ら
は
、
常
備
消

防
士
と
非
常
備
消
防
団
員
百

名
が
、
参
加
し
て
消
防
組
合

管
理
者
、
県
消
防
係
官
な
ど

か
ら
点
検
を
う
け
ま
し
た
。

姿
勢
服
装
点
検
、
ポ
ン
。
フ
操

法
、
部
隊
訓
練
な
ど
き
び
き

び
し
た
士
気
あ
ふ
れ
る
動
作
に
、
災
害

発
生
に
対
し
て
住
民
の
期
待
に
充
分
に

秋
季
消
防
点
検

住
民
の
期
待
に
充
分
な
も
の

第
五
回
臨
時
村
議
会
が
十
一
月
十
一

日
、
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
で
開
か
れ

ま
し
た
。

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
村
営
住
宅
建

設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
で
、
原
案

ど
お
り
契
約
を
と
り
結
ぶ
こ
と
に
つ
い

て
議
会
の
同
意
を
え
ま
し
た
。

こ
の
契
約
は
、
十
月
十
二
日
、
指
名

業
者
に
よ
っ
て
競
争
入
札
を
し
た
結
果

小
林
工
務
店
昧
に
二
千
五
百
八
十
万
円

で
落
札
し
た
も
の
で
す
。

完
成
は
来
年
二
月
予
定

村
営
住
宅
は
一
棟
四
戸
建
て
が
、
三

棟
建
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
全
部
で
十
二

1
2月
1
9日
招
集
予
定

定
例
村
議
会

世
帯
が
入
居
で
き
ま
す
。
場
所
は
南
大

島
で
、
既
設
の
村
営
住
宅
の
西
側
に
建

設
。
完
成
は
来
年
の
二
月
末
日
予
定
で

す
。定

例
村
議
会
が
十
二
月
十
九
日
に
招

集
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
議
会
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
度

各
会
計
の
決
算
の
認
定
、
一
般
職
の
給

与
改
定
や
、
こ
れ
に
伴
う
補
正
予
算
な

ど
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

こ
た
え
う
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
席
上
本
村
か
ら
は
次
の

臨
時
村
議
会

村
営
住
宅
建
設
工
事

契
約
と
り
き
め
に
同
意

十
一
月
三
十
日
、
任
期
満
了
に
伴
う

民
生
委
員
の
改
選
か
行
わ
れ
十
二
月
一

日
付
で
、
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

こ
の
辞
令
伝
達
式
が
十
二
月
三
日
役
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

蓮
見
一
雄
さ
ん
ら
1
6名

農
業
委
員
会

会
長
き
ま
る

新
井
初
太
郎
さ
ん
に

農
業
委
員
会
の
会
長
、
小
松
原
誠
司

さ
ん
が
辞
任
し
た
の
に
伴
っ
て
、
十
一

月
三
十
日
開
か
れ
た
農
業
委
員
会
で
会

長
な
ど
を
互
選
に
よ
り
決
め
ま
し
た
。

会
長
に
は
会
長
代
理
の
新
井
初
太
郎

さ
ん
（
江
ロ
・
写
真
）
が
、
会
長
代
理
に
は
、

栗
原
栄
一
さ
ん
（
南
大
島
）
か
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
の
両
氏
に
は
、
農
業
生
産
力

の
発
展
及
び
農
民
の
地
位
の
向
上
の
た

め
に
活
躍
か
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
民
生
委
員

会長の新井さん

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

①
十
年
勤
続
功
労
者
と
し
て

副
支
団
長
堀
口
武
徳
（
新
里
）

④
優
良
団
員
と
し
て

〔
分
団
長
〕
飯
島
正
昭
（
新
里
）
、

恩
田
勝
彦
（
梅
原
）
、
川
上
直
治

（
川
俣
）
、
松
本
幸
夫
（
大
輪
）
、
大

野
雄
吉
（
矢
島
）
、
岡
安
正
志
（
南

大
島
）
、
船
田
良
典
（
上
江
黒
）
、

新
橋
政
行
（
下
江
黒
）
、
新
井
順
一

（
江
口
）

民
生
委
員
は
‘
今
後
二
年
間
、
明
和

村
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
に
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
か
、
生
活
な
ど
困
っ
た
問
題

か
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
し
ど
し
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

【
再
任
】
▼
蓮
見
一
雄
南
大
島
下

▼
坂
上
千
江
子
中
谷
▼
奈
良
ふ

さ
田
島
▼
鯉
沼
清
川
俣
▼
玉

井
み
ね
江
口
▼
大
野
幸
雄
矢
島

▼
石
村
よ
っ
大
佐
貫
▼
久
保
庭

ヨ
シ
ミ
新
里
▼
多
田
佐
衛
上
江

黒
▼
江
原
薫
干
津
井
▼
堀
口
三

四
須
賀
▼
新
井
誠
一
斗
合
田

▼
小
林
政
介
下
江
黒

【
新
任
】
▼
川
島
銀
次
梅
原

早
川
リ
ツ
大
輪
▼
岡
安
宏
子

大
島
上

保
健
課
と
水
道
課
が
十
二
月
一
日
か

ら
増
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
課
の
増
設
は
、
業
務
の
円
滑

と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図

る
も
の
で
す
。

保
健
課
は
旧
庁
舎
の
住
民
課
の
隣
り

に
、
水
道
課
は
新
庁
舎
二
階
の
建
設
課

の
隣
り
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

保
健
課
と
水
道
課
の
増
設
に
伴
い
、

十
二
月
一
日
付
で
人
事
異
動
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
）
内
は
前
職
※
は
昇
格

〔
課
長
及
び
局
長
〕
保
健
課
長
折

原
功
一
（
住
民
課
長
）
、
住
民
課
長

瀬
下
恒
男
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）
、

水
道
課
長
※
柿
沼
清
吉
（
保
健
係
長
）

役
場
人
事
異
動

二
課
を
増
設

保
健
課
と
水
道
課

南▼

信
号
機
が
つ
く

上
江
黒
の
三
差
路

※
土
屋
敏
夫

教
育
委
員
会
事
務
局
長

（
徴
収
係
長
）

〔
係
長
〕
経
済
課
農
政
係
長
川
上

幸
次
郎
（
共
済
係
長
）
‘
水
道
課
業
務

係
長
青
山
清
（
水
道
係
長
）
、
共
済

課
共
済
係
長
※
加
藤
ひ
で
子
（
共
済

係
）
、
保
健
課
国
民
健
康
保
険
係
長

※
木
村
ト
ヨ
（
保
健
係
）
、
保
健
課
保

健
衛
生
係
長
※
木
村
利
男
（
農
政
係
）

〔
主
事
及
び
茂
師
等
〕
共
済
戊
川

島
嘉
一
郎
（
住
民
県
）
、
水
道
課
江

森
勝
也
（
建
設
課
）
、
保
健
課
荻
野

康
男
（
住
民
課
）
、
水
道
課
田
口
久

夫
（
建
設
課
）
、
保
健
課
吉
永
清
重

（
住
民
課
）
、
経
済
課
五
十
嵐
好
子

（
建
設
課
）
、
保
健
課
松
本
久
一

（
住
民
課
）

県
道
川
俣
ー
麦
倉
線
の
上
江
黒
の
三

差
路
に
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
信
号
機

か
つ
き
ま
し
た
。

こ
の
交
差
点
は
三
差
路
で
見
通
し
も

き
か
な
く
、
非
常
に
交
通
事
故
が
多
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
信
号
機
の
設
置
に
よ

リ
交
通
事
故
か
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
‘
要
は
お
互
に
交
通
ル
ー
ル
を

料
金
引
上
げ
を
答
申

有
放
運
営
委
員
会

有
線
放
送
運
営
委
員
会
が
十
一
月
十

一
日
、
役
場
で
開
か
れ
、
有
線
放
送
料

金
の
引
上
け
等
を
村
長
に
答
申
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

答
申
内
容
は
、
人
件
費
と
諸
物
価
高

騰
に
よ
る
財
源
不
足
に
な
り
、
一
般
会

計
か
ら
百
八
十
万
円
の
繰
入
れ
と
、
来

年
四
月
か
ら
有
線
放
送
料
金
を
引
上
げ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
引
上
額
は
、

基
本
料
金
が
四
百
円
を
六
百
円
に
、
広

告
放
送
料
か
、
村
内
か
四
百
円
を
八
百

円
に
‘
村
外
か
八
百
円
か
ら
二
千
円
に

引
上
げ
る
こ
と
で
す
。

医
師
の
森
田

勝
太
郎
さ
ん
逝
去

森
田
勝
太
郎
さ
ん
（
医
師
・
八
十
八

オ
）
が
十
二
月
三
日
に
老
衰
の
た
め
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

森
田
さ
ん
は
長
い
間
、
病
気
の
治
療

や
校
医
と
し
て
、
本
村
の
健
康
管
理
に

つ
く
さ
れ
、
村
民
か
ら
大
変
親
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
又
、
勲
五
等
瑞
宝
彰
に

叙
せ
ら
れ
た
偉
大
な
方
で
す
。

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
め
い
福
を
祈
り
ま

す
。

訂
正

前
月
号
二
面
の
お
年
寄
り
を
温
泉
へ

招
待
の
記
事
中
、
下
江
黒
と
あ
る
の
は

上
江
黒
の
あ
や
ま
り
で
し
た
。

守
ら
な
け
れ
は
事
故
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
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千
津
井
・
上
江
黒
•
江
口
の
シ
ク
ラ

メ
ン
栽
培
農
家
で
は
、
家
族
総
出
で
出

荷
や
手
入
れ
に
大
忙
し
で
す
。

シ
ク
ラ
メ
ン
は
、
で
き
は
昨
年
な
み

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
用
、
正
月
用
で
主
に

東
京
方
面
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
出

荷
は
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
始
め
ら
れ

シクラメン栽培農家

出荷や手入れに大忙し

た
が
、
本
格
的
に
な
っ
た
の
は
十
二
月

五
日
ご
ろ
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

小
久
保
弘
治
さ
ん
宅
の
ハ
ウ
ス
の
中

に
は
手
塩
に
そ
だ
て
ら
れ
た
赤
·
ピ
ン

ク
・
白
の
シ
ク
ラ
メ
ン
の
花
が
咲
き
み

だ
れ
、
出
荷
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う

で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
改
定

来
年
一
月
か
ら
一
千
百
円
に

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
来
年
一
月
か
つ
て
、
年
金
を
も
ら
う
と
き
に
な
っ

か
ら
一
千
百
円
に
改
定
に
な
り
ま
す
。
た
ら
、
煙
草
銭
に
も
足
り
な
か
っ
た
と

国
は
将
来
年
金
を
支
給
す
る
た
め
に
い
う
の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

財
源
と
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
保
険
料
そ
こ
で
、
国
民
年
金
で
は
少
な
く
て

を
納
め
て
い
た
だ
き
、
国
も
納
め
ら
れ
も
五
年
に
一
度
は
、
生
活
水
準
な
ど
の

た
保
険
料
の
半
額
分
を
負
担
し
て
、
い
う
つ
り
か
わ
り
に
あ
わ
せ
て
年
金
額
を

っ
し
よ
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
改
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
改
正
の

と
こ
ろ
で
将
来
お
金
の
値
打
ち
が
さ
年
に
あ
た
っ
た
昨
年
は
、
年
金
額
が
二

男子

゜

体
育
協
会
主
催
の
第
十
八
回
バ
レ
ー

ポ
ー
ル
大
会
か
十
一
月
十
七
日
、
明
和

中
学
校
で
、
男
子
・
女
子
と
も
十
チ
ー

ム
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
三
セ
ッ
ト
、
二
十
一
本
勝
負

の
九
人
制
で
、
午
前
九
時
か
ら
開
始
。

優
勝

田サ
ッ
カ
ークラ

プ 島

橋
本
産
業

特
殊
電
装

優勝 OBC
2 

,n 
1又

場

大
幸
化
成

ユ ト雑
トク

1 レテ
l ン
スズ草

O

B

C

 

女子
2 

優勝明中 OG

゜

倍
半
川
上
げ
ら
れ
、
二
十
五
年
間
保
険

料
を
納
め
た
夫
婦
に
は
月
五
万
六
千
四

百
四
十
円
（
附
加
分
を
含
む
。
改
正
前

は
月
二
万
円
）
の
年
金
か
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
十
年
年
金
の
年
金
額
も

月
一
万
二
千
五
百
円
（
改
正
前
は
月
五

干
円
）
に
な
り
ま
す
。

こ
の
結
果
、
今
年
一
月
か
ら
保
険
料

も
．
一
倍
半
川
上
げ
る
こ
と
か
必
要
に
な

リ
ま
し
た
か
、
と
リ
あ
え
ず
九
百
円
（
改

正
前
は
四
百
五
十
円
）
に
お
さ
え
来
年

一
月
分
か
ら
一
干
百
円
に
す
る
こ
と
に

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
国

の
負
担
額
も
五
百
五
十
円
に
引
上
げ
ら

れ
ま
す
。
な
お
昨
年
の
改
正
で
は
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
今
年

九
月
か
ら
年
金
額
が
一
六
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
か
、
こ
れ
に

み
あ
う
保
険
料
の
引
上
げ
は
今
回
見
込

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
職
場
や
校
庭
で
練

習
を
し
て
き
た
各
チ
ー
ム
は
‘
威
勢
の

ょ
ぃ
声
を
掛
け
て
、
レ
シ
ー
プ
、
ス
バ

イ
ク
な
ど
を
行
い
、
熱
戦
を
展
開
。
結

局
、
高
校
生
だ
け
で
チ
ー
ム
を
編
成
し

た
O
B
C

（
男
子
）
と
明
中
O
G

（
女

子
）
の
チ
ー
ム
が
若
さ

で
優
勝
を
も
の
に
し
ま

し
た
。試

合
の
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

O
B
C

男
子
～

明
中
O
G

～
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
を

収
得
し
た
と
き
に
そ
の
取
得
し
た
時
の

価
格
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
額

を
納
め
て
い
た
だ
＜
税
金
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
価
格
が
土
地
の
場
合

は
十
万
円
、
家
屋
の
う
ち
建
築
し
た
も

の
の
場
合
は
二
十
三
万
円
、
建
築
以
外

（
古
い
建
物
を
買
っ
た
よ
う
な
と
き
）

の
場
合
は
十
二
万
円
に
満
た
な
い
場
合

に
は
、
不
動
産
取
得
税
を
納
め
な
く
て

も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不
動
産
取
得
税
を
算
出
す
る
場
合
の

不
動
産
の
価
格
は
、
具
体
的
に
は
、
市

町
村
に
そ
な
え
て
あ
る
「
固
定
資
産
課

税
台
帳
」
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
に

よ
り
ま
す
。

し
か
し
、
「
固
定
資
産
課
税
台
帳
」

に
価
格
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
自
治
大
臣
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て

い
る
「
固
定
資
産
評
価
基
準
」
に
よ
り

評
価
決
定
さ
れ
た
価
格
に
よ
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
住
宅
事
情
も
考
え
、

西
幼
稚
園

西
小
P
T
A

役

場

西
小
P
T
A

大
幸
化
成

明
中

O
G

B

C

M

 

オ
ー
ル
明
和

特
殊
電
装

斗
合
田

住
民
の
み
な
さ
ん
が
少
し
で
も
有
利
な

条
件
で
住
宅
を
建
築
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
‘
不
動
産
取
得
税
の
負
担
を
軽

く
す
る
措
置
か
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
算

式
で
表
わ
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

不
動
産
取
得
税
1
1

〔
評
価
額
ー
ニ
百

三
十
万
円
〕
X

百
分
の
三

ま
た
、
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た

場
合
に
も
‘
土
地
に
対
す
る
不
動
産
取

得
税
の
減
額
か
お
こ
な
わ
れ
る
特
例
か

あ
り
ま
す
。
こ
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る

の
は
次
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

日
土
地
を
取
得
し
た
方
が
、
そ
の
土

地
を
取
得
し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に

そ
の
土
地
に
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
。

口
住
宅
を
新
築
し
た
方
が
、
住
宅
を

新
築
し
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
そ
の

敷
地
を
取
得
し
た
場
合
。

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
、
疑
問
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
も
よ
り
の
財
務

事
務
所
に
お
気
軽
に
お
問
い
あ
わ
せ
く

だ
さ
い
。

不
動
産
取
得
税

価
格
の
三
パ
ー
セ
ン
ト

、．
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ニ
ュ
ー
ス

役
場
を
見
学

十
一
月
二
十
日
、
保
育
園
で
は
保
母

の
引
率
で
園
児
か
役
場
を
見
学
に
こ
ら

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
園
児
は
、
元
気
よ
く
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

早
速
、
役
場
庁
舎
を
見
て
歩
き
‘
職
員

が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
‘
梁
瀬

係
長
の
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
う
け
、

熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

►

こ
と
ぷ
き
学
級
開
く

こ
と
ぶ
き
学
級
が
十
一
月
三
十
日

役
場
で
五
十
一
名
出
席
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。
講
師
に
は
桜
井
国
雄
さ
ん

（
館
林
老
人
ホ
ー
ム
所
長
）
を
招
い

て
、
老
後
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
、

老
人
ホ
ー
ム
の
実
態
や
現
状
な
ど
に

つ
い
て
講
話
。
こ
の
あ
と
「
お
じ
ぃ

ち
ゃ
ん
の
恋
人
」
と
い
う
題
名
の
映

画
が
行
わ
れ
、
老
後
の
過
ご
し
方
を

勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

毎
年
冬
に
な

る
と
寒
さ
の
た

め
台
所
の
じ
ゃ

口
が
凍
っ
た
リ
、

水
道
管
が
破
裂

し
て
困
っ
た
経

験
を
す
る
家
庭

が
出
ま
す
。

こ
の
冬
に
は
‘

こ
ん
な
こ
と
の

な
い
よ
う
に
水

道
管
の
冬
じ
た

く
を
早
め
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

厚
生
年
金
保
険
の
老
令
年
金
、
通
算

老
令
年
金
、
特
例
老
令
の
年
金
受
給
者

の
方
に
は
、
毎
年
一
月
十
五
日
ま
て
に

現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る
方
か

引
き
続
き
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
な

の
で
、
提
出
さ
れ
な
い
と
、
五
月
期
支

払
分
か
ら
年
金
の
支
給
が
差
し
止
め
ら

れ
ま
す
。 老

令
年
金
受
給
者
は

一
月
十
五B
ま
で
現
況
届
を
提
出

立

フエルトや布を 2 四＜

らいの厚さにまきつけ
ピニールテープをまい
て水ぬれをふせぐ。

村内の幼稚園では、 11 月 15 日に各幼稚園ごとに合同で七

•五・三のお祝いを行いました。

中央幼稚園では、園児は神主さんからお払いを受け、神

妙なおももち。 しかし、このあと先生から千歳あめをもら

ったリ、父兄の歌や踊リの披露に大喜びでした。

水道管に冬じたくを

マイナス4度で凍結

お
宅
の
水
道

管
は
だ
い
じ
ょ

う
ぷ
て
し
ょ
う

か
。

▲幼稚園で七•五・三

水
道
管
は
寒
さ
が
大
敵
で
す
。
気
温

が
マ
イ
ナ
ス
四
度
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す

と
‘
凍
結
事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

．
特
に
注
意
を
す
る
の
は

▼
む
き
出
し
の
水
道
管
▼
戸
外
の
水

道
管
▼
北
側
に
あ
る
水
道
管

こ
の
よ
う
な
水
道
管
に
は
、
か
な
ら

ず
防
寒
装
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

防
寒
装
置
に
は
耐
久
性
の
あ
る
市
販

品
も
あ
り
ま
す
が
、
毛
布
、
フ
ェ
ル
ト
‘

コ
モ
な
ど
を
水
道
管
に
ま
き
つ
け
て
簡

単
に
防
寒
で
き
ま
す
。

凍
つ
て
水
が
出
な
い
と
き

じ
ゃ
口
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
、
少
し
づ
つ

熱
い
湯
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
気
な
か

に
と
か
し
て
く
だ
さ
い
。

破
れ
つ
し
た
と
き
は

止
水
せ
ん
を
し
め
て
水
を

と
め
‘
破
れ
つ
し
た
部
分
に

布
か
テ
ー
プ
を
し
っ
か
り
と

ま
き
つ
け
て
、
応
急
手
当
を

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
指

定
水
道
工
事
店
で
修
理
を
し

て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
十
二
月
末
日
ま

で
に
社
会
保
険
庁
か
ら
各
年
金
受
給
者

に
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
記
入
上
の
注

意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
正
し
く
記
入
し

村
長
の
証
明
を
受
け
て
か
ら
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
身
体
障
害
が
あ
る
た
め
に
時

期
を
早
め
て
支
給
さ
れ
て
い
る
方
の
場

合
は
、
診
断
書
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
フ
ィ
ル

ム
を
一
諸
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先
は
、
社
会
保
険
庁
年
金
保
険

つ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
金
魚
や
ナ

マ
ズ
な
ど
の
珍
魚
を
つ
る
方
も
お
り
ま

し
た
。一

番
は
一
・
五
キ
ロ
ダ
フ
を
つ
っ
た

川
俣
の
藤
野
清
吉
さ
ん
。
大
物
賞
は
体

長
三
十
巧
の
コ
イ
を
い
と
め
た
梅
原
の
、

福
田
市
司
さ
ん
で
す
。

成
績
は
次
の
と
お
リ
敬
称
略

▼
一
位
藤
野
清
吉
（
川
俣
）
千
五
百

名
▼
二
位
吉
氷
竹
雄
（
梅
原
）
干

百
五
十
考
▼
三
位
今
成
与
四
郎
（

南
大
島
）
七
百
六
十
六
嗜
▼
四
位

大
津
忠
明
（
矢
島
）
▼
五
位
内

田
光
男
（
上
江
黒
）
▼
大
物
賞
福

田
市
司
（
梅
原
）

魚
つ
り
大
会

＿
位
藤
野
清
吉
さ
ん

体
育
協
会
主
催
の
魚
つ
り
大
会
が
十

一
月
十
日
、
板
倉
町
幹
線
堀
で
行
わ
れ

四
十
七
名
の
大
公
望
が
腕
前
を
競
い
ま

し
た

こ
の
日
は
風
が
あ
っ
た
か
快
晴
に
め

ぐ
ま
れ
、
ま
ず
ま
ず
の
つ
り
日
和
。
つ

り
天
狗
は
、
良
い
つ
り
場
を
捜
し
、
そ

こ
で
つ
り
糸
を
垂
ら
し
て
、
ウ
キ
と
に

ら
め
っ
こ
。
引
き
に
合
わ
せ
て
、
つ
り

ざ
お
を
上
げ
て
い
た
が
、
主
に
フ
ナ
が
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一
年
金
を
ふ
や
す
方
法
は
？
一

圃
問
国
民
年
金
は
、
何
年
保
険
料
を
円
（
米
月
か
ら
は
一
千
百
円
）
の
ほ

一
掛
け
て
‘
い
つ
か
ら
ど
れ
く
ら
い
も
か
に
附
加
保
険
料
四
百
円
を
お
さ
め
一

·
ら
え
る
か
。
又
、
年
金
を
ふ
や
す
方
る
と
、
そ
の
お
さ
め
た
期
間
に
応
じ
”

一
法
は
な
い
か
。
(
-
村
民
）
て
一
定
の
額
か
上
積
み
さ
れ
た
年
金
《

一
答
拠
出
年
金
（
保
険
料
を
掛
け
る
か
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

一
年
金
）
て
は
、
普
通
二
十
五
年
間
保
例
え
ば
、
二
十
五
年
間
拠
出
年
金
一

一
険
料
を
掛
け
て
、
現
在
六
十
五
オ
か
の
保
険
料
を
お
さ
め
た
外
に
、
附
加
一

〗
ら
毎
年
二
十
七
万
八
干
六
百
四
十
円
保
険
料
を
二
十
五
年
間
お
さ
め
ま
す
”

一
（
月
額
一
ガ
ー
ニ
千
二
百
二
十
円
）
の
と
‘
拠
出
年
金
の
外
に
、
年
額
六
万
一

一
年
金
か
も
ら
え
ま
す
。
円
（
月
額
五
千
円
）
を
合
算
し
た
年
一

一
こ
れ
は
将
来
、
経
済
状
勢
や
福
祉
額
三
十
三
万
八
千
六
百
四
十
円
（
月
一

一
制
度
の
変
化
に
よ
っ
て
改
定
さ
れ
ま
額
二
万
八
千
二
百
二
十
円
）
が
も
ら
一

圃
す
，
え
ま
す
。
な
お
、
附
加
年
金
制
度
に
”

し
か
し
、
よ
り
安
定
し
た
老
後
の
は
、
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
一

一
た
め
に
、
保
険
料
を
増
額
し
て
多
額
い
方
が
い
ま
す
。
こ
の
方
は
、
農
業
叩

[
の
年
命
を
受
け
る
方
法
か
あ
り
ま
す
。
者
年
金
加
入
者
で
す
。

一
そ
れ
か
附
加
年
金
制
度
と
い
わ
れ
る
加
入
の
手
続
き
な
ど
く
わ
し
い
こ

”
も
の
で
す
。
と
は
役
場
住
民
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

〗
こ
の
制
度
は
、
定
額
保
険
料
九
百
さ
い
。

部
業
務
課
（
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
西

三
ー
五
ー
ニ
四
）
で
す
。
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大
輪
と
須
賀
の
間
に
で
き
た
新
堀
川

上
流
の
一
帯
は
‘
そ
の
昔
、
大
輪
沼
と

称
し
沼
沢
の
あ
る
大
湿
地
帯
て
あ
っ
た
。

こ
れ
は
新
田
・
山
田
・
西
邑
楽
の
悪
水

の
た
ま
り
場
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

雨
の
多
い
年
な
ど
は
作
物
は
ほ
と
ん
ど

と
れ
な
い
土
地
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
沼
の
水
の
自
然
排
水
は
谷
田
川

で
‘
沼
の
口
か
ら
十
二
社
（
上
江
黒
）
ま

で
の
間
は
、
川
巾
が
せ
ま
く
、
川
底
も

高
い
の
で
思
う
よ
う
に
水
か
流
れ
な
か

っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

徳
川
三
代
将
軍
家
光
の
子
‘
綱
吉
公

か
寛
文
三
年
八
月
館
林
城
主
と
な
リ
、

寛
文
か
ら
延
宝
に
か
け
て
の
大
事
業
は

館
林
城
の
改
築
、
矢
場
川
の
つ
け
か
え

工
事
と
‘
こ
の
谷
田
川
拡
張
工
事
で
あ

っ
た
。

延
宝
八
年
の
大
水
害
で
大
輪
沼
回
り

七
千
石
の
田
畑
は
冠
水
し
、
農
民
達
は

沼
の
水
を
利
根
川
に
流
し
て
ほ
し
い
と

申
し
出
し
た
の
で
、
天
和
元
年
（
一
干
六

百
八
十
一
）
諸
星
伝
左
衛
門
か
調
査
に

あ
た
り
、
三
科
甚
五
兵
衛
に
命
じ
て
沼

の
水
を
大
輪
·
須
賀
の
間
か
ら
利
根
川

へ
流
す
方
法
、
ま
た
、
大
輪
の
水
を
梅

原
か
ら
利
根
川
へ
流
す
方
法
の
二
つ
を

計
画
さ
せ
た
か
、
天
和
二
年
に
館
林
領

一
円
の
検
地
で
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い

こ
。f
 そ

の
後
も
水
害
に
な
や
む
野
辺
、
上

三
林
、
下
三
林
、
入
ヶ
谷
、
木
崎
・
上

中
森
・
下
中
森
・
萱
野
·
上
五
箇
・
大

輪
・
青
柳
・
堀
工
の
十
ニ
ヵ
村
（
今
の

大
字
）
が
協
力
し
て
利
根
川
へ
の
排
水

を
願
い
出
た
が
、
水
も
り
の
結
果
、
利

根
川
へ
水
を
流
す
こ
と
は
無
理
と
し
て

却
ド
と
な
リ
、
代
官
比
企
長
左
衛
門
に

な
っ
て
も
見
と
う
し
か
た
た
な
か
っ
た
。

遂
に
水
害
に
な
や
む
村
人
達
は
藩
の

手
を
ま
た
す
自
分
達
て
普
請
を
す
る
か

ら
許
叶
し
て
ぱ
し
い
と
碩
い
で
た
。

J
L
禄
卜
4

に
再
ひ
大
洪
水
、
大
輪

沼
回
り
四
千
四
白
町
歩
‘
畑
’
日
れ
十
町

歩
の
収
積
は
皆
無
。
代
官
長
左
衛
門
も

捨
て
て
は
お
け
ぬ
と
決
心
し
て
、
谷
田

川
筋
を
く
わ
し
く
調
べ
‘
大
輪
沼
か
ら

十
二
社
ま
で
二
千
三
百
間
を
川
巾
十
二

間
に
広
げ
、
土
も
り
．
二
間
と
す
れ
ば
よ

い
と
の
見
積
リ
を
立
て
た
。
翌
元
禄
十

二
年
(
-
千
六
白
九
十
几
年
）
、
今
か

ら
一
白
七
十
上
年
前
に
工
事
開
始
と
な

リ
、
近
辺
―
-
+
]
ニ
ヵ
村
か
ら
助
人
足
も

出
て
谷
田
川
拡
巾
工
事
は
、
わ
す
か
に

二
十
日
‘
樋
‘
橋
工
事
ま
で
い
れ
て
立

十
日
で
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

「
沼
ま
わ
り
の
人
足
は
多
年
の
願
望

故
‘
身
命
を
さ
さ
げ
て
精
出
し
‘
助
人

足
も
お
く
れ
じ
と
面
々
村
印
の
の
は
リ

を
立
て
‘
せ
リ
合
っ
て
仕
事
に
精
励
し

見
物
人
は
ど
若
男
女
列
を
な
し
‘
茶
・

薬
・
酒
・
菓
子
商
な
ど
、
は
せ
ま
わ
る

さ
ま
は
、
江
戸
の
こ
普
請
も
こ
れ
ま
で

と
長
左
衛
門
さ
ま
の
御
威
勢
の
は
と
ゆ

わ
し
け
れ
。
」
と
谷
田
川
広
記
に
内
か

れ
て
あ
る
。
こ
の
大
半
業
か
今
の
よ
う

に
機
械
の
な
い
時
代
に
わ
す
か
血
十
日

で
、
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
驚
く
は
か

は
な
い
。
工
事
に
あ
た
っ
た
人
足
は
総

数
六
万
人
と
い
わ
れ
、
長
左
衛
門
も
青

柳
に
宿
を
と
っ
て
、
毎
日
普
請
の
状
況

を
巡
視
し
激
励
し
た
。

大
輪
沼
と
谷
田
川
工
事

►

現
在
の
谷
田
川

は遠左くそ登 れ左消排続 帯う々金渡ららた田で
は‘く衛祭の景同て衛し水しそ大しに‘さ米れつ方な完
な消門ら功能時は門たにての輪た謝沼れ五たた面〈成
はぇのれ績は代なのかよ行後沼人礼周た百長のま ‘に
だ去名てはとにら功‘っゎもは達金辺と俵左でて西よ
迫i)はい用か笠な績そてれ谷新のとのい‘衛あ水邑つ

＾塁‘大る水め懸い‘の大‘田田努し村う盆門る害楽て
奈、し、忘輪 とら野゜村蔭輪現川と力て）＼こ子に゜をは沼
嚢：れ沼だ共れに 人に沼在の化に分‘達こ—対こま勿週

らのかにて水 達は力、の排しよ配‘れ白しのぬ論辺
育われ名代神自を の代安よ水fこつさ助は四て功か‘の
喜：、て称官と殺引 労官全う工のてれ人用十勘績れ新村

いと比ししぃ 苦比にな事て大た足地一定かる田は
ーある.::I±:企てたか を企姿機はあ湿°のの両所認に・か
ーる。の［長永が岡 忘長を械継令地こ村代かかめい山り
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さを強重査 宝十事▼ 長か民 にとさお
れ実〈要員田蒻年務田 から会県士ついにろ
た施‘性に口職「』従口 ら統館統紅ぃつまそ
もし常を就さ員巳事和 次計て計言十てたきか
のてに良任んー井 晴 の功開大 はこれに
でい率くしと 事▼扇 方労カ~会功くとてな
する先認て多五務多カロ 々者れかうう れに‘つ
゜とし識以田年従田竺 かと‘十老i ぐな→た
いてし来さ間事正 表しこー ，，れりつり対火こやがな忘 1 スは―にかしまなし災入 1
う‘て‘ん統 彦十 彰ての月てもがい‘すののも多ど年テマ‘からてすつやかリズ火
こ完‘統は計▼ェ四＾さ県席十表慎ちう年る取火すく飲会イスクけ年年゜てす発‘ン災
と全責計、事酒江年敬れ統上九土ノ重でつ末注りやるな酒‘‘パリて始末まいく生火にシ
でな任事統務井里間称ま計‘日早ク なすかの意扱暖とりの新
表調感務計従清ご統略し協本‘ 取゜り忙心ぃ房た‘機年
彰査かの調事 計ー竺会村県 り火 L しかにのばや会会

火災シーズン米る

年末年始の火災予防

扱
い
と
、
念
入
り
な
点
検
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

火
災
に
よ
り
尊
い
人
命
や
、
大
切
な

財
産
を
失
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
一
人

一
人
か
火
災
の
防
止
に
つ
い
て
は
注
意

を
は
ら
う
と
と
も
に
、
万
一
出
火
し
た

場
合
、
い
つ
で
も
消
せ
る
よ
う
に
消
火

の
準
備
と
避
難
の
方
法
に
つ
い
て
、
職

場
や
家
庭
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

そ
こ
で
火
災
の
防
止
、
初
期
消
火
、

避
難
に
つ
い
て
と
く
に
次
の
こ
と
に
注

意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

＊
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
置
き
忘
れ

を
し
な
い
こ
と
。
と
く
に
飲
酒
し
た

と
き
の
寝
た
ば
こ
は
危
険
で
す
。

＊
こ
ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
正
し

い
取
り
扱
い
を
す
る
と
と
も
に
ま
わ

り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

こ
と
。

＊
外
出
す
る
と
き
‘
就
寝
す
る
と
き

は
必
ず
火
の
元
を
た
し
か
め
る
こ
と
。

＊
消
火
に
備
え
て
常
に
消
火
器
や
、

バ
ケ
ッ
一
杯
の
水
を
用
意
し
て
お
く

゜

こ
と

＊
避
難
に
つ
い
て
は
、
体
裁
を
気
に

し
て
着
替
え
を
し
た
り
し
な
い
で
早

＜
避
難
す
る
こ
と
に
心
掛
け
普
段
か

う
っ
か
り
寝
た
は
こ

火
事
の
も
と

110番からのお願い

見たら、聞いたら、 110番
どろぽうー・暴力•あやしい人
ひきにげ•あてにげ•あやしい車
（必ずナンバーをみる）

警察は緊急事件や事故処理のた
゜め昼も夜も活動しています。すば
やい届出が事件解決のポイントて
す。

ら
火
災
に
な
っ
た
場
合
、
安
全
に
避

難
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

＊
体
の
不
自
由
な
老
人
や
病
人
、
幼

児
は
避
難
し
や
す
い
階
下
に
就
寝
さ

せ
る
こ
と
。

＊
老
人
・
病
人
・
子
供
だ
け
残
し
て

外
出
す
る
と
き
は
、
火
の
気
を
と
く

に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
窓
や
戸
の

か
ぎ
は
、
内
側
か
ら
あ
け
や
す
く
し

て
お
く
こ
と
。

＊
二
階
以
上
の
階
の
火
災
は
避
難
が

困
難
と
な
り
や
す
い
の
で
、
避
難
用

の
は
し
ご
や
ロ
ー
プ
な
ど
備
え
て
お

く
こ
と
。

陸
•
海
・
空

自
衛
官
を
募
集

一
資
格
中
卒
以
上
で
年
令
は
十
八
才

i
-
―
十
四
オ
ま
で

二
待
遇
①
衣
食
住
は
無
料
＠
特
別

職
の
国
家
公
務
員
ら
俸
給
は
防
衛

庁
規
定
に
よ
リ
支
給
◎
ボ
ー
ナ
ス

は
年
三
回
、
四
・
八
ヵ
月
分
⑮
特

別
退
職
金
制
度
二
年
勤
務
す
る
と

本
俸
の
百
日
分
四
年
勤
務
す
る
と

本
俸
の
三
百
月
分
を
支
給

三
受
付
毎
日
採
用
日
毎
月
月
末

四
受
付
場
所
役
場
住
民
課
又
は
自
衛

隊
太
田
出
張
所
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こ
と
か
で
き
な
い
。

j
J
問
既
に
掲
示
し
て
あ
る
選
挙
運
動
一

用
ポ
ス
タ
ー
を
、
投
票
当
日
張
リ
疇

直

I
I

替
え
る
こ
と
か
で
き
る
か
。

ロ
①
い
つ
か
ら
選
挙
運
動
か
て
き
る
か
か
ら
三
百
以
以
上
離
れ
た
区
域
に
選
答
選
挙
運
動
期
間
中
適
法
に
掲
示
一

1
1
1
立
候
補
届
の
受
付
が
す
ん
だ
時
か
挙
事
務
所
を
設
置
す
る
こ
と
。
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
投
票
当
日
も
掲
圃

一
ら
で
あ
る
。
し
た
か
っ
て
選
挙
の
、
~
山
の
選
挙
事
務
所
を
表
示
す
る
た
示
し
て
お
く
こ
と
だ
け
か
許
さ
れ
一

一
期
日
の
公
示
か
あ
っ
て
も
、
立
候
補

r

，
～
ー
、
そ
の
場
所
で
、
ポ
ス
タ
ー
‘
る
の
て
あ
る
か
ら
、
投
票
当
日
、
一

一
届
が
選
挙
長
に
受
理
さ
れ
る
ま
で
は
芍
此
、
及
ひ
看
板
の
類
を
通
℃
て
三
‘
は
リ
替
え
る
こ
と
は
て
き
な
い
。

皿
選
挙
運
動
は
で
き
な
い
か
ら
‘
注
意
並
び
に
ち
よ
う
ち
ん
の
類
一
を
掲
示
た
だ
し
、
前
日
ま
で
な
ら
で
き
る
皿

』
を
要
す
る
。
す
る
こ
と
。
問
投
粟
日
に
、
特
定
候
補
者
を
支
[

[
®
ぃ
つ
ま
で
選
挙
運
動
か
で
き
る
か
③
選
挙
運
動
期
間
中
適
法
に
掲
示
し
持
推
せ
ん
し
て
い
る
団
体
等
か
自
《

”
原
則
と
し
て
、
投
票
日
の
前
日
ま
た
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
動
車
等
で
棄
権
防
止
を
呼
び
か
け
”

疇
で
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
、
投
票
当
て
お
く
こ
と
。
る
こ
と
は
ど
う
か
。

”
日
で
も
、
次
の
③
に
述
べ
る
選
挙
運
問
答
答
棄
権
防
止
と
い
え
ど
も
‘
あ
わ
《

血
動
は
で
き
る
。
問
投
票
日
の
前
日
は
、
午
後
十
二
時
せ
て
特
定
の
候
補
者
の
当
選
に
資
”

圃
③
投
票
当
日
で
も
で
き
る
選
挙
運
動
ま
で
選
挙
運
動
か
で
き
る
か
。
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
‘
違
反
と
ロ

”
①
投
票
所
を
設
け
た
場
所
の
入
口
答
で
き
る
。
た
だ
し
、
街
頭
演
説
及
な
る
場
合
が
多
い
。
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’’ 
選

挙

運

交
通
安
全
運
動

こ
れ
か
ら
迎
え
る
年
末
年
始
に
あ
た

る
十
二
月
、
一
月
は
忘
年
会
、
ク
リ
ス

マ
ス
、
新
年
会
な
ど
飲
酒
の
と
も
な
う

慣
習
行
事
が
重
な
り
、
例
年
、
飲
酒
運

転
事
故
が
多
く
発
生
し
、
又
、
道
路
を

通
行
す
る
自
動
車
通
行
量
も
増
加
し
て
‘

死
亡
事
故
の
多
い
時
期
で
す
。
と
く
に

一
月
は
飲
酒
運
転
事
故
か
例
年
最
も
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

県
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
こ
の
時

期
に
お
け
る
死
亡
事
故
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
、
十
二
月
‘
二
十
一
日
（
土
）
か

ら
明
年
一
月
二
十
日
（
月
）
ま
で
の
間
、

県
下
一
円
に
わ
た
っ
て
「
年
末
年
始
県

民
総
ぐ
る
み
交
通
安
全
運
動
」
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
運
動
は
、
飲
酒
運
転
の
絶
減
、

歩
行
者
自
転
車
事
故
防
止
を
重
点
と
し

て
展
開
さ
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
絶
滅

運
転
者
は
、
日
常
「
飲
酒
運
転
」
は

交
通
事
故
に
直
結
す
る
危
険
性
の
高
い

法
律
違
反
行
為
で
あ
る
と
知
り
な
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
「
こ
の
程
度
な

年
末
年
始
県
民
総
ぐ
る
み

事
故
へ
の

誘
い

「
飲
む
な
、
飲
ま
す
な

ホ
故
の
も
と
」

ら
大
丈
夫
」
「
も
う
酔
い
か
さ
め
た
か

ら
」
な
ど
の
甘
い
判
断
で
飲
酒
運
転
を

行
う
ケ
ー
ス
か
多
く
を
占
め
ま
す
。

①
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
②
運

転
す
る
客
に
は
酒
を
出
さ
な
い
‘
の
飲

酒
運
転
絶
減
の
気
運
を
盛
り
上
け
‘
酒

飲
み
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
・
自
転
車
事
故
防
止

岡
安

こ
の
時
期
は
、
車
両
交
通
の
往
来
か

激
し
く
な
り
寒
さ
の
た
め
厚
着
と
な
る

た
め
行
動
か
鈍
く
な
り
歩
行
者
・
自
転

車
事
故
の
多
発
か
予
想
さ
れ
ま
す
。
歩

行
者
・
自
転
車
事
故
の
中
で
は
、
と
く
に

こ
ど
も
と
老
人
の
事
故
か
全
体
の
半
数

近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
①
こ
ど
も
や

屯
人
の
夜
間
の
外
出
は
な
る
べ
く
さ
け

る
②
自
転
車
は
反
射
器
の
あ
る
整
備

完
全
な
自
転
車
を
利
用
す
る
③
運
転

者
は
‘
歩
行
者
・
自
転
卓
（
と
く
に
、
こ

ど
も
や
老
人
、
身
体
の
不
自
由
な
方
）

に
注
意
す
る
。

寄
付
あ
リ
が
と
う

｛
み

宮
崎
敬
次
さ
ん
（
南
大
島
）
は
‘
中

華
民
国
親
善
訪
問
害
道
代
表
団
に
選
は

れ
た
記
念
と
し
て
、
十
一
月
六
日
、
一

万
円
を
村
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
今
月
は
短
歌
て
す
）
順
不
岡

放
た
れ
し
赤
き
風
船
秘
か
な
る
想
ひ
ま

と
い
つ
空
を
遠
の
く

坂
上
千
枝
子

や
ぶ
か
ら
し
払
わ
ん
と
し
て
山
茶
花
の

露
こ
ぱ
れ
落
つ

中
島
あ
い
チ

ふ
と
の
ぞ
く
鏡
の
中
の
吾
れ
の
瞳
の
か

げ
リ
を
今
朝
は
ゆ
く
り
な
く
見
つ

高
橋
正
枝

牧
水
の
歌
碑
に
並
ひ
て
み
た
れ
た
る
髪

気
に
し
つ
、
カ
メ
ラ
に
対
ふ

富
塚
富
江

赤
々
と
咲
き
て
サ
ル
ビ
ア
一
霜
で
落
つ

長
病
み
し
姉
も
逝
き
た
リ

細
田
武
子

暮
坂
の
歌
標
に
酔
い
る
頬
も
冷
ゆ
唐
松

林
風
も
素
枯
れ
つ

文

芸

欄

イ
ン
フ
レ
と
不
況
の
今
年
も
あ
ま

す
と
こ
ろ
‘
い
く
日
も
な
く
な
り
ま

し
た
。
年
か
あ
け
ま
す
と
、
例
年
の

こ
と
で
す
か
、
い
ろ
い
ろ
の
税
金
の

申
告
か
は
じ
ま
り
ま
す
、
そ
の
事
前

準
備
と
し
て
‘
昭
和
四
十
九
年
中
に

雇
人
料
を
支
払
っ
た
方
は
、
十
ー
一
月

中
に
税
務
課
へ
領
収
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
れ
は
計
算
の
上
標
準
外
経
費

と
し
て
差
し
引
か
れ
ま
す
。

な
お
領
収
書
に
は
作
業
名
、
作
業

日
数
‘
単
価
‘
支
払
金
額
（
現
物
給

与
も
含
む
）
‘
受
取
人
の
住
所
‘
氏

名
印
等
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
役
場
税
務
課
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
花
形
で

あ
る
ス
キ
ー
教
室
を
体
育
協
会
の
主

催
で
行
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
一
月
十
八
、
十
九
、

日
の
三
日
間

+ 

農
業
所
得
の

雇
用
料
控
除

届
出
は
十
二
月
中
ま
て

▼
場
所
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

▼
募
集
人
員
五
十
人

▼
参
加
人
員
七
干
五
百
円

▼
締
切
り
来
年
の
一
月
十
日

▼
申
込
み
予
約
金
二
千
円
を
そ
え

て
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

大
掃
除
の
実
施
を

村
で
は
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
二

十
日
ま
て
を
清
掃
旬
間
と
定
め
ま
し

た
か
ら
‘
こ
の
期
間
中
に
各
部
落
の

衛
生
委
員
の
巡
視
か
あ
り
ま
す
。

一
方
‘
こ
の
期
間
を
利
用
し
て
越

冬
ハ
エ
の
撲
滅
と
、
あ
わ
せ
て
下
水

こ
う
や
水
の
た
ま
り
や
す
い
所
、
ご

み
捨
場
‘
便
所
の
汲
取
口
等
を
き
れ

い
に
し
て
、
住
み
よ
い
環
境
で
、
明

る
い
お
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

各
種
検
診
日

▼
乳
児
検
診

1
2日
（
第
二
木
曜
日
）

▼
妊
掃
検
診

1
9日
（
第
三
木
曜
日
）

▼
育
児
相
談

2
6日
（
第
四
木
曜
日
）

い
つ
れ
も
役
場
て
行
わ
れ
‘
受
付

は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時

ま
で
で
す
。今

月
の
納
税

今
月
の
納
税
は
、
村
県
民
税
第
四

期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
四
期
、
有

線
放
送
使
用
料
及
び
水
道
使
用
料
で

す
。

集
合
納
税
日

二
十
四
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
五
日
東
部
児
童
館

1
1

斗
合
田
薬
王
寺

二
十
六
日
明
和
農
協
第
一

＂
矢
鳥
公
民
館



村．の人口

1 月 1 日現在

世帯数 2060戸

人口総数 9126人

男 4533 人

女 4593人

(12 月中の動き）

出生12 人 死亡 8 人

転入28人 転出28 人

印刷所

しも元気で明る

行発B
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寒
さ
に
ま
け
な
い
丈
夫
な
良
い
子
に

な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
保
育
園
で
は
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
十
二
月
六
日
に
行
い
ま

し
た
。風

の
子
は
、
ほ
っ
ぺ
を
真
赤
に
し
て

保
母
さ
ん
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
、
元
気

よ
く
準
備
体
操
。
そ
し
て
十
分
か
ら
だ

を
温
め
て
か
ら
天
神
様
の
ス
タ
ー
ト
地

点
へ
行
き
、
高
年
令
の
ク
ラ
ス
か
ら
約

百
五
十
以
お
き
に
走
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
約
千
い
の
距
離
。
に
こ
に

こ
顔
て
全
員
‘
一
生
懸
命
に
力
走
し
、

中
に
は
先
に
ス
タ
ー
ト
し
た
園
児
を
ぬ

い
て
し
ま
う
元
気
な
子
も
お
り
‘
一
人

の
落
後
者
も
い
ま
せ
ん
て
し
た
。

ー

保
育
園
で

マ
ラ
ソ
ン
大
会

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昭
和
五
十
年
と
い
う
年
は
ど

ん
な
年
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。
政
治
は

も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も

し
っ
か
り
し
た
見
通
し
が
立
て
ら
れ
な

い
…
…
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
実
情
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
う
社
会
情
勢
の
中
で
も
、
な

ん
と
か
く
ら
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
運
命
と
い
う
も
の
を
、
ひ
し
ひ
し

と
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

l

年
の
は
じ
め

成
人
の
H

私
た
ち
は
好
む
好
ま
な
い
は
別
と
し
て
、

f
 

こ
と
し
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
重
要
な

年
に
な
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
、
な
り
ゆ

き
を
見
つ
め
、
し
っ
か
り
し
た
心
構
え

を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

季
節
の
話
題

権
利
と
か
、
義
務
の
重
み
を
、
い
ち

ば
ん
身
が
引
き
締
ま
る
よ
う
に
思
う
の

は
、
二
十
歳
の
誕
生
日
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。十

五
日
は
「
成
人
の
日
」
。
そ
れ
を

自
他
と
も
に
公
認
さ
れ
確
認
す
る
日
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
、
満
二
十
歳
に

な
っ
た
若
い
人
を
祝
福
し
は
げ
ま
す
日

で
す
。
法
律
的
に
は
す
で
に
二
十
歳
の

誕
生
日
に
成
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
日
は
、
権
利

ど
と
も
に
責
任
の
大
き
さ
を
、
あ
ら
た

め
て
み
ず
か
ら
に
念
を
押
す
日
で
も
あｷ
 

り
ま
し
ょ
う
。

若 くどま間なとに箸鬼ばの
いこ弄もれで時きしにと鬼言室
カの命は‘‘はははかも蛇だ葉町 ・
ッ言も．こ‘天明な棒と；が時よ
フ゜葉名正こ朗女工れにが女市あ代
ルは誉直でらだ なもよ力ゞるのし
に胎もで生か°婦いかつ，ご書な
贈教後賢れな明の゜かてfこ夫物し
りを世くて家王心夫ら出てが‘―`
た示に健成庭とがのな来れ腹世一
いす残康長が天な心いたばを鏡と＇
゜もすですい女ごが極子蛇た抄 目
の°力るととや潔道は戸てに ' 

、 L 強こなのかい者‘~oれ次 ' 
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議
案
の
内
容

決
算
関
係

昭
和
四
十
八
年
度
決
算
は
‘
次

の
と
お
リ
で
す
が
、
詳
し
く
は
来

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

•
一
般
会
計

歳
入
五
億
一
千
二
百
九
十
六

万
円

歳
出
四
億
九
干
百
十
五
万
円

翌
年
度
へ
繰
越
し
二
干
百
八

十
一
万
円

◆
国
保
会
計

◄

議
会
風
景

給
与
引
上
げ
関
係

第
六
回
定
例
村
議
会
か
十
二
月
十
九
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
土
日
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
て
は
、

①
昭
和
四
十
八
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
（
国
保
会
計
・
有
線
会
計
）
の
決
算
の
認
定
‘
②
明
和
村
の

職
員
及
び
特
別
職
の
給
与
等
の
引
上
け
‘
③
一
般
会
計
と
四
の
の
特
別
会
計
の
補
正
予
算
で
九
千
·
一
白
八
十

七
万
円
を
追
加
な
ど
十
二
議
案
か
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
リ
可
決
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
一

般
質
問
八
件
か
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
村
長
か
答
弁
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

歳
入
一
億
二
百
七
十
万
円

歳
出
九
千
五
百
九
十
八
万
円

翌
年
度
へ
繰
越
し
六
百
七
十

二
万
円

◆
有
線
会
計

歳
入
二
千
百
三
十
五
万
円

歳
出
二
千
三
万
円

翌
年
度
へ
繰
越
し
百
三
十
二

万
円

♦

役
場
職
員
の
給
与
等
の
改
正

①
民
間
と
の
格
差
二
八
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
の
調
整
の
た
め
、
昨
年
七

月
、
人
事
院
の
勧
告
に
基
つ
き
、

役
場
職
員
の
給
与
か
昨
年
四
月
に

さ
か
の
ぱ
っ
て
引
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
す
。

0

高
卒
の
初
任
給
は
六
万
八
百

円
（
改
正
前
1
1

四
万
六
千
白
円
）

②
期
末
手
当
の
支
給
す
る
割
り
合

い
か
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
昨
年
九
月
か
ら
適
用
）

六
月
支
給
1
1

給
与
の
一
・
一
ヵ

月
を
一
•
四
ヵ
月
に
改
正
。

十
二
月
支
給
1
1

給
与
の
ニ
ヵ
月

を
ニ
・
一
ヵ
月
に
改
正

◆
常
勤
特
別
職
及
び
村
議
会
議

員
の
給
与
等
の
改
正

①
一
般
職
の
改
正
に
伴
っ
て
改
正

さ
れ
、
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
総

務
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
い
て
、

昨
年
四
月
一
日
に
さ
か
の
ほ
っ
て

次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
村
長
三
十
万
円
・
助
役
ニ

十
四
万
円
・
収
入
役
二
十
二

万
五
千
円
・
教
育
長
二
十
一

万
六
千
円
・
議
長
十
一
万
円

・
副
議
長
七
万
五
千
円
・
常

任
委
員
長
七
万
円
・
議
員

六
万
七
千
円

②
期
末
手
当
の
支
給
す
る
割
リ
合

い
か
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た

C

（
昨
年
九
月
か
ら
適
用
）

六
月
支
給
1
1
給
与
の
一
・
七
ヵ

月
か
ニ
ヵ
月
に
改
正
。

十
二
月
支
給
1
1

給
与
の
ニ
・
六

ヵ
月
が
ニ
・
七
ヵ
月
に
改
正
。

補
正
予
算
関
係

道
路
橋
リ
ょ
う
新
設
改
良
費
に

不
足
分
六
百
六
十
万
円
追
加

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

. . 

給
与
改
定
費
が
約
7
0パ
ー
セ
ン
ト

補
正
予
算
で
9
2
百
8
7万
円
追
加

4
8年
度
決
算
を
認
定

追
加
頷
は
、
し
T

四
什
し
ー
I
i

J
J
円
て
‘
予
算
総
頷
か
，
ハ
倍
：
·
-
f

．
一
付
几
卜
八
J
J
i
に
な
り
ま
し
た
。

追
加
額
の
七
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
に
あ

た
る
五
千
六
百
万
円
か
給
与
改
定

に
伴
う
人
件
費
で
す
。

ほ
か
の
主
な
追
加
は
‘
邑
楽
用

水
路
の
防
護
さ
く
工
事
の
追
加
分

二
百
万
円
、
有
線
会
計
の
不
足
に

対
す
る
繰
出
金
二
百
十
五
万
円
、

現
在
、
実
施
中
の
各
事
業
に
お
け

る
不
足
分
を
補
て
ん
す
る
た
ー
め
の

道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
費
六
百

六
十
万
円
。
予
備
費
三
百
万
円
な

ど
で
す
。

◆
国
保
会
計
補
正
予
算

百
七
十
八
万
円
の
追
加
額
は
、

給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
で
あ
り
、

予
算
総
額
は
、
一
億
三
千
四
百
九

十
八
万
円
。

◆
有
線
会
計
補
正
予
算

二
百
三
十
万
円
を
追
加
し
て
、

予
算
総
額
は
一
千
八
百
十
三
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

施
設
管
理
費
四
十
三
万
円
を
減

額
補
正
し
、
人
件
費
二
百
六
十
五

万
円
な
ど
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

◆
水
道
会
計
補
正
予
算

収
益
的
支
出
の
追
加
は
、
六
百

五
万
円
て
、
人
件
費
が
五
四
パ
ー

セ
ン
ト
。
ほ
か
に
原
水
及
び
浄
水

費
に
二
百
二
万
円
な
ど
で
す
。

稲
作
の
異
常
災
害
て

六
百
五
十
二
万
円
追
加

●
農
業
共
済
会
計
補
正
予
算

七
百
九
十
八
万
円
を
追
加
し
て
、

予
算
総
額
は
三
千
七
百
二
十
五
万

円
と
な
リ
ま
し
た
。

追
加
は
異
常
災
害
に
よ
る
陸
稲
・

水
稲
の
共
済
金
六
百
五
十
二
万
円

と
人
件
費
百
四
十
六
万
円
て
す
。

村
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
さ
い
ま
す
。

お
蔭
様
で
私
も
‘
昨
年
十

月
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
鞭
撻
に
よ
り
ま
し
て
、

村
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の

座
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
‘

身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
、
こ

れ
に
応
え
る
べ
く
懸
命
の
努

力
を
傾
け
て
い
ま
す
か
、
今

更
ら
な
か
ら
負
荷
の
任
の
重

大
さ
と
‘
責
任
の
厳
し
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。

幸
い
、
明
和
村
の
村
勢
も
‘

小
松
原
前
村
長
の
卓
越
し
た

政
治
力
と
村
民
の
皆
様
の
カ

,,,,,..,,,,,..,,,,,..,,,,,..,,,,,..,,,,,..,,,,,-• 99999--99999--99999--99999--99999--99999--99999--99999 ••"'"••'""••""'••"""•• 99999--99999--99999--99999--99999-..,,,,,..,,,,,..,,.......,,..,,,,,..,,,,,..,,,,,...,,,,..,,,,,..,, 

i 呈受不世シ発に おとし年年こ続面強
：け況界ョし加昨願温‘ではのけにい

と各ッたえ年いか皆あ更伸てわご
；更い国ク ‘‘は申ぃ様りら展また協
呈らうはのい中‘しごのまにをいりカ
に大い影わ東異上協ーす一基り順に
不きす響ゆ戦常げ力層こ段とま調よ
況なれをる争なまをのととししなり
下打も受オに物す心ごを飛てた伸‘
に撃経けイ端価゜ヵ~理念躍‘の展各
もを 1斉て、ルを高 ら解願の今ごを方

か
か
わ
ら
ず
‘
イ
ン
フ
レ
の

波
は
急
速
度
に
世
界
全
土
に

蔓
延
し
て
お
り
‘
我
か
国
に

お
い
て
も
総
需
要
抑
制
あ
る

ハ
は
金
融
引
締
等
の
一
連
の

措
置
に
よ
っ
て
経
済
の
不
況

は
益
々
そ
の
極
に
達
し
、
一

方
特
に
消
費
者
物
価
は
、
高

騰
し
、
益
々
そ
の
度
合
い
を

強
め
て
お
り
、
私
ど
も
の
生

活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

更
ら
に
、
こ
れ
か
ら
公
共

料
金
な
ど
が
次
々
に
値
上
げ

さ
れ
‘
郵
便
・
電
信
電
話
・

煙
草
な
ど
の
値
上
げ
も
話
題

に
な
っ
て
い
る
現
況
で
あ
り
、

政
府
の
強
力
な
物
価
安
定
策

も
、
相
当
相
殺
さ
れ
、
相
当

長
期
に
わ
た
る
こ
と
も
覚
悟

し
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
‘
こ
の
よ
う
な
異
常

事
態
の
中
に
あ
っ
て
新
年
の

住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
や
、

村
民
福
祉
の
向
上
を
ど
う
進

め
て
行
く
か
、
と
い
う
こ
と

で
す
。『

福
祉
明
和
』
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
て
こ
と
し
で
三

年
目
を
迎
え
た
わ
け
で
す
か
、

こ
の
よ
う
な
時
勢
な
れ
ば
こ

そ
社
会
福
祉
の
問
題
を
い
よ

い
よ
充
実
強
化
し
て
い
き
た

>'＝さし栄年 上でで球を皆 りり何明 長 i[! ぬ局れ い即尽発線域〈更興基と い
：っまをにおげ‘いでい様私ま切と日し 年かのこきししの引とりに対幹なそも
言とし衷おわまよきこた方もせつしヘカ~ 、 柄予面のたたて推きしには策産るしの
：ぃて心けりすろたのだの微んててのし 奇ミ ；こ で想をよい村‘進なて必‘‘業道てで
言た‘よるに。しい難きご力゜進も発‘ 良 すさ取うと政新のどの要住商で路‘す
；し新りご‘ くと局ま指な まこ展郷 マて ゜れりに思に時た‘市なみエぁ網村゜
百ま年お多皆 お思にし導が なのの土 る上‘い取代め村街都よ業るの造
；すの祈幸様 願い取てとら け難た明 1t 容け本まりのにの化市いの農改り
；゜ごりと方 いまり全ご村 れ局め和 易て年す組要全総区開環振業§の
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千
江
田
農
協
野

菜
流
通
セ
ン
タ
ー

が
東
北
道
の
東
の

江
黒
地
区
に
こ
の

は
ど
完
成
し
、
十

二
月
十
一
日
に
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
野
菜
指
定
産

地
近
代
化
事
業
と

し
て
、
国
か
ら
九

百
九
十
七
万
円
、

県
か
ら
四
百
九
十

八
万
円
、
村
か
ら

百
四
十
九
万
円
の

補
助
を
受
け
総
事

業
費
二
千
九
百
九

十
万
円
で
完
成
し

た
も
の
で
す
。
建
物
は
、
床
面
積
が
八

百
三
平
方
以
。
一
日
当
り
の
流
通
は
最

高
五
十
ト
ン
を
、
現
在
は
見
込
み
、
将

来
は
も
っ
と
ふ
や
す
と
の
こ
と
で
す
。

建
物
の
中
に
は
、
自
動
結
束
機
三
台
、

野菜流通センター完成

総事業費2990万円

一
1

ー
｀
ー

土
地
改
良
区
総
代
選
挙

明
和
村
土
地
改
良
区
総
代
の
任
期
満

了
に
伴
う
選
挙
が
十
一
月
二
十
二
日
に

告
示
さ
れ
た
が
、
十
二
月
二
日
の
立
候

補
届
出
の
最
終
日
に
三
つ
の
選
挙
区
と

も
定
数
を
超
え
な
い
た
め
、
無
投
票
に

な
り
ま
し
た
。

十
二
月
十
二
日
、
選
挙
会
が
役
場
で

開
か
れ
被
選
挙
権
の
有
無
な
ど
を
審
査

し
て
、
立
候
補
し
た
六
十
名
の
全
員
を

当
選
人
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
当
選
し
た
方
は
農
業
生
産
の
向

上
を
図
る
た
め
に
慟
く
わ
け
で
す
が
、

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
。
（
敬
称
略
）

第
ー
選
挙
区
定
数
十
八
人

▼
梅
原
福
田
峯
次
田
部
井
富
次

新
井
一
雄
川
島
銀
次
高
沢
茂
▼

館
林
市
斉
藤
伊
一
郎
▼
南
大
島

島
田
勇
市
、
今
成
久
雄
、
栗
原
栄
一
‘

佐
山
茂
一
、
福
島
源
一
、
運
見
一
雄
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
一
台
、
ロ
ー
ラ
コ
ン

ベ
ャ
ー
ニ
十
六
台
、
木
製
パ
レ
ッ
ト
百

六
十
台
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
、

千
江
田
農
協
管
内
の
指
定
野
菜
の
白
菜

を
中
心
と
し
て
、
野
菜
全
般
の
集
·
出

荷
を
行
い
、
農
業
生
産
物
の
流
通
に
多

い
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

◄

野
菜
流
通
セ
ン
タ
ー

全
員
無
投
票
当
選

昨
年
産
の
水
稲
・
陸
稲
は
、
異
常
気

象
と
し
ま
葉
枯
れ
病
や
い
も
ち
病
等
の

被
害
に
よ
り
、
昭
和
四
十
二
年
に
次
い

で
、
近
年
に
な
い
異
常
災
害
と
な
り
ま

し
た
。共

済
金
の
支
払
い
被
害
面
積
は
、
二

百
四
十
五
・
五
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
昨

年
に
対
し
ニ
・
五
倍
。
又
‘
申
告
数
も

二
倍
弱
で
、
被
害
の
大
き
さ
が
う
か
か

わ
れ
ま
す
。

こ
の
多
く
の
被
害
を
評
価
に
あ
た
っ

た
評
価
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
な
ご

苦
労
を
か
け
、
適
正
な
評
価
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
し
て
、

村
で
と
り
ま
と
め
た
損
害
評
価
高
か
県

農
業
共
済
組
合
連
合
会
、
そ
し
て
農
林

省
で
そ
の
ま
ま
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
さ
れ
た
旨
を
損
害
評
価
会
に
諮
問

し
、
原
案
ど
お
り
答
申
を
受
け
、
昨
年

の
十
二
月
二
十
五
日
、
農
協
個
人
別
預

金
口
座
へ
振
替
支
払
を
し
ま
し
た
の
で
、

農
協
で
共
済
金
を
お
受
取
り
く
だ
さ
い

c

水
稲
・
陸
稲
の
損
害
評
価
高
は
、
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

一
千
四
十
三
万
円
の
支
払
い

水
稲
・
陸
稲
の
共
済
金

岡
安
利
清
次
▼
中
谷
坂
上
喜
太
郎

坂
上
定
七
▼
新
里
堀
口
治
平
、
堀

ロ
正
、
小
平
嘉
章

第
二
選
挙
区
定
数
二
十
人

▼
矢
島
山
田
福
太
郎
、
石
崎
栄
太
郎

奈
良
原
与
惣
治
、
泉
田
貞
一
▼
川
俣

小
川
藤
作
、
宇
木
慶
一
▼
館
林
市

小
暮
武
雄
、
高
橋
孝
▼
大
佐
貫

鯉
沼
―
二
鯉
沼
忠
弥
、
篠
木
直
一
郎

▼
大
輪
門
間
昇
平
、
田
口
政
男
、

原
口
順
一
田
口
栄
良
、
駒
宮
新
三

▼
須
賀
落
合
常
雄
、
渡
辺
新
市

▼
入
ヶ
谷
蓮
見
幸
蔵
、
金
子
三
郎

第
三
選
挙
区
定
数
二
十
二
人

▼
江
口
柿
沼
福
一
、
新
井
義
造
、
関

ロ
義
敬
、
木
村
徹
司
▼
千
津
井
野

本
順
蔵
、
薗
部
照
寿
、
野
本
竹
蔵
、
横

塚
弥
一
▼
田
島
奈
良
降
二
、
青
木

好
二
、
北
島
釘
蔵
▼
斗
合
田
機
村

政
―
‘
梁
瀬
朝
一
、
多
田
栄
作
▼
館

林
市
田
沼
貞
蔵
▼
上
江
黒
多
田

佐
衛
、
石
橋
福
二
、
牛
久
保
正
市
、
森

田
芳
郎
▼
下
江
黒
青
山
猶
一
、
柴

崎
金
作
、
柿
沼
朝
太
郎

種
産
業
の
必
要
資
材
の
高
騰
、
加
え

て
電
力
料
金
の
大
幅
値
上
げ
、
鉄
道

運
賃
な
ど
公
共
料
金
軒
並
み
引
上
げ

な
ど
で
、
経
費
の
増
大
に
よ
る
日
常

の
生
活
経
営
に
至
難
の
年
も
走
馬
灯

の
よ
う
に
す
ぎ
去
り
‘
こ
こ
に
新
鮮

• 
村
民
の
皆
さ
ま
、
輝
か
し
い
新
春

を
寿
ぎ
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
社
会
経
済
情
勢
も
狂
乱
し

物
価
の
年
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

厳
し
い
経
済
の
中
で
生
活
物
資
、
各

▼水稲の損害評価状況

地区別 支払戸数 被害面積 共済減収量 支払共済金

東部 349 8,821アール 54,663 キロ 8,199 千円

中部 210 6,635 31,806 4,771 

西部 282 7,669 40,431 6,065 

計 841 23,125 126,900 19,035 

▼陸稲の損害評価状況

地区別 支払戸数 被害面積 共済減収量 支払共済金

東部 26 191 アール 1,180 キロ 177 千円

中部 53 437 2,391 359 

西部 97 806 5,763 864 

計 176 1,434 9,334 1,400 

法
に
よ
る
市
街
化
区
域
の
線
引
を
考
え

て
、
土
地
の
高
度
利
用
を
推
進
し
生
活
環

境
の
恒
久
的
整
備
、
豊
か
な
生
活
並
び
に

産
業
圏
の
確
保
を
致
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
歴
史
的
な
年
で
あ
り
ま
す
。

議
会
は
村
の
開
発
基
本
構
想
に
従
い
、

民
生
の
安
定
と
福
祉
の
充
実
の
た
め
、

=
=
=
-
=
=
=
=
―
―
―
目
勇
芸
一
―
-
=
=
-
=
=
=
=
-
=
-
=
n
1
=
=
-
=
=
-
=
=
=
=
=
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
-
1
=
-
=
=
=
=
=
=
=
-
I

呈
晨

HI 

な
充
実
感
の
み
な
ぎ
っ
た
昭
和
五
十
年
地
方
公
共
団
体
の
議
会
と
し
て
、
村
呻

の
新
春
を
迎
え
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
お
民
生
活
の
安
定
向
上
を
目
指
し
、
生
一

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
活
環
境
公
共
施
設
の
整
備
、
社
会
資
一

村
議
会
に
対
し
て
ご
理
解
あ
る
格
別
本
の
充
実
に
懸
命
の
努
力
を
村
民
各
一

な
る
ご
協
力
を
賜
り
‘
議
会
の
使
命
が
位
の
至
上
命
令
と
し
て
、
議
会
活
動
一

達
成
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
厚
く
に
豊
か
な
明
和
村
建
設
に
最
善
の
努
一

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
力
を
傾
注
い
た
し
ま
す
の
で
、
旧
に
一

HI 

本
年
実
施
が
予
想
さ
れ
る
都
市
計
画
倍
す
る
ご
指
導
ご
鞭
達
を
お
願
い
申
一

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ新井

初
太
郎

iu 

し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
明
和
村
の
躍
進
と
村
民
の
一

皆
さ
ま
の
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
向

I

上
、
又
、
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
こ

1
1

と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
，
一

Ill 

ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。
暉

ltl 

"~ 
Ill 
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明
和
村

議
会
議
長
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年
金
額
が
一
一
倍
に

農
業
者
年
金
制
度
改
正

.. 

►
 

ニ
ュ
ー
ス

ダ
ン
ス
講
習
会
終
る

十
月
か
ら
始
め
ら
れ
た
青
年
団
主
催

の
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
が
十
二
月
十
八

日
を
も
っ
て
、
終
了
し
ま
し
た
。

毎
週
水
曜
日
の
講
習
会
に
は
、
平
均

六
十
名
が
受
講
し
大
好
評
。
立
岡
講
師

は
「
皆
さ
ん
、
た
い
へ
ん
上
手
に
な
り

こ
れ
な
ら
ば
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
会

場
な
ど
で
も
恥
ず
か
し
く
な
く
ダ
ン
ス

が
で
き
ま
す
」
と
太
鼓
判
を
お
し
て
い

ま
し
た
。

◄
 農

業
者
年
金
制
度
の
改
正
か
な
さ
れ

一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
改
正
で
、
年
金
額
か
ニ
・
ニ
倍
に
引

上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
農
業

者
の
老
後
生
活
は
、
一
段
と
安
定
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス保

育
園
で

十
二
月
二
十
四
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ

フ
こ
の
日
保
育
園
で
は
、
ク
リ
ス
マ

｀
゜ス

を
楽
し
み
ま
し
た
。

き
れ
い
に
飾
ら
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
は
‘
赤
•
青
な
ど
の
豆
電
球
か
点

減
し
‘
雰
囲
気
は
充
分
。
こ
れ
を
見
な

か
ら
‘
歌
っ
た
り
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

し
て
、
み
ん
な
に
こ
に
こ
顔
。
又
、
手

品
に
は
、
び
っ
く
り
し
た
り
不
思
議
そ

う
な
表
情
で
、
真
剣
に
見
と
れ
、
最
後

に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
い
大
喜
び
で
し
た
。

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
年
金
額
の
引
き
上
げ

経
営
移
譲
年
金
と
農
業
者
年
金
の
額

か
下
の
表
の
と
お
り
ニ
・
ニ
倍
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
保
険
料
の
改
正

立

▼年金給付額の新旧対照表（月額）

保険料納 経営移譲年金 農業者老齢年金

付済期間
新 旧 新 旧

5 年 17,600 円 8,000 円 2,200 円 1,000 円

20年 35,200 16,000 8,800 4,000 

25年 44,000 20,000 11,000 5,000 

30年 52,800 24,000 13,200 6,000 

保
険
料
の
額
も
ニ
・
ニ
倍
に
引
上
け

ら
れ
、
月
額
七
百
五
十
円
か
一
千
六
百

五
十
円
に
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
一
月

以
降
か
ら
は
、
一
ヵ
月
に
つ
き
一
千
六

百
五
十
円
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す

c

◆
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
の
導
入

将
来
の
物
価
の
変
動
に
応
し
て
、
年

金
額
か
自
動
的
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
九
年
度
の
消
費
者
物
価
指

数
を
基
準
に
し
て
、
今
後
一
年
間
ま
た

は
継
続
す
る
二
年
間
以
上
の
間
に
立
。
ハ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
変
動
し
た
場
合
に

そ
の
変
動
率
を
碁
準
に
し
て
改
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
年
金

額
の
実
質
的
価
値
の
減
少
か
防
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

♦

そ
の
他
の
改
正
点

口
出
稼
ぎ
期
間
を
年
金
受
給
資
格
期

間
に
通
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

゜

こf
 

口
離
農
給
付
金
支
給
制
度
の
改
正
か

は
村
内
て

い
ま
し
ょ

l

次
の
と
お
リ
行
わ
れ
ま
し
た
。
①
）
給

付
金
の
額
か
ニ
・
ニ
倍
に
引
上
け
‘

②
他
の
農
家
に
農
地
を
貸
し
付
け
て

離
農
し
た
場
合
も
支
給
の
対
象
に
、

③
給
付
金
か
租
税
の
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ロ
一
時
金
（
脱
退
及
び
死
亡
一
時
金

）
の
額
も
年
金
に
準
じ
て
引
上
け
ら

れ
ま
し
た
。

四
保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
、

一
年
に
一
回
に
支
払
う
前
納
割
引
の

道
も
開
か
れ
ま
し
た
。

国
す
て
に
二
年
間
の
時
効
か
完
成
し

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
人
や
加
入

で
き
な
く
な
っ
た
人
を
救
済
す
る
措

置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い

方
は
今
す
く
加
入
を

皆
さ
ん
の
年
金
も
、
今
度
の
改
正
で

こ
の
よ
う
に
充
実
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
本
村
の
加
入
率
は
、
当
然
加

入
か
八
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
任
意
加
入
か

六
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
ま
だ
加
入
し
て

な
い
方
か
相
当
数
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
大
勢
の
仲
間
が
将
来
、
年

金
を
も
ら
っ
て
い
る
と
き
、
も
し
あ
な

た
に
年
金
か
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に

か
さ
び
し
い
思
い
を
さ
れ
る
こ
と
で
し

ょ
、

1ゆ
た
か
な
老
後
の
た
め
に
、
ま
だ
加

入
し
て
い
な
い
方
は
、
今
す
ぐ
加
入
す

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
点
か
あ
り
ま
し
た
ら
、

農
協
や
役
場
農
業
委
員
会
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。
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農貸書貸嘉
地麿紅
に詞食筐
住尋言食
宅庄i信
を髯i喜
建賛[l]信
て日呑各
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' 亘 原の分とて＾土き をこ答せのか問
』農則はさ農き農地ると宅と くよで
＇地と後れ用め業が土こ地が農だうき農
巨をし者て地ら振あ地ろにで地さなる地
目宅てのい区れ胆りとがすきにい手かに
＇地で白ま域農地ま原農れまは゜続゜住
言にき地す外用域す則地ばせ‘ き又宅
＇すまの゜＾地整゜とに建ん住＾かでを
亘るせみ宅白区備こしは設し居一必き建
9 にんで地地域法れて‘でヵ~を村要る設
目は゜‘にー内ーはで宅きし建民カ~場す
＇青 青でと云に農き地ま、設ーお合る
＇地 地きt:目ょ振なにす農す 知はこ
＇カ~ はる区嬰っ法いで゜地る らどと

l 務の しるののカ~完点 にま県委て白
＇局農そてか方四＾全はとあせ知員‘地
言へ業のくなと・ーか‘こりん事会農を
＇お委ほだどは五般゜用ろま゜の＾地確
＇た員かさ十‘倍住転排です申許役が認
＇ずか詳い分話ー宅用水‘゜請可場白し
＇ね役し゜にしどの面‘申 用を経地て
言く場ぃ 検合う場積道請 紙得済のく
＇だ農こ 討いか合は路に はな課とだ
言さ業と のが゜は多等際 役けーきさ
＇い委は うっ又建過のし 場れにはい
9 ゜員‘ えい‘設ぎ計て 経ば口、。
' 会地 申て隣面な画留 ‘i斉な明農そ
= 事元 請い地積いは意 課り、業し
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全
国
で
最
優
秀

玉
井
利
彦
君
の
ポ
ス
タ
ー

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
て
、
又
も
東
小
学
校
児
童
の
作
品

が
全
国
で
入
賞
し
ま
し
た
。

―
一
年
生
の
玉
井
利
彦
君
（
江
口
）
が

二
年
生
の
部
で
最
優
秀
に
、
三
年
生
の

◄

作
品
は
王
井
君
の
ポ
ス
タ
ー

110番からのお願い
見たら、聞いたら、 110番
どろぼう一・暴力•あやしい人
ひきにげ•あてにげ•あやしい巾
（必ずナンバーをみる）

警察は緊急事件や事故処理のた
゜め昼も夜も活動しています。すは
やい届出が事件解決のポイントて
す。

連
見
美
智
子
さ
ん
（
南
大
島
一
が
佳
作

に
選
は
れ
ま
し
た
。

全
国
最
優
秀
に
は
、
こ
れ
で
昭
和
四

十
六
年
か
ら
連
続
四
回
で
す
。
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「
三
月
十
五
H

」

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で
事
業
を

営
ん
で
い
る
か
た
に
前
年
中
の
個
人
の

事
業
か
ら
生
じ
た
所
得
に
応
じ
て
納
め

て
い
た
だ
く
県
税
で
す
。

個
人
の
事
業
税
を
納
め
て
い
た
だ
＜

ま
で
の
順
序
を
説
明
い
た
し
ま
す
と
、

ま
ず
、
三
月
十
五
日
ま
で
に
館
林
財
務

事
務
所
に
申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
財
務
事
務
所
で
税
額
等
を

計
算
し
て
納
税
通
知
書
を
み
な
さ
ん
の

お
手
元
に
お
送
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、

み
な
さ
ん
に
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ

た
税
額
を
八
月
と
十
一
月
の
二
回
に
わ

け
て
納
め
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す
。

個
人
の
事
業
税
の
申
告
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
た

は
、
た
と
え
ば
、
物
品
販
売
業
、
飲
食

店
な
ど
商
工
業
と
い
わ
れ
て
い
る
事
業

や
、
医
業
・
理
容
業
な
ど
自
由
業
と
い

わ
れ
て
い
る
事
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る

か
た
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定

申
告
書
ま
た
は
住
民
税
の
申
告
書
を
提

出
さ
れ
た
か
た
は
、
個
人
の
事
業
税
の

申
告
書
を
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
の
で
、
改
め
て
個
人
の
事
業
税

の
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
で

個
人
の
事
業
税
の
申
告
は

申
告
の
手
続
き
な
と
に
つ
い
て
‘
わ

か
り
に
く
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
‘
館

林
財
務
事
務
所
へ
お
気
軽
に
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
月
十
七
日
ご
ろ
か
ら
国
（

税
務
署
）
・
県
（
財
務
事
務
所
）
・
村

が
共
同
て
「
三
税
（
所
得
税
・
個
人
の

事
業
税
・
住
民
税
）
共
同
納
税
相
談
会

場
」
を
設
け
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
相
談

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
会
場
は
‘
来
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

短
歌
教
室
開
か
る

社
会
教
育
の
1
環
と
し
て
‘
短
歌
教

室
が
十
二
月
よ
り
毎
月
第
1
‘
二
日
曜

日
の
午
前
十
時
よ
リ
十
二
時
ま
て
の
二

時
間
、
役
場
二
＿
階
会
議
室
を
会
場
に
‘

►

短
歌
作
リ
の
講
義
風
景

庇
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＝
＝
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＝
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血
東
京
目
黒
に
あ
る
浄
土
宗
の
名
刹
祐
天
上
人
は
‘
寛
永
元
年
四
月
岩
の
衰
退
を
復
興
修
理
を
↓
た
。
ま
た
、
祐
天
上
人
は
‘
師
の
檀
通
上
人
に
皿

血
祐
天
寺
は
、
新
東
京
八
名
所
の
ひ
と
代
国
（
福
烏
県
）
大
浦
に
生
れ
‘
幼
六
代
将
軍
葬
儀
の
大
尊
師
を
務
め
‘
随
行
し
て
、
十
八
才
よ
リ
三
十
ニ
オ

叩
っ
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
開
基
上
名
を
三
之
助
と
言
い
後
に
愚
心
と
称
八
代
将
軍
吉
が
公
よ
り
は
、
現
今
真
ま
て
の
十
六
年
間
修
行
に
励
ん
た
と

1
1

圃
人
で
あ
る
祐
天
上
人
の
石
像
か
、
斗
し
た
。
十
ニ
オ
の
時
、
承
応
三
年
三
の
僧
侶
は
祐
天
唯
一
人
な
リ
と
言
葉
記
録
さ
れ
て
お
り
‘
館
林
市
善
導
寺
叩

血
合
田
四
五
九
番
地
、
阿
部
春
吉
宅
屋
月
、
館
林
善
導
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。
を
も
っ
て
称
讃
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
人
口
の
石
門
に
祐
天
上
人
修
行
の
地
血

岬
敷
内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
石
檀
通
上
人
を
師
と
し
て
出
家
剃
髪
し
、
そ
の
一
代
記
は
現
代
に
な
リ
映
画
に
、
と
刻
ん
て
あ
る
よ
う
に
‘
修
行
の
途
訓

訓
像
は
‘
悟
道
の
速
か
な
ら
ん
と
開
山
堂
に
深
更
に
、
累
実
説
は
歌
舞
伎
に
ま
て
上
中
十
合
田
地
区
に
も
来
村
し
て
‘
仏
皿

演
さ
れ
る
と
ゆ
う
。
近
世
ま
れ
に
見
の
道
の
教
え
を
住
民
に
施
し
た
も
の
皿

る
高
僧
の
一
人
て
あ
る
と
言
わ
れ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
徳
を
仰
き
阿
部
春
血

一
心
一
体
と
な
っ
て
石
皿

一
闘
＇
人
で
あ
る
。
吉
氏
の
先
祖
か
先
頭
に
な
リ
地
区
民
”

祐
天
上
人
像
翌
ぃ
]
]
、

4
行
心
潟
闊
｀
i
即
口

b□
]した
も
の
こ
ロ

皿
文
化
三
丙
寅
年
施
主
斗
合
田
村
夜
祈
念
し
あ
る
い
は
、
不
動
尊
に

い
づ
れ
に
し
て
も
‘
皿

血
南
無
阿
弥
陀
仏
供
養
断
食
修
行
し
‘
夢
の
中
に
三
味
を
発

F
1

一
正
月
吉
日
阿
部
氏
施
設
得
‘
浄
土
教
法
を
研
鑽
し
た
。
元
録
ー
『
一
土
本
村
の
歴
史
を
知
る
上
”

圃
と
刻
ま
れ
た
台
石
の
上
に
安
置
さ
十
二
年
上
意
に
よ
っ
て
大
厳
寺
之
貫F一
F
9

｛
て
の
貴
重
な
文
化
財
の
疇
ひ
と
つ
で
あ
る
。

1
1
1れて
お
り
、
高
さ
二
十
六
仕
／
、
横
二
主
に
な
り
‘
そ
の
後
、
小
石
川
伝
通
デ

[
い
い□

い
い
い
『
い
。
上
寺
の
法
王
と
な
っ
た
人
琴
伽
“
心
]
止
“
コ
訊
韓
心
幽
▲
写
真
は
祐
天
上
人
像
[

呵
号
の
掛
軸
も
・
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
蹟
は
‘
奈
良
鎌
倉
二
大
仏

皇
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『

明
和
女
子
短
大
講
師
清
水
基
美
先
生
を

講
師
に
お
招
き
し
て
、
三
月
ま
で
開
か

れ
ま
す
。

こ
の
教
室
に
は
、
初
心
者
男
女
合
わ

せ
て
二
十
五
名
が
参
加
し
て
お
り
、
短

書叫夕1J

代理人選任届

代理人住所

氏名

生年月日 年 月 日生

私は、上記の者を代理人に選任し、

次の権限を委任したので、お届けします

1 ．印鑑登録

2 ．印鑑の廃止

3 ．印鑑証［明の交付（ 通）

昭和年月日

委任者住所明和村大字 番地

氏名 登録印

明和村長殿

歌
の
歴
史
、
短
歌
作
り
の
手
解
き
、
あ

る
い
は
自
分
で
実
際
に
作
っ
て
見
て
、

そ
れ
を
先
生
に
見
て
も
ら
い
批
評
を
い

た
だ
き
技
術
を
身
に
つ
け
て
行
く
学
習

方
法
で
こ
れ
ま
て
に
二
回
ほ
ど
開
催
。

先
生
は
、
非
常
に
素
直
で
覚
え
る
の
か

早
く
大
変
講
義
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
や
か
て
は
、
名
作
、

歌
人
が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

第
一
回
目
の
実
作
の
な
か
か
ら
い
く

つ
か
を
左
記
へ
紹
介
し
ま
す
。

1

日
曜
日
小
鳥
の
声
に
目
か
覚
め
て
雨

戸
開
け
れ
ば
日
は
高
々
と

2

寒
き
夜
仕
事
に
追
は
れ
手
内
職
こ
の

服
誰
か
着
る
の
だ
ろ
う
か

注1 ．代理人選任：届は、委任：者が必ず自

署し、登録してある印鑑、または、

しようとする印鑑を押印してくだ

さし、 0

2 ．用紙は、 1更せんまたは半紙

(1 / 2) 等に書いてください。

3．印鑑証明を必要とする場合は、

「通数」を記入してください。

4 ．代理人選任届は、印紙を貼る必要

はありません。

3

夜
ふ
け
て
卵
を
生
み
し
あ
ひ
る
を
ば

我
つ
き
あ
ひ
て
星
空
を
見
る

4

小
春
日
に
足
場
ふ
ま
え
て
身
ご
し
ら

え
黒
け
む
り
た
つ
く
ず
屋
根
の
上

5

初
講
座
こ
ん
な
良
い
日
に
恵
ま
れ
て

自
分
の
行
先
明
る
＜
感
ず

6

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
し
っ
か
り
や
り
な
と

孫
た
ち
か
出
か
け
に
門
ま
で
見
送
り

こ
ナ
り

,

9

,

.

 

7

指
折
り
て
短
歌
を
作
る
わ
れ
な
れ
ど

い
つ
か
歌
わ
ん
わ
が
心
の
う
た
を

8

小
春
日
の
澄
み
た
る
空
に
柿
一
っ
小

鳥
群
れ
来
て
つ
い
ば
み
て
を
り

9

屋
根
上
に
布
団
を
干
せ
ば
ゆ
ず
の
実

は
葉
陰
に
い
つ
し
か
色
づ
き
て
を
り

今
月
か
ら
印
鑑
証
明
な
ど
の

収
入
印
紙
が
不
要

自
冶
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
印
鑑

登
録
（
証
明
）
申
請
の
と
き
の
委
任
状

は
、
「
代
理
人
選
人
届
」
で
も
よ
い
と

さ
れ
た
た
め
、
木
村
で
も
規
則
の
一
部

改
正
を
図
リ
‘
一
月
一
日
か
ら
次
の
よ

う
な
書
式
に
改
め
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
収
入
印
紙
の
貼
付

か
不
要
と
な
り
‘
や
む
を
得
な
い
事
情

等
で
、
本
人
か
直
接
役
場
に
こ
ら
れ
な

い
人
に
と
っ
て
は
多
少
で
す
か
、
経
費

節
減
の
お
役
に
立
て
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
‘
印
鑑
登
録
（
証
明
）
申
請
は

本
人
を
原
則
と
す
る
こ
と
に
変
り
あ
り

ま
せ
ん
。
印
鑑
は
そ
の
人
の
財
産
を
守

る
大
切
な
も
の
て
す
。
み
だ
り
に
他
人

に
、
依
頼
し
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
よ

゜

、
「
'
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交
通
事
故
絶
減
を
う
っ
た
え
る

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
か
十
二
月
八
日

奈
良
村
長
さ
ん
を
筆
頭
に
、
交
通
指
導

員
、
交
通
安
全
協
会
役
員
ら
四
十
五
名

に
よ
り
、
交
通
指
導
車
な
ど
十
二
台
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
村
は
、
十
一
月
ま
で
に
す
で
に
負

傷
者
八
十
名
で
、
一
昨
年
一
年
間
よ
り
も

十
五
名
多
く
、
又
、
死
者
も
二
名
と
同

じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
交

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

一
ヵ
月
間
、
全
国
一
斉
に
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
村
に
お
い
て
も
、
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
一
般
募
金
二
十
万
三
千

七
百
六
十
五
円
、
や
ま
う
の
漬
物
よ
り

二
万
六
千
八
百
七
十
五
円
、
外
に
漬
物

袋
入
百
三
十
袋
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
‘
こ
の
暖
か
い
浄
財
の
配
分

会
議
を
十
二
月
十
八
日
に
開
催
し
、
村

内
の
生
活
保
護
世
帯
・
準
要
保
護
世
帯

（
二
十
八
世
帯
）
に
お
金
と
物
品
を
贈

恵
ま
れ
な
い
方
を
慰
問

歳
末
た
す
け
あ
い
に
協
力
あ
り
が
と
う

▼交通事故発生状況

区 分
49年 1 > 48年 1 ] 
~11 ~12 

件 数 37 49 

負傷者 80 65 

死 者 2 2 

通
事
故
か
異
常
発
生
し
て
ま
す
の
で
、

交
通
事
故
を
セ
ロ
に
し
よ
う
と
願
い
を

込
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

パ
レ
ー
ド
は
役
場
を
午
前
九
時
三
十

分
に
出
発
。
途
中
、
子
供
た
ち
に
「
こ

う
つ
う
じ
こ
を
な
く
そ
う
。
と
び
だ
す

な
車
は
き
ゅ
う
に
と
ま
れ
な
い
」
と
標

語
の
書
か
れ
た
風
船
を
く
ば
り
、
お
昼

過
ぎ
ま
で
、
村
内
の
す
み
す
み
ま
で
回

り
、
「
交
通
事
故
絶
減
」
を
う

っ
た
え
ま
し
た
。

指
導
車
な
ど
1
2台
で
パ
レ
ー
ド

新
し
い
昭
和
五
十
年
を
迎
え
、
早
々

に
税
金
の
お
話
も
ど
う
か
と
思
い
ま
す

か
、
こ
れ
か
ら
色
々
の
手
続
や
申
告
が

は
じ
ま
る
訳
で
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
月
の
税
務
は
、
中
旬
に
土
地
等
の

譲
渡
所
得
に
か
か
る
所
得
計
算
説
明
会

を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
関
係

者
は
、
農
地
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
九

年
一
月
一
日
よ
り
昭
和
四
十
九
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
知
事
等
の
許
可
の

あ
っ
た
も
の
、
宅
地
等
に
つ
い
て
は
昭

和
四
十
九
年
中
に
譲
渡
に
よ
り
所
有
権

移
転
の
完
了
し
た
も
の
で
こ
の
方
々
に

は
御
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す
か
ら
よ
く

説
明
を
聞
い
て
、
計
算
の
上
二
月
十
六

日
か
ら
は
じ
ま
る
確
定
申
告
の
準
備
を

月
の
税
務

リ
ま
し
た
。

ま
た
施
設
に
長
期
に
わ
た
り
入
所
ま

た
は
療
養
中
の
方
（
十
七
世
帯
三
十
二

人
）
に
対
し
、
村
長
・
民
生
委
員
・
社

会
福
祉
協
議
会
長
か
、
直
接
施
設
を
訪

問
し
、
慰
問
激
励
を
し
ま
し
た
。

◄

長
期
入
所
者
の
慰
問
風
景

冬
ご
も
る
木
梢
は
既
に
紅
き
ざ
す

梅
の
っ
ぱ
み
の
新
春
い
ち
早
し岡

安
フ
ミ

さ
＜
／
＼
、
と
四
十
数
人
の
音
清
し

森
に
日
の
丸
外
宮
に
は
来
つ

細
田
武
子

魚
群
る
こ
証
と
思
い
仔
ち
て
お
り

水
鳥
の
舞
ふ
茜
散
る
海

坂
上
千
枝
子

肌
寒
き
雨
降
る
街
は
灯
の
う
る
み

帰
り
急
ぐ
に
夕
闇
は
濃
し

中
島
あ
い
子

野
路
鳴
ら
す
赤
城
お
ろ
し
に
逆
ら
ひ
て

ベ
タ
ル
を
ふ
め
ば
汗
に
ぢ
み
く
る富

塚
富
江

大
い
な
る
利
権
き
し
め
る
歯
車
に

二
十
二
歳
の
青
春
裂
れ
ゆ
き
し
か
（
文

世
光
）
滝
口
た
け

信
濃
路
に
い
で
ゆ
の
匂
ひ
纏
ひ
つ
、

こ
た
つ
囲
み
て
野
沢
菜
を
か
む

高
橋
正
枝

（
来
月
号
は
俳
句
で
す
）

文

芸

欄

▼
川
俣
の
福
田
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
経
営
の

福
田
藤
一
さ
ん
は
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
使
っ
て
く
だ
さ
い
と
、
五
万
円
を
十

二
月
二
十
五
日
に
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
。

▼
館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
で
は

恵
ま
れ
な
い
方
の
た
め
に
あ
げ
て
く
だ

さ
い
と
、
ケ
ー
キ
ニ
十
八
個
（
二
万
八

千
円
相
当
）
を
十
二
月
二
十
五
日
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
あ
り
が
と
う

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
償
却
資
産
（
百
万
円
以
上
）

の
あ
る
法
人
又
は
個
人
は
申
告
書
を
一

月
末
日
ま
で
に
税
務
課
ヘ
ー
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
書
は
税
務
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

保
育
園
児
募
集

こ
と
し
の
四
月
か
ら
入
園
を
希
望

さ
れ
る
保
育
園
児
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
二
百
十
名

▼
受
付
期
間
一
月
十
八
日
ま
で

▼
受
付
窓
口
役
場
住
民
課
又
は
民

生
児
童
委
貝

▼
応
募
年
令
昭
和
四
十
五
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
四
月
一

日
の
間
に
生
れ
た
児
童

▼
申
込
用
紙
役
場
住
民
課
又
は
各

地
区
の
民
生
委
員
方
に
あ
り
ま
す
。

▼
保
育
所
に
入
所
で
き
る
基
準

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
児
童
は
、

そ
の
家
庭
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情

に
あ
る
場
合
て
す
。
し
か
し
次
の
①
）

か
ら
⑤
ま
て
の
場
合
は
、
そ
の
家
庭

の
母
親
以
外
の
人
か
児
童
の
保
育
か

．
で
き
る
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

①
児
童
の
母
親
か
家
庭
の
外
で
仕

事
を
す
る
場
合

②
昼
間
、
母
親
が
家
庭
で
児
童
と

は
な
れ
て
仕
事
を
す
る
場
合
。
し
か

も
父
親
が
そ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い

て
、
か
つ
、
そ
の
た
め
使
用
人
が
い

な
い
こ
と
。

③
母
親
の
い
な
い
家
庭

④
母
親
が
出
産
の
前
後
で
あ
っ
た

り
、
病
気
で
あ
っ
た
り
、
心
身
に

障
害
が
あ
る
場
合
。

⑤
そ
の
児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ

た
る
病
人
な
ど
か
い
る
た
め
、
母
親

か
い
つ
も
そ
の
看
護
に
あ
た
っ
て
い

る
場
合

⑥
火
災
や
風
水
害
、
地
震
な
ど
の

不
幸
か
あ
り
、
そ
の
家
庭
を
失
―
]
た

り
‘
破
損
し
た
た
め
、
そ
の
復
旧
の

間
、
児
童
の
保
育
か
で
き
な
い
場
合
。

工
業
統
計
調
査
実
施

工
業
統
計
調
査
を
昨
年
の
十
二
月

三
十
一
日
現
在
で
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
製
造
業

（
日
本
標
準
産
業
分
類
）
に
属
す
る
す

べ
て
の
民
営
事
業
所
を
対
象
と
し
て

行
う
も
の
で
、
工
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
、
秘
密
は
厳
重
に
守
ら

れ
て
い
ま
す
。
税
金
の
徴
収
な
ど

の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

一
月
上
旬
に
工
業
調
査
員
が
、
各

事
業
所
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
か
ら

調
査
票
に
は
あ
り
の
ま
ま
を
御
記
入

の
上
指
定
さ
れ
た
期
日
ま
で
に
工
業

調
査
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

予
防
接
種
を
実
施

種
痘
接
種

2
4日
（
武
道
館
）

種
痘
判
定

3
1日
（
武
道
館
）

こ
の
種
痘
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

十
八
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
八

年
八
月
三
十
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た

方
で
前
回
で
き
な
か
っ
た
方
と
‘
昭

和
四
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
昭
和
四

十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
を
行
い
ま
す
。



村の人

2 月 1 日現在

世帯数 2,068戸

人口総数 9,148人

男 4,541人

女 4,607人

(1 月中の動き）

出生 9 人 死亡 7 人

転入36人 転出16人
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▲西小学校て (I 月 29 日撮影）

よ
し
な
し
ご
と

資
源
と
か
食
糧
の
問
題
か
ら
今

後
は
あ
る
程
度
世
界
人
口
の
抑
制

を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
誰
で
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ

と
思
う
。
と
こ
ろ
が
世
界
人
口
会

議
の
報
道
に
よ
る
と
、
そ
う
考
え

な
い
国
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
で
お
互
に
意
見
の
対
立
が
あ

る
と
い
う
。
こ
ん
な
当
然
の
こ
と

□
`
□
K
]一

よ
ぱ
ど
の
認
耐
と
努
力
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。

元気で入学してね

就学前の健康診断

季
節
の
話
題

暦
の
う
え
で
は
、
す
で
に
春
は
立
っ

て
い
る
の
に
、
木
の
芽
も
伸
び
ず
風
も

あ
ら
く
、
寒
さ
は
一
向
に
お
さ
ま
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
も
半
ば
す
ぎ
れ
ば
寒
さ
も

い
ち
お
う
峠
を
越
す
：
…
•
と
さ
れ
て
い

ま
す
。春

の
全
国
火
災
予
防
運
動

春
と
は
い
え
、
ま
だ
暖
房
器
具
は
手

離
せ
ま
せ
ん
。
暖
房
器
具
は
重
宝
で
す

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災

に
つ
な
が
る
一
番
お
そ
ろ
し
い
器
具
で

も
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
心
得
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

月
末
か
ら
「
春
の
全
国
火
災
予
防
運

動
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、

一
週
間
づ
つ
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月

六
日
ま
で
を
主
と
し
て
車
両
の
火
災
予

防
と
し
、
車
両
・
駐
車
場
・
駅
舎
・
車

庫
な
ど
を
対
象
に
実
施
、
後
期
の
三
月

七
日
か
ら
十
三
日
ま
で
は
一
般
火
災
予

防
運
動
と
し
て
春
さ
き
の
大
火
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
各
ご
家
庭
の
注
意
を
う
な
が

し
ま
す
。

. / 

「ぼく、寒くないぞ．／」……。元気な声が

教室いっぱいにひびく。

ことし、小学校に入学する 1 2 1 人を対象

に村内の小学校で健康診断が行われました。

歯・耳・目・鼻・内科など。つきそいのお

母さん方も緊張気味でした゜

健康診断の結果、悪かったところは、早く

なおしておき、元気で入学の日を待ちましょ

う。
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般
会
計 昭

和
四
十
八
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
国
保
会
計
・
有
線
会
計
の
決
算
が
十
二
月
定
例
村

議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
黒
字
決
算
で
す
。
監
査
報
告
に
よ
る
と
、
計
数
的
の
誤
り
は

認
め
ら
れ
ず
、
地
方
自
治
よ
の
目
的
達
成
と
予
算
執
行
に
つ
い
て
も
、
お
お
む
ね
そ
の
目
的
は
達
成

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
黒
字
額
は
一
般
会
計
で
二
千
百
八
十
一
万
円
、
国
保
会
計
で
六
百
七
十

二
万
円
、
有
線
会
計
で
百
三
十
二
万
円
で
、
い
ず
れ
も
健
全
財
政
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
れ
だ
け
の

お
金
か
入
っ
て
ど
う
使
わ
れ
た
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
入
は
五
億
一
千
二
百

宣
ロ
ロ

な
っ
て
い
ま
す
。

費
目
別
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

村
税
歳
入
の
ニ
ニ
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
で
、
収
入
の
二
番
目
に
あ
た
り
、
前

年
に
対
し
て
二
O
·
六
パ
ー
セ
ン
ト
ふ

え
て
い
ま
す
。
ま
た
収
入
割
合
は
調
定

額
の
九
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

地
方
交
付
税
こ
れ
は
自
己
財
源
で

不
足
す
る
額
を
国
が
交
付
す
る
も
の
で

歳
入
の
四
七
・
一
％
に
あ
た
り
、
収
入

の
ト
ソ
プ
で
、
前
年
に
対
し
て
二
四
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
ふ
え
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
国
が
村
で
行
う
事
業

の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
歳
入
の

六
•
五
パ
ー
セ
ン
ト
。

繰
入
金
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
入

れ
た
も
の
で
、
歳
入
の
五
・
八
パ
ー
セ

゜

ン
ト

村
債
村
が
事
業
を
す
る
た
め
、
国

な
ど
か
ら
長
期
に
わ
た
っ
て
借
り
入
れ

た
お
金
で
、
歳
入
の
四
•
四
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。

］］］］［ロ
円万位渾事工

療
費
一
千
百
十
三
万
円
、
敬
老
年
金
百
び

及業

四
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
補
助
金
六

十
九
万
円
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
事

な

▼
〔
児
童
福
祉
費
二
千
五
百
四
十
三
万
主

円
〕
の
中
に
は
、
児
童
手
当
四
百
六
十
の
度

四
万
円
、
保
育
園
費
一
千
八
百
二
十
二
万
年

8
 

円
、
乳
児
医
療
費
百
二
十
九
万
円
な
ど
。

4

衛
生
費
▼
〔
保
健
衛
生
費
一
千
三

百
八
十
万
円
〕
は
伝
染
病
防
疫
作
業
、

予
防
接
種
医
師
の
報
償
、
各
種
予
防
薬
、

胃
集
団
検
診
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
環

境
衛
生
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
▼
〔

清
掃
費
五
百
四
十
六
万
円
〕
は
、
こ
み

処
理
費
二
百
二
十
八
万
円
、
し
尿
処
理

費
三
百
十
八
万
円
。

農
林
水
産
業
費
▼
〔
農
業
振
興
費

九
百
八
十
六
万
円
〕
の
中
に
は
、
園
芸

特
産
物
振
興
補
助
金
七
十
二
万
円
、
稲

作
病
害
虫
請
負
防
除
費
補
助
金
九
十
五

万
円
、
空
中
農
薬
散
布
補
助
金
五
十
万

円
、
野
菜
指
定
産
地
近
代
化
事
業
助
成

金
六
十
八
万
円
、
農
業
近
代
化
資
金
利

子
補
助
金
七
十
一
万
円
な
と
。
▼
〔
土

地
改
良
費
一
千
五
百
五
万
円
〕
の
中
に

は
、
排
水
路
改
修
工
事
費
一
千
二
百
二

十
四
万
円
、
排
水
路
工
事
六
十
万
円
な

い
ず
れ
も
健
全
財
政

四
億
九
千
百
十
五
万
円

一
般
会
計
て

使
っ
た
お
金

48年度一般会計歳入決算状況

区 分 収人i斉額 構成費
前年対比

増 減

村 税 11,429万円 22 28% 20 62% 

地方交付税 24,172 4 7 12 24 13 

国庫支出金 3,283 6 40 159 36 

県支出金 1,986 3 87 5 65 

繰入金 2,977 5 80 

繰越金 1,960 3 82 244 39 

中す 偵 2,220 4 33 

その他 3,270 6 38 17 75 

歳入合計 51,297 100 00 39 81 

区 分 金額

道路改良事業 6,585 

村営住宅建設事業 5,034 

道路舗装工事 2,320 

東幼稚園建設工事 1,232 

幹線排水路改修工事 1,224 

保育園増築工事 390 

自転車置場増築工事 388 

果樹振興計画推進事業 342 

48年度の税金の使いみち 歳出決算額 4 億9,115万円

ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

商
工
費
▼
〔
商
工
振
興
費
百
六
十

六
万
円
〕
は
商
工
会
補
助
金
百
万
円
な

ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
▼
〔
工
場
誘
致
り

対
策
費
九
十
六
万
円
〕
当

土
木
費
▼
〔
道
路
維
持
費
五
百
一
人民

万
円
〕
は
砕
石
代
三
百
四
十
万
円
な
ど
。
1

▼
〔
道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
費
九
千
f
木

三
十
三
万
円
〕
は
、
道
路
改
良
事
業
六
玄

% 

千
五
百
八
十
五
万
円
、
道
路
補
装
工
事

（
三
面
に
つ
つ
く
）

O゚ー合いいU室ロ
@ 

円万
％
円

8
2
6
3
8
6
 

7

.

9

 

,
3
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1
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@* 馨
議会胄 総務冑

8,318万円

(j) 16. 94% 

玄 9,271円

民生費

疇恥パ口
衛生費

1,925万円

(j) 3 、 92%

* 2,146 円

農林水産業費

3,766万円

... (j) 7.67% 

今-'-* 4,198円
•= <4> 
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％
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％
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円
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万
％
円
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0
8
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育
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l

7
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教
⑥
＊嘉

公債費

955万円

(j) 1. 94% 

* 1,065円

円

金
万
％
円
1

7
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出
1
8
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支
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予備費
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二
千
三
百
二
十
万
円
、
▼
〔
住
宅
費
五

千
三
十
四
万
円
〕
は
、
公
営
住
宅
地
造

成
工
事
百
三
十
万
円
、
公
営
住
宅
建
設

工
事
二
千
五
百
九
十
五
万
円
、
住
宅
地

購
入
一
千
八
百
九
十
四
万
円
な
ど
。

消
防
費
▼
〔
館
林
地
区
消
防
組
合

負
担
金
二
千
五
百
二
十
四
万
円
〕
は
、

常
備
消
防
費
一
千
五
百
八
十
三
万
円
、

非
常
備
消
防
費
五
百
十
五
万
円
、
消
防

施
設
費
四
百
二
十
六
万
円
。

教
育
費
▼
〔
小
学
校
費
一
千
九
百

五
十
七
万
円
〕
は
、
西
小
学
校
屋
上
防

水
工
事
二
百
五
十
四
万
円
、
図
書
等
の

備
品
購
入
百
九
十
一
万
円
、
調
理
人
の

人
件
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

▼
〔
中
学
校
費
一
千
四
百
二
十
五
万
円
〕

は
、
実
習
用
具
等
の
備
品
購
入
百
九
十

九
万
円
、
調
理
人
の
人
件
費
な
ど
に
使

わ
れ
ま
し
た
。
▼
〔
幼
稚
園
費
二
千
三

百
十
九
万
円
〕
は
、
東
幼
稚
園
建
設
一

千
二
百
三
十
二
万
円
、
机
．
椅
子
等
の

備
品
購
入
百
十
二
万
円
な
ど
。

公
債
費
村
が
長
期
に
わ
た
っ
て
国

な
ど
か
ら
借
り
た
お
金
を
返
す
費
用
に

あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

諸
支
出
金
水
道
会
計
繰
出
金
五
百

万
円
、
土
地
開
発
基
金
繰
出
金
八
百
九

十
六
万
円
な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

国
保
会
計

国
民
健
康
保
険
会
計
決
算
は
、
六
百

七
十
二
万
円
の
黒
字
に
な
り
、
歳
入
で

は
昨
年
よ
り
一
八
・
三
％
、
歳
出
で
は

昨
年
よ
り
二
四
・
七
％
ふ
え
て
い
ま
す
。

主
な
収
入
は
、
保
険
税
三
千
四
百
十

一
万
円
、
国
庫
支
出
金
五
千
七
百
七
十

五
万
円
、
繰
越
金
九
百
九
十
万
円
で
、

全
体
の
九
九
·
一
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

主
な
支
出
は
、
保
険
給
付
費
八
千
七

特
別
会
計

48年度特別会計決算状況（単位万円）

会計別 区 分 i夫算額

歳 入 10.270 

国保会計 歳 出 9,598 

差引残額 672 

歳 入 2.135 

有線会計 歳 出 2.003 

差引残額 132 

百
三
十
五
万
円
、
人
件
費
七
百
八
十
四

万
円
で
、
全
体
の
九
九
・
ニ
％
を
し
め

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

税
は
、
一
人
当
り
三
千
八
百
二
円
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
皆
さ
ん
に
給
付
す
る
医

療
費
等
は
、
一
人
当
り
九
千
七
百
三
十

六
円
で
保
険
税
の
約
ニ
・
六
倍
に
な

っ
て
い
ま
す
。

有
線
会
計

有
線
放
送
会
計
決
算
も
百
三
十
二
万

円
の
黒
字
で
、
歳
入
で
は
昨
年
よ
り
四

三
・
九
％
、
歳
出
で
は
四
七
・
七
％
ふ

え
て
い
ま
す
。

主
な
収
入
は
、
新
規
加
入
金
及
び
移

設
工
事
の
分
担
金
百
十
一
万
円
、
有
線

放
送
使
用
料
一
千
二
百
十
万
円
、
基
金

繰
入
金
五
百
三
十
万
円
で
、
全
体
の
八

六
・
七
％
を
し
め
て
い
ま
す
。

主
な
支
出
は
、
人
件
費
一
千
三
十
九

万
円
、
公
社
電
話
料
百
十
六
万
円
、
施

設
移
設
等
の
工
事
五
百
二
十
九
万
円
、

有
線
放
送
施
設
の
維
持
補
修
工
事
材
料

七
十
四
万
円
、
公
社
電
話
料
百
十
六
万

円
で
、
全
体
の
九
一
・
一
％
を
し
め
て

い
ま
す
。

第
十
回
少
年
立
春
式
が
教
育
委
員
会

の
主
催
に
よ
り
、
二
月
三
日
、
中
学
校

体
育
館
で
、
奈
良
村
長
な
ど
多
数
の
来

賓
を
迎
え
て
、
中
学
二
年
生
百
二
十
三

名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
四
オ
に
な
る
ま
で
は
、
児
童
福
祉

法
な
ど
に
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、
十
四

オ
か
ら
は
少
年
法
の
適
用
を
う
け
る
と

い
う
こ
と
で
、
も
う
子
供
で
は
な
い
の

だ
と
い
う
転
機
づ
け
の
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

奈
良
教
育
長
は
式
辞
の
中
で
「
第
一

に
刑
事
上
の
責
任
が
と
ら
れ
る
こ
と
を

自
覚
し
て
、
善
悪
の
判
断
を
あ
や
ま
ら

な
い
こ
と
。
第
二
に
大
き
な
希
望
を
持

ち
、
立
派
な
志
を
立
て
て
ほ
し
い
こ
と
。

第
三
に
健
康
に
留
意
し
て
、
心
身
共
に

健
康
な
人
物
に
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
べ
ま
し
た
。

次
に
、
二
年
生
全
員
に
贈
る
記
念
の

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
代
表
し
て
山
田

修
治
君
が
受
け
と
り
ま
し
た
。
こ
の
あ

江
日
・
川
俣
地
内
の
道
路
を
改
良

延
べ
九
百
三
冒
を
幅
員
六
冒
に

江
ロ
・
川
俣
地
内
の
延
べ
九
百
三
以

を
幅
員
六
以
に
す
る
道
路
改
良
工
事
が

行
わ
れ
ま
ず
。

江
口
地
内
の
七
百
七
十
七
い
い
を
改
良

す
る
工
事
は
、
一
月
二
十
四
日
に
行
わ

れ
た
指
名
競
争
入
札
で
、
江
口
の
新
井

土
建
に
七
百
五
十
万
円
で
落
札
し
ま
し

た
。
完
成
は
三
月
末
日
の
予
定
で
す
。

中学 2 年生に自覚をと．／

第10回少年立春式

場
所
は
下
の
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

川
俣
地
内
の
百
二
十
六
い
い
を
改
良
す

る
工
事
は
、
一
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ

た
指
名
競
争
入
札
で
、
荒
井
建
設
味
に

二
百
五
十
万
円
で
落
札
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
完
成
は
三
月
末
日
の
予
定
で
す
。

場
所
は
こ
ん
ど
新
設
に
な
っ
た
郵
便
局

の
前
の
東
西
に
あ
る
道
路
で
す
。

▲少年立春式を迎えた中学 2 年生

江口地内
網かけ部分が道路の改良場所

昨
年
一
年
間
に
お
け
る
公
害
苦
情
相

談
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
の
公
害
相
談
件
数
は
、
十
一
件

で
、
こ
の
う
ち
九
件
が
解
決
し
、
二
件

が
未
解
決
で
す
。
ま
た
、
前
年
よ
り
も

五
件
滅
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
事

業
所
あ
る
い
は
皆
さ
ん
の
家
庭
が
公
害

に
対
し
て
の
認
識
を
深
め
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

反
面
、
事
業
所
な
ど
の
不
注
意
に
よ
る

公
害
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

相
談
内
容
は
事
業
所

等
か
ら
の
油
の
流
出
、

焼
却
に
よ
る
ば
い
煙
、

豚
舎
か
ら
の
悪
臭
な
ど

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

特
に
最
近
多
く
な
っ

た
も
の
と
し
て
は
、
水

▼公害苦'|青相談状況

区 分 言t

ばい煙 2(※4) 1 

フK質汚濁 ふ
馬蚤 音 (1) 

亜9Lンヽ 臭 ふ
土壌汚染 1 

その他 2 ※ 1 
(2) 

計 11(※1 6) 2 

（）は48年． ※印は未解決

と
奈
良
村
長
ほ
か
三
名
の
祝
辞
、
三
年

生
代
表
の
松
本
直
美
さ
ん
の
激
励
の
こ

と
ば
、
江
森
校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
最
後
に
二
年
生
代
表
の
小
池
裕

子
さ
ん
が
「
立
派
な
社
会
人
に
な
る
た

め
に
、
自
覚
の
責
任
を
も
っ
て
、
皆
さ
ま

の
ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」

と
謝
辞
を
の
べ
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

路
へ
油
類
の
流
入
に
よ
る
水
質
汚
濁
が

半
分
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
。
ま
た
、

時
期
的
に
も
田
植
な
ど
が
行
わ
れ
る
と

き
に
発
生
し
て
お
り
、
植
え
た
ば
か
り

の
水
稲
が
枯
れ
る
と
い
う
こ
と
が
お
き

て
い
ま
す
。

事
業
所
等
は
、
公
害
対
策
に
十
分
注

意
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
村
民
一
人

一
人
が
気
を
つ
け
て
公
害
を
な
く
し
ま

し
よ
う
。

公
害
の
苦
情
相
談
状
況

前
年
よ
リ
五
件
減
少
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交
通
災
害
共
済
へ

家
族
ぐ
る
み
で
加
入
を

会
費
は
引
下

1
1

け
内
容
も
充
実

ニ
ュ
ー
ス

こ
と
ぶ
き
学
校
が
一
月
三
十
一
日
、

役
場
で
五
十
三
名
が
出
席
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。

清
水
実
先
生
を
講
師
に
招
き
「
盆
栽

の
つ
く
り
方
」
を
学
習
。
先
生
は
「
長

生
き
す
る
た
め
に
は
何
か
趣
味
を
持
た

な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
そ
れ
に
は
盆
栽

づ
く
り
が
一
番
よ
い
」
な
ど
と
、
楽
し

く
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
の
過
ご
し
方

に
つ
い
て
話
し
、
こ
の
あ
と
盆
栽
ず
く

り
の
手
ほ
ど
き
を
行
い
ま
し
た
。

恐
し
い
交
通
事
故
が
毎
日
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
い
つ
あ
な
た
が
交
通
事
故

の
犠
性
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

ん
な
と
き
の
た
め
に
交
通
災
害
共
済
に

こ
と
ぶ
き
学
校

►
 

立t5漬
．
C

A
.
i
 

.
T
 

' ・
ヽ

昨
年
十
一
月
に
着
工
に
な
っ
た
南
大

島
の
既
設
の
村
営
住
宅
の
西
側
に
建
設

さ
れ
て
い
る
村
営
住
宅
は
、
四
月
に
十

二
世
帯
が
入
居
で
き
る
よ
う
に
急
ピ
ソ

チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
工
事
は
サ
ッ
シ
の
取
り
付
け

内
装
関
係
な
ど
が
行
わ
れ
、
完
成
ま
し

か
で
す
。

加
入
し
て
い
れ
ば
、
せ
め
て
も
の
救
い

に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
族
ぐ
る
み
で

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

四
月
一
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
共
済
制

◄
 

完
成
ま
じ
か
の
村
営
住
宅

▼交通災害見舞金

等級 共 済 見 舞 金 改正後 改正前

1 等級 死亡した場合 500,000円 500,000円

2 等級 廃疾となったもの 300,000 

3 等級 1 年以上の治療を要する（傷害 200,000 

4 等級 6 カ月以上の治療を要する傷害 100,000 100,000 

5 等級 5 カ月以上の治療を要する傷害 80,000 50,000 

6 等級 4 カ月以上の治療を要する傷害 60,000 40,000 

7 等級 3 カ月以上の治療を要する傷害 40,000 30,000 

8 等級 2 カ月以上の治療を要する傷害 20,000 20,000 

9 等級 1 カ月以上の治療を要する傷害 10,000 10,000 

10等級 1 週間以上 1 カ月未満の治療を要する傷害 5,000 5,000 

度
が
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
J
会
費

は
四
百
五
十
円
が
三
百
六
十
円
に
引
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
生
以
下
は
三
百

円
で
以
前
と
同
じ
で
す
。
ま
た
、
見
舞

金
も
三
段
階
の
等
級
が
一
万
円
か
ら
三

万
円
の
幅
で
引
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
、

二
十
万
円
と
三
十
万
円
の
二
つ
の
等
級

項
目
が
新
設
さ
れ
、
内
容
が
一
段
と
充

実
さ
れ
ま
し
た
。

▼
加
入
申
込
み
の
方
法
は

①
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
申
込

書
兼
会
員
証
（
会
員
台
帳
と
二
部
複

写
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
費
を

添
え
て
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
隣
組
を

通
じ
申
し
こ
ん
で
下
さ
い
。

▼
共
済
期
間
は

こ
と
し
の
四
月
一
日
か
ら
来
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
。

▼
共
済
見
舞
金
を
請
求
す
る
と
き
は

①
菩
察
署
で
発
行
す
る
交
通
事
故
証

明
書
又
は
そ
の
写
（
交
通
事
故
証
明

が
発
行
さ
れ
な
い
交
通
事
故
の
場
合

は
、
役
場
に
備
え
付
け
の
見
舞
金
請

か
ら
だ
が
不
自
由
で
投
票
所
に
行
け

な
い
人
た
ち
の
う
ち
、
重
度
の
身
体
障

害
者
に
限
り
、
現
存
す
る
場
所
（
例
え

ば
自
宅
・
医
院
な
ど
）
で
、
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
が
三
月
以
降
に
公
（
告

）
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
七
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
が
、
昭
こ
の
制
度
は
、
身
体
に
重
度
の
障
害

柘
五
十
年
二
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
が
あ
る
た
め
に
投
票
所
に
行
け
な
か
っ

し
た
。
た
方
に
投
票
参
加
の
道
を
開
く
も
の
で

こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
五
年
以
降
す
。

五
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
我
が
国
農
業
の
こ
の
新
し
い
制
度
に
よ
り
投
票
で
き

最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
と
し
て
、
戦
る
方
、
投
票
用
紙
の
交
付
請
求
な
ど
の

後
の
農
業
発
展
の
歴
史
と
と
も
に
歩
ん
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

で
き
た
調
査
で
す
。
農
業
セ
ン
サ
ス
の
郵
便
に
よ
る
不
在
者

結
果
は
国
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
を
•
投
票
の
て
き
る
方

は
じ
め
各
方
面
で
、
農
業
振
興
や
地
域

C
D身
体
障
害
者

発
展
計
画
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
両
下
肢
若
し

広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
く
は
体
幹
の
障
害
の
程
度
が
一
級
若
し

前
回
の
セ
ン
サ
ス
は
、
昭
和
四
十
五
く
は
二
級
、
心
臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は

年
に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
の
呼
吸
器
の
障
害
の
程
度
が
一
級
若
し
く

農
業
や
農
村
の
動
き
は
、
そ
れ
ま
で
に
は
三
級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
（
身
体

も
ま
し
て
激
し
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方
で
、
そ

よ
う
な
変
化
の
実
態
を
科
学
的
な
統
計
の
障
害
の
程
度
の
記
載
が
明
ら
か
で
な

デ
ー
タ
ー
と
し
て
正
確
に
と
ら
え
よ
う
い
方
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
書
面
に
よ

と
い
う
の
が
今
回
の
農
業
セ
ン
サ
ス
で
り
証
明
し
た
方
）

す
。
②
戦
傷
病
者

調
査
員
の
方
が
皆
様
の
お
宅
を
お
訪
戦
傷
病
者
手
帳
に
、
両
下
肢
若
し
く

ね
し
、
調
査
票
に
基
づ
い
て
い
ろ
い
ろ
は
体
幹
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か

質
問
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
調
査
の
趣
ら
第
二
項
症
ま
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
若

旨
を
こ
理
解
の
上
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
一
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害
の
程
度
が
特
別

な
お
、
こ
の
調
査
は
統
計
の
目
的
以
項
症
か
ら
第
三
項
症
ま
で
で
あ
る
と
記

外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
載
さ
れ
て
い
る
方
（
戦
傷
病
者
手
帳
を

二
月
一
日
か
ら
実
施

農
業
セ
ン
サ
ス

求
用
交
通
事
故
証
明
を
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
交
通
事
故
証
明
書
に
か
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

場
合
の
見
舞
金
は
十
等
級
五
千
円
で

打
切
り
と
な
り
ま
す
。
）

②
見
舞
金
請
求
用
診
断
書
（
用
紙
は

役
場
に
あ
り
ま
す
）

③
そ
の
ほ
か
会
員
証
•
印
鑑
な
ど
。

そ
の
他
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
役
場

総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
い
る
方
で
、
そ
の
障
害
の
程
度

の
記
恥
が
明
ら
か
で
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
知
事
が
書
面
に
よ
り
証
明
し
た
方
）

郵
便
投
票
証
明
書

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
証
明
書
は
、
本
人
が
署
名
し
た

交
付
申
請
書
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
添

え
て
、
本
村
の
場
合
は
本
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
の
委
員
長
に
申
請
し
ま
す
と
、

審
査
の
う
え
、
郵
便
に
よ
り
交
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
申
請
は
い
つ
で
も
で
き

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

•
投
票
用
紙
等
の
交
付
請
求

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
お
う

と
す
る
方
は
、
本
人
が
署
名
し
た
請
求

書
に
よ
り
選
挙
の
期
日
前
四
日
ま
で
に

本
村
の
場
合
は
、
本
村
の
選
挙
管
理
委

員
会
の
委
員
長
に
対
し
て
、
投
票
用
紙

と
投
票
用
封
筒
を
請
求
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、
郵
便
投
票
証
明

書
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

請
求
は
、
三
月
一
日
か
ら
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
選
挙
の
公
（
告
）

示
前
で
も
で
き
ま
す
。
請
求
し
た
方
に

は
、
投
票
の
方
法
等
を
詳
し
く
説
明
し

ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

ヽ
~
゜

三
月
以
降
に
父
（
告
）
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら

重
度
の
身
体
障
害
者
は

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
る
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上毛かるた大会
石崎高博君が郡で優勝

邑
楽
郡
上
毛

か
る
た
大
会
が

▲郡大会出場をめざして熱戦を展開する選手
（村のかるた大会）

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
こ
の
村
営
住
宅
は

昨
年
、
南
大
島
に
完
成
し
た
村
営
住

宅
の
西
側
に
建
設
中
の
―
二
戸
で
す
。

▼
申
込
受
付
二
月
十
七
日
か
ら
二

月
二
十
八
日
ま
で
・
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
（
土
曜
日
は
午

前
中
）
役
場
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

▼
住
宅
の
構
造
床
面
積
四
四
・
九

平
方
計
（
約
十
四
坪
）
、
三

D
K

（
六
畳
•
四
畳
半
・
三
畳
）

▼
入
居
予
定
日
四
月
一
日

▼
家
賃
月
額
一
万
円

▼
入
居
者
の
資
格
①
明
和
村
内
に

住
所
又
は
勤
務
場
所
が
あ
り
現
に

住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
②
世
帯

員
二
人
（
婚
約
者
を
含
む
）
以
上

の
家
族
構
成
の
方
③
婚
約
中
の

方
は
入
居
す
る
と
き
、
直
ち
に
同

居
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
④
）
そ

の
ほ
か
所
得
に
よ
っ
て
制
限
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
税
金
の
滞
納
が
な

く
、
保
証
人
を
つ
け
ら
れ
る
方
な
ど
。

▼
入
居
者
の
決
定
方
法
多
数
の
と

き
は
、
公
開
抽
せ
ん
に
よ
り
入
居
者

を
決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
手
続
き
は
村
営
住
宅
入
居
申

込
書
（
役
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
）
に
源
泉
徴
収
票
又
所
得
証

明
書
を
つ
け
、
住
民
票
謄
本
を
提

出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
企
画

開
発
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

大
泉
町
公
民
館
で
一
月
二
十
六
日
に
行

わ
れ
、
本
村
か
ら
八
名
の
児
童
が
出
場

村
営
住
宅
入
居
者
募
集

二
月
二
十
八
日
ま
で

し
て
技
を
競
い
ま
し
た
。

団
体
戦
で
は
ふ
る
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
個
人
戦
で
矢
島
の
石
崎
高
博
君
(
+

二
歳
）
が
強
豪
を
打
ち
破
り
、
見
事
優

勝
し
ま
し
た
。

邑
楽
郡
大
会
の
出
場
選
手
を
決
め
る

村
の
大
会
は
、
一
月
十
九
日
に
小
学
生

百
二
十
四
名
が
参
加
し
て
武
道
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

部
落
別
の
団
体
戦
と
個
人
戦
で
熱
戦

が
展
開
。
字
ふ
だ
を
読
み
あ
げ
る
と

「
ハ
イ
、
ハ
イ
」
と
元
気
よ
く
絵
ふ
だ
を

取
り
、
館
内
は
熱
気
で
い
っ
ぱ
い
。
と

く
に
め
だ
っ
た
の
は
、
個
人
戦
で
矢
島

の
石
崎
高
博
君
（
六
年
生
）
と
石
崎
幸

子
さ
ん
（
四
年
生
）
が
そ
れ
ぞ
れ
男
子

の
部
、
女
子
の
部
に
お
い
て
兄
弟
で
優□: 

村
大
会
・
百
二
十
四
名

が
参
加
し
て
競
う

勝
し
た
こ
と
で
す
。

こ
の
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
優
勝
者
が
郡
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

◆
団
体
戦

〔
男
子
の
部
〕
●
優
勝
梅
原
●
準

優
勝
矢
島
•
三
位
大
輪
下

江
口

〔
女
子
の
部
〕
●
優
勝
大
輪
●
準

優
勝
大
佐
貫
•
三
位
中
谷

矢
島

◆
個
人
戦

〔
男
子
の
部
〕
•
優
勝
石
崎
高
博

（
矢
島
）
●
準
優
勝
川
辺
英
徳

（
梅
原
）
三
位
柿
沼
憲
行
（
田
島
）

荒
井
広
明
（
江
口
）

〔
女
子
の
部
〕
•
優
勝
石
崎
幸
子

（
矢
島
）
•
準
優
勝
金
子
二
三

代
（
大
佐
買
）
•
三
位
島
田
恵
美
（
梅

原
）
早
川
説
子
（
大
輪
下
）

級
者
も
一
層
じ
ょ
う
ず
に
な
り
雪
面
に

き
れ
い
な
シ
ュ
プ
ー
ル
を
え
が
き
、
ス

第
二
十
九
回
新
春
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
館
林
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
主
催
に
よ
り
、
一
月
一
日
、
館
林

市
民
体
育
館
で
、
総
勢
八
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
明
和
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ

プ
（
監
督1
1

石
塚
一
生
先
生
）
チ
ー
ム

（
写
真
）
も
参
加
し
、
見
事
に
優
勝
の

栄
冠
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

▼
一
回
戦

明
和
ク
ラ
ブ
5
6
1
3
8
雷
電
ク
ラ
ブ

マ
一
回
戦
（
準
決
勝
）

明
和
ク
ラ
ブ
4
9
1
4
2茶釜
ク
ラ
ブ

▼
三
回
戦
（
決
勝
）

明
和
ク
ラ
ブ
7
0
1
5
0
国
産
金
属

明
和
ク
ラ
ブ
が

優
勝

新
春
パ
ス
ケ
ッ
ト
大
会

キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
旅
館
で

も
、
み
ん
な
で
ス
キ
ー
の
話
し
な
ど
し

た
り
、
歌
っ
た
り
し
て
ア
フ
タ
ー
ス
キ

ー
も
楽
し
み
ま
し
た
。

旧
軍
人
・
軍
属
等
の
方
々
に
対
し
て

は
、
戦
没
者
の
遺
族
を
含
め
各
種
援
護

措
置
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
部
に

は
、
こ
う
し
た
法
律
の
あ
る
こ
と
を
知

ら
ず
、
あ
る
い
は
つ
い
う
っ
か
り
し
て

い
て
、
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
法
律
は
毎
年
の
よ
う
に
改

正
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
却
下
等
の
裁

定
を
受
け
た
方
で
も
、
そ
の
後
受
給
す

る
資
格
が
生
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
未
処
遇
者
を
な

る
べ
く
無
く
し
、
権
利
を
失
な
う
こ
と

の
な
い
よ
う
現
地
相
談
会
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
、
軍
人
恩
給
関
係
、
戦

傷
病
者
に
対
す
る
各
種
給
付
金
、
戦
没

者
遺
族
に
対
す
る
公
務
扶
助
料
遺
族
年

金
を
は
じ
め
各
種
給
付
金
、
そ
の
他
援

護
関
係
全
般
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
請
求
に
は
、
一
定
の
条
件

と
請
求
期
限
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
旧
軍

人
・
軍
属
・
戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族

等
の
方
々
で
、
ま
だ
国
か
ら
処
遇
を
受

け
て
い
な
い
方
は
、
二
月
二
十
日
（
金

）
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま

で
、
邑
楽
福
祥
事
務
所
（
太
田
市
）
に

て
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
出
席
さ
れ
る
方
は
、
相
談
す

る
の
に
参
考
と
な
る
資
料
が
あ
り
ま
し

た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

休
載
の
お
知
ら
せ

お
た
ず
ね
コ
ー
ナ
ー
、
村
内
史
跡
た

ず
ね
あ
る
記
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り

休
み
ま
し
た
。

旧
軍
人
・
軍
属
等
の

未
処
遇
者
の
相
談
会
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申
告
期
間
は
二
月
十
七
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
の
一
カ
月
間
で
す
が
、
当

村
に
お
き
ま
し
て
は
次
の
日
割
に
よ
り

納
税
相
談
を
行
い
ま
す
か
ら
ご
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
所
得
税
確
定
申
告
相
談
（
譲
渡
所

得
の
分
離
課
税
確
定
申
告
も
含
む
）

二
月
十
九
日
1

二
十
日

時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後

三
時
三
十
分
ま
で
、
場
所
は
役
場
三
階

第
二
会
議
室

選
挙
事
務
関
係
者
の
選
挙
運
動
の

禁
止投

票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
及
び

選
挙
長
は
、
在
職
中
、
そ
の
関
係
区

域
内
で
の
選
挙
運
動
存
禁
止
さ
れ
る
。

投
票
立
合
人
、
開
票
立
合
人
に
は
こ

の
制
限
は
な
い
。

特
定
公
務
員
の
選
挙
運
動
の
禁
止

①
中
央
選
挙
管
理
会
の
委
員
及
び

そ
の
庶
務
に
従
事
す
る
自
治
省
の

職
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員

及
び
職
員
。

②
裁
判
官
・
検
察
官
・
会
計
検
査

官
・
公
安
委
員
会
の
委
員
・
警
察

官
・
収
税
官
吏
及
び
徴
税
の
吏
員
。

公
務
員
の
地
位
利
用
に
よ
る
選
挙

運
動
の
禁
止

公
務
員
が
そ
の
地
位
を
利
用
（
影

選
挙
運
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
人

口
住
民
税
申
告
相
談

三
月
三
日
（
午
前
）
斗
合
田

江
黒
（
午
後
）
千
津
井

三
月
四
日
（
午
前
）
江
口
（
午

後
）
下
江
黒
田
島

以
上
の
場
所
は
東
部
児
童
館

三
月
五
日
（
午
前
）
大
輪
（
午

後
）
川
俣
須
賀

三
月
六
日
（
午
前
）
矢
島
入
ケ

谷
（
午
後
）
大
佐
貫

以
上
の
場
所
は
明
和
農
協
第
一
事

響
力
な
ど
を
利
用
）
し
て
選
挙
運
動

す
る
こ
と
は
、
選
挙
の
自
由
と
公
正

を
害
す
る
も
の
で
あ
り
禁
止
さ
れ
て

い
る
。

な
お
、
公
務
員
の
選
挙
運
動
に
つ

い
て
は
多
く
は
政
治
的
行
為
の
面
か

ら
国
家
公
務
員
法
・
地
方
公
務
員
法

等
に
よ
り
規
制
さ
れ
て
い
る
。

教
育
者
の
地
位
利
用
に
よ
る
選
挙

運
動
の
禁
止

教
育
者
が
学
校
の
児
童
生
徒
及
び

学
生
に
対
す
る
教
育
上
の
地
位
を
利

用
し
て
選
挙
運
動
す
る
こ
と
は
、
選

挙
運
動
の
公
正
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
教
育
者
の
選
挙
運
動
に
つ

い
て
は
多
く
は
政
治
的
行
為
の
面
か

ら
、
国
立
学
校
の
場
合
は
国
家
公
務

上

業
所

三
月
七
日
（
午
前
）
南
大
島

（
午
後
）
中
谷

三
月
十
日
（
午
前
）
梅
原

後
）
新
里

口
事
業
税
申
告
相
談
（
所
得
税
失
格

者
）

三
月
十
一
日
事
業
税
関
係
者

以
上
の
場
所
は
役
場
三
階
第
二
会
議

室
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時
三
十

分
よ
り
午
後
四
時
ま
で
と
し
ま
す
。

申
告
書
は
各
自
記
入
の
上
ご
持
参
＜

だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
記
載
相
談
を
う
け
る
場
合

は
、
後
日
問
題
等
お
こ
ら
な
い
よ
う
に

員
法
に
よ
り
、
公
立
学
校
の
場
合
は

教
育
公
務
員
特
例
法
に
よ
り
規
制
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
他
選
挙
運
動
を
禁
止
さ
れ
る

者①
未
成
年
者

未
成
年
者
（
満
二
十
才
未
満
の
者
）

は
、
い
つ
さ
い
選
挙
運
動
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
な
に
び
と

も
未
成
年
者
を
使
用
し
て
選
挙
運
動

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
、
未
成
年
者
で
あ
っ
て
も

単
に
選
挙
運
動
の
た
め
の
労
務
に
使

用
す
る
こ
と
は
さ
し
つ
か
え
な
い
。

労
務
は
一
般
に
、
選
挙
事
務
所
に
お

け
る
湯
茶
の
接
待
と
か
、
葉
書
の
宛

名
書
き
の
よ
う
に
単
純
、
か
つ
、
機

械
的
な
も
の
が
労
務
で
あ
る
。

②
選
挙
犯
罪
者

選
挙
犯
罪
を
犯
し
た
た
め
に
選
挙

権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
な
い
者
は
、

い
っ
さ
い
選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

午

質
問
に
応
じ
ら
れ
、
か
つ
自
書
出
来
る

方
に
お
願
い
し
ま
す
。
（
住
所
・
氏
名

・
扶
養
親
族
の
記
載
は
必
ず
自
書
頓
い

ま
す
。
）

生
命
保
険
の
払
込
証
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
口
九
千
円
（
年
間
）
を
こ
え

る
支
払
い
の
場
合
は
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

損
害
保
険
料
控
除
は
、
所
得
税
の
み

認
め
ら
れ
ま
す
が
、
金
額
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
払
込
証
明
書
を
必
要
と
し
ま

す
。そ

れ
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
た
方
お
よ
び
給
与
所
得
の
み
の
方
で

給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
よ
り
明
和

村
税
務
課
宛
送
付
済
の
方
は
住
民
税
の

申
告
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
還
付
請
求
を
さ
れ

る
方
は
期
日
の
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
い
ま
す
ぐ
手
続
を
と
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
の
用
紙
は
役

場
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

〔
俳
句
〕
順
不
同

枯
草
を
伏
せ
て
風
鳴
る
休
耕
田高

瀬
依
根
子

手
の
触
れ
て
梅
が
つ
ぼ
み
の
こ
ぼ
れ
け

り
安
見
あ
つ
子

あ
か
ぎ
れ
や
土
と
の
絆
な
断
ち
切
れ
ず

北
島
若
水

舞
ふ
も
の
の
無
く
て
冬
ば
ら
庭
か
ざ
る

林
倫
常

初
便
り
水
茎
の
跡
床
し
く
て林

（
来
月
号
は
短
歌
で
す
。
）

文

芸

欄

秀
峰
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豚
（
一
頭
）
·

゜

種
付
豚
二
万
六
千
九
百
円
皿

一

繁
殖
豚
四
万
五
千
円
→

し
・一

ヅ
子
牛
八
万
九
千
三
百
円
。

（
但
し
乳
量
計
算
を
行
う
）
i

養
鶏
（
採
卵
用
十
羽
当
た
り
）
i

ｷ
 

口

（
飼
育
一
千
羽
未
満
）

ｷ
 

赤
字
七
百
四
十
八
円
血

' 
一

肥
育
牛
（
若
令
長
期
一
頭
当
た
り
）

赤
字
六
万
五
千
五
百
円
i' 

な
お
、
赤
字
は
損
益
通
算
し
、
土
地
iｷ
 

改
良
区
費
、
耕
運
機
等
の
農
機
具
の
償
血

ｷ
 

却
費
は
経
費
と
し
て
別
に
差
し
引
い
て
＂

ｷ
 
ｷ
 

農
業
所
得
を
計
算
し
ま
す
。

ヽ
' 

ｷ
 

交
通
事
故
·

ｷ
 

出
張
相
談
·

ｷ
 

▼
日
時
二
月
十
三
日
（
木
）
午
前
一

ｷ
 

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
ロ

]
 

▼
場
所
館
林
市
役
所
i

ｷ
 
ｷ
 
ｷ
 

各
種
検
診
日
叩

ｷ
 
ｷ
 

乳
児
検
診
1
3
日
第
二
木
曜
日
·

妊
婦
検
診

2
0日
第
三
木
曜
日
i

育
児
相
談
2
7
日
第
四
木
曜
日
i

' 

い
づ
れ
も
役
場
で
行
わ
れ
、
受
付

5一一

は
当
日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
二
時
叫

` 

ま
で
で
す
o
-

゜゜

今
月
の
納
め
i

一

ｷ
 

今
月
の
納
め
は
、
有
線
放
送
使
用
料
~

一

及
ぴ
水
道
使
用
料
で
す
。
ロ

集
合
納
入
日
i

二
十
六
日
役
場
第
一
会
議
室
i

一

ｷ
 

二
十
七
日
東
部
児
童
館
＂

ｷ
 

ヶ
斗
合
田
薬
王
寺
＂

ｷ
 

二
十
八
日
明
和
農
協
第
一
＂

ヶ
矢
島
公
民
館
i

I
-



村の人口

3 月 1 日現在

世帯数 2071 戸

人口総数 9162人

男 4552人

女 4610人

(2 月中の動き）

出生15人 死亡11 人

転入30人 転出20人

行

3

1

0

 

5
 
7
 

第 l
発行所

編集

印刷所

6 2 号
明和村役場

総務課
庶務管理係

小林印刷所

婦
人
学
級

は
、
昭
和
四

十
六
年
四
月

に
発
足
し
、

こ
れ
ま
て
家

庭
の
主
婦
を

対
象
に
婦
人

生
活
の
教
養

の
向
上
を
は

か
つ
て
き
ま

し
た
。こ

の
学
級

は
、
新
時
代

を
担
う
婦
人

に
な
る
た
め

の
知
識
・
技

能
か
身
に
つ

く
と
共
に
‘

学
習
を
通
じ

て
‘
互
い
に

知
ら
な
い
同

志
が
友
達
に

な
れ
た
り
す

る
な
ど
と
い
う
こ
と
で
、
大
勢
の
婦
人

か
出
席
し
て
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

学
習
会
は
、
年
に
約
六
回
行
っ
て
い

ま
す
か
、
平
均
四
十
名
の
主
婦
が
出
席

し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
身
体
を
動
か
す
学
習
を

重
点
に
お
き
、
ハ
イ
キ
ン
グ
・
民
謡
踊

り
・
簡
単
に
作
れ
る
焼
却
炉
の
作
り
方
・

料
理
教
室
・
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
の
作
り

方
な
ど
の
学
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
の
作
り
方
は
、
二

月
十
五
日
に
行
っ
た
ば
か
り
で
す
。

こ
の
日
は
、
主
婦
四
十
七
名
が
出
席
。

講
師
の
指
導
に
よ
り
、
リ
ボ
ン
を
手
ぎ

わ
よ
く
花
び
ら
の
形
に
何
枚
か
切
り
、

こ
れ
を
合
わ
せ
て
つ
ば
き
の
花
を
作
成

切
り
花
と
違
っ
て
、
枯
れ
な
く
部
屋
を

き
れ
い
に
飾
り
、
ま
た
明
る
＜
し
て
く

好評の婦人学級

主婦の教養向上の場

よ
し
な
し
ご
と

季
節
の
話
題

れ
る
と
い
う
こ
と
で
‘
と
く
に
熱
心
に

と
リ
く
ん
で
い
ま
し
た
。

婦
人
学
級
は
‘
主
婦
の
方
な
ら
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

三
月
は
、
官
庁
の
年
度
末
、
学
校
て

は
学
年
末
で
、
年
度
の
し
め
く
く
り
の

月
て
す
。
受
験
・
進
学
・
卒
業
に
当
た

る
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
で
は
何
と

も
気
ぜ
わ
し
い
月
で
、
と
く
に
気
候
も

変
り
月
な
の
て
‘
健
康
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

二
十
一
日
は
彼
岸
の
お

彼
岸

中
日
で
す
。
仏
教
で
は
、

現
世
を
此
岸
（
し
か
ん
）
と
い
い
煩
悩

（
ほ
ん
の
う
）
を
な
く
し
、
さ
と
り
を

開
い
た
涅
槃
（
ね
は
ん
）
の
境
地
を
彼

岸
と
い
い
ま
す
。
別
に
さ
と
り
を
開
か

な
い
ま
で
も
‘
こ
の
日
‘
先
祖
の
お
墓

に
花
を
供
え
て
お
参
り
す
る
こ
と
は
、

生
活
に
う
る
お
い
を
持
た
せ
ま
す
。

動
物
の
中
で
人
間
ほ
ど
親
の
保

護
を
必
要
と
す
る
期
間
の
長
い
も

の
は
な
い
。
人
間
だ
け
が
弱
い
と

も
い
え
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
複

雑
な
社
会
を
生
き
ぬ
く
為
に
は
、

そ
れ
だ
け
身
に
つ
け
る
こ
と
が
多

い
と
考
え
ら
れ
る
。
親
か
ら
子
に

伝
え
ら
れ
る
も
の
は
知
識
や
文
化

の
み
で
な
く
人
間
と
し
て
生
き
抜

く
力
、
人
間
関
係
の
も
ち
方
、
感

情
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
い
っ
た
も
の

も
知
ら
ぬ
間
に
伝
え
ら
れ
る
。
良

き
に
つ
け
悪
き
に
つ
け
、
親
が
子

に
与
え
る
影
響
の
大
き
な
こ
と
は

心
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
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稲作転換目標

50年は 145 トン

約36ヘクタール
投
票
日

四
月
に
は
、
統
一
地
方
選
挙
で
県
議

会
議
員
選
挙
が
十
三
日
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
住
む
町
や

村
の
魅
力
あ
る
豊
か
な
地
域
社
会
の
実

現
の
た
め
に
、
ま
た
昭
和
五
十
年
代
の

地
方
自
治
の
あ
り
方
を
方
向
づ
け
る
極

め
て
重
大
な
音
藻
女
を
有
す
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
命
が
か
か
り
す
ぎ
る
選
挙
に
対

す
る
世
論
の
厳
し
い
批
判
の
な
か
で
行

わ
れ
る
最
初
の
選
挙
で
す
。

そ
こ
で
、
金
権
選
挙
を
追
放
し
て
、

私
た
ち
の
望
む
よ
い
県
政
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
候
補
者
の
立
会
演
説
な
ど
の
政

県
で
は
、

二
月
二
十
八

、
東
部
農

政
事
務
所
で
、

管
内
の
市
町

村
長
会
議
を

開
き
、
五
十

年
度
の
稲
作

転
換
目
標
と

米
の
事
前
売

渡
申
込
限
度

数
量
を
示
し
、

協
力
を
要
請

し
ま
し
た
。

こ
と
し
も
‘

農
業
生
産
の

地
域
指
標
や

転
作
の
実
績
‘

水
田
の
転
用

投

票

の
方
法

不
在
者
投
票
最
終
日

投
票
日

▼昭和50年度稲作転換目標数量

稲作転換目標数量 事前売渡申込限度数量

本年 前年 前年 本年 前年
前年

対比 対比

うるち

145 ント 24L ト 60% 34,363俵 36,202俵 95% 
もち

（約36 霊゜ 1,160俵 1,167.5 99 
ha) 計

35,523 俵 37,369.5 95 

四
月
十
三
H

予
定

見
を
聞
い
た
り
し
て
‘
良
識
あ
る
社
会

人
と
し
て
立
派
な
人
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

な
お
‘
邑
楽
郡
選
挙
区
の
定
数
は
二

名
で
す
。

県
議
会
議
員
選
挙
日
程
（
予
定
）

◆
四
月
一
日
告
示
不
在
者
投
票
開

ム
口
女

●
四
月
十
二
日

◆
四
月
十
三
日

投
票
日
前
に
入
場
券
が
選
管
か
ら
配

ら
れ
ま
す
。
こ
の
入
場
券
に
書
い
て
あ

状
況
及
び
湿
田
率
な
ど
を
考
慮
し
て
配

分
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
の
調
整
数
量
が

百
万
ト
ン
（
昨
年
は
百
三
十
五
万
ト
ン
）

に
減
っ
た
の
で
、
村
の
目
標
も
昨
年
の

約
六
割
に
な
り
ま
し
た
。
野
菜
な
ど
へ

の
転
作
が
定
着
し
、
土
地
の
有
効
な
利

用
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
事
前
売
渡
申
込
限
度
数
量
に

つ
い
て
は
、
う
る
ち
米
、
も
ち
米
と
合
わ

せ
て
三
万
五
千
五
百
二
十
三
俵
か
配
分

さ
れ
、
昨
年
よ
り
約
一
千
八
百
四
十
七

俵
減
り
ま
し
た
。

村
で
は
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
目
標
数

量
（
別
表
）
に
つ
い
て
、
稲
作
転
換
推

進
協
議
会
に
は
か
り
、
農
家
の
意
向
を

聞
き
、
個
人
別
に
目
標
数
量
を
配
分
す

る
予
定
で
す
。
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
議
会
議
員
選
挙

る
投
票
所
に
行
け
ば
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
所
で
は
、
入
場
券
を
①
受
付
係

に
提
出
し
ま
す
。
次
に
②
）
選
挙
人
名
簿

抄
本
対
照
係
か
ら
入
場
券
の
返
付
を
受

け
‘
③
投
票
用
紙
交
付
係
に
行
き
、
入

場
券
を
提
出
し
ま
す
と
、
投
票
用
紙
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
④
）
投
票
記

載
台
に
行
き
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
の

氏
名
を
書
き
、
そ
の
投
票
用
紙
を
投
票

箱
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の

氏
名
だ
け
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
氏
名

以
外
の
こ
と
を
記
入
す
る
ど
無
効
に
な

り
ま
す
。

........ 
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こ
の
選
挙
に
は
、
三
月
十
七
日
現
在

の
選
挙
人
名
簿
か
使
わ
れ
ま
す
。

投
票
で
き
る
方
は
、
こ
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
、
投
票
日
に
選
挙
権
の

あ
る
方
で
す
。
こ
の
選
挙
権
の
あ
る
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
昭
和
三
十
●
年
四
月
十
四
日
以
前
に

生
ま
れ
、
本
村
に
住
所
の
あ
る
方
。

鸞
和
四
十
九
年
十
二
月
十
七
日
以
前

に
本
村
に
転
入
届
を
し
た
方
で
、
引
き

議
会
制
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
を

す
る
た
め
に
は
、
選
挙
を
き
れ
い
な
も

の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
「
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
国
民
運
動
」

を
展
開
す
る
た
め
、
二
月
十
五
日
、
選

挙
を
き
れ
い
に
す
る
国
民
運
動
県
推
進

本
部
を
設
置
し
、
声
明
を
次
の
と
お
り

発
表
し
ま
し
た
。

政
治
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
回
復

し
、
議
会
制
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展

を
期
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
政
治
意

思
の
表
明
で
あ
る
選
挙
を
き
れ
い
な
も

俵
の
に
し
、
こ
れ
に
金
か
か
か
り
す
ぎ
る

ー

悪
習
を
改
め
る
こ
と
が
当
面
の
急
務
で

• 如
あ
る
。

6゚

選
挙
を
明
る
＜
き
れ
い
に
す
る
た
め

注
に
は
、
政
党
並
び
に
候
補
者
及
び
選
挙

運
動
に
携
わ
る
者
の
良
識
あ
る
行
動
が

声

明

続
き
住
所
の
あ
る
方
。

③
本
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
て
、
県
内
の
他
の
市
町
村
へ
住
所
を

移
し
た
方
（
一
回
に
限
る
。
）
で
、
そ

の
移
転
先
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
く
、
次
の
証
明
書
を

提
出
し
た
方
。

住
所
登
録
の
写
し
か
、
引
き
続
き
住

所
を
有
す
る
証
明
書
。

切
望
さ
れ
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
有

権
者
か
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
た
か

め
、
高
い
選
挙
道
義
を
身
に
つ
け
る
こ

と
か
必
要
で
あ
る
。

来
る
四
月
に
は
、
第
八
回
統
一
地
方

選
挙
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
と
き
に
当
り

わ
れ
わ
れ
は
、
「
選
挙
を
き
れ
い
に
す

る
国
民
運
動
」
を
展
開
し
、
左
記
事
項

の
実
現
を
期
す
る
も
の
と
す
る
。

一
議
会
制
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展

の
た
め
に
、
す
べ
て
の
有
権
者
か
主

権
者
と
し
て
正
し
い
自
覚
を
も
つ
て

選
挙
に
臨
む
よ
う
、
政
治
意
識
の
高

揚
に
努
め
る
こ
と
。

一
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
実
現
す

る
た
め
、
政
治
に
携
わ
る
者
に
、
選

挙
の
ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
強
く
訴
え

る
こ
と
。

一
買
収
・
供
応
な
ど
の
悪
質
な
選
挙

犯
罪
を
は
じ
め
事
前
運
動
そ
の
他
の

選
挙
違
反
を
一
掃
し
、
選
挙
の
姿
勢

を
正
す
こ
と
。

不
在
者
投
票
の
活
用
を

ど
う
し
て
も
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は

投
票
日
に
ど
う
し
て
も
不
在
に
な
り
、

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
前
も
っ
て

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
か
ら
重
度
の
身
体
障
害
者

は
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
か
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

不
在
者
投
票
は
‘
告
（
公
）
示
の
日

か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で
で
き
ま
す
。

今
回
の
県
議
会
議
員
の
不
在
者
投
票
の

で
き
る
期
間
は
、
四
月
一
日
か
ら
四
月

十
二
日
ま
で
で
す
。

不
在
者
投
票
の
手
続
き

①
旅
行
・
出
如
•
お
産
な
と
で
不
在
に

な
る
場
合

役
場
選
挙
管
理
委
員
会
へ
印
鑑
を
も

っ
て
行
き
‘
宣
誓
害
（
用
紙
は
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
内
容
は
き
わ
め
て
蘭
単

で
す
。
）
を
提
出
す
れ
は
‘
そ
の
場
で

す
ぐ
投
票
か
て
き
ま
す
。
時
間
は
午
前

選
挙
を
き
れ
い
に
し
ょ
う

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
て
す
。

投
票
て
き
る
方

投

票

時
間

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
、

土
曜
日
、
日
曜
日
で
も
で
き
ま
す
。

②
重
度
の
身
体
障
害
者
の
場
合

前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
重
度
の
身

体
障
害
に
限
り
、
現
存
す
る
場
所
（
例

え
は
自
宅
・
医
院
な
ど
）
で
、
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
役
場
選
挙
管
理
委
員

会
に
た
い
し
て
、
本
人
の
署
名
し
た
郵

便
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請
書
に
身
体

障
害
者
手
帳
を
添
え
て
、
交
付
申
請
を

し
ま
す
。
そ
し
て
‘
交
付
を
受
け
た
証
明

書
を
提
示
し
て
、
本
人
か
署
名
し
た
投

票
用
紙
等
の
交
付
請
求
書
に
て
請
求
し
．

ま
す
。
こ
の
申
請
書
及
び
請
求
書
の
用

紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。

投
票
用
紙
等
の
．
交
付
請
求
し
た
方
に

は
、
投
票
の
方
法
を
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。
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秋
の
味
覚
「
二
十
世
紀
」
は
糖
度
の

高
い
こ
と
で
消
費
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い

る
明
和
村
特
産
の
梨
に
、
最
近
に
な
っ

て
赤
星
病
の
発
生
が
住
宅
が
ふ
え
た
り
‘

植
木
栽
培
か
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
増

加
し
梨
栽
培
農
家
の
大
き
な
悩
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

赤
星
病
は
、
び
ゃ
く
し
ん
類
（
貝
塚

い
ぶ
き
・
た
ま
ひ
ば
・
し
ん
ぱ
く
等
）

の
植
物
を
中
間
寄
生
と
し
て
越
冬
し
た

病
菌
が
四
月
ご
ろ
雨
を
と
も
な
っ
た
風

に
飛
ば
さ
れ
て
‘
梨
に
う
つ
る
病
気
で

す
。
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
ニ
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
離
れ
て
い
て
も
伝
染
す
る
と
言

坤
域
ぐ
る
み
で
梨
の
赤
星
病
を
防
ご
う

び
ゃ
く
し
ん
類
に
中
間
寄
生

▼赤星病の伝染経路

町
直
／
｀
]

)

 

梨
一：

冑

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
初
日

の
二
月
二
十
八
日
、
消
防
組
合
で
は

中
谷
の
橋
本
産
業
聡
で
消
火
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

油
槽
タ
ン
ク
が
火
災
に
な
っ
た
と

い
う
想
定
で
、
三
台
の
消
防
車
と
ス

ノ
ー
ケ
ル
車
が
消
火
に
か
け
つ
け
、

素
早
い
動
き
で
化
学
消
火
液
の
入
っ

た
水
を
放
水
し
、
住
民
の
期
待
に
十

分
な
消
火
訓
練
で
し
た
。

◄

消
火
訓
練

字
―ュ
ー
ス

三
月
三
日
は
ひ
な
祭
り
‘
こ
の
日
、

保
育
園
で
も
ひ
な
祭
り
を
行
い
、
女

の
子
の
将
来
を
こ
と
と

ぎ
ま
し
た
。

き
れ
い
に
飾
ら
れ
た

ひ
な
壇
を
ま
え
に
し
て
、

園
児
は
歌
や
遊
戯
を
し

た
り
、
ス
ラ
イ
ド
を
見

た
り
し
て
楽
し
く
過
ご

し
、
先
生
か
ら
ひ
し
も

ち
と
あ
ら
れ
を
も
ら
い

大
喜
び
で
し
た
。

(3) 

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

伝
染
経
路
は
左
の
図

の
と
お
り
で
す
。

伝
染
経
路
に
特
異

性
の
あ
る
こ
の
赤
星

病
を
防
ぐ
三
つ
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ー
ビ
ャ
ク
シ
ン
を
梨

,̀' 

＇
し

園
の
近
く
に
植
え

な
い
こ
と
。

口
ビ
ャ
ク
シ
ン
に
対

す
る
薬
剤
散
布

ビ
ャ
ク
シ
ン
類
を

抜
き
取
り
、
処
分
す

る
こ
と
が
一
番
よ
い

わ
け
で
す
が
、
庭
木

類
に
は
記
念
樹
と
し

て
植
え
ら
れ
た
、
い

わ
く
つ
き
の
も
の
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
性
格
の
樹
は
人
情
と
し
て
簡
単
に

は
処
分
で
き
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
場
合
に

は
、
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
そ
の
も
の
の
薬

剤
散
布
が
必
要
で
す
。
そ
の
方
法
は
表

一
の
と
お
り
で
す
。

国
梨
に
対
す
る
特

別
散
布

梨
の
薬
剤
散
布

は
年
間
を
通
し
て

計
画
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
赤

星
病
を
防
ぐ
目
的

の
農
薬
散
布
を
行

い
ま
し
よ
う
。

そ
の
方
法
は
表
二

の
と
お
り
で
す
。

皆
様
の
理
解
あ

る
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
て

地
域
ぐ
る
み
で
梨

の
赤
星
病
を
防
ぎ

ま
し
よ
う
。

▼ピャクシン類への薬剤散布方法（表 I)

回数 時期 薬剤名 薬剤調合 備 考

1 3 月下旬
この時期に降

ポリオキシン 水10 tに6.6 9 
雨の多い時は2 4 月中旬 AL水和剤 (1500倍液）
回数を増やす

3 4 月下旬

▼梨に対する特別散布方法（表 2)

回数 時期 薬剤名 薬剤調合

1 4 月上旬

4 月中旬 ダイセン顆
水10 t当り 16.6 9 

2 
(600 倍液）

3 4 月下旬

自
治
功
労
者
て
表
彰
ヤ

本
村
は
、
百
二
十
一
人
の
児
童
か
こ

の
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
し
ま
す
。
入

学
児
童
の
い
る
ご
家
庭
で
は
、
と
り
わ

け
喜
び
と
期
待
の
う
ち
に
準
備
か
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

入
学
を
前
に
し
た
児
童
に
、
こ
ん
な
子

に
な
っ
て
は
し
い
と
思
う
こ
と
を
次
に

あ
げ
て
み
ま
す
。

一
、
交
通
規
則
を
守
る
子

通
学
路
は
必
ず
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
、

正
し
い
歩
き
方
や
身
の
守
り
方
の
手
本

を
示
し
て
練
習
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

二
、
す
こ
や
か
な
体
の
子

入
学
と
い
う
新
し
い
仕
事
で
疲
れ
が

定
例
村
議
会

3

月

1
1日
招
集

定
例
村
議
会
か
三
月
十
一
日
に
招
集

さ
れ
、
会
期
は
お
お
む
ね
七
日
間
で
行

わ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

上
程
さ
れ
る
議
案
は
、
昭
和
五
十
年

度
各
種
会
計
予
算
の
認
定
、
印
鑑
条
例

あ
る
い
は
給
水
条
例
な
ど
の
条
例
改
正

十
一
件
。
規
約
の
変
更
四
件
な
ど
二
十

八
件
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

長
い
間
、
地
方
自
治
発
展
の
た
め
に

つ
く
さ
れ
た
こ
と
で
、
全
国
町
村
会
か

ら
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
こ

の
伝
達
式
か
三
月
三
日
‘
館
林
財
務
事

務
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。▼

木
村
ト
ヨ
（
係
長
）
▼
内
田
よ
し
（

公
仕
）
▼
杉
山
キ
ク
ヨ
（
給
食
調
理
人
）

▼
及
川
ヨ
シ
（
給
食
調
理
人
）

ち
で
す
。
十
分
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
体

調
を
整
え
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。
特

に
む
し
歯
の
治
療
・
目
・
耳
．
鼻
な
ど

．
の
病
気
の
治
療
な
ど
は
完
了
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

三
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
る
子

身
じ
た
＜
・
洗
顔
・
用
便
な
ど
の
身

の
ま
わ
り
の
し
ま
つ
か
自
分
で
で
き
る

こ
と
は
、
ぜ
ひ
と
も
習
慣
に
な
っ
て
い

な
い
と
困
ま
り
ま
す
。
練
習
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

四
「
ハ
イ
」
と
「
イ
イ
エ
」
は
は
っ

き
り
言
え
る
子

自
分
の
意
志
を
相
手
に
伝
え
る
た
め

の
基
本
的
な
表
現
で
す
。
は
き
は
き
し

た
行
動
と
と
も
に
、
大
き
い
声
で
は
っ

き
り
言
え
る
子
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

五
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
子

自
分
の
も
の
と
他
人
の
も
の
と
の
区

別
が
で
き
、
相
手
の
気
持
も
考
え
ら
れ
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
心
が

け
ら
れ
る
子
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

六
、
生
活
の
リ
ズ
ム
に
の
れ
る
子

起
床
か
ら
就
寝
ま
で
の
生
活
の
リ
ズ

ム
を
学
校
生
活
に
合
う
よ
う
に
切
り
か

え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
つ
か
の
間
の
接
触
の
折
で

も
、
は
げ
ま
し
と
温
か
い
ま
な
ざ
し
を

与
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

親
の
大
き
な
愛
が
子
ど
も
の
「
自
立
」

を
助
け
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
の
で
す
。

ま
た
、
も
う
す
ぐ
一
年
生
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
無
理
な
要
求
を
し
た
り
よ
け
い

な
緊
張
感
を
与
え
な
い
で
、
学
校
は
楽

し
く
勉
強
で
き
る
と
こ
ろ
と
し
て
の
期

待
を
も
た
せ
、
安
定
し
た
気
持
ち
で
入

学
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

も
う
す
ぐ
一
年
生

入
学
の
心
が
ま
え
を
教
え
て
お
こ
う
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確
定
申
告
期
限
が
せ
ま
り
ま
し
た
が

次
の
よ
う
な
人
は
、
税
金
が
納
め
す
ぎ

に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
確
か
め
、

納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
確
定

申
告
を
し
て
税
金
の
還
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

一
、
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
、
医

療
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

二
、
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方
。

三
、
予
定
納
税
を
し
て
い
る
方
で
、
災

害
や
営
業
不
振
の
た
め
、
確
定
申
告

の
必
要
が
な
く
な
っ
た
方
。

四
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
利
子
、
配
当
、

原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
少
な
く
て
、

し
か
も
、
そ
の
他
の
所
得
も
あ
ま
り

多
く
な
い
方
。

税
金
の
納
め
す
ぎ
は
還
付
申
告
を

車を運転するときは、たとえーば
いでも絶対に飲まない

0に
1で
』
―
―
^
]

り
＆

.
i
 

交
通
死
亡
事
故
ス
ト
ッ
プ
県
民
運
動

が
「
百
七
十
万
県
民
の
総
力
を
あ
げ
、

交
通
死
亡
事
故
を
な
く
そ
う
。
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
、
三
月
一
日
か
ら
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
展
開

二
月
に
入
っ
て
、
交
通

事
故
死
者
が
飲
酒
運
転
や

暴
走
運
転
な
ど
の
た
め
に
、

毎
日
一
人
の
尊
ぃ
命
か
失

わ
れ
て
い
ま
す
。

自
動
車
の
運
転
者
は
も

（
館
林
税
務
署
）

た
だ
い
ま
毎
日

一
人
の
飲
酒
・
暴
走

運
転
の
犠
牲
者

交
通
死
亡
事
故
ス
ト
ッ
プ
運
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
県
下
の
交
通
事
故
か

増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
特
に
飲
酒
・
暴

走
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
か
続
発
し
て

い
る
た
め
、
県
民
の
総
力
を
あ
げ
、
交

通
道
徳
を
た
か
め
、
安
全

運
転
の
実
践
に
よ
っ
て
、

交
通
死
亡
事
故
の
防
止
を

図
ろ
う
と
い
う
ね
ら
い
で

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

重
点
目
標
謬
打
者
保
護
5疇
疇ち

ろ
ん
‘
歩
行
者
、
自
転
車
の
方
も
次

の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
交
通
事
故
を
起

こ
さ
な
い
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
。
さ

せ
な
い
。
車
を
運
転
す
る
者
に
は
絶

対
に
酒
を
出
さ
な
い
。

◆
速
度
の
出
し
過
ぎ
、
無
理
な
追
越

し
、
信
号
無
視
な
ど
の
危
険
な
運
転

は
絶
対
に
し
な
い
。

◆
経
済
速
度
「
四
十
キ
ロ
」
を
励
行

す
る
。

◆
横
断
歩
道
手
前
の
危
険
な
追
越
し

や
追
抜
き
は
絶
対
に
し
な
い
。

◆
「
ち
っ
ち
ゃ
な
子
ど
も
と
お
年
寄

り
、
お
先
へ
ど
う
ぞ
」
の
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
る
。

◆
歩
行
者
は
「
と
ま
る
、
み
る
、
み

ん
な
手
を
あ
げ
正
し
い
横
断
」
を
励

行
す
る

♦

夜
間
、
自
転
車
に
は
ス
コ
ッ
チ
ラ

イ
ト
（
反
射
テ
ー
。
フ
）
を
つ
け
、
歩

行
者
は
タ
ッ
グ
ラ
イ
ト
（
光
る
下
げ

札
）
を
携
帯
し
て
通
行
す
る
。

●
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
は
湿
度
が
高
い

の
で
、
漏
電
し
や
断
器
を
取
付
け
、
防

湿
型
の
機
器
‘
接
続
器
（
コ
ン
ネ
ク
タ

ー
）
等
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

モ
ー
タ
ー
や
ス
イ
ッ
チ
に
は
「
は
だ
し

」
「
ね
れ
手
」
で
触
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
加
温
機
は
正
規
の
配
線
工
事
（
ア
ー

ス
取
付
け
な
ど
）
で
安
全
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

◆
モ
ー
タ
ー
を
使
い
始
め
る
と
き
は
準

備
を
整
え
て
か
ら
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、

終
っ
た
と
き
は
一
番
先
に
ス
イ
ッ
チ
を

ピ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽
培
の

電
気
事
故
防
止

文
芸
欄
は
都
合
に
よ
リ
休
載
し
ま
す
。

来
月
は
俳
句
て
す
。

西
小
学
校
に
教
育
機
器
な
ど
を
次
の

方
々
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▼
集
図
応
答
分
析
器
三
台
十
二
万

円
相
当
ー

▼
集
団
応
答
分
析
器
二
台
八
万
円

相
当
樽
見
喜
文
さ
ん
（
矢
島
）

▼
バ
レ
ー
ネ
ッ
ト
用
支
柱
一
基ー

ミ
『
さ
ん
（
矢

三
万
七
千
円
相
当
匿
名清

水
＂
（
＇

小
型
船
舶
の

検
査
を
受
け
よ
う

小
型
船
舶
を
所
有
さ
れ
る
方
で
、
ま

だ
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
の
検
査
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
本
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
検
査
を
受
け
て
、
船
舶
検

査
証
書
を
持
ち
、
船
舶
検
査
済
票
を
は

り
つ
け
て
お
か
な
い
と
四
月
以
降
は
航

行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
小
型
船
舶
は
、
長
さ
四
以
以
上

十
二
討
未
満
の
。
フ
レ
ジ
ャ
ー
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
及
び
長
さ
十
以
以
上
十
二
以
未

満
の
そ
れ
以
外
の
エ
ン
ジ
ン
付
の
舟
で

な
お
、
希
望
さ
れ
る
方
は
猶
予
期
限

が
四
月
以
降
の
場
合
で
も
、
今
す
ぐ
受

検
で
き
ま
す
か
ら
な
る
べ
く
早
く
受
け

て
く
だ
さ
い
。

小
型
船
舶
の
検
査
に
つ
い
て
の
詳
し

い
こ
と
は
、
次
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
関
東
支
部

喜

0
三
ー
六
六
八
ー
四
一
九
八

寄
付
あ
リ
が
と
う

切
り
ま
し
よ
う
。

※
非
常
停
電
を
知
ら
せ
る
「
停
電
報

知
器
」
の
取
付
け
を
推
奨
い
た
し
ま

す
。
（
東
京
電
力
）

大須川梅中新南田江千
大津

輪賀俣原谷里島島口井

1
3時
＼
1
4時

1
4時
ー
1
5時

1
5時
ー
1
6時

9

時
ー
1
1時

1
1時
ー
1
2時

1
3時
ー

1
4時

1
4時
ー
1
5時

9

時
ー
1
0時

1
0時
ー
1
1時

1
1時
ー
1
2時

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保

険
証
は
、
本
年
三
月
三
十
一
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
四
月
一

日
か
ら
新
し
い
保
険
証
と
交
換
に
な

り
ま
す
。
医
療
機
関
等
に
お
い
て
あ

る
保
険
証
は
、
三
月
下
旬
ま
で
に
お

手
許
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

交
換
日
程
と
会
場
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
交
換
日
全
部
落
と
も

3

月

3
1日

▼
場
所
及
び
時
間

斗
合
田

9

時
1
1
0時

下
江
黒

1
0時
1
1
1時

上
江
黒

1
1時
1
1
2時

集
会
所

集
会
所

東
部
児

童
館

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

集
会
所

公
民
館

国
民
健
康
保
険
証
が

更
新
に
な
リ
ま
す

今
月
の
納
め
は
、
明
和
土
地
改
良

区
費
、
有
線
放
送
使
用
料
及
び
水
道

使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

二
十
七
日
役
場
第
一
会
議
室

二
十
八
日
東
部
児
童
館

I
I

斗
合
田
薬
王
寺

三
十
一
日
明
和
農
協
第
一

I
I

矢
島
公
民
館

今
矢
島

大
佐
貫

月
の
納
め

日

種
痘
接
種
の
実
施

種
痘
接
種

1
8日
（
武
道
館
）

種
痘
判
定

2
5日
（
武
道
館
）

い
ず
れ
も
受
付
は
、
午
後
一
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
で
す
。

こ
の
種
痘
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四

十
九
年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
九

年
八
月
三
十
一
日
の
間
に
生
ま
れ
た

方
を
行
い
ま
す
。
種
痘
の
予
防
接
種

は
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

第
一
期
に
つ
い
て
は
、
生
後
六
ヵ
月

よ
り
二
十
四
ヵ
月
ま
で
に
受
け
な
い

と
、
村
の
集
団
実
施
は
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

吾＾ロク

各
種
検

乳
児
検
診

1
3日
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
検
診

2
0日
（
第
三
木
曜
日
）

育
児
相
談

2
7日
（
第
四
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
役
場
保
健
相
談
室
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で
で
す
。

入
ヶ
谷

1
3時
3
0分
i
1
4時

斤-
P
 

1
4時
ー
1
5時

1
5時
ー
1
6時

公
民
館

集
会
所
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